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　夏休みも間近に控えた、その日。放課後の蓮はす見み高校生徒会執行部室。

「──では。これで、一学期最後の執行部会議を終わります」

　いつものように。夏の暑さなどみじんも感じさせないような涼しげ……いや、どちらかと言えば冷然とした張りのある声で副会長である麻生あそう涼りよう介すけがそれを口にすると。いつものごとく、誰がリードを取ったわけでもないのに、

「お疲れさまでしたぁッ」

　いっそ見事なほどの協和音が返る。

　打てば響くようなメリハリのついた挨あい拶さつは、部会のシメとしては実に小気味よい。

　進級してからの、ひとつ山を越えた達成感。このメンバーになってからの充実感。誰もがそれを思い、満足げな笑みがこぼれた。

　それもこれも、今期の執行部は会長である武む藤とう和かず将まさを筆頭にして『武藤組』などと呼ばれるくらいの結束力を誇っているから……かもしれない。

　とにもかくにも。執行部としての一学期の活動はこれで終わりである。

　だから──だろうか。麻生が解散宣言をしたとたん、ほどよく張り詰めていた雰囲気もどっと緩んで、

「はぁぁ……。終わったぁ」

　武藤は椅子に背をもたれたまま、大きく伸びをした。

　その様は、まるで、居眠っていた大型犬がようやく目を覚ました──という感じがしないでもない。むろん、それはあくまで物のたとえであって、会議中にこっそり生あくびを嚙かみ殺すことはあっても、武藤が本格的に居眠りをしたことなど一度もない。

　そんなことをすればソッコーで叩たたき起こされ、麻生の容赦のないキツイ嫌みと皮肉が炸さく裂れつするのは間違いない。それでなくても、日頃から、

『おまえは緊張感が足りない』

『ダラけてないで、もっとビシッとしろ』

『文句を言う暇があったらサクサク仕事をしてしまえ』

　などと言われている武藤であるから、よけいな醜態は極力避けたいところだ。

　武藤組の『若頭』と一般生徒にまで密ひそかに怖れられている麻生は、イケメンな切れ者を地でいく執行部の『陰のフィクサー』であった。

　その言動はクールを通り越して『アイス』。銀縁メガネの奥の切れ長な目でジロリと睨にらまれただけで、体感温度が一気に下がる。麻生の場合、その効果を充分自覚して必殺技（？）を繰り出す確信犯なだけに誰も勝てないのだった。

「まぁ、それなりにいろいろあったが総務的には大したトラブルもなく無事に一学期を乗り切れて、まずはひと安心……って、とこ？」

　机の上のレポートを片しながら、珍しく麻生の口は軽い。

「おう。とりあえず、ご苦労さんって感じ」

　言ってしまえば、それに尽きるのかもしれない。

　なんといっても。今学期は蓮見高校の昼休みの『暗黙の掟おきて』を無視した果ての、

【一年白リボン組女子弁当事件】

　──から始まり。一歩間違えば惨事だったかもしれない、

【階段落ち流血キス事件】

　──があり。その発端である一年女子が被害妄想的な集団ヒステリーを起こして、

【第二理科室号泣事件】

　──と続き。そしてトドメは体育祭直前の、

【一触即発、学生食堂ガチンコ勝負】

　──である。

　幸運にも、生徒会執行部が直々に出張っていくような大問題には発展しなかった。だから、あえて『総務的には』と麻生が強調したのだが。とはいえ、そのトラブルの規模も順次グレードアップしていることを思えば、武藤のため息もそれなりにずっしりと重い。

（頼むぜ、ホント。ちったぁ自重してくれよぉぉ……）

　そのたびに繰り返される内心のつぶやきはだんだん唇に苦くなる。

　なぜなら。そのすべてに関わっているキーパーソンが最悪にして凶暴なトラブルメーカー……しかも、本人的にはまったく自覚なしの茅かや野の広ひろ海みだったりするからだ。特に学食での一件はヤンキーな学年首席である堤つつみ大だい悟ごと学園のスーパースターである小こ林ばやし芳よし樹きを巻き込んで、相手が引責という形で黄色組応援団長と副団長をクビになったという曰いわく因いん縁ねんがあるだけに、

「逆恨みの逆ギレで、いつか何かをやらかすんじゃないか？」

　みたいなキナ臭い噂がてんこ盛り状態だった。

　幸いにして、体育祭本番では大したトラブルもなく。実情はかなりヤバかったりするが、表立ってのスキャンダルにはならなかった。

【終わりよければすべて良し】

　ということで、武藤ならずとも深々と肩に食い込んだ重荷がなくなって、とりあえずは執行部役員一同ホッとひと安心であった。

　一学期だけでこれだけの事件が勃ぼつ発ぱつしては二学期が思いやられる……と言えないこともないが、まだ起こってもいないことをあれこれと先走って心配しても始まらない。まぁ、どこかの誰かの胃袋は確実にシクシク痛んではいるだろうが。

　物事は、なるようにしかならない。

　それが蓮見高校の組長──いや、執行部会長である武藤の偽らざる心境であった。

「ンじゃ、まぁ、俺たちも行くか」

　室内に残っているのは、すでに武藤と麻生だけになってしまった。

「あー……」

　二人同時に席を立って、ゆったりとした足取りで部室を出て行く。

　とうに下校時間を過ぎてしまった本館校舎はシンと静まり返っている。放課後のグラウンドで部活をやっている野球部の野太い声と金属バットの音が、ときおり響いてくる程度だ。

　特に話らしい話をすることもなく、二人が肩を並べて廊下を歩く。

　そのとき。新館校舎につながる渡り廊下口で、バッタリ、堤と出くわした。

　──あ……。

　──え？

　──マジかよ。

　声には出さなかったが。それでも、こんなところで、こんな時間に鉢合わせをしてしまった奇遇に。

　──なんだかなぁ。

　──まぁ、いいんだけど。

　──とんだヤブヘビって感じ。

　三者三様の思惑が頭に浮かんで、つい足が止まる。

「おぅ、大悟」

　最初に口火を切ったのは武藤だった。

　一年のときから不動の学力ナンバー１を張る男──今現在は広海と二人して蓮見の『最凶ヒールズ』呼ばわりをされる片割れを気軽に『大悟』と呼び捨てる武藤は、堤とは一学年違いの従兄弟いとこになる。もっとも、それを知っているのはごくごく限られた者だけであって、執行部の中では麻生だけだったが。

　普段の武藤はいくら従兄弟でも堤を下の名前で呼んだりはしない。それは、堤がごく普通ステレオタイプの学年首席というイメージを裏切ってあまりあるヤンキーで（…本人はただのファッションだと嘯うそぶいているが）頭にふたつ名どころか、

『確信犯でシビアな皮肉屋』

『足抜けしたがっている族の参謀』

『丑うしの刻参りを呪い返した男』

　などという虚実入り乱れ飛ぶ噂には事欠かない、見た目以上に胡う散さん臭くさすぎる男との血縁関係を知られたくない──からではない。

　要するに。学校内では公私混同はしない、プライベートはまったくの別口という実にシンプルな武藤なりのケジメである。

　ここが、放課後の人ひと気けがなくひっそりと静まり返った校舎でなければ。となりにいるのが麻生でなければ。武藤はいつも通りに『堤』としか呼ばなかっただろう。

　いや。その前に、目線だけで挨拶を済ませて擦れ違っただけかもしれない。

　特別な用でもない限り、学校内では武藤と馴なれ合いたくない。そう思っているのは堤のほうだと知っていたからだ。その理由が『武藤組の面々に無駄に睨まれたくないだけ』だったとしても。

　基本的に武藤のポリシーは、

「聞かれもしないことを自分からペラペラ吹聴するほどヒマじゃない」

　──である。

　むろん。何を聞かれても、それを明かす相手は厳選するのは言うまでもない。

　武藤的には、学校内での悪名高い堤が従兄弟であることは隠しておかなければならない秘密などではない。誰も聞かないから言わない。ただ、それだけのことである。

　その対極にあるのが、暴言吐きまくりなトラブルメーカーである広海との関係だった。

　今現在、蓮見の生徒で、生徒会長と最凶な問題児が同じ中学出身の先輩・後輩であることを知らない者はいない。……たぶん。

　なぜなら。

　広海が誰の前でも、時も場所も選ばず、それどころか上下関係の仁義すらもスッパリ無視して武藤のことを平然とタメ口の呼び捨てにするからだ。

　出会ったときからそんなふうだったので、武藤にしてみれば何を今更であって。広海に『さん』付けだの『先輩』呼ばわりされることを想像するだけで変……というか、かえって鳥肌ものである。

　こういうのを、立派な刷り込みというのだろう。

　そこらへんの心情はあくまで武藤の都合であり、それをいちいち説明するのも面倒なので特になんのリアクションもとらなかった。売られた喧けん嘩かは利子を付けて三倍返し──を有言実行している広海を下手にいじって遊びたいマゾでもなかったし。

（こいつは高校生になっても、ぜんぜん変わらねーよな）

　自然と苦笑が漏れただけで。

　それは太っ腹というより、ある意味、達観に近いのだが。かえってそれが、広海との親密ぶりを周囲にアピールすることになるとは思いもしなかった。だから、

「おまえと茅野って、本当はどういう関係なんだ？」

　真剣に麻生にそれを問われたときには、武藤のほうが啞あ然ぜんとしたくらいだった。

　結局。ただの後輩という枠に収まりきれない広海の際立った存在感を再認識させられただけ──とも言えるが。

（まっ、茅野だしなぁ）

　なんの含みもなくそれで語り合えるツーカーな相手といえば、同じ美み原はら一中の後輩である小林くらいなものだろう。

　のんびり。

　……ゆったり。

　…………まったり。

　何があってもマイペースなのは武藤も小林も同じだが。武藤が牙きばを隠した犬系だとすれば、小林は草食獣に擬態したライオン──だろうか。たとえ見た目はどうでも、本質的なところでそれくらいの差があるのではないかと武藤は思っている。

　単に体格的な差というより、プライドの在り処だったりするのかもしれない。広海の見た目が『美猫』で中身は『虎』と言われるのと同じである。やはり、類は友を呼ぶのだ。

　広海にしても。武藤が生徒会長であろうがなかろうが、そんなことはまったく関係がないのは明白で。その口調は、いっそ小気味がよすぎるほどの歯切れよさと言うべきか。執行部役員に睨にらまれても、なんら臆おくすることなく堂々のタメ口を吐きまくりであった。

　今現在、そんな広海の片割れを張る堤は。

「……ども、お疲れさまです」

　悪名大王らしからぬ神妙さできっちり腰を折る。その視線が武藤ではなく麻生に据えられていることを思えば、いかにも確信犯な堤らしいメンチの切り方だと言えなくもなかったが。

（こういうことをさらりとやれるところが堤……だよな）

　麻生は思わず口の端で笑う。

　そのとなりで、あっさり無視された武藤がこれ見よがしに顔をしかめる。

「……って、おい。それって露骨すぎだろ」

　いつになくブスくれた口調に、堤に対する親密度が透けて見えるような気がするのは、麻生の錯覚ではないだろう。

　堤は堤で、

「会長も相変わらずお忙しそうで。こんな時間まで、ご苦労さまです」

　そっけないトーンには皮肉とは別の、強いて言えば、堤特有の茶目っ気を孕はらんでいるようにも感じる。確かに、この二人には二人だけで相通ずるモノがあるのだと。

　だから──だろうか。

「やたら愛想のよすぎる確信犯……っていうのも、なんか不気味だよな」

　つるりと、それが麻生の口を衝ついて出た。

　血の繫つながりがある従兄弟。

　それを聞かされていなければ、同じ蓮見高生としてのただの先輩・後輩にしか見えない。外見的にも、性格的にも、武藤と堤ではまるで似たところがなかったからだ。

　泰然自若として男気のある武藤は、よくも悪くも『男タラシの達人』などと揶や揄ゆされる。変に媚こびたところのない自然体が好かれるのか、上級生には可愛がられ、下級生には頼りがいのある兄貴分として懐かれるからだ。逆に、同級生としての反応はきっちりふたつに分かれてしまう。

　羨せん望ぼうと嫉しつ妬と。

　もしくは、友好と反発。

　年齢的にはたったひとつ違いというだけで許容できるモノが、同じ歳では軋あつ轢れきの要因となるのだ。その最たるものが黄色組応援団長であった深ふか沢ざわとの確執だろう。

　それですら、武藤と深沢では歴然とした温度差があるのは麻生たち三年生であれば誰もが知っていることだ。

　負け犬ほどよく吠ほえる。つまりは、そういうことなのだが……。

　深沢の武藤に対する、ある意味いびつにねじ曲がった偏執は根深い。その原因に一枚嚙かんでいる麻生が見すごしにはできないほどに。

　その温度差が高じて、例の体育祭直前の広海との『ガチンコ勝負』になってしまったわけだが。あれの根が武藤に繫がっていることなど、三年生であればすぐに誰でも気付いてしまうほどにはミエミエだった。

　よりにもよって、その捌はけ口に広海という最凶なトラブルメーカーを選んでしまった時点でバカ丸出し……なのは明白だったりする。だから、深沢が、

『欲求不満で溜たまりすぎのド変態』

　呼ばわりをされた上に、

『キモイ鳥肌野郎』

　というレッテルを貼られた恥はじ曝さらしになっても、誰も同情などしない。

　むしろ。そのトバッチリをくって本番前におもいっきり面目を潰つぶされてしまった黄色組の連中にしてみれば、深沢に恨み骨髄……だったかもしれないが。

　そこらへんのシコリもあって深沢元団長と織田元副団長のド変態コンビは、今でもかなり浮いた存在だ。

　まぁ、負け犬コンビがこの先どうなろうと、麻生の知ったことではない。少なくとも、自分のテリトリー内に入ってこない限りは……。

（墓穴掘りついでに、いっそ派手に地雷を踏んでくれりゃあな）

　誰の──とは言わないが。視界の端をチョロチョロされるのは、かえってウザイ。

（そしたら、今度こそ有無を言わせず叩たたき出してやれるんだがな）

　そんな物騒なことを麻生が頭のへりでシミュレートしていると、

「……ていうか。大悟、今日はおまえ一人か？　加か賀がは？」

　別口で、武藤が思わぬ地雷を踏んでくれた。

（武藤……おまえ、このタイミングで加賀の名前を持ち出すって、どうよ？）

　麻生は半ば呆あきれ返る。

「加賀……さん？」

　スカした顔の堤の視線が、一瞬、不意打ちをくらったようにわずかに泳ぐ。動揺しまくり……ではないにしろ、それなりの効果はあったということだろう。

（へえー……そうくるか？）

　堤の反応に、何かしら麻生の興味も疼うずく。意外なようで、ある意味、あーやっぱり──という気がしないでもなかったが。

「そう。一緒じゃねーのか？」

　なにげなく、ついでに聞いてみた──的な武藤の口調に他意はない。

　……ように見えた。少なくとも、麻生には。

　けれども。一度ならず二度までも地雷を踏みつけにされて、さすがの堤も黙ってはいられなくなったのか、

「加賀さんが──何？」

　その口ぶりもまとう雰囲気も、冷ややかに一変する。

（ふーん……。やっぱり、男のメンツが絡むと、堤もそれなりにキてるってことか？）

　だから。堤の『牡オトコ』としてのメンツの話である。

　広海と堤が『最凶ヒールズ』と呼ばれるようになった原因、例の階段落ち『流血キス』事件以来、二人を絡ませたエゲつない下ネタ話はそれこそ掃いて捨てるほどあったが。そんなくだらない噂など耳のケガレとばかりに完全黙殺の広海（…それがあまりにも徹底しているので、麻生などは逆に、御三家あたりがそれとなくニラミをきかせてその手の噂を広海の耳に入れないようにしているのではないかと思ったくらいだ）はむろんのこと、堤は堤で、

『勝手に好きなだけほざいてろ』

　──と、言わんばかりの余裕ぶりだった。

　根も葉もなく増殖する噂ほどタチの悪いものはない。それでも、だ。

　広海も堤も、プライドが高いのは見ていて丸わかりだが。もしかしたら、そのプライドの在り処がそんな噂に左右されるところにはないのかもしれない。

　裏を返せば、二人のそういう可愛げの欠片かけらもないリアクションが引き金になって、よけいにガソリンぶっかけ状態になってしまったと言えなくもない。

　最初に誰がそれを言い出して、どこのどいつが尻しり馬うまに乗っておもしろおかしく脚色したのかは知らないが。それが、

『キモイ』

『サイテー』

『キョーアク』

　などと言われながらもその勢いがまったく衰えなかったのは、広海が、武藤とはまったく別の意味で『大物喰ぐいの男タラシ』であったからだろう。

　蓮見高校御三家を筆頭に、ヤンキーな学年首席、執行部の組長……など。広海の周囲には実力＋人気＆ビジュアルを兼ね備えた面々が揃っている。つまりは、そこらへんの羨望とやっかみも半端じゃなく凄すごいということに尽きる。

　逆説的に言えば。『茅野広海』は男の支配欲を刺激するのかもしれない。

　あの暴言毒舌吐きまくりな俺様を屈伏させ、跪ひざまずかせて──泣かせてみたい。そういう意味で、だ。

　できるか、できないか──ではなく。もっと深いところで……。

　理性と自制を度外視した、妄想？

　抑圧された、過激な欲望？

　それとも。沸き上がる衝動の捌け口？

　突き詰めると、『茅野広海』という存在はそんなダークな部分をかき立てる因子ウイルスをそこら中にバラまいているのではないか、と。

　そうでなければ、最凶なトラブルメーカーである広海に性懲りもなくチョッカイをかけて自滅──自爆したがる男があとを絶たないという現状の説明がつかないように思えてならない麻生だった。

　当然、堤もそのクチだろうと思った。

　だが。武藤から、広海と堤が幼稚園からの顔かお馴な染じみであるという衝撃の事実を知らされて、別の意味ですんなりと納得できてしまった。

　ある種、ふてぶてしいまでの堤の余裕。つまり、堤の広海に対するベクトルは狭く深くそれこそ筋金入りなのだろう。

　その上でなお、堤の男としての立場が揺らがないとなれば鬼に金棒……だったりするのかもしれない。

　どんなにいかがわしく過激なシチュエーションであっても、噂の中の役どころは常に『牡』なのだ。広海との立場が逆転することはない。それも、ある意味凄いが。

　変な話。たかが根も葉もない噂だとしても、麻生だって自分が女役を振られるのは真っ平御免である。それは見た目や主観の問題ではなく生理的な意味で。男として、絶対に譲れない矜きよう恃じに近い。

　シビアな皮肉屋。タチの悪い確信犯呼ばわりされる堤も、おそらくはそうだろう。自分の与あずかり知らないところでどれだけエロ度がグレードアップしていても、『牡』としてのアイデンティティーが崩壊しなければ『男』としてのプライドは保たれる。言ってしまえば、そういうことではないだろうか。

　結局。現実ではどうやっても『三倍返し』を有言実行する広海を泣かすことなどできないから、くだらない噂でウサを晴らしているとしか思えないのだが。

　その堤が、今や貞操バツクバージン喪失の危機にある。相手は『タラシの帝王』加賀龍りゆう司じである。

　つい最近まではなんの接点もなかった二人が──なぜ？

　どうして？

　そういうことになってしまったのか？

　──謎である。

　武藤にしろ、麻生にしろ。『寝耳に水』の上に『青天の霹へき靂れき』が落ちてきた……ようなものである。

　ある日、突然。どこからともなく、どデカイ花火が打ち上がった。

　わかっているのは、それだけだ。

　男としてのアイデンティティー崩壊の危機である。

　瀬戸際で死守している──という説もあるにはあるが。なぜか、大方のところではすでに喰われてしまった──ということで一致している。

　広海と堤の噂は、どれほどエグかろうがあくまでも妄想の域を出ない『お遊び』だったが、堤と加賀の場合はもろにリアルであった。それもこれも、

【据え膳ぜんは遠慮なく喰う】

　──と言わしめる加賀のタラシぶりがいかに凄いか、その証あかしのようなものである。

　よって、その『喰い方』のバリエーションもリアルに豊富であった。さすが『タラシの帝王』の名に恥じぬ加賀……というべきかもしれない。

　噂の中にどれだけの真実が潜んでいるのかは知らないが、本音と偽善のボーダーラインに陰湿な悪意が見え隠れする。

　狙い目ターゲツトは堤か？

　それとも──加賀？

　そこに潜んでいるのは、誹ひ謗ぼう中傷に名を借りた根深いコンプレックスの表れなのか。

　あるいは。所しよ詮せんは他人ひと事ごとで、ただ噂が尾ヒレを付けまくって転がっていくのがおもしろいだけ……なのか。

　どれもこれも変にリアルで、それでも、すべてはただの噂にすぎないというところにキナ臭さを感じる。加賀の因縁の相手である織お田だの存在がひとつの原因として取り沙ざ汰たされているのも、周知の事実だ。

（加賀って、結局、何を言われても『金持ちケンカせず』……だからなぁ）

　だから。安心して、めいっぱい煽あおっていられるのではないか──と。そんなことすら言われているのが現状だ。

　武藤は、

「加賀みたいなタイプは逆げき[image: 鱗]りんに触れるまでの沸点が異様に高いだけだからな。キレたときはその反動で、けっこうエグイことをやらかすんじゃねーか？」

　みたいなことを言っていたが。その武藤ですら、加賀の『逆[image: 鱗]』がどこらあたりにあるのかはわからないらしい。

　麻生自身ここで堤とバッタリ鉢合わせをするまでは、噂は噂として知っていても、堤が『最凶ヒールズ』の片割れであること以外、特にこれといって興味も関心もなかった。──はずなのだが。堤が武藤の言葉に触発されて含むモノありありな態度を見せたことは、思わぬツボだった。

「いや、だから、おまえと加賀の放課後の図書館デートが何かと噂になってるからさ。そこらあたり、ついでにおまえの本音でも聞いとこうかと思って」

「俺の…ってことは、それ、加賀さんにも聞いたわけ？」

　無意識にか、それとも故意か。堤の口ぶりが次第にぞんざいになっていく。麻生にはチラリとも視線をやらないまま……。それが、少しだけ麻生を苛いらつかせる。

「まっ、一応」

　それは、麻生も初耳である。いったい、いつの間に……。

「ふーん……。なんだって？」

「暇ひま潰つぶしにおまえをイジって遊んで、ついうっかり地雷を踏んで爆死しても知らねーぞって忠告してやったら、俺はそこまでマゾじゃない──って、鼻先で軽くあしらわれちまったよ」

　武藤の口調は軽い。──が。

（なにげにガツガツ堤の地雷を踏みまくってる奴が、なに言ってんだかなぁ……って気がするんだけど？）

　従兄弟いとこだからという気安さ？

　それとも。麻生が思っている『地雷ソレ』と武藤の言う『地雷コレ』とは、まったくの別口だったりするのだろうか。

「俺は今のところ、目新しいオモチャらしいからな。まっ、そのうち飽きるんじゃねー？」

　答えになっているようで……いない。核心の部分はうまくはぐらかすような堤の言い分である。まるで、

『俺と加賀の話に、横からよけいなクチバシ突っ込むんじゃねー』

　とでも言わんばかりの。

　──牽けん制せい？

　なぜ？

　なんのために？

（もしかして、堤の奴、マジで加賀にハマってるのか？）

　あり得ない……とは思うが。

　それが頭のへりをわずかによぎったとき、

「つーか、和将。ついでだから、俺も、おまえに聞きたいことがあんだけど」

　麻生は、ガツンと後頭部を蹴けりつけられたような気がした。

（おい、おい……。いきなりタメ口の呼び捨てか？）

　広海が武藤にタメ口をきくのとは、また違った意味での驚きがあった。

　いや……。正確には、驚いている自分にビックリしていると言うべきか。

（──なんで？）

　わからない……。

　だが。今は、そんな思考の呪縛にスッポリとハマっている暇はなかった。

「聞きたいこと？　なんだ？」

　麻生も、それが知りたい。逆に聞きたい。堤が被っていたネコをいきなり脱ぎ捨ててしまった理由を。

　あとで改めて……というのではなく、今の今、それを口にするということは堤的にはよほどの気がかりなのだろう。麻生は、そう読んだのだが。

「食事会」

「──はい？」

（……はぁぁ？）

　期せずして、ＯＮ武藤とＯＦＦ麻生でハモる。

（食事会って……何？）

　頭の中で『？』が踊っている。

「あれから、なんの連絡もねーんだけど。どうなってンの？」

　おもいっきりの肩すかしに張っていた気も萎なえる。

　──が。それは、あくまで麻生の心情であって、

「どう……って、俺に言われてもなぁ」

　武藤的にはなんら問題ではないらしい。

「おまえ、兄貴とはツーカーなんだろ？」

　兄貴？

　──誰の？

（……って、もしかして茅野の兄貴のことか？）

　そうやってすぐに『茅野陽よう一いち』の超絶美形な顔が思い浮かぶほどには、武藤の傾倒ぶりも筋金入りであった。もちろん、それをきちんと認識できたのは体育祭最後のことだったが。とにもかくにも、いろいろな意味で、今年の体育祭が盛況であったことは間違いない。

「そこまでじゃねーって」

「それって……謙けん遜そん？」

　それこそ、堤流の皮肉か？──とも思ったが。意外に目がマジだった。

「いや──マジ」

「そうなのか？」

「そういうこと」

　大口は叩たたかないが、やることはやる。

　平然とハッタリをかますわけではないが、やるときにはきっちりと結果を出す。

　そんな武藤の意外な一面を見たような気がした。

（ふーん……。そうなんだ？　武藤でも気弱になることがあるんだ？）

　武藤との付き合いも三年目になる麻生だが、まだいろいろと新たな発見がありそうだった。

　……というより『武藤組の若頭』だのなんだの言われているわりには、武藤のプライベートにはけっこうな壁があったことに今更のように気付かされた。

（それって、なんか……）

　胸の奥が、なぜかモヤモヤした。その感情を言い表す言葉が見つからなくて。

「そのわりに、おまえ、けっこう馴なれ馴れしかったよな」

「押せるときにきっちりアピールしとかないと、俺の存在感が薄れるだろうが」

「おまえが、その顔でそれを言ってもなぁ」

　同感である。どの口でそれを言うかと、思わずツッコミを入れたくなった。

「そりゃ、どういう意味だ？」

「まんま……だけど？」

「おまえなぁ」

　打てば響くような……というには、どうも、いまいちテンポが嚙かみ合っていないような気がしないでもないが。学校内では窺うかがい知ることのできない武藤と堤の距離感が垣間見える。

「なら、おまえンとこにも、まだぜんぜん話は来てねーのか？」

「来てねーよ。……つーか、おまえ、それを聞くなら俺よりも茅野だろ」

　きっぱりしっかり言いきった武藤の台詞せりふで、麻生は確信する。

（やっぱり、茅野の兄貴絡みか）

　それが『食事会』と、どう繫つながっているのかはわからないが。

　第一、武藤はまだしも、兄貴絡みの話にどうして堤まで一枚嚙んでいるのか──謎だ。

　話の流れがまったく読めない。

　関連性が見えない。

　二人の会話に割って入れないのがもどかしい。いや……この中で一人のけ者にされているようで不快だった。

　すると。

「あー、ダメダメ。茅野、バックレたがってんのがミエミエだから」

　しごくあっさりと堤が種明かしをしてくれた。

（へぇー……。つまり、兄貴だけじゃなくて茅野もコミということか）

　だとすれば、堤のこだわりも納得できないこともない。

　他人とツルむというイメージがまったく似合わない男が唯一、執着する者──といえば、広海しかいない。その言動が御三家とは別口のところで露骨スレスレのテンションを維持しているのが、いかにも確信犯な堤らしかった。

　しかし。堤の口ぶりでは広海はまったくノリ気ではない……らしい。武藤がなんのリアクションもしないでほんのわずかため息をこぼしたところを見ると、それは堤だけの思い込みではないのだろう。

（いったい全体、どういう食事会……なんだかなぁ）

　聞きようによってはどうとでも好きなように勘ぐれる意味深な会話に、麻生はいつになく好奇心が疼うずく。

「だからな、和将。兄貴から連絡が来たら、おまえ、絶対に俺に回せよ？」

「大悟、おまえなぁ……」

「何があっても、俺、絶対に行くから」

「おまえ……なんで、そんなにやる気マンマンなわけ？　いつもと、まるっきり違うじゃねーかよ」

　武藤がボヤきたくなる気持ちもよくわかる。麻生としても、堤がそこまで入れ込む理由ならぜひとも知りたいところだった。

　先ほどからの流れもあるにはあったが、純粋に興味を惹ひかれた。別段、食い意地が張っているわけでもなさそうな堤が、なぜ、そこまで『食事会』に固執するのか。

　──と。堤はやんわりと唇の端を吊つり上げた。

「そりゃあ、ふだんは絶対に聞けないような裏話がてんこ盛り状態だと思ったら、行くっきゃないだろ。こんなチャンスめったにないし。兄貴の仕切りなら、なおさらじゃねー？」

　それには思うところがあるのか。武藤もうっすらと片頰で笑う。

「まぁ、な」

　まるで共犯者のように、見交わす視線すらもが意味深だった。

（こいつら……もしかして、根っこの部分じゃクリソツだったりするんじゃないか？）

　血の繫がりというのはけっこう侮れないものだと気付かされた瞬間だった。

「ンじゃあ、な。頼むぞ、和将」

「陽一先輩から連絡が来たら、ぜひとも出席させていただきますって言っといてやるよ。ついでのオマケでな」

　武藤の笑みが深くなる。

　それをどういうふうに受け止めたのか、堤は無言のまま軽く睨にらみ据える。

　だが。返す目で麻生を見やったときには、その気配はいっそすっぱりと消え失うせていた。

「それじゃあ、お先に失礼します」

　口調だけはやたらと丁寧だったが、堤の興味も関心も、麻生にはまったくないのが丸わかり……。いっそあからさますぎて、苦笑するしかない麻生であった。

　それっきり振り返りもせずにサクサクと歩いていく堤の背中を見送って、武藤がどんよりとため息を漏らす。

「──武藤」

「あー？」

　いかにも面倒くさそうなその態度に、麻生はカチンとくる。堤と比べて、あからさまな温度差のようなものを感じないではいられなかった。

　武藤にしてみれば、堤相手にしゃべくり倒した後だけに、いいかげんゲンナリしているのかもしれない。

「食事会って、何？」

「…ン？　あー、この間、体育祭のときに出た話。陽一先輩が、みんなで一度メシでも食いに行こうって」

　今更下手に隠す必要もないのか、武藤はあっさりと口にする。

「それって……例の、サブ・トラックで昼メシを食ってたっていう超ド派手なメンバーで──ってことか？」

「そういうこと」

　一息吞のんで。

「そりゃ、また、ずいぶん剛気だな」

　麻生はその言葉を吐き出す。

　茅野家の長兄は『剛気』という言葉すらもが恥じらって消え失せてしまいそうな超絶美形にしか見えないが。外見以上に中身が過激な広海がいい例で、もしかしたら、まんま族の総長な末弟よりもはるかに肝が据わっているのかもしれない。

「剛気って、誰が？」

　朱に交われば赤くなる……のがよくわかる。

　類友になってしまえば、当然、灯台下暗し──だったりするのだろう。

「超絶美人なお兄さんに、族の総長。最凶ヒールズな二人に、人気ダントツな蓮見高の御三家。それでもって、トドメは生徒会執行部の組長が揃い踏みってことだろ？」

　どこからどう見ても、種類の違うオーラ出まくり……である。その顔ぶれを思い浮かべるだけで、目の裏までチカチカしてきそうな気がする麻生だった。

「あー……まぁ、揃えようったってめったに揃わないメンツかもな」

　あくまで他人ひと事ごとのような口ぶりである。

「それがみんな茅野絡みってところが、スゴイ気がする」

　言われてみれば、その通りである。広海繫がりの相関図がきっちり出来上がってしまっている。

「陽一先輩と弟のツーショットなんて、希少価値モンだって。あれ、タイミングが合わなきゃ絶対に無理だし」

「なんで？」

「今年はたまたま弟の部活が完全休息日だったらしい。そうでもなきゃ、部活命の弟が蓮見の体育祭を見に来るなんてことにはならないって。去年は去年でウチと志し堂どう学園が完全に被ってたし」

　武藤が熱っぽく語る。

（あー……。だから、武藤の奴、体育祭本番は妙に浮かれまくってたのか）

　高校生最後の体育祭に陽一の顔を存分に拝めて、だろう。最初は気乗りがしなかったらしい赤組応援団長も、途中からノリノリだったのは、そういうお楽しみが待っていたからに違いない。

（──現金な奴）

　それを思うと、なんとなくムカついてくる麻生であったが。とりあえず、それを頭のすみに追いやって、

「あのメンツを仕切れる豪傑っていったら、やっぱり茅野の兄貴くらいだよな」

　ボソリと漏らす。

　麻生なら、頼まれてもパスしたいところだ。何をやるにしても、最後の最後で収拾がつかなくなるのは目に見えているようで……。

「──で？　おまえは行くのか、その食事会に」

　話の流れからすれば、当然、武藤がパスすることなどありえないのはわかっていたが。

「そりゃ、もちろん行くけど？」

　案の定、一片のためらいもなく即答である。

「へえー……ふーん……。行くんだ？」

「なに？　その意味深なリアクションは」

　わずかに眇すがめられた目が。どこか突き放したような口ぶりが。普段なら気にもならないような些さ末まつなことが、喉のど奥に突き刺さったトゲのようにやけに引っかかって。その瞬間、麻生の中で何かが──ツクリと疼いた。

「なぁ、武藤」

「──何？」

「その食事会って、まだ何も決まってないんだろ？」

「……たぶん。陽一先輩、今はメチャクチャ忙しいみたいだしな」

（そういや、志堂で臨時の弓道コーチやってるとか言ってたな）

　この時期ならば、すでにインターハイ関係は終わってしまっただろうが、事実上三年生が引退しても部活は引き続きあるわけで。臨時とはいえ、現役大学生でボランティアなコーチは大変だろう。いろいろな意味で。

（茅野陽一……か）

　その名前を奥歯で嚙かみ締める。ただのイケメンならば腐るほどいるが『頭脳』『顔』『性格』の三拍子揃ったデキる男はそうそういない。

　麻生だって体育祭で実物を見ていなければ、武藤の話も噂半分くらいに思っていたかもしれない。だが。

（いるんだな、ホントに。そういう人間って）

　天から二物も三物も与えられた幸運な男。もちろん、それに見合う努力があってこそ……だろうが。

　しかも、武藤が懐き倒しているらしい──男。麻生としても気になるところではある。

「なら、俺も飛び入りしていいか？」

「はぁぁッ？」

　まさにビックリ仰天の声を張り上げ、おもいっきりマジマジと武藤が麻生を凝視する。

（それだけ驚いてもらえると、なんか、逆にスカッとするよな）

　たとえ、それがただの思いつき──いや、思いがけずポロリと漏れた本音であったとしても。

「おまえが？」

「そう。俺が」

「──なんで？」

「おもしろそうだから」

　とたん。武藤は脱力ぎみに視線を落とした。

「……って、おまえなぁ」

「ふだんは聞けないてんこ盛り状態の裏話ってのがどういうモノなのか、興味がある」

　噓ではない。

「や……だから、それは言葉のアヤっつーか」

「アヤでも糸でもワイヤーロープでも、俺は別にいいけど？」

　言い訳じみた武藤の反論を、サックリ、ガツガツと理詰めで封じる。

　そうすると、武藤はもう『あー』だの『うー』だの唸うなるしかない。

「予定は未定でいまだに何も決まってないなら、俺ひとり増えたって、構わないだろ？」

　かなりの屁へ理り屈くつであることは承知の上である。

「仕切ってンのは俺じゃねーって。だから、そういうことを、いきなり言われてもなぁ……」

　武藤はボソボソと言葉を濁す。

　困った。

　……マズイな。

　…………どうしよう。

　フラフラと視線を泳がせる武藤の顔には、デカデカとそれが貼りついている。

（ホントに、まるっきりの素だよな）

　こいつがこんな顔をするなんて……である。

　いつも悠然と構えている『組長』が、何をどう言い訳しようかと右往左往している様には、ちょっと──マジで驚いた。

　だったら、とりあえず今日はこれでいいかな……と。いつまでも、こんなところで立ち話もないだろう。

「武藤」

「は……い？」

「冗談だ」

「──へ？」

　間の抜けた声で、パチクリと武藤が見やる。

「俺的には、てんこ盛りの裏話にはすごくそそられるけどな。でも、あの半端なく個性的なメンバーと顔ツラ突き合わせてメシを食う根性ないし」

　本音半分、建て前半分。

　武藤という接点以外、なんの縁も関係もない自分が飛び入りで乱入する利害。それを考えれば、めいっぱい膨らんだ好奇心も萎なえて凋しぼむ。

　居直りと図々しさは違う。

　そこのケジメを間違えると、武藤の面目まで潰つぶしてしまうことになる。それだけは自戒したい麻生だった。

「……って、何？」

「だから、ジョーク」

　ギリギリ『冗談』の一言で落とせる引き際タイミング。麻生はそれを強く意識する。

　──と。武藤は深々とため息をついた。

「なんだよ、麻生ぉ……。おまえって……ホント、おまえってぇ……」

　そのままへたり込んでしまうのではないかと思えるほどのあからさまぶりに、

（なんだ、おまえ。俺が飛び入りするのがそんなにイヤだったのか？）

　麻生の眉まゆ根ねがわずかに寄る。

　なんで？

　──どうして？

　またもや、ムクリ……と。猜さい疑ぎ心しんともつかぬモノが鎌首をもたげる。

　これでもし冗談でオチを付けなかったら、武藤はどういう言動に出たのか。確かめてみたいような、ムカつくような、苛いらつくような……。そんな気がしないでもない麻生だった。







「ほら、行くぞ」

　振り返った肩越しにチロリと流し見て、麻生が促す。

（…ったく。行くぞ──じゃねーって）

　どんよりと上目遣いに麻生を見やって、武藤はゆったりと歩き出す。

　いつもの倍速でバクバクと逸はやった鼓動も、ようやく収まってきたが。代わりに、変にチクチクと胃が疼うずく。

（あー、もう……今日は厄日じゃねーのか？）

　占いなど、まったく興味の欠片かけらもない武藤だが。つい、愚痴る。

　麻生が、突然。

『食事会に飛び入りで参加する』

　とか言い出したときには、本当にどうしようかと思った。

　ウソ。

　──なんで？

　────マジでか？

　それを思って、一瞬、思考すら固まった。あまりにも思いがけない展開だったからだ。

　食事会自体は特別に隠すようなことでもなかったから、堤がそれを口にしたときも、

（なんで、いきなり食事会それなわけ？）

　そう思っただけで。武藤的にはなんのストッパーもかからなかったし、内緒話の内幕をバラすなどという意識とはほど遠かった。

　むしろ、そういう有志だけで打ち上げをするお楽しみ──的なことにはいたって無関心な麻生の言動を知っていたから、よけいに。

　今期の執行部は『武藤組』と呼ばれるほどの結束力を誇っているが、それはあくまで学校内に限ったことで、学校外のプライベートとは別口である。その一因になっているのが麻生の公私のケジメであることは、疑いもないことである。

　一般生徒がどう思っているか知らないが、執行部員が私服プライベートでツルむなどということは、まずあり得ない。早い話が、武藤は休日に遊びで麻生と待ち合わせをしたことなどただの一度もないのだった。

　それを言うと、たいがいの連中はビックリ仰天で『なんで？』を連発する。

　生徒会長と副会長がツーカーな仲であることは否定しないが。

「麻生とおまえって、親友じゃねーの？」

「それって、フツーにありえねーだろ」

「なんのカムフラージュだよ？」

「マジ、やばくない？」

　そんなことを言われても、武藤だって困る。

　私服遊びで麻生とツルんだことはないが、休日に制服公用で二人で出かけることはそれなりにある。蓮見高校生徒会執行部会長という肩書きは他校との交流や地域活動も含めてけっこう煩雑なのだった。

　だから、だろうか。貴重な休日はお互いが好きなことをやる。それが暗黙の了解になっていたような気がする。

　どちらかと言えば武藤はアウトドア派で、麻生は超インドア派であることが拍車をかけていたのかもしれない。

　なのに、だ。

　堤との会話には一言も口をはさまなかった麻生が、まさか、あんなことを言い出すなんて予想外のハプニングもいいところであった。

（やっぱ、反則だろ？）

　茶目っ気などとは縁のない麻生の後ろ姿を凝視して、武藤はひとつため息を落とす。

　反則でなければ、新手の嫌がらせ？

　あたふたと人を振り回すだけ振り回しておいて、最後はきっちり『冗談』でシメる底意地の悪さとでも言おうか。

（なんか……含むモノありあり？）

　冷静沈着なキレ者──のイメージばかりが先行しがちな麻生の本質が、けっこうな『いけず』であることを知る者は少ない。

【生徒会執行部の副会長カミソリ】

　その刷り込みは、

【いかにもデキる男】

　それを地で行く外見とも相まって、すでに皆の脳のう味み噌そに深々とインプットされているからである。

（最近、俺、あいつの地雷を踏むようなこと……なんかやらかしたっけ？）

　小首をかしげて、武藤は真剣にそれを思う。

　小さなことにはこだわらない太っ腹──と言えば聞こえはいいが。要するに、武藤自身は面倒なことは極力避けて通りたいズボラな性格だったりするわけで。

　それでも。やりはじめたことには、きっちり最後まで責任を持つプライドがあり。興味と関心のあることに対してはとことん用意周到というか、そこらへんの温度差が歴然としているのだった。

　つまりは、ＯＮとＯＦＦの差。そのスイッチが一発で入るのが陽一絡みということもあり、そういう武藤の二面性は広海にはバレバレなのだった。

「おまえ、表と裏のギャップが激しすぎ」

「そんなんで、よく生徒会長が務まるよな」

「おまえの仕事って、もしかして、麻生が持ってきた書類にハンコ押すだけじゃねーの？」

　いつでも、どこでも、まったく歯に衣を着せないタメ口の吐きまくり。もはや笑っていなすしかない武藤の周囲は、それを聞き捨てならない暴言だと決めつけるが。麻生の反応はけっこう微妙……だった。

「茅野って、けっこうバシバシ核心を突きまくるよな。さすが、中学時代の後輩は侮れないって感じ」

　それって、おまえ、絶対に褒めてないだろ──的な物言いをする麻生には苦笑するしかなかったが。ある種、非常に癖のある性格（…言えば、きっと麻生は目め尻じりを吊り上げるかもしれないが）は堤と似たりよったりで。武藤自身そういうエキセントリックさが嫌いではないこともあって、麻生の言動に慣れてしまえば、妙にしっくりと収まりどころがよかった。

　だから──だろうか。陽一相手とは別口で、武藤のガードは麻生には緩い。

　そのせいか、ときおり、無自覚に麻生の地雷を踏んでしまう。……らしい。

　この間も部会が終わったあとの雑談中に、いきなり、

「武藤。おまえ、それはなにげに失礼だろ」

　言われてしまった。

　武藤にしてみれば、常識的（…あくまで武藤の、である）に考えて『どこらへん』が『どういうふう』に『失礼』だったりするのか、いまいち納得できずに、

「おまえが、その顔でそれを言ってもなぁ。完かん璧ぺきにウソ臭いだけだと思うぞ？」

　思ったままを口にすると。

「おまえなぁ、そういう可愛くないことを言ってると、あとで──泣かすぞ」

　地を這はうようなトーンで、ビシリ……と睨ねめ付けられてしまった。

　ただの冗談でも、麻生が口にすると体感温度が一気に下がる。

　それが証拠に、それまで和気あいあいだった場が『泣かす』の一言で、瞬時に凍りついてしまった。それはもうピキピキに……。

　武藤にしても、ここで下手に機嫌を損ねられたらマズイ──というより、これ以上雰囲気が悪くなるとさすがに冗談では済まなくなるかもしれないと。それが頭のへりをよぎり、

「あー……すまん。ちょっと、口がすべった」

　素直にワビを入れたのだが。麻生はこれ見よがしのため息をひとつ落とすと、

「やっぱり──泣かす」

　きっぱり、しっかり、断言してくれたのだった。それでも、武藤は首の皮一枚でタカをくくっていたのだ。

「え──ッ。マジでかんべんしろってぇ。あれはただの物のたとえで、別におまえがウソ臭いってわけじゃねーし」

　すると。麻生は、

「おまえって、ほんと、ときどき後ろからギューッと首を絞めてやりたくなるときがあるよな。鈍感すぎて」

　実に恐ろしげな台詞せりふをさらりと吐いてくれたのだった。もっとも、その口調とは裏腹に、麻生の目は本マジであったが。

「や……だから、そんな、マジにならなくても……」

　さすがの武藤も、その迫力に押されてつい及び腰になる。そんな武藤に最後のトドメを刺すように、

「いいや。絶対に泣かす」

　重低音でくっきり、はっきり宣言する麻生に畏おそれをなして、その場にいた者はトバッチリの余波が降りかかってこないようにひたすら項うな垂だれて厄災が去るのを待つ。そんな、シンと不気味に静まり返った部屋に、

「麻生ぉぉ[image: ～][image: ～]」

　情けなくも悲痛な武藤の雄お叫たけびが谺こだましたのだ。

　その後。武藤は、普段は最終の認証だけで済んでいた実務処理でパソコンと悪戦苦闘することになり、麻生の宣言通り、嫌というほど泣かされるハメになったのだった。

　結局。それで武藤の『会長』としての面子メンツに思わぬ汚点がついた──わけではなく、麻生のキレ者伝説に新たなページが加わっただけなのだが。

　そういう前科持ちの武藤であったので、今度も、どこかで麻生の地雷を知らずに踏んでしまったのかと。頭をひねりつつ、

（まっ、とりあえず、茅野とのガチンコが避けられただけでもひと安心ってことだよな）

　最大の難関が無事にクリアされたことを思うと、それだけでちょっぴり気分も浮上してくる武藤だった。




　　　　◆◇◆




　数日後。

　執行部の部会納めのあとはひたすら定時下校な武藤が、いつもだったら顔を合わせることもない者たちの、

「あっ……生徒会長だ」

「組長だぜ、迫力ぅ」

「珍しいよね、こんな時間に……」

「ひとり？　副会長は一緒じゃないんだ？」

　そんな囁ささやきを背にしながらゆったりとした足取りで西門の駐輪場までやって来ると。

「武藤ッ」

　耳慣れた──というより、むしろ聞き間違いようのない声で名指しされて、

（茅野？）

　武藤は思わず足を止めた。

　いや。悪名高い最凶ヒールズな広海のあたりを憚はばからぬタメ口呼ばわりに、いったい何事？……かと足を止めて振り返ったのは武藤ばかりではなかったが。

「うわ……茅野だ」

「茅野先輩、組長を呼び捨てだって」

「ホント、度胸あるよね」

「や……だって茅野だし」

「ブレないよな。ある意味、尊敬」

「いったい、何が始まるわけ？」

　そんな好奇に満ち満ちた視線をあっさり無視して、ガツガツと広海が歩み寄ってくる。

　普段なら、自分からは絶対に擦り寄ってこない（…周りが鬱うつ陶とうしすぎて関わり合いになりたくないと思っているのがミエミエ）広海が、である。しかも、

「話、あんだけど」

　ボソリと吐かれた言葉以上にその眼差しは強い。

　どこからどう見てもトラブルの予感が濃厚である。

（おい、おい……）

　武藤は思わず天を仰ぎたくなった。

「それって……長くなりそうな話か？」

　だったら、場所変えをしたほうがいいのかもしれない。

　なにしろ、ここは下校真っ直中の駐輪場である。その上、いつもは何かとざわめき立っているはずの場が不気味に静まり返って、誰も彼もが聞き耳を立てて二人を注視している。それではさすがにマズかろう……と。

　すると。広海は、

「おまえ次第」

　ガッツリと武藤の後頭部を蹴けりつけてくれた。

（……って、俺かよ？）

　そんなことを言われても、武藤にはまったく身に覚えの欠片かけらもないのだが。

「まっ……とにかく。場所変えしないか、茅野」

「いいぞ」

　タメ口暴言吐きまくりが基本の俺様がめっきり素直というのも、なにやら不気味である。

　嵐の前の静けさ？

（ちょっと、それはかんべんって感じなんだけど）

　そこまでいくと、さすがの武藤でも手に余る。広海が絡むと、どこにどう延焼するかわからないし。いざというときのために『小林芳樹最後の切り札』という保険でもかけておかなければ、正直やってられない。

　とりあえず、二人が肩を並べて歩く。

　なに？

　どうした？

　一大事か？

　──とばかりにしつこく追いすがってくる視線が途切れるところまで。

　結局。駐輪場から講堂裏の近くまで歩いて足を止めると、

「──で？　なんだ？」

　武藤が先に口火を切った。

「おまえ、加賀に食事会のこと……話した？」

「加賀？」

　どうして、そこで加賀の名前が出るのか……わからない。

「別に、なんも話してねーけど。なんで？」

　とたん。広海は露骨に顔をしかめた。

「加賀の奴が、なんかおもしろそうだから、俺も飛び入りしていいか？……とか、言ってきやがったんだよ」

「……げっ。マジでか？」

　思わず漏らして、まじまじと広海を凝視する。

「そうだよ」

　ブスリと口をとがらせる広海に、武藤は、

（……サイアク）

　どっぷり深々とため息をこぼす。

（加賀の奴、完かん璧ぺきにおもしろがってやがるよな）

　いったい、どこから食事会のことを聞きかじったのかは知らないが。それを言ったときの加賀の嬉き々きとした顔つきまで想像できてしまう武藤だった。むろん、それに対する広海のリアクションも込みで、だが。

『俺が茅野に興味を持つと、そんなに変か？』

　暇ひま潰つぶし──いや、目新しいオモチャを見つけたように堤を構い倒す加賀の真意がそこにあるのは、本人の口からすでに確認済みだったが。

『ふだんは何があっても動じない太っ腹な組長とか、確信犯としか思えないような学年首席のヤンキーが、茅野のことになると、とたんに神経過敏症になっちまうから気になって……』

　そんなことは気にしなくていいッ！

　──と。声を大にして言いたい武藤であった。

　だが。それを口にすると、よけいに加賀を煽あおってしまいそうで……。

（……に、したってなぁ）

　武藤のため息は止まらない。

　あれや、これや。体育祭関連での不穏なキナ臭さはどうやら大おお事ごとにならずに回避されたようだが、夏休みも目前になって、加賀にいろいろ引っかき回されたのではたまらない。

　織田との絡みもあって、加賀は完璧な部外者とも言えない微妙な立ち位置にいるのが話をややこしくする一因にもなっている。

　……いや。なぜか、今回に限っては、積極的に首を突っ込みたがっているとしか思えない加賀の性格が問題大ありなのだった。

（珍しく大悟がおとなしく構われてやってンだから、なんでそれで満足できねーかなウチの帝王さまは……）

　思わず愚痴り倒したくなる武藤であった。

「ホントに、おまえじゃねーんだな？」

「俺じゃない……っつーか、もしかして加賀が、そんなことフイてんのか？」

　そんな、すぐにバレるようなミエミエの噓を加賀が言うはずがないのはわかっていたが、念のために聞いてみる。

「違う。おまえが、なんでそんなこと知ってンだって聞いたら、加賀の奴……『ナイショ』とか、口の端で笑いやがってさぁ。もう、あのクソダヌキがぁッ」

「タヌキ、ねぇ」

　あの加賀を色気過剰のエロギツネ（…キツネというより、加賀の場合は日本人離れした容よう貌ぼうとも相まって見るからにレアな猛獣系なのだが）ではなく、煮ても焼いても喰くえない『クソダヌキ』呼ばわりする広海の野生のカンはけっこう鋭い。

　超絶美形な兄と学園の王子様を親友に、その上、元気玉なアイドルと妙に色香のある舞踏家という友人に囲まれていれば、どうやったって目が肥えて、今更、加賀の艶つや気けに惑わされて本質を見損なう心配もないのかもしれない。

　おそらく。加賀も、打てば響くような活いきのいいリアクション満載な広海相手に大満足だったのではないだろうか。そのトバッチリが自分に回ってくるのだけはいただけないが。

「──て、いうか。おまえ、なんで俺なんだ？」

「あー？　何が」

「だから、加賀のナイショ話の相手が、なんで俺なわけ？」

　加賀と堤の噂がド派手に盛り上がっている今、変な話、その相手は堤に限定されると考えるのがフツーなのではなかろうか。堤も食事会のメンバーなのだから。なのに、それが堤ではなく、どうして自分なのだろうかという武藤にとっては素朴な疑問だったりする。

「なんでって……。おまえと加賀は赤組関係でツーカーじゃねーの？」

（そっちかよ？）

　意外と言えば、予想外の盲点だった。

「や……ツーカーっていうか……」

　入学当時から、溢あふれ出る色気を垂れ流しにして。

『あれって、ホントに俺らと同じ歳かよ？』

『絶対、違うだろ』

『ある意味、バケモノだよな』

　などと、年齢詐称疑惑がいまだについて回る加賀の希少な男友達の一人であることは間違いないのだが。それが『ツーカー』かと言われれば、首をひねらずにはいられない。

　加賀に言わせると、

『初対面でいきなりタメ口で話しかけてきたのは、おまえだけ』

　──らしいが。奥の深すぎる加賀の最さい奥おうは、いまだにチラリとも見えない。

　もっとも。誰もが遠巻きにしていた加賀に気安くタメ口をきいたことで武藤の『大物喰いの男タラシ』は確定されたのだと麻生に聞かされて、ただ絶句……の武藤だった。

「俺が、なんでなんの関係もないおまえが食事会に飛び入りすんだよってがなったら、加賀の奴、『武藤は元赤組の応援団長で、俺はブロック長。それでもって、おまえも赤組。立派に関係者だろ？』──とか、白々しくほざきやがったんだぞ」

　広海が忌ま忌ましげに口にする。

（スゲーこじつけだな）

　さすがの武藤も呆あきれ返る。

（もしかして、加賀の奴、マジで飛び入り狙ってンのか？）

　麻生は『冗談』だと言ったが、加賀なら、ただのこじつけもゴリ押しで押しまくってしまうのではなかろうか。

　麻生は弁舌切れまくる理論派だが、加賀はだだ漏れる存在感で相手をねじ伏せる。その加賀が嬉々としてゴリ押しをやらかしたら、たぶん、誰も勝てないのではないだろうか。だから、のし掛かる疲労感に押し潰つぶされてしまいそうで。

　あのメンバーの中に加賀の顔を強引に当てはめてみれば、

（なんか……ド派手どころか、下手すりゃタイプの違うエロさ出まくりで目が潰れそうだよ）

　違和感ではなく、相乗効果で。

　タラシの『帝王キング』と学園の『王子プリンス』と、美び貌ぼうの『カリスマ』──ほとんど異次元である。

「ンで？　おまえは、なんて言ったんだ？」

　わざわざ聞くまでもないような気もするが。

「ふざけんなッ──に決まってンだろ」

（……だよなぁ）

　もともとノリ気ではなさそうだった食事会によけいな飛び入りなど、広海にすれば、

『やってられっかよッ！』

　──であろう。

「加賀は、ブチブチ文句たれまくってやがったけどな」

（ゴネまくる加賀？）

　それはそれで、凄すごい気もする。

　トーク・バトルであの加賀が広海に負けた？　ある意味、それも計算のうち……だったりするのかもしれないが。

（なんか……別の意味であとが怖いんだけど）

　なにやら、妙に背中がゾクゾクしてきた。ただの錯覚であればいいのだが。

「はぁぁ……そうですかい」

　ついため息を漏らした武藤に、広海は双そう眸ぼうをスッと細めた。

「…って……武藤。おまえ、そのリアクションは何？」

　何？

　──と言われても。

　まんま……。

　──だったりするのだが。

「もしかして、おまえ、加賀をケツから煽ったりしてねーだろうな」

「煽ってねーって。ただ……」

「ただ──なんだよ？」

「加賀も侮れないなぁ……とか思っただけ」

　それに関しては広海も異論はないのか。

「あいつは、存在自体が規格外れなだけだろ」

　ある意味、辛しん辣らつすぎてまったく容赦がない。もしかしなくても、加賀と相当バチバチにやり合ったのだろう。

（んー……その場にいなくてよかった）

　本音でそれを思う武藤であった。

　最凶のトラブルメーカー呼ばわりされる広海に『規格外れ』と言われては、確信犯なゴリ押しである加賀も面映ゆいだけなのではなかろうか。

「武藤。おまえ、あいつがこれ以上暴走しないように、きっちり首輪つけとけよ」

　とんだヤブヘビである。

「俺、かよ？」

「おまえ、だろ。ほかに誰がやんだよ？」

「いや、誰って……」

（加賀のブレーキ踏めるのって、たぶん陽一先輩くらいのレベルじゃないと無理なような気がするんだけど）

　客観的に見て、である。

【女を喰ってもハマらない】

【誰にも熱くならない】

【確固たるプライドがある】

　そんな加賀の本気マジモードを、実際に見てみたい気もするが。できれば、それは、自分とは関係のない別フィールドでやってもらいたいと切望しないではいられない武藤であった。
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　午後十一時を過ぎた頃。

　麻生が風ふ呂ろを出て二階の自室に戻ってくると、実にタイミングよく携帯電話が鳴った。

（──加賀？）

　珍しいことがあるものだ。

　超モテまくりな帝王──加賀の携帯番号とメルアドは一部女子の間ではプレミアが付いている。などと、まことしやかに囁ささやかれているわけだが。それが事実かどうかは別にして、加賀がそれを教える相手を厳選しているのは間違いないことである。

　友人は量より質だと思う。

　メルアドの登録数を得意げに競って触れ回る連中の気が知れない。

　そう思う麻生のアドレス登録の数は限られている。──が、今のところ、それでなんの不都合も不満もなかった。

　とりあえず通話をＯＮにして、

「──はい」

　一言かける。

《あー、俺。加賀だけど》

　しっとりと深みのある加賀の声は、受話口を通してさえエロい。

『高校生が、そんなエロくていいのか？』

『それって、おまえ、詐欺だろ？』

『別格っつーより、もはや異次元？』

　などと言われるほど、エロい。

　本生ナマで囁かれたら、イチコロ。堕おちない女はいない。──とまで言われている。

　それが単なる皮肉でも嫌味でもないのが、よくわかる。

　まぁ、どんなにエロくても、それで麻生の心臓がバクバクになることは一度もなかったが。

「なに？」

《ちょっと、事後報告》

「事後報告？　なんの？」

《例の食事会》

（あー……それか）

　先日の昼休み。武藤がいない学食からの帰りに、その話を加賀に振ってみた。

『なんか、おもしろそうな企画が進行中みたいだけど。おまえ、知ってるか？』

　──と。

　案の定、加賀は何も知らなかった。当然と言えば当然かもしれない。麻生だって初耳であったのだから。ましてや、あの堤が、加賀相手にそういう話を自分から漏らすとは思えない。

　堤にとっても武藤にとっても、食事会自体はなんの秘密でもないらしいことは二人の口ぶりから窺うかがい知ることはできた。

　つまりは。何も聞かれないから言わない──だけのことなのだと。

　しごくシンプルな理屈は、なにげに意味深である。それは、暗黙のうちにその相手を選別するという行為にほかならないのだから。

　同時に、それは、知った者の信頼度も試されるのだろう。

　麻生にしても、誰かれ構わずそのことをペラペラと吹聴したいとは思わなかった。広海が絡んでいればなおさらに。

　ただ、麻生的には加賀と堤の関係がいまいち摑つかみづらくて……。実際のところ、あの場で堤の意外な一面を発見できなければ加賀にその話を振ることもなかっただろう。

　ちなみに。麻生と加賀は三年五組のクラスメートである。武藤とは一年のときに、加賀とは今年初めて同じクラスになった。

　武藤と加賀は、二年で同じクラスメートだったわけで。一年のときから何かと派手な目立ちまくりの超有名人、モテない男どもの羨せん望ぼうと嫉しつ妬とをかきむしる象徴シンボル的な男は、麻生の視界にもとうに馴な染じんだ存在でもあった。

　だからといって、麻生と加賀が必要以上に馴なれ合うようなことはなかった。

　武藤を間に挟んでの適度な距離感。言ってみれば、それに尽きる。

　お互い、性格的には水と油であるのは自覚済みであった。もちろん口に出して確認したわけではない。というより、それを冗談ジヨークにしたことすらなかった。

　しかし。昼休みには連れ立って学食で昼飯は食う。武藤はどちらかと言えば弁当派なので。それを知ると、たいがい、皆が同じことを言う。

『えー、マジで？』

『なんか、意外』

『おまえと武藤って、いつもツルんでるようなイメージがあるんだけど』

　それはたぶん、生徒会執行部の役員という刷り込みだろう。なんたって『武藤組』の組長と若頭である。いいかげん変な肩書きで呼ばれるのにも慣れた。

　どうせ同じ時間に学食に行くのだから、同じテーブルで加賀と飯を食うことに何の違和感もない。特に話が弾むわけではないが、日常会話には困らない。周囲が何を好き勝手に噂をしようが麻生と加賀のランチ・タイムにそれ以上の真意もなければ齟そ齬ごもなかった。

　基本的に。加賀は、来る者は拒まず去る者は追わず（…プライベートではどうだか知らないが学校内での交友関係は受動的だ）──であって。はた迷惑に垂れ流す過剰な色気とどこにいても女生徒の目を惹ひき寄せる特技（？）を別にすれば、その日常はいたってクールだ。もちろん、まんま麻生がかもし出す『クール』とは別口の『クール』さであるが。

　立っても、座っても、歩いていても。加賀の一挙一動が異様に派手派手しいから軟派の代名詞のように言われるが、結局、それがいい具合に目くらましになっているのだろう。

　加賀自身、周囲が何をどう誤解しようとそんな些さ末まつなことはまったく気にならない──だけなのかもしれないが。

　そんな加賀が、自ら図書館に出向いて堤を構い倒す。だからこそ、麻生は半ば啞あ然ぜんとしてしまったのだ。

　ド派手に盛り上がっている噂の真相を知りたいわけではない。加賀にとっての堤が、どの位置をキープしているのか。麻生の関心は、むしろその一点に尽きた。

　それを確かめてみるには『餌えさ』がいる。加賀が興味をもってパックリ食いついてくるような。だから、だ。

　食事会が武藤たちのトップシークレットでなければ、それを有効に活用しても不都合はないだろう。たとえ、それが単なるこじつけだったとしても……。

「──それで？」

《見事に玉砕しちまった》

（そのわりには、えらく機嫌がよさそうだよな）

　──なぜ？

　ついでのオマケのつもりなのか、携帯電話越しにクスリと漏らす含み笑いが妙にアヤシイ……。加賀にとっては深い意味もないただの通常運転なのかもしれないが、女をイチコロで悩殺するエロ声の真髄を実体験させられているような気がした。

　玉砕──と言い切るからには、それこそ斬り捨て御免ばりにバッサリと門前払いだったのだろうが。加賀は、まったく落ち込んでもいないようだった。

　──どうして？

「さすがの加賀も完敗……って、か？」

《まぁ、そんなとこ》

　相変わらず、加賀の口調からは笑みが消えない。

　──おかしい。

（どう考えてもおかしいだろ、それは）

　なんでって……。らしくない。そう。まったくもって加賀らしくない。

「……加賀」

《なに？》

「おまえ……。なんで、そんなに浮かれてるんだ？」

《──はい？》

「だから。きっぱりダメ出しくらって落ち込むでも悔しがるわけでもなく、なんでそんなに上機嫌なんだって」

　言ってみれば、それに尽きた。それって、マジでおかしいだろ？

《そうか？》

　白々しさ全開である。

「そうだよ。尻尾シツポ、ブンブン振り回してるのがミエミエ」

　すると。加賀は、思いがけないツボにハマってしまったかのように喉のどで笑った。

　クスクス……と。喉を鳴らすその息遣いが、受話口越しに鼓膜を変なふうに刺激する。

（こいつ……。わざとやってるのか？）

　しんなりと麻生が眉まゆをひそめずにはいられないほど、妙にエロチックで。なぜだか、背中のあたりでザワザワ感が抜けない。

「オイ、加賀ッ」

　思わず声を尖とがらせると。加賀は、

《──聞きたい？》

　やんわりと唆そそのかした。

「……ッ！」

《なぁ、聞きたい？》

　今まで、一度も聞いたことがないほどまろやかで甘いトーンが腰骨を直撃する。

　──とたん。

　麻生は、一瞬息を詰め、携帯を落としてしまいそうになった。

　慌ててギュッと握りしめる指先が妙に……疼うずく。

　ドクドクドク……と、やたら鼓動が逸はやる。

　麻生はＵＦＯの存在は否定しないが、心霊だの悪霊だのにはまったく興味の欠片かけらもない。けれども。もし、この世に本当に悪魔がいて魂と引き替えに『契約』を持ちかけてくるのだとしたら、今の加賀のこういう声なのではなかろうかと思った。

　トロリ……と、甘く。

　なのに、どこか毒を感じさせるような深みがあって。

　それでいて、うっとりするほどまろやか……。

《──麻生？》

　囁ささやきともつかない声で名前を呼ばれると、何か……変な気分になってしまいそうで。麻生はコクリと生なま唾つばを吞のんで、乾いた唇をぎくしゃくと舌で湿らせた。

（こいつ……。もしかして、ホントは、ものすごくタチが悪すぎる確信犯だったりするんじゃないか？）

　別の意味で、ゾクゾクと脇腹に鳥肌が立つ。

　タラシモードの威力の片へん[image: 鱗]りんを、否応なく見せつけられたような気がする麻生だった。

「聞いて……やる、から──話せ」

　幾分声が上擦ってしまっても、それはそれでしょうがない。舌根が不様に震えないだけマシだった。

　それでも。

（あー……くそぉ）

　醜態である。

　いきなりの不意打ちのショックは消えない。

（それって、おまえ、反則だろッ）

　反則でなければ禁じ手だ。

　無自覚なのか、故意なのか。それを問いただすのも腹立たしくてならない。

《うーん……。実は、さ》

　いや。

　──何より。

　不覚にも、加賀相手に一瞬グッサリ気おされて、ついでのオマケでヨロめいてしまった自分が一番ショックな麻生だった。




　　　　◆◇◆




　片かた倉くら駅、午前八時三分。

　電車のドアが一斉に開いて、ホームにドッと人が吐き出される。そのほとんどが夏制服姿の学生であった。

　朝のこの時間帯に、ここで下車するのは蓮見高校の生徒とその学校関係者だけ──と断言してもかまわないだろう。

　そんな中。

「あー……なんか、かったるいな」

　改札口を出て定期カードをズボンのポケットに突っ込みながら、麻生はため息まじりにボソリとごちた。

　昨夜は加賀からの不意打ちとしか思えない電話で長話に付き合ったせいか、どうも朝の寝覚めが悪かった。

　いつもはたいがい目覚ましのアラームが鳴る前に目が覚めるのだが、今朝は、母親に起こされるまで爆睡……。いつアラームを止めたのかも覚えていない。

　おかげで母親に、

「涼ちゃん、どこか具合でも悪いの？」

　真剣に心配されてしまった。

　失態である。

　醜態である。

　結局、それがケチの付きはじめになった。

　いつもの定時の電車に乗り遅れて一本ズラすハメになり、運悪く、ものの見事にラッシュアワーのピークにブチ当たってしまったのだ。

　車内の冷房は入っているのだろうが、ギッチリすし詰めの、どっちを向いても人間サンドイッチ状態でははっきり言ってそんなものはないも同然で。人間の体温というのは意外に侮れないものなのだ。

　暑い。

　──ベタつく。

　────息苦しい。

　その上、鼻先で制汗剤代わりのキツイ香水なんかをかがされた日には、マジで──死ぬ。

　慣れてしまえばどうということはない……のも、程度の問題で。毎日のことだからよけいにそういうのに懲りて、いつもは早めの電車で登校していたのだが。やはり定時を外すとロクなことにはならない。

　朝っぱらからよけいな消耗をしてしまった。

　それもこれも、すべては加賀が悪い。

（まったく……。前振りがムダに長すぎるんだって）

　しかも。これ見よがしの思わせぶり全開で、玉砕のあらましを語る口調は更に熱っぽい。

（それって……おまえ、惚ノロ気ケてるのか？）

　思わずツッコミを入れたくなるほどだった。

　加賀くらいになると黙って立っているだけで女は吸い寄せられる（…ただミーハーするだけではなく）ので、普段の加賀は甘い言葉も極上の笑顔も無駄に安売りなどしないのだが。昨夜の加賀は、確かにフツーではなかった。

《いや、もう、痺しびれるくらいにキッツイ暴言吐きまくり？　日頃の俺様ぶりが更にバージョンアップして、なんか、いっそ清すが々すがしいって感じ》

　それを言う加賀の感性を疑い。

《やたら気位の高い美猫がめいっぱい毛を逆立てて威嚇してるみたいでさ。むちゃくちゃ可愛かったなぁ》

　喉奥で忍び笑いをもらす様に返す言葉もなく。

《やっぱり、ナマはいいよなぁ。しかも、俺限定のワンマンショーだし。ちょっと、クセになりそう……》

　そんなことまで言い出す加賀の非常識ぶりには、どんよりとため息しか出なかった。

　だが。まさか、加賀が食事会のことで広海を直撃するとは思いもしなかった──というのが麻生の本音だ。

（なんで──茅野？）

　麻生としては玉砕の相手は堤だとばかり思っていただけに、加賀の口から広海の名前が出て愕がく然ぜんとしてしまった。

　なぜ？

　──堤ではなく。

　どうして？

　──広海なのか。

（それって……あり得ないだろ）

　ごく普通に考えて、その選択肢はおかしい。加賀と広海の接点など何もないのだから。それが、ごくフツーの思考回路というものだろう。

　麻生としては、加賀と堤のバランス関係に興味があったわけで。そのために『食事会』という餌を投げつけたのだが……。当初のもくろみが外れてガックリというより、むしろ予想外の成り行きに絶句してしまった。

（もしかして、堤はただのカムフラージュで本命は茅野……とかいうんじゃないだろうな）

　不意に、思って。こうなってくると、あながちありえない妄想ではなさそうな気がした。

（それは、やっぱりマズイだろう）

　麻生はしんなりと眉まゆをひそめた。

　堤で遊ぶのはかまわないが、広海はマズイ。

　いや──困る。冗談がただの冗談では済まなくなりそうで。広海がすこぶる厄介なトラブルメーカーであるのは蓮見高校の常識である。本人にその気はなくても被害が拡大するバイオハザードである。

　笑えないジョークはヤバイ。

　誰にも熱くならない男の本気は、もっと──怖い。

　加賀の真意がどこにあるのか知らないが、下手にいじってほしくない。体育祭も無事終了して、ようやく学校内の平穏が戻ってきそうなのだから。

（俺的には、このまますんなり夏休みを迎えたいんだけどな）

　それを思って、麻生は足元に落とした視線をため息まじりに引きはがした。

　のったり。

　……べったり。

　…………どんより。

　そんな気分を引きずったまま、朝っぱらからうんざりするほどの蟬の大合唱に出迎えられて校門をくぐると。

「麻生先輩ッ」

「副会長ッ」

　なぜか。麻生が登校してくるのを待ち構えていたらしい生徒会の後輩たちが、一斉にバタバタと走り寄ってきた。

（なんだ？　やけに騒がしいな）

　麻生はわずかに双そう眸ぼうを眇すがめただけだったが、周囲はにわかにざわめく。

　麻生を前にして、

「おはようございますッ」

　きっちり声を揃えてピシリと腰を折る面々に、驚きの目を瞠みはる。いったい何事かと。

「なんだ、朝のお出迎えか？」

「スゴイよね、あのハモり方」

「さすが、武藤組の若頭……」

「似合いすぎて、マジ、怖いんだけど」

　周囲の囁ささやきは止まらない。バシバシ突き刺さる視線をサックリと無視して、

「おはよう」

　とりあえずの挨あい拶さつを返す。それから、居並ぶ者たちの顔をザッとひと舐なめにした。

「なんだ。どうした？」

　麻生がそれを口にすると、来期の生徒会人事の筆頭に名前の挙がっている大おお谷たにが皆を代表するように一歩前に進み出た。

「あの、副会長。ちょっと、お話があるんですけど。いいですか？」

　いったい、なんだというのか。

　いつもは垂れ目ぎみの大谷の眦まなじりが、キリリというにはすぎるほどに引き締まっていた。

「じゃあ、とりあえず行こうか」

　朝一で生徒会役員が総出で校門に溜たまっていては悪目立ちもいいところである。それに大谷たちが気付いていないはずはない……と思いたいが、どうやら、彼らには彼らなりの切羽詰まった言い分がある。……らしい。

　本当にもう、今日は厄日である。ツイてない。朝っぱらから最悪。

　口の裏で愚痴りながら、衆人環視の中、麻生は後輩たちを従える形で歩き出す。

（……と、いうか。この人数を引き連れて、どこに行けばいいんだ？）

　大谷の顔つきを見れば、話が長くなりそうなのはわかりきっているし。この人数がすんなり収まりそうな場所といえば……。

（まっ……無難なところで、やっぱり生徒会室か？）

　そこしかないだろう、と。後ろを振り向きもせず、麻生は歩いていく。

　なのに。

　早朝の生徒会室で。

「それで？　話っていうのはなんだ？」

　麻生が通学カバンを机に置いて振り返ると。大谷は、

「あの……」

　さきほどまでの勢いはどこに行ったのか。わずかに言い淀よどんで、何かを確認するように皆に視線をやった。

　その様に、

（んー……。次期執行部の要として性格的にも能力的にもまったく問題はないんだけど、ここ一番での押しの強さがイマイチなんだよなぁ、大谷は）

　麻生はまったく別のことを考える。

　だから、ブレーン次第だと武藤も言っていたわけだが。今のところほかに有力な対抗馬がいるわけではなく、順当にいけば大谷で決まりだろう──というのが大方の予想だった。なんと言っても武藤の後あと釜がまである。いろいろな意味でプレッシャーも相当だろう。

　そんなことをつらつらと思いながら、一向に話を切り出す気配のなさに、

「おまえたち、なんの話か知らないが、予鈴が鳴るまでに済ませろよ」

　ピシャリとクギを刺す。麻生だって暇を持て余しているわけではないのだ。

「昨日の放課後、会長と茅野がひとモメあった話、副会長はご存じですか？」

　まさか、そういう話だとは思いもしなかった。

（武藤と茅野？　なんで？）

　麻生はそれと知れるほどくっきりと眉をひそめた。

「──いや。聞いてない」

「西門の駐輪場で、だったらしいんですけど」

　執行部の学期納めがあった翌日から、自転車通学の武藤はいっそ早々と定時下校である。

『用もないのにダラダラ居残っててもしょうがねーだろ』

　それが武藤の言い分だった。下手にゆったり構えているとあちこちから誘いがかかって（…特に教職員からの雑用を押しつけられる可能性が大である。男タラシの組長はそういう意味でも人気がある）大変なのだ。そういうのをいちいち断る理由を見つけるのが面倒くさくて、武藤はサクサク帰るのであった。

　なので。いつも定時下校らしい広海と駐輪場でバッタリ鉢合わせをしても、なんら不思議はない。ないのだが……。

「茅野が会長を強制連行していったらしいんです」

「茅野が、か？」

「はい。なんか、駐輪場で会長が来るのを待ち構えてたみたいで」

（茅野が武藤を？　珍しいな）

　その逆パターンならばそれなりに見慣れた光景であっても、広海から──というのはめったにない珍事である。

　広海にしてみれば、同じ中学の先輩・後輩というだけで気安く構いすぎる武藤が鬱うつ陶とうしい……のと。それを見て無駄に敵てき愾がい心しんを燃やす総務の連中がウザイ……だけだったりするのはミエミエである。

　そういう意味では、本当に広海はわかりやすい。裏表がなさすぎて、逆に総務部の後輩たちの神経をバリバリに搔かき毟むしっていると言えないこともなかったが。

　なんにせよ。大谷たちにとっては。

『俺たちの会長なのに……』

　その想いが強すぎるのだろう。よくも悪くも『武藤組』と呼ばれるほどの結束力の反動というか、武藤に対して先輩への礼儀もなってないどころか、暴言を吐きまくる広海のタメ口が許せないのだ。

　もしも、それで武藤が広海を庇かばい立てするようなことを言おうものなら、ますます収拾がつかなくなるのはわかりきったことで。そこらへんの事情に明るい麻生にしてからが、後輩に慕われるのも考えものだと、内心ため息をつくしかないのだった。

「──で？　おまえたちは、それの何が心配なわけ？」

　麻生に言わせれば、たったそれくらいのことで朝っぱらから目の色を変えて詰め寄ってくる大谷たちのほうが入れ込みすぎだとしか思えない。まぁ、広海がどういう理由で武藤に声をかけたかには興味を引かれるが。

「だって副会長。茅野、ですよ？」

　広海とは同期の大谷が語気を強める。その語調のきつさに触発されたのか、

「最凶ヒールズの茅野先輩が待ち伏せしてたんですよ？」

「会長に因縁をふっかけてたかもしれないじゃないですか」

「副会長は心配じゃないんですか？」

　口々に言い募る。その剣幕に、なんだか頭痛がしてきそうだった。

（こいつら……ホントに茅野が目障りでしょうがないんだな）

　改めて、思う。

　だからといって、広海とタイマンを張る根性は一ひと欠片かけらもなさそうだが。

「本当に、茅野が武藤に因縁をふっかけてたのか？」

「──え？」

「だから。おまえたちの誰か一人でも、駐輪場でちゃんと自分の目で見てそれを確かめたのかと聞いてるんだ」

　とたんに、場がざわめいた。互いの顔を見合わせ、ヒソヒソと言葉を交わし、ついには押し黙った。

「要するに、誰も見てないんだな？」

　まぁ、そんなことだろうとは思ったが。

　つまりは、誰かのまた聞きの連鎖だったりするのだろう。あるいは、お節介な暇人の入れ知恵。そんなところだろう。

「……でも。茅野が会長を待ち伏せしていたのは事実です」

「そうです。目撃者はいっぱいいます」

「だが、そいつらだってただじっと見てただけで、茅野と武藤が何を話してたのかまでは知らないんだろ？」

「それは……そうですけど」

　知らないことを知ったかぶりで大噓……とまではいかなくても事実とは違うことを平然と吐きまくる代償は高くつく。それは体育祭前の学食の一件で皆が思い知らされたことである。

『俺をダシにして、くだらない大噓を垂れ流しやがったらブチのめす』

　くっきりと切れ上がった目め尻じりを更に吊つり上げて声高にそれを宣言する広海に勝てる者など、どこにもいない。広海の『三倍返し』は伊達だてではないのである。それでもあえて広海の地雷を踏みたがる奴はバカを通り越して正真正銘のド変態だろう。

「なら、茅野が因縁をふっかけたとは限らないだろうが」

　別に広海の肩を持つ気はないが、事実はきちんと認識すべきだろう。その一方で、感情論だけで一方的に広海を糾弾するのはどうかと思う麻生でも、こんなときには『最凶ヒールズ』の悪名がずっしり深々と浸透しているのがよくわかる。

「でも、副会長……。たとえ因縁じゃなかったとしても、茅野が絡むと、それだけで絶対に尾ヒレ付きまくりのスキャンダルになるじゃないですか」

（なるほど、オチはそこか？）

　大谷たちの杞き憂ゆうの出どころが見えたような気がして、軽く、麻生は息を吐く。

「そんなの……絶対に許せません」

　自分の目できっちりと確かめたわけでもないのに、大谷たちが憤らずにはいられない本音の在り処。

　広海の中学時代の先輩というだけで、武藤には何かと『箔はく』が付いている現実がある以上、またぞろ醜聞のネタをまき散らすような言動をする広海に対して、大谷たちは含むモノありありであることを隠そうともしない。

「今更、武藤と茅野を下ネタでイジって遊ぼうなんて度胸のある奴はいないだろ」

　そういうのは、欲求不満で溜たまりすぎのド変態……だからだ。

　麻生的には本音を口にしただけなのだが。

「副会長ッ、あんまりですッ」

「そうですよッ」

「冗談でもそんなことは口にしないで下さいッ」

　間髪を容いれず異口同音の総反発をくらって、麻生は、やれやれ……と小さく肩を竦すくめる。

「とにかく、武藤には俺がちゃんと聞いておくから」

　それを約束しないと、どうにも収まりがつかなそうで。

「ホント、ですか？」

「あー」

　それでも、まだ何か言い足りなそうな大谷たちに、もう一度念押しでもしておこうかと思ったとき。

『キンコン、カンコーン[image: ～][image: ～]』

　実にタイミングよく、朝の予鈴が鳴った。正直、ホッとした。

「ほら、予鈴だぞ。みんなクラスに戻れ」

「じゃあ、副会長。よろしくお願いします」

「わかった」

　それでようやく気が済んだのか。

「失礼しますッ」

　例によって例のごとく、一分の乱れもない挨あい拶さつを口にして大谷たちが部屋を出て行く。その背中がすべて出払ってしまうと、麻生は、

（なんで、朝からこんなにエネルギーを消耗しなくちゃならないんだ）

　今更のように、どっぷり深々とため息をついた。




　　　　◆◇◆




　時を同じくして。

　パソコン室では。

　武藤は加賀を前にこんこんと説教──いや、愚痴を垂れまくっていた。

　朝、登校してきて。昇降口で上履きに履き替えているとき、偶然に加賀を見つけた。そしたら、条件反射のように、

『武藤。おまえ、あいつがこれ以上暴走しないように、きっちり首輪つけとけよ』

　広海のキツイ眼差しと、その言葉が思い出されて。ひとつ、ため息を落とした。

　──次の瞬間には、加賀へと歩み寄っていた。

「おう、武藤。おはよう」

　朝から無駄に過剰な色気を垂れ流す加賀（…本人にとってはそれもありふれた日常でしかないのかもしれないが）の腕をガッシと摑つかみ。

「なんだ？」

　怪け訝げんそうに見やるのをサックリ無視して。

「いいから、ちょっと来いって」

　本館校舎の突き当たり、つまりはパソコン室に問答無用で加賀を押し込んだのだった。

　その間、加賀は文句も言わずに武藤のなすがまま……だったわけだが。武藤がパソコン室のドアを閉めた──とたん。

「朝イチからパソコン室でデートか。武藤、そういうお話なら、もうちょっと色気のあるセリフでも囁ささやいてもらわないと。俺だって、一応、心の準備があるし？」

　ニンマリと唇の端で笑った。

　武藤にしてみれば、当然、

（さて、これから、どうやってとっちめてやろうか）

　そういう意気込みもあったわけだが。話を切り出す前に予期せぬ先制パンチをくらって、ガックリ脱力したくなった。

　からかわれているというより、掌てのひらでいいように転がされているような気がした。

　それがモロに顔に出たのか、人をくったような加賀の笑みはますます深くなった。

「──で？　本題は何？」

（何……じゃ、ねーって）

　武藤はどんよりと加賀を睨にらむ。そんなことをしても、加賀の厚顔に引っ搔かき傷ひとつ付けられはしないだろうが。

「加賀ぁ。おまえなぁ。あの大悟が、ド派手に盛り上がってる噂になんの文句も言わずにおとなしく構われてやってンだぞ？　俺に言わせりゃ、ありえない真昼の怪談もいいとこ。なのにおまえ、なんでそれで満足できねーんだよ？」

　あれとか、これとか、あーんなこととか。言いたいことは山ほどあったが、結局、最初に口を衝ついて出たのはそれだった。

　自分で自分の言ったことにビックリ──だったわけではないが。加賀を前にすると、どうも今イチ……パターンが踏めない。というか、調子が狂う。

　加賀は加賀で、

『それって、何の話？』

　──とでも言いたげに、わずかに小首をかしげる。

　そんな様ですらキザにならないところが加賀の真骨頂だったりするのだろう。

　美男イケメンは何をやってもサマになる──のは、陽一で見慣れた武藤ではあったが。加賀はまた毛色が違う。高校に入って、同級の男に、こういう規格外な『怪物』君がいるとは思いもしなかった武藤であった。

「食事会のことだよ」

　武藤が苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔でそれを言うと。なぜか一瞬、加賀の双そう眸ぼうがキラリと光った……ような気がした。

「あー……そういうこと」

「そういうこと……じゃ、ねーって」

「さすが、ツーカーなんだな」

　いったい、どこからその台詞せりふが出てくるのか。武藤は加賀の思考回路が一般常識の枠外にあることを痛感する。

「ツーカーじゃなくて、苦情の捌はけ口」

「──はい？」

「……ったく。おまえのせいで茅野にチクリ魔とか誤解されて、俺はいい迷惑だっつーの」

　それでも、不思議と怒りは沸き上がってはこない。

（だって、加賀だし）

　ただ、異様に疲労感を覚えただけで。

　すると。加賀は一瞬、わずかに視線を泳がせた。

「茅野……？」

　その取って付けたような微妙なリアクションは、いったいなんなのか。

「茅野に決まってるだろ。なんだ、大悟だとでも思ったのか？」

「いや。おまえって、意外なところで意外なコネクションを持ってるからさ」

「おまえに、それを言われてもな」

　噓か本当か知らないが。ちらりと聞いたところによれば、加賀の情報網は近隣学区を網羅しているとかいないとか……。それも、情報源はカノジョ繫つながり……なんだとか。

　たとえ、それがただのヤッカミまじりのデマカセであったとしても、加賀の場合はありがちというか妙に納得できてしまうのが、なんだかなぁ……なのだった。

　体育祭以後、陽一があたり一帯のヤンキーを仕切る『美び貌ぼうのカリスマ』などと、くだらない噂の標的にされているが。それを言うなら加賀のほうがダントツで『陰のフィクサー』呼ばわりされる真実味があるような気がする武藤であった。

「だから。そのうちのどの『ツーカー』なのかなぁ……と思って、ちょっとカマかけてみたわけだけど」

「カマって、おまえ……」

「そっかぁ。茅野にチクリ魔呼ばわりされたんだ？」

　頭の中で広海のどういうリアクションを思い浮かべているのか、加賀は片頰でうっすらと笑った。

（加賀ぁ……。おまえ、本性透けてんぞ）

　体育祭が終わったあたりから加賀のこういう顔つきを見る機会がやたら多くなった気がするのは、武藤の錯覚ではないだろう。

　してみると。『タラシの帝王』という異名さえもがカムフラージュにも思えてきて、なにやら脇腹が妙に疼うずく。

　その変容のきっかけが広海にあることは、もはや疑いようのないことで。

「だーかーらぁ、ケミカル・ボンバーな茅野を横から変に煽あおるなって」

　武藤はそれを口にせずにはいられない。

「ケミカル・ボンバー、ねぇ。武藤、おまえもなにげに容赦ねーな」

「おまえに言われたくねーって」

　本音がだだ漏れる。

「それで？　茅野は、ほかに何をおまえに愚痴ったわけ？」

　嬉き々きとした声で、そんなことを聞かないでほしい。

　──とは、武藤の正直な気持ちである。よけいに疲れるから……。

　一応、話を振ったのは武藤だが、

（やっぱ、朝一はマズかったかなぁ……）

　今になって後悔ありありだった。それでも、

「愚痴じゃなくて、苦情」

　くっきり、はっきり、その違いを口にする。

「あー、ハイハイ」

　軽い……。

　見た目も中身もずっしり濃くて重いはずなのに、その口調はめっきり──軽い。いや、浮き浮きしたハミング付きに聞こえた。

（苦情だって言ってんのに、なんで、それで舞い上がれるかな）

　それが不思議でしょうがない。

「喰くえないクソダヌキがこれ以上暴走しないように、しっかり首輪しとけってよ」

　瞬間。加賀はパチクリと双眸を見開き。次いで──爆笑した。

　わずかに前まえ屈かがみになって、肩を揺すり。どこかタガが外れたように腹の底から声を上げて……笑う。

　武藤はあっけにとられ、マジマジと凝視した。

　冗談ではなく。武藤は加賀が腹をかかえて笑い転げるところなど一度も見たことがない。武藤の知っている限り、加賀の定番の笑顔といえば３パターンしかなかったからだ。

①何を考えているのか、まったく読めないアルカイック・スマイル。

②タラシモード全開のフェロモン・スマイル。

③相手を問答無用でねじ伏せる、獰どう猛もうな野獣スマイル。

　もちろん。その３パターンは臨機応変なバージョン仕様になっており、口角をわずかに上げ下げするだけでシニカルにも魅惑的にも変へん貌ぼうするのであった。

「あー……ハハ……腹が……痛いてぇ……」

　いまだかつて、こんなふうに加賀が身をよじって爆笑するところなど見たことがなかった。それはたぶん武藤に限ったことではないのだろうが。

　そんなものだから、武藤はただ啞あ然ぜんとして、加賀が笑い終わるのをじっと待っているしかなかった。

　それで、ようやく爆笑のツボから抜け出せたのか。

「あー、もう、笑いすぎて顔がひきつるってぇ……」

　言いながら眦まなじりの涙を拭ぬぐう加賀に、武藤は、

「おまえ、もしかして……笑いのツボにハマったら抜け出せなくなるタイプ？」

　どんより問いかける。

「はぁぁ？」

「いや、だから。おまえが今みたいに大声で笑ったとこなんか一度も見たことがないからさ。もしかして、タラシの帝王様は人前でカッコ付けときたいからかなぁ……とか思って」

　本音半分、冗談半分。加賀が本気で恰かつ好こうをつけておきたい相手など、それこそ厳選されてしまうだろうが。

「まっ、俺だってお年頃……だからな」

　否定も肯定もしない、切り返し。

「おまえがその顔でそんなことを言っても、かえってウソくさいだけだって」

　苦笑いするしかない武藤だった。冗談を冗談で返されてもなぁ……とか、思いながら。

　すると。加賀は、これ見よがしのため息をこぼした。

「ホント、失礼だよな、おまえらは」

「なんだよ。その、おまえらってのは」

「あー？　いや、茅野も同じようなことを言っていたからさ」

「茅野が？」

「そう。こないだの体育祭で同じ組の顔かお繫つなぎもできたことだし、できれば俺も茅野広海君とお友達になりたいなぁ──って言ったら、ソッコーで『完かん璧ぺきウソくさい』とか、バッサリやられちまった」

（そりゃ、茅野でなくても、そう思うんじゃねーの？）

　広海とは別口で、よくも悪くも加賀の悪名は轟とどろき渡っている。今更『お友達』とか言われても、タチの悪い冗談としか聞こえないだろう。まぁ、それを言ったが最後、水かけ論になってしまうだろうが。

「けど、そっかぁ。つまり、おまえが俺の首輪番を押しつけられたわけだ？」

「不本意ながら」

　武藤的には力不足な自覚だけはありありだが。だから、少しは自重しろ──それを口にしようとしたとたん、加賀はやけに晴れ晴れと言った。

「ンじゃ、とりあえず、第一段階はクリアってとこ？」

「第一段階？　クリアって──何が？」

「だから、茅野ナンパ計画のさ」

「はい？」

「茅野がおまえに首輪番を押しつけたってことは、一応、俺はおまえのペットくらいには認知されたってことだろ？」

　首輪番。

　……ペット。

　…………認知。

　さも楽しげに吐かれた言葉が、武藤の頭の中で正確に意味を成すまで──数十秒。

　誰が、誰のペット？

　加賀が──武藤の？

　いやいやいやいや……………。なんなの、それ。

（ありえねーだろッ）

　言葉の意味が把握できたからといって、それが現実として受け入れられるとは限らない。

「まぁ、食事会に飛び入りできないのは残念無念だけど、とっかかりはできたってことで。次からはペット同伴もＯＫ……と。そういうことだよな？」

　ニッコリ笑って同意を求める加賀の目の輝きが──コワイ。まるで、獲物を狙い定めた肉食獣のようで。

　今更、加賀の思考回路をどうこういうつもりはないが、こじつけもここに極まれり……という気がする。

（それって、絶対にヤバイだろ）

　すでに『マズイ』段階は軽く踏み越えてしまっているし。このまま黙っていたら、既成事実として実力行使されてしまいそうで。

（ここは、きっちり、しっかり、一発カマしとかないと）

　それで、いったいどれほどの効力があるのかは……わからないが。

「──加賀」

「なんだ？」

「それって、話が違うから」

「違うってぇ？　何が？」

　わかっていて、あえて問い返す──タチの悪さ。それを意識しつつ、

「おまえの三段論法じゃ、茅野を丸め込むのは絶対に無理」

　きっぱり、はっきり、断言する。

『魅惑の笑顔』

『ビロードの艶つや声ごえ』

『自信にあふれた押しの強さ』

　視覚と聴覚を幻惑する強力三点セットは、一般人（…特に女子）をすんなりと悩殺できたとしても、広海は落とせない。それはただの予測ではなく、確信に近い。

　ある意味、バリバリに警戒心の強い広海を舌先三寸で丸め込むことができる豪傑は陽一くらいなものだろう。

　はっきり言って、あれは溺でき愛あいという名の刷り込みの成果である。美原一中時代の茅野兄弟を取り巻く事件の数々を思い浮かべて、武藤は痛感しないではいられない。

　加賀は、武藤が言ったことをどういうふうに受け止めたのか。まばたきもせず、武藤を見ている。凝視──というには深すぎる眼差しで。

　その双そう眸ぼうを無言でじっと見返しながら、武藤は、

（へぇー……。ふーん……。加賀の目って、こうやってじっくり見てみるとけっこう複雑な色してんだなぁ）

　ノーテンキにも、まったく別のことを考えていた。

（灰色っていうより、銀に薄く青が混じってるっていうか……。スゲーな。やっぱ、光線の反射角度で見える色が違ってくるとか？）

　いや。最初は。

（ここで加賀に押し切られたら、絶対にマズイ）

　それがあって、眼力勝負にも気合いが入ったのだが。極東の島国育ちの自分たちとはまったく違う加賀の色素の薄い目を凝視していたら、なぜか、いつの間にか眼力勝負のことなどスコンと抜けてしまった。

　加賀は外国人の血を受け継いでいる。

　知っているようで、その本質はまるでわかっていなかったような気がした。だから、問答無用で加賀の目に魅入られたのかもしれない。

　その瞬間。素直に、綺き麗れいだよなぁ……とか思ってしまったのだ。

（なんか……。すっごく出来のいい万華鏡を見ているような感じ）

　言えば、それに近いかもしれない。

　ある意味、興味津々？

　今まで見えなかった秘密を偶然見つけてしまったドキドキ感？

　ちょっと──ワクワク？

　そんなものだから。単純に視座を変えてみれば、加賀の目の色もまた違った色合い輝きになるのではないかと。武藤は、自分よりも頭半分以上は確実に高いところにある加賀の目を下から覗のぞき込むように、ゆっくりと顔を近づけた。

　右から。

（へぇ……。やっぱ、銀だ）

　左──から。

（青っつーか、なんかちょっとだけ紫っぽいのも混じってるような……）

　まったくもってピクリともしない加賀の双眸を、遠慮もなく覗き込む。

　それでも。加賀との身長の差は、どうにも埋めがたいものがあって。

（ちょっと、屈んでくんないかなぁ。そしたら、もっとよく見えそうなんだけど）

　などと思いながら、しまいには加賀の顎あごを摑つかんで右に左に勝手に好き放題いじくり回す。

　──と。さすがに、いいかげん忍耐の限界にきたのか。

「おい、武藤。おまえ、人の顔で、何、遊んでるんだ？」

　加賀の双眸に射い竦すくめられる。

「……へ？」

　一瞬。なんとも間の抜けた声を上げ、武藤は。

「あ……スマン」

　ようやく正気に返って、ぎくしゃくと手を離した。

「なんだ？」

　端的に一言で説明を求める加賀の顔つきは、けっこうマジである。いつもだったら見慣れないその眼差しのキツさに、

（……わっ。もしかして、俺、加賀の地雷踏んじまった？）

　ドッキリする。

「あー……その、なんだよ」

　いつになく、ドギマギと。

「えーと、なんて言うか……」

　らしくもなく、ギクシャクと。武藤は言い淀よどむ。

「だから、何が？」

「いや、だから。おまえの目が……」

「──目？」

　加賀のトーンが、それと知れるほど冷ややかに落ちた。

（うわ……やべー……）

　武藤が、そう思わずにはいられないほどに。

　もしかして。『目』というキーワードが加賀の地雷そのものだったのではないかと、武藤は真剣に焦る。

　マズイだろ。

　ヤバイだろ。

　ドツボだろ。

　先ほどとはまた違った意味で背筋がヒクついた。

　何があっても悠然と構えている加賀だから、普段はそんなことなど意識したこともないのだが。奥が深すぎて先が見えない加賀の『逆げき[image: 鱗]りん』が、それだったのではなかろうかと。

「俺の目が、何？」

　束の間、ゴクリと生なま唾つばを吞のむ。

「おまえが……まばたきもしないで俺を見てるおまえの目が、その、なんていうか……スゲー綺麗だったんだよ。だから、つい……」

　今更何をどう言い訳しても、それしか言いようがなく。ただのジョークで流してしまうには加賀の眼差しが強すぎて、本音でしかものが言えない。

「つい、俺の目に見み惚とれたって？」

　見慣れた笑みのない加賀は、なんだか別人のようで。吐かれたその言葉すらもが、いつもより数段トーンが低い。だだ漏れる過剰な色気が消え失うせたのではなく、瞬間冷凍されて硬質な芯しんが通ったようで。ちょっと……マジで心臓が痛い。

「そういうことになんのかな」

　いつもの加賀との温度差を嫌でも意識しないではいられなかったからか、つるりとその言葉が出た。

「ふだん、おまえとしゃべってるときにはぜんぜん気がつかなかったんだけど。おまえの目がただの灰色じゃなくて青まじりの銀色っつーか、見る角度で違う色に見えたんだよ。それが万華鏡見てるみたいでスゲー綺麗だったんだよ。だから、その……つい調子にのりすぎた。──スマン」

　きっちり、真しん摯しにワビを入れておく。

　調子にのりすぎて地雷を踏んだらしいのは事実だ。しかし、それが原因で加賀との間によけいな亀裂が入ってしまうのは武藤の本意ではない。

　武藤としては、加賀の数少ない男友達のポジションはしっかりキープしておきたい。ただの建て前でも打算でもなく、本音の部分で。冗談でもなんでもなく、同じ目線でタメを張れる相手として加賀は得がたい友人だったからだ。

　束の間。加賀は武藤の真意を見極めようとでもするかのように凝視する。武藤はその目をしっかりと見つめ返した。まばたきもせず、息を詰めて。

　すると、加賀は不意に唇の端をやんわりと吊つり上げた。

「まぁ、俺的には、どうせならもうちょっと色気のあるセリフで告白コクってほしいとこだけど。そうだな。今日のところはひとつ貸しにしといてやるよ」

　帝王様のお許しが出たところで、武藤は詰めた息をそっと吐いた。

　その肩を加賀はガッシと摑んだ。

「なんたって、おまえは俺の首輪番──なんだから」

　うっすらと片頰に刻まれた獰どう猛もうな笑顔にビビリはしないまでも、

（首輪番……ねぇ）

　武藤は今更ながらにその言葉をどんよりと嚙かみ締しめる。

（どっちが繫つながれちまってんだかなぁ）

　加賀の言う『貸し』が途方もなく高くついたような気がしてならない武藤であった。さながら『ミイラ取りがミイラになった』気分である。

「それじゃ、まっ、おまえの告白タイムも終わったことだし。そろそろ戻るか？」

（だから、コクってねーって）

　首輪番はまだしも、加賀相手に、それはマジで勘弁してもらいたい武藤だった。堤と加賀のド派手な噂がいっこうに鎮火する兆しのない今、冗談でも笑えなくなってしまいそうで……。

　それを充分ふまえた上で、あえてそれを持ち出す加賀の確信犯ぶりにはすでに言葉もない武藤だったが。




　　　　◆◇◆




　朝のＨＲホームルームが始まる予鈴チヤイムが鳴り終わって、ようやく麻生は生徒会室を出た。

　──とたん。

「だからぁ、重いって」

「いいじゃねーか。友好を深めるのに、スキンシップは欠かせないお約束ごとなんだぞ？」

「そういう加賀ルールはいらねーっつーの」

「つれないな」

「だから、マジで重いんだって」

「俺のどこがブタだってぇ？」

「ブタでもトドでもゾウでもいいから、とにかく、離れろ。俺はおまえのつっかい棒じゃねーって」

　耳慣れた声が背後から響いてきて。

（武藤？　加賀も、か？）

　麻生は思わず振り返る。

　──瞬間。麻生は声を吞んで固まった。

　予鈴のあとのシンと静まり返った廊下の真ん中で、なぜか、武藤と加賀がガッチリ肩を組んで歩いていたからだ。

　……いや。肩を組んでいるというより、加賀に伸しかかられて引きずられている武藤──といったほうがいいかもしれない。

（朝っぱらから、なんの冗談だ？）

　思わずその言葉が喉のどに引っかかってしまったのは、こんな時間まで二人がどこで、いったい何をしていたのか？　それが気になったからではなく。廊下の真ん中で、何をふざけているのか……でもなく。加賀に比べて、武藤の線の細さが異様に目立ったからだった。

　一瞬、目の錯覚かと思った。

　だが──違った。

　学園の王子様プリンスである小林よりも更に上背があって肉厚な帝王様キングは、ピンで立ってもド派手なオーラ垂れ流しである。

　眩まぶしい。

　エロい。

　ハンパない。

　一般庶民とは明らかに格が違うのだと見せつけられているような、それ。どこにいても埋没しようのないその存在感は視界の吸引力というより、ある意味、視覚の異次元……みたいなものだった。

　だから、加賀の周囲の色は消し飛んでしまう。

　そのせいかどうかは知らないが、加賀の半端でない色気は周囲の人間の精気を喰くっているのではないかと、一部まことしやかに囁ささやかれているほどだった。

『加賀＝イコール人外』説なるものを耳にしたときには、さすがの麻生も呆あきれて言葉もなかった。それを逆手に取って、昨年の文化祭では吸血鬼のコスプレで『人外喫茶』なるものを主催してボロ儲もうけした話エピソードは今や語り種ぐさになっている。その話になると、武藤がどっぷり深々とため息を漏らして遠い目をするくらいには。

　だから、加賀はいいのだ。たとえその存在感が周囲を圧迫しようと、見た目まんまでなんの齟そ齬ごもなかったから。

　けれども、武藤は違う。

　今の今まで。麻生は、武藤はもっと骨太だと思っていた。

　むろん、中学時代から体育会系の部活とは縁がないことは聞いて知っていたから、見た目も筋きん骨こつ逞たくましいわけではなかったし。横に並んだときの武藤の視線が、麻生のわずか下にあることも知っていた。

　だが。

　──それでも。

　蓮見高校の『組長』が、加賀の腕の中にすっぽり収まるほど骨細などとは思いもしなかったのだ。

（おかしいだろ、それは……）

　──何が？

　自分の記憶違いが？

　それとも。目の前の光景現実が、か？

　この二年半、二人が一緒にいることなど、取りたてて珍しいことではなかった。特に、今年は武藤が赤組の応援団長で加賀がブロック長だったこともあり、二人のツーショットなどそれこそ腐るほど見慣れていたはずなのだ。

　それなのに、なぜ？

　今になって、どうして？

　そんな錯覚──視界のマジックめいた事実に気付くのか。

　束の間、麻生は惑乱する。目の前の現実と、自分の記憶の齟齬に……。

　ドクドクと、異様に鼓動が逸はやった。

　ズクズク……と、眼球が疼うずく。

　なぜか。指先さえもが冷たく痺しびれていくような気がして、麻生はギュッと強く拳こぶしを握り込んだ。

　そんな、生徒会室のドア前に立ちつくした麻生の動揺も知らぬげに、

「おぅ、麻生。おはよ」

　いつも通りの挨あい拶さつを投げてよこし。その武藤をガッチリ抱き込んだまま、

「おはよう」

　加賀は余裕の笑みを浮かべて片手を上げた。

「……おはよ」

　喉に絡んだいがらっぽさが抜けない。それでも、ちゃんと声が出たことに、麻生はとりあえずホッとする。

「なんだ、おまえ。朝っぱらから、生徒会室に何か用でもあったのか？」

「──あー、ちょっと……」

「そっか」

「……で？　おまえらは、廊下の真ん中で、朝っぱらから何をふざけてるんだ？」

　いっそのこと目の前の動揺を冗談でまぎらわせてしまいたくて、麻生は努めて平静な振りをする。

　武藤は、げっそりと顔をしかめた。

「ちょうどいい。おまえ、コレをどうにかしてくれ」

　言い様、指をビシッと加賀に突き付ける。

「ひどいな。コレはないだろ、コレは……」

「このままだと、俺、加賀に取り憑つかれて精気を貪むさぼり喰われてしまいそうなんだよ」

　冗談ではなく、武藤が辟へき易えきしているのがわかる。

「加賀。おまえ、何をやってるんだ？」

「何って……。飼い主とのスキンシップ？」

　唇の端をやんわりと吊つり上げてヘロリと漏らす加賀に、麻生は一瞬──目眩めまいとも怒気ともつかぬものがこめかみを締めつけるのを感じた。

「なんだ、それは」

「んー……。武藤、茅野に俺の首輪番を押しつけられたみたいだからさ。ちょっと、ペットの気分を味わってみたところ」

「首輪番？」

　聞き慣れないその言葉に、麻生の眉まゆがしんなりとひそめられる。

「そう、首輪番」

　その意味するところは、麻生にはまるでわからない。それを問い質ただそうとした──とたん。

『キンコン、カンコーン[image: ～][image: ～]』

　ＨＲの本鈴が鳴った。まるで、麻生の感情を逆さか撫なでするかのように。

「お……わッ。やべ……本鈴だ」

「おぉっと……残念。タイムリミットか」

　それが『お約束』の合図でもあったかのように、加賀は腕の中からすんなりと武藤を解放した。

「あー……ようやっと、ずっしり重い背後霊から解放された気分」

　言うなり、武藤は左右に首を振ってコキコキと鳴らし、片方ずつグルグルと大きく肩を回してから、

「ンじゃ、お先。おまえらも遅れンなよ？」

　脱兎のごとく走り出した。

　その変わり身の速さに呆あつ気けにとられている麻生の耳に、

「…ったく、もう。飼い主が先にトンズラするんじゃねーって」

　本音とも冗談ともつかない加賀のつぶやきが残る。

　それも本鈴のチャイムが終わる前に搔かき消えてしまったが。麻生の脳裏から、加賀に抱き潰つぶされた武藤の姿が消えることはなかった。







　放課後。

　麻生はＨＲが終わるなり、鞄かばんを持ってサクサクと教室を出た。生徒会室で、武藤と待ち合わせをしているからだ。

　終業のチャイムが鳴ったあともグズグズしていると、あちこちから声がかかって無駄に用事が増えるのが面倒で早々と定時下校なのは最近の武藤のパターンだから、一時間目が終わったあとの休み時間にそのことはきっちりと伝えておいた。

「おっ、わかった」

　なんの用事かも確認することなく、武藤は即答した。

　そこには、誰が見ても疑いもしないだろう明快な信頼関係がある。それを思い、麻生は小さくため息を漏らした。

　そう。麻生は、いつもと変わりない武藤のリアクションにホッと安あん堵どしたのだ。朝イチの光景がまるで何かの冗談だったような気がして。

　結局、それがネックになって。加賀とはそれっきり距離を置いてしまった。

　日常の言動が常人とは違う時間の流れにあるような、そんな規格外れ非凡人のくせに他人の機微には妙に聡さとい加賀のことだから、きっと何かを感じているだろう。それでも、あえて自分から擦り寄ってこないのが、いかにも加賀──だったが。

　実際のところ、加賀がいつでもどこでも女生徒に囲まれているのは見慣れた日常の一コマである。だが、体育祭以降どういう心境の変化があったのか、加賀が積極的に構い倒しているのは一人だけ。最凶コンビの片割れ、堤である。よりにもよって、である。はっきり言って、もろもろ油噂にガソリンをぶっかけ状態であった。

　そこへもってきて、今度は広海とも一ひと悶もん着ちやくあった……らしい。その責任の一端が麻生にあったことは間違いないが、それは麻生にとってもまったくの予想外だった。加賀は、本当に常識の斜め上を行く男であるとつくづく実感してしまった。

　そんな加賀が口にした『首輪番』に関しては、有り余るほどの興味と関心は疼いたが。それを加賀に問い質して更に不快な思いをするよりも、直接、武藤に聞いて確かめたほうがいいと思ったのだ。

　──不快。

　確かに、それは『不快』としか言いようのない感情だった。

　朝は加賀に抱き潰された武藤の思いがけない骨細さに愕がく然ぜんとしてしまって、そのこと以外は何も考えつかなかったが。それなりに頭も冷えてくると、何か……フツフツと滾たぎるものがあって。

（あー……そういうことか）

　やけにすんなりと納得してしまった。錯覚を錯覚と気付かせ、麻生にいきなり現実を突きつけてくれた加賀に対する八つ当たり──いや、嫉しつ妬とであると。

　そのとき。

　鞄の中に入れておいた携帯電話のマナーモードが振動して。麻生は、慌てて我に返る。

　焦ってチェックを入れると、武藤からのメールだった。

《すまん。ミッチーに捕まった。終わり次第、すぐ行く》

　武藤の言う『ミッチー』とは、生活指導部主任の宮みや城ぎ教諭のことで、話し出すと止まらない長話の悪癖で有名だった。

（タイミング悪いなぁ……）

　出鼻をくじかれたような気がして、麻生は小さくため息を漏らす。

　そして。生徒会室でのいつもの定位置にどっかり腰を据えると、麻生は鞄から数学のテキストを取り出した。

　今日、この時間に、宮城が武藤になんの話があるのか知らないが。どうせ、三十分では終わらないだろう。それなら、ただぼんやりしているのも時間の無駄のように思えて。




　──やがて。

　カチリ、と。ドアが開いた。

「悪い。遅くなった」

　言葉のわりには別段慌てる素振りもなく、ゆったりとした足取りで武藤が入ってきた。

　腕時計で時間を確認すれば、あれから四十分が過ぎていた。まったく待たされた感がなかったのは、テキストに集中していたからだろう。

「──で？　話って、何？」

　麻生の右隣にどっかと座るなり、武藤が言った。

「昨日の放課後、茅野に待ち伏せくって強制連行されたって？」

　聞きたいことは山ほどあったが。まずは、無難な線から攻めるのがセオリーだろう。

「あー……それ、な。やっぱ、おまえの耳にも入ってたんだ？」

「入ってるも何も、朝イチで大谷たちに詰め寄られたぞ。会長が茅野に因縁ふっかけられてたらしいんですけど、聞いてますかッ？──とか、な」

「──マジ？」

「大マジ」

「はぁぁ……。やっぱ、定時下校の駐輪場……つーのがマズかったよな」

　ポリポリと右頰をかきながら、武藤はこぼす。

「そりゃ、目撃者は腐るほどいるわけだしな」

　少しはＴＰＯをわきまえてもらいたいと思うのが麻生の本音である。広海相手に、それも今更ではあるが。

「それで？　なんだったんだ？」

「何って……」

「とりあえず、大谷たちには俺が話を聞いとくからってその場は散らせたけどな。なんなら、おまえが直にあいつらに話すか？」

「あー、それはマジでかんべんって感じ。よけいに煽あおっちまいそうだから」

　どんよりと漏らす。

　自覚があって何よりだ。

　朝イチであの騒動テンシヨンなのだから、本人を目の前にしたらクールダウンどころか際限なくヒートアップするに決まっている。後輩たちの武藤への懐き方はハンパじゃないのである。

　その半分以上は広海に対する嫉妬を通り越した敵てき愾がい心しんだろうが。先輩後輩の仁義を無視しまくる広海に、大谷たちの『俺たちの会長』論理が通用するとも思えない麻生であった。

「──で？　何？」

　改めて麻生がそれを口にすると、武藤は話のきっかけをまさぐるように深々と椅子にもたれてひと息ついた。

「加賀の奴が、例の食事会の話を聞きつけて、茅野に飛び入りさせろって言い出したらしいんだけど」

　それは、知っている。ネタを提供したのは麻生だったし。

　けれど。麻生も、まさか加賀が堤ではなく広海を直撃するとは予想外の展開──思わぬ誤算だったが。

「それで、茅野が俺にねじ込んできたんだよ」

「なんで、おまえなんだ？」

　思わず、その疑問が口を衝ついて出た。

　もしかして、加賀はその話をチクった相手麻生の名前を広海には言わなかったのか？

　──なぜ？

　麻生的にはそれが広海にバレてしまっても、それはそれで構わなかったのだが。そのときの言い訳ならば、ちゃんと考えてあったし。

「だから、加賀が赤組関係を持ち出して強引に話をこじつけやがったからだろ」

「赤組関係って……。おまえが団長で、加賀がブロック長ってやつ？」

「そうだよ」

　そこまでは知らなかった。電話での事後報告で、見事に玉砕した経緯はうんざりするほど事細かに語った加賀だが、そのとっかかりがそういう『こじつけ』だとは言わなかった。

（へぇー……そうなんだ？　だったら、俺も、その手でいけばよかったな）

　そうすれば、あえて『冗談』で流した飛び入り参加の理由も、もっと具体的な重みが出ただろう。たとえ、それが武藤の言う『強引なこじつけ』だったとしても。

　やはり、加賀は侮れない。というか、なんでか……妙に癇かんに障る。

「ンなもんで、茅野の奴、ソッコーで俺に苦情を言いに来たわけ」

「苦情……なのか？　罵ば詈り雑ぞう言ごんじゃなく？」

　武藤はチロリと麻生を見やって、これ見よがしのため息を漏らした。

「茅野はそこまで非常識じゃねーって」

「そうか？　放課後の駐輪場でおまえを待ち伏せてた時点で、充分、非常識って気がするけどな」

　大谷たちが血相を変えて麻生に詰め寄ってきた心情を代弁する。

　そういう最凶なトラブルメーカーという自覚のなさが、すでに非常識の極みではないかと思う麻生だった。

「そりゃあ、こっち側の事情ってやつで、茅野の実情とは違ってるからな」

「ふーん……。つまり、おまえ的には、こっちと向こうの現状を天てん秤びんにかけたら、やっぱり茅野の肩を持つわけだ？」

　言葉にすればそういうことなのだと思うと──おもしろくない。

　別に武藤が生徒会執行部を蔑ないがしろにしているわけではないにしても、だ。

　暗に広海との……いや陽一を含めた茅野兄弟との付き合いの長さと親密度は別口──と言われてるような気がして。麻生が知らない──立ち入ることができないプライベートな領域。それを、ことさらに意識する。いや……させられたような気がした。

「別に肩を持つとかそういうんじゃなくて、だな」

「でも、おまえは行くんだろ？　食事会。俺と加賀の飛び入りは却下でも」

「だからぁ、仕切ってるのは俺じゃねーって」

「それって……結局、面倒なことには首を突っ込みたくないっていうおまえの逃げ口上じゃないのか？」

　一瞬。

　見交わす視線がピリと疼うずいた。

　──ような気がした。

「麻生。いちいち食事会を持ち出してしつこく絡むなよ」

　いつもはのんびりとした武藤の口調が、わずかに変調する。それでも。

「絡んでない。事実を言ってるだけだろ」

　麻生の口は止まらなかった。

（いったい、俺は何を言ってるんだ？　これって……違うだろ）

　内心ではそう思っていても。頭の芯しんをツクリと、冷ややかに刺すモノがあった。

　──が。さすがに、それ以上は理性のブレーキがかかる。その場の感情に振り回されて自制のボーダーラインを踏み越えるべきではないと。

「まっ……いいけど」

　麻生はつぶやきざま、わずかに視線を落とす。眼底に食い込んでくる武藤の視線がやたら痛すぎて。

「──で？」

「何が『で？』なんだよ」

　ブスリと、武藤は口を尖とがらせる。

「加賀の言ってた首輪番のことだよ」

　麻生が今、一番知りたいこと。今までのトーク・バトルはただの口慣らしであって本番ではない。麻生はそう思っていたのだが。

「それって、おまえに関係ねーだろ」

　前振りですっかり気分を害してしまったらしい武藤は、それまでの鷹おう揚ようさからあっさりと掌てのひらを返した。

　それでも。

　麻生はまだ、冷静さを装っていられた。確かに武藤はムカついているのだろうが、それは逆げき[image: 鱗]りんではない。

　直感というより、ただの希望的観測かもしれないが。深沢との確執絡みのときですら、武藤の臨界点は思った以上に遠かった。

　──だから。

　もしかしたら……。

　麻生はタカをくくっていたのかもしれない。

　まだ、大丈夫。見た目ほど武藤は怒っているわけではない──と。

　本音でしかモノを言わない奴は嫌がられて忌避されるだけだが、建て前しか口にしない奴は信用されずに疎んじられるだけである。

　信頼は一朝一夕には築けない。

　武藤と出会って三年目。親友という肩書きをあえて口にしたことはないが、生徒会執行部会長と副会長というポジションが二人の絆きずなを深めたことを麻生は疑いもしなかった。

　だったら。多少の意見の食い違いはあっても、それは、互いを成長させるための予定調和のひとつのピースにすぎないと。

　しかし。

　そのとき。

　麻生は大きな間違いをしていたことに気付かなかった。武藤の臨界点ばかりに気をとられていて、自分の限界を見切れていなかった。

　麻生を睨にらみ据える武藤の、いつにないキツイ目。その武藤が無言でいきなり立ち上がったとき、麻生は一瞬、虚を衝かれたような気がした。

　そのまま、武藤が何も言わずに出て行こうとしているのだと知り、麻生はフツフツと怒りがこみ上げてきて。椅子を蹴けり倒さんばかりの勢いで席を立った。

「まだ、話は終わってない」

「これ以上、話すことなんかねーだろ」

「答えをもらってないぞ」

「何を言っても、どうせ、人の揚げ足を取るだけだろうが」

「おまえが曖あい昧まいなことばかり言って、ごまかそうとするからだろ」

　そう。体育祭からこっち、武藤は肝心なことは何ひとつ言わない。だから、聞くしかない。なのに。何を聞いても、うまくはぐらかされているような苛いら立だたしさばかりが募る。

　何を隠している？

　どうして──隠す？

　プライベートなことまで何もかも共有したいなどと、思ってはいない。そんな息苦しさは、麻生だってゴメンだ。友人としての適度な距離感。今までは、それで満足だった。

　だが。麻生には打ち明けられないことでも、美原一中の後輩コンビには言えるのか？　広海とは別口で小林にも武藤はそれなりに甘い。それを思うと、今更のように妙にムカついた。

　従兄弟いとこだという特権で、堤は武藤の共犯者じみた顔をする。それが──イラつく。

　そして。今度は、加賀だ。

　女をタラすときでさえ、加賀は、ある意味クールであった。廊下の真ん中で堂々と、あんな暑苦しいスキンシップに走ったことはない。堤との噂はド派手に盛り上がっているが、それだって実際は適度な距離感を保っている。なのに……。

「俺が、何をごまかしているっていうんだよ」

　平然とそんなことを口にする武藤が、今はメチャクチャ腹立たしくてならない。

「茅野のこととか、加賀のこととか、いろいろだ」

　麻生にとっては、それがささくれ立ったトゲ以外の何ものでもないのにだ。

　目には見えない一線がある。それを踏み越えるには何かが足りない。

　なのに。自分にはできないことを、当然のことのような顔をしてやっている奴らが──許せない。突き詰めれば、そういうことなのかもしれない。

　──と。武藤は深々とひと息吐いて、

「麻生。おまえ、おかしいぞ。頭、冷やせ」

　ピシャリと言い放った。

　それが、麻生のどこを突き刺し。

　何を──搔かきむしるのか。

　まったく何もわかっていない武藤の鈍感さに、麻生は鬱うつ々うつとしたモノが込み上げてくるのを自覚しないではいられなかった。

「武藤……。俺はときどき、本気で、後ろからおまえの首を絞めてやりたくなるよ。おまえがあんまり鈍感すぎて──イライラする」

　いつもは冗談まじりに吐き出される本音が、リアルな痛みをともなって口を衝ついて出る。

　キシキシ、と。

　バキバキ……と。

　自分の想いだけが不様に空回りして派手に軋きしむ音が聞こえる。

　その痛みすらも、武藤が知ることはない。それを思うと、身体の最さい奥おうで何かが──不意にユラリと鎌首をもたげるような気がした。

　武藤は唇を真一文字に引きしぼったまま、不意に目を逸らせた。まるで、麻生を視界の中から弾き出すかのように。そのままガツガツと歩き出すのを、麻生は横から遮るように身体を入れて立ち塞ふさがる。

「──どけよ」

「どかない」

　ほんの間近で交わされる言葉は毒を孕はらんだように剣けん吞のんだった。

「──麻生ッ」

　強く睨ねめつける目は、麻生のわずか下にある。

　普段はまったく気にもならなかったその差を意識させたのは、加賀だ。

　加賀が、あんなことをするから……。あんなモノを見せつけるからッ……。現実との齟そ齬ごが生まれた。

　そして。今──麻生はくっきりと自覚する。その落差ギヤツプを。

「俺じゃない」

　その狭はざ間まに何が潜んでいるのかを。

「俺がおかしいんじゃない。武藤──おまえが、俺をおかしくさせるんだよ」

　──瞬間。武藤が息を吞のむのがわかった。

　自分だけがこんなみっともない感情に振り回されるのが、我慢ならない。苛立たしくて、どうしようもなくなる。だから……。

「だから、武藤。おまえも、堕おちてこい。俺のところまで」

　喉のどが灼やけるようなその言葉を吐き出さずにはいられなくなる。

　──とたん。

「わけわかんねーこと、言ってんじゃねーよ」

　怒気を孕んだ武藤の視線が尖った。

「どけよ」

　それでも微動だにしない麻生に焦れて、武藤が片手でその胸ぐらを摑つかみ上げる。

　だが。その拳こぶしにはまだ迷いがあった。それが武藤の自分に対する気持ちの揺らぎなのだと知り、麻生はうっすらと唇の端をめくり上げた。

（ツメが甘いんだよ、武藤）

　その甘さ──いや、最後の最後で冷たく切り捨ててしまえない優しさが武藤の本質なのだろう。だから、そんな武藤の迷いごと、麻生はその手を摑んで逆にねじり上げた。

「いっ……つぅッ！」

　ねじり上げた手首は、思っていたほど骨太でも節くれだってもいなかった。そのことにわずかな驚きを覚えつつ、その握り心地に麻生は満足する。

「放せッ」

　口の端を歪ゆがめて上擦る声に、耳慣れた『組長』の迫力はない。

「ムダだって、武藤」

　誰も知らないだろうが、麻生は合気道をやる。小学校の頃から道場に通っているが段位などは持っていない。己の限界を極めようという欲も野望もない。ただの趣味だからだ。けれど、関節技には自信があった。

　無駄な贅ぜい肉にくとは無縁の、たぶん……絶対に何か格闘技系をやっているだろう長身肉厚な加賀に問答無用で抱き潰つぶされてしまえば別だろうが、基本が帰宅部の武藤相手に力勝負で負ける気はしない。

　──が。そんな優越感も、

『ガツッ！』

　いきなり、向こう臑ずねを蹴りつけられて消し飛ぶ。

（こ……のぉ……）

　思わず前屈みになって、麻生が呻うめく。

　その隙に、緩んだ手を振りほどこうとする武藤の胸ぐらを鷲わし摑づかみにし、

「そういう可愛くないことをすると──泣かすぞ」

　吐き捨てる。

　それでも。

「どう、泣かすってんだよ？」

　強気で睨にらんでくる武藤を見ていると、何か……グラグラと目眩めまいがするような凶暴な気分になって。麻生は力まかせに武藤をテーブルに引きずり倒した。

「どう、泣かすってんだ」

　頭の芯しんが灼けつくような一瞬の情動。

「くッ……あぁッ！」

　呻く武藤の胸ぐらを締め上げ、更に引きずって背中から床に落とす。

　その衝撃で、一瞬、意識が飛んでしまったのか。ダラリと四肢を投げ出したまま、武藤は声すら上げない。

　情動の熱波が去っても、ドクドクと逸はやる麻生の拍動は収まらない。けれど、ピクリともしない武藤の顔を見ていると、頭の芯がツキンと冷えた。

「……武藤」

　喉に絡んだと息を吐き出すようにぎくしゃくと膝ひざを折って、顔を覗のぞき込む。

「武藤……」

　肩を揺すって呼びかけると、武藤はうっすらと目を開けた。

　だが。視線の焦点はぼんやりとして定まらず、浅い呼吸を繰り返す唇はわずかに半開きのまま、その表情は今まで麻生が見たこともないほど無防備で……。

　いつもとは違う、見慣れない顔の武藤が──そこにいた。

　その瞬間。ズクリ……と、下肢が疼うずいた。

　ゾロリと、熱くて。

　ズルリと腰骨を舐なめ回すような……情欲。

　それをはっきりと自覚したとたん、麻生は片頰で薄く笑った。

（なんだ、そんな単純なことだったのか？）

　ムカついて。

　イラついて。

　──ムラムラして。

　怒って。

　嫉しつ妬として。

　訳のわからない激情に振り回されて。

　──頭の芯からグルグルになって。

　そのすべてが武藤に対する執着──それも劣情まじりの我欲だったのかと思ったら、かえって頭の中がスッキリしてしまった。

　ゆっくりと手を伸ばして武藤の前髪を梳すき上げ、指先でその唇をなぞる。もっとザラついているかと思ったが、その感触は意外にしっとりとなめらかだった。

（キスしたら、すごく気持ちよさそうだよな）

　言ったら、殴られるかもしれないが。ここまできて、今更、後戻りをする気にもなれない麻生だった。




　重ねた唇は……熱かった。

　たとえ、それが、合意のないキスでも。




「いや……だッ。やめ……ろッ！」

　本気で嫌がる武藤に伸しかかり、組み敷く──いびつな快感。

「麻…生ぉッ！」

　怒気と羞しゆう恥ちと恥辱にまみれた武藤の上擦り掠かすれた声が麻生の昏くらい劣情を刺激する。

　ドキドキ。

　……バクバク。

　…………ズクン、ズクン。

　身体は昂こう奮ふんしきっているのに、なぜか、頭の芯が一部冷めていた。

　易やす々やすと、武藤の心と身体が手に入るなどと自うぬ惚ぼれてはいない。

　それでも。すでに引き返せないボーダーラインを踏み越えてしまったのだから。だったら、あとは突き進むしかない。

　同じ後悔をするなら、やった者勝ちだろう。

　手に入らないものなら、奪えばいい。

　落ちない高たか嶺ねの花なら、引きずり落とせばいい。

　髪を鷲わし摑づかんで、顎あごを捕らえて、強引に視線を合わせる。それで観念したのか、唇を固く引き絞って武藤が睨む。負けん気に、わずかな怯おびえがないまぜになったその目が──イイ。本当に泣かせ甲が斐いのある目つきだった。

　けれど。

　このまま迂う闊かつにキスをしかけたら、舌を嚙かみ切られそうな気がして。ただの錯覚ではなく、それくらいのことはやりかねないだろうと。麻生は密着した足を揺すって武藤の下肢を割り、膝ひざ頭がしらで股こ間かんをグイと押し上げた。

　──とたん。

　わずかにヒクリと、武藤の唇が引き攣つった。

「嚙むなよ、武藤。わかってるな？……潰すぞ」

　武藤は頷うなずく代わりに、悔しげな色を滲にじませて目を逸らせた。

　そんな武藤の唇を、麻生は舌先でゆったりとなぞる。

　──瞬間。武藤の肌がザワリと鳥肌立ったのを知り、

（正直すぎだろ、おまえ）

　麻生は内心で苦笑する。

　まぁ、どんなに武藤が嫌がっても、やめる気はさらさらない麻生だったが。

　重ねた唇は甘かった。たとえ、それが独り善がりな恋情でしかなかったとしても。すでに、武藤には拒否権はない。

　浅く、深く、角度を変えて好きなだけ、好きなようにキスを貪むさぼる。

　頑なな武藤の唇に舌をねじ込み、それでも口を開けようとしないその強情さに焦れて密着させた膝頭で股間を嬲なぶると、武藤の鼓動がドクンと跳ねた。

（ほら、口開けろって）

　グリグリと刺激してやると、鼓動はバクバクになった。そうやって、ようやく緩んだ唇を更に吸って尖とがらせた舌先で歯列を割る。

　口こう蓋がいの前も後ろも、たっぷりと舐めてやる。

　初めにそこを舌で刺激してやったら、武藤はモロに硬直した。一瞬、舌を引き攣らせてヒクヒクと震わせた。

　そこが、武藤のイイところなのだろう。

（こんなとこが、感じるのか？）

　それを思いつつ、武藤の性感帯を暴き出すのが楽しかった。

　だから。尖らせた舌先で何度も刺激してやる。そのリアルな感触を忘れないように。

　それを嫌がって右に左にブレる顎を摑つかんで指で圧迫すると、武藤は息苦しさに喘あえいでハグハグと喉のどを鳴らした。

　そうやって、逃げまどう舌をしつこく追い回し、絡めて──吸う。

　キスの深度を変えながら、舌根が痺しびれるくらいにきつく貪って──放す。

　それだけですっかり息が上がってしまっている武藤は、紅潮したその顔つきがどんなに麻生の劣情をそそるのか……知らない。それが証拠に、麻生の下腹には熱が溜たまる一方で、先ほどまでの余裕もなくなってしまう。

　男の欲望は快楽に正直だ。

　何も隠せない。いや──今更、何も隠すつもりはないが。

　気持ちがよければ、身体は素直に反応するし。気持ちが伴わなくても、しつこく刺激されれば嫌でも勃ぼつ起きする。武藤は自覚しているだろう。今、自分がどういう状態なのかを。

　男の本能はしごく単純で、その生理機能も明快だ。

　そんな硬く充血した欲望の証あかしを、麻生はわざと武藤に押しつける。

『おまえが、俺をおかしくさせる』

　それを無言で突きつけるように。

　すると。武藤は、押しつけられたモノに愕がく然ぜんと恐怖したのか。まるで、思い出したようにじたばたとあがいて、麻生の束縛から逃のがれようとする。

（今更、誰が逃がすかって……）

　いったんは収まりかけた凶暴な嵐が、麻生の中で再び急速に膨れ上がる。

（せっかく、俺が、優しくしてやろうと気を遣ってやってるのに）

　その気遣いを武藤がメチャクチャにする。

　男に犯やられるのは武藤も初めてだろうが、麻生だって男とセックスするのは初体験なのだ。いや──正確にはセックス自体が初心者ビギナーである。

　けれども。相手が武藤だから、ちゃんと手順を踏んでやろうと思ったのだ。

　キスをして。

　いい気分になって。

　イかせて。

　──イく。

　それでも、ラブラブにはほど遠いだろうが……。

　なのに。

「おまえのせいで台無しだって」

　ボソリと漏らして、麻生は眦まなじりをきつくする。

「……ゃ……だってッ。麻生──麻生ッ！」

「うるさいよ、武藤」

　この期に及んで怖じ気づいて聞きわけのなくなった武藤の髪を鷲摑みにして、麻生はその頰を張る。

　そして。一瞬、くったりとおとなしくなった武藤の足首を握って大きく開かせると、狙いを定めてその欲望の塊を一気にねじり込んだ。

「ヒッ……あぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]ッ！」

　武藤の双そう眸ぼうがめいっぱい見開かれて悲鳴がほとばしる。

（きっつい……）

　強ばりついた武藤の後こう蕾らいは麻生を拒絶し、キリキリと締め付ける。その痛みに歯をくいしばって、麻生はもう一度、力まかせに突き入れた。




　　　　◆◇◆




「……そぉ……麻生ッ！」

　そのとき。

　いきなり肩を揺すられて。

「うっ……わぁぁッ！」

　麻生は跳ね起きた。

　──つもりで、椅子から派手に転げ落ちた。

「イ……タタ……ッ」

　思わず顔をしかめて、あたりを見回す。

「──あ……れ？」

　その妙な違和感に声を吞のむ。

　すると。

「オイ。麻生、大丈夫か？」

　頭の上から耳慣れた声が落ちてきて。

「……──む……とぉ？」

　身体も思考もフリーズした。

　そんな見慣れない麻生の醜態に武藤はプッと吹いた。

「なんだ。おまえ居眠りこいて、変な夢でも見てたのか？」

「──ゆ……め？」

　ぎくしゃくとそれを口にして、麻生は凝視する。マジマジと、制服の武藤を。

「おぅ。なんかブツブツ寝言いってやがったぞ」

「──俺、が？」

「そうだよ。うるさい……とか、なんとか」

　その言葉の意味を思い出して、麻生はギクリと身を竦すくめる。

　──夢？

（夢……なのか？）

　そうして、今更のように気付く。着衣の乱れはどこにもない。自分も武藤も、制服のままなのだと。

「おまえがこんなところで居眠りこくなんて、ホント、珍しいな。もしかして寝不足？」

　ついさっきまで麻生の腕の中で顔を歪ゆがめていたはずの武藤が笑う。その屈託のない笑顔が、やたら目に痛い。もろ、心臓に悪い。ズキズキと疼うずいているのがこめかみなのか心臓なのか、その区別もつかない。

　なんで？

　──どうして？

　あれが夢だというのなら、これは──現実なのか？

　本当に？

（あんな……あんなリアルだったのに──夢？）

　どこから？

　──どこまで？

　わからない。

　──信じられない。

　乾ききった唇を舌で舐なめて、湿らせる。

　それでも。身体の芯しんを締めつけるような飢渇感が止まらなくて。

　──それでも。

「なんだ？　どうしたんだ、麻生。おまえ、マジで気分でも悪いのか？」

　武藤が心配そうに言うから。

「いや……なんでも、ない」

　麻生は、やけに痺れの残る指先を凝視みつめ、その妙なリアル感の名残を振り払うかのようにぎくしゃくと立ち上がった。

　自分が今、現実と白昼夢のどちら側にいるのか──わからないままに。

























　県立蓮見高校、昼休み。

　いつものように。四時間目終了のチャイムが鳴り終わる頃には、早、弁当箱を片手に校舎を抜け出す四人組の姿があった。定番──と言ってしまえるほどには見慣れた光景である。

　校舎内でグズグズしているとロクなことにはならない。単なる気のせいでも、思い込みによる錯覚でもない。実体験からくる確信であった。

　そこに至るまでの思惑に多少のズレはあっても、それが四人の一致した意見であることに変わりはなかった。

「うーん……。今日も空が青いよねぇ」

　ゆったりと大おお股またで、のんびりと空を見上げ、小林芳樹が独り言のように漏らす。

「青いっつーより、太陽が目に痛いって感じ」

　口にしながら、茅野広海は勝ち気を地でいく双眸をわずかに眇すがめた。

「キラキラっていうより、ギラギラ？」

　茶化すわけでもなくそれを言う新につ田た薫かおるの目も、どこか眩まぶしげである。

「まぁ、梅雨の長雨の帳ちよう尻じり合あわせって気がしないでもないけど」

　やんわりと口の端で笑う椎しい名な克かつ彦ひこの言葉が一番説得力がありそうだ。

「もう、雨はいらないっつーの」

「……だよね。校内はもう彷徨さまよい歩き尽くしたって気がする」

「どこで弁当を食っても、ゴキブリ並みに出没しやがるし」

　それぞれの『ファン』を自称する女子野次馬が、このときとばかりに主張する。

　……癒しを。

　……眼福を。

　……日常のささやかな幸せを。

　広海に言わせれば、その生態はただのミーハーを通り越してほとんどストーカーもどきであるが。

「昼飯食っても食った気がしないよなぁ、ホント」

「人の三倍は食ってるおまえがそれを言ってもなぁ」

「あーッ。それって暴言だろ、暴言」

「雨になると、それだけで気分的にも消化不良になってしまいそうなのは間違いないけどね」

「パンダな気分は、もうかんべんって感じ」

「やっぱ、昼メシは静かにゆっくり食いたいよなぁ」

　四者四様、学園の人気者（…一人を除いて）であるがゆえの笑えない本音を語りながらの足取りは、それでも軽い。

　いつもの場所で。

　いつもと同じ顔ぶれで弁当を食う、ランチ・タイム。

　なんの遠慮も、見栄も、ごまかしもなく、本音と暴言が炸さく裂れつし。それなりのため息と屈託のない笑顔がないまぜになって、穏やかに充実した時間が過ぎていく。

　眩しい太陽。

　雲ひとつない蒼そう穹きゆう。

　ときおり吹き抜ける風すらもが熱を孕はらんでいるが気にもならない。

　したたる汗を絞り出すかのような蟬の大合唱は耳障りなだけだったが。視界の異物感でしかないミーハー軍団がきれいさっぱり消え失うせる唯一の時間オアシス・タイムともなれば、照りつける太陽も、ただウザいだけの蟬の声もまた楽し──の四人組であった。

　そんなひとときを満喫して野外ランチから戻る途中。

「よぉ。ランチ・タイムはもう終わり？」

　なぜか。バッタリ、加賀龍司と鉢合わせをした。

　──ゲッ……。

　──あれ？

　──おわッ。

　──なんで？

　声に出す者。

　声を吞む者。

　その違いはあっても、共通しているのは、テニスコート脇の道を出たばかりのところで加賀と出会ってしまった驚きである。

　いったい、なぜ？

　──どうして？

　ここに加賀がいるのか？

　──偶然？

　そんなことはありえない。ここで、待ち伏せでもしていない限りは。

　昼休みに出会うはずのない場所で、奇遇な相手に声をかけられる必然性。だとすれば、それは意図されたものだろう。

　それが証拠に、出会い頭にビックリ双そう眸ぼうを見開いているのは広海たちだけである。

「こうやって間近にすると、やっぱ壮観って感じ」

　艶つや気けたっぷりに片頰で笑う加賀はなにげに余裕だった。

　いきなりの鉢合わせにそれなりの驚きは隠せないものの、それぞれが頭にふたつ名を持つ蓮見高校御三家＆凶悪なトラブルメーカーの四人組が加賀の過剰な艶気に目が眩くらんでしまうはずもなく。むしろ、出会い頭の『！』と『？』が去ってしまえばあとに残るのは純粋な好奇心だけで、あたふたと取り乱したりはしない。

　それでも。

　やはり。一番先に反応してしまうのは、広海で。

「何が？」

　端的にブスリと漏らす口調は警戒心丸出しであった。上級生に対するリスペクトの欠片かけらもない。

　それも、これも。

『これで顔かお繫つなぎもできたことだし、俺も、茅野広海君とお友達になりたいなぁとか思って』

　体育祭が終わったあとに、加賀が言った台詞せりふが頭にこびりついているからだろう。広海に言わせれば、胡う散さん臭くさいことこの上ない。

『加賀さんの暇ひま潰つぶしに付き合わされるとロクなことにならないからだよ』

　珍しくも真顔でそれを口にした堤はその『ロクなことにならない』ことの体験者で、いまだに加賀絡みのド派手なスキャンダルの真っ直中にいる。シビアな皮肉屋を地でいく堤に本気で同情する者は、あまりいないかもしれないが。

　それが頭のへりにあるものだから、当然、広海の加賀に対するガードはバリバリに固い。そんなことは百も承知だろうに、

「だから、御三家プラス・ワンっていうスクエアな生眼福が」

　加賀は平然と吐きまくる。

「はぁぁ？」

　自分の見た目にはとことん無む頓とん着ちやくな広海は片かた眉まゆを吊つり上げただけだが。それなりの自覚とそれに見合う自粛自戒を持たざるをえない御三家組は、

（加賀さんに言われてもなぁ）

（なんか、余裕であしらわれてる気がするんだけど）

（やっぱり、只ただ者ものじゃない大物だよねぇ。スケールが違うって感じ）

　内心のため息が止まらない。誰も予想すらしていなかった加賀の急接近はいったいどんなトラブルの種を運んできたのかと。そっちのほうがよほど気になって。

　こうなるともう、好奇心を通り越して、ひたすら無言で事の成り行きを傍観するしかない御三家であった。

「加賀ぁ」

「なに？」

「前置きはいいから、さっさと用件を言えって」

　ブスリと漏らして。

（なんか、こないだも同じようなことを言ったような気がするんだけど）

　デジャヴな気がする広海は加賀を上目遣いに睨ねめつける。

　わけのわからない謎かけをするために、加賀がわざわざこんなところで自分たちを待ちかまえていたとは思えない。

　加賀が見かけ以上に侮れない奴──なのは、このあいだの一件（…駐輪場を出たところで加賀に絡まれたときのことだ）でよくわかっていたし。調子が狂ってぐったり疲れてしまわないうちに、用件だけ聞いてさっさと切り上げてしまいたいところだった。

　すると、加賀は。

「んー……。できれば、二人だけで話したいんだけど」

　ナンパ・モード全開な笑みを浮かべてそれを言うと、返す目で御三家をザッと舐なめるように見やった。

　──おまえら、邪魔。

　そこまであからさまではなかったが、意味するところは充分に伝わった。

　だからといってそれを受け入れる義理もなければ、その迫力に負けてすごすごと退散するような根性ナシでもなかった。

　傍観者でいることで牽けん制せいをする。日ひ比び野のがランチ・タイムに乱入してきたときに、彼らはそれを切実に痛感してしまった。加賀帝王と日比野クズでは比較対象にもならないが、バックアップはないよりもあったほうがいい。それが彼らの本音であった。

「俺とおまえが二人で？」

「そう」

「イヤだ」

「なんで？」

「疲れるから」

　サックリと吐かれる言葉にガックリ脱力するかと思えば。

「別に、取って喰くおうなんて思ってないけど？」

　口の端をやんわりと吊り上げる加賀は、さすがに只者ではない蓮見高校の帝王様キングであった。

（うっわぁ……）

（どっひゃあぁぁ）

（加賀さんがその顔でそれを言うと、マジでシャレにならないよな）

　御三家の胸中も穏やかではない。たとえ、それがたわいもない冗談ジヨークにすぎないのだとしてもだ。

　これは、ますます目が離せないな……と。以心伝心でそれを思わずにはいられない三人組であった。

「だからぁ。笑えない親父ギャグはいいから、サクサク用件だけ言えって。おまえ、ムダに前置きが長すぎるんだって」

　艶気どころか濃厚な妖よう気きをまき散らすタラシの帝王──加賀を前にしてもまったく揺らぎもしない広海はある意味最強だった。

（だって、茅野だし）

（やっぱ、茅野だよな）

（さすが、茅野だね）

　内心でハモりまくる三人だった。

「んじゃ。ま、ストレートに」

「おう。なんだ？」

「今度、お食事会やるんだって？」

　二年生組は異口同音の驚きよう愕がくを張り上げる代わりに、揃ってぎょっと双眸を瞠みはった。

　なんで？

　──それを。

　────知っているのか？

　いったい。

　──どこから。

　────誰から、聞いた？

　四人が四人とも一瞬、同じ顔を思い浮かべた。今現在、加賀とのド派手なスキャンダルの渦中にある堤のスカした顔つきを。

　そして。わずかに唸うなって……否定する。

　確かに、堤はエゲつない確信犯だが。叩たたけばいっぱい埃ほこりが出てきそうで、なんだかんだで胡散臭すぎるが。そういう人数限定の密ひそやかな『お楽しみ』をペラペラ吹聴して回るほど口は軽くない。──はずだ。

　むしろ。堤の微妙にねじ曲がった性格ならばチラリとも匂わせたりはしないだろう。特に奥が深すぎて底が見えないような加賀相手であれば、なおさらに。それこそ、墓穴を掘るようなものだからだ。

「──加賀」

　もともとまったくノリ気のしない食事会の話をいきなり部外者の加賀に持ち出されて、広海の眦まなじりはすでに半端なく吊り上がっている。最凶ヒールズの異名が轟とどろき渡っている蓮見の生徒であれば『さわらぬ神に祟たたりなし』とばかりにズルズル腰が引けて、あとはひたすら逃げの一手だろう。

「おまえ、なんで、そんなこと知ってンだ？」

　声音低くそれを切り出した広海に、加賀はまったく動じることもなく。

「んー……それはナイショ」

　口の端でクスリと笑った。煙けむに巻いてごまかすというよりはむしろ、確信犯的に。

（こいつって……ホント、こいつってぇ……）

　毒舌暴言吐きの広海がとっさに言葉に詰まって奥歯を軋きしらせる。

　ある意味、加賀にしかできないだろうその荒技（…無謀と書いて『豪快』と読ませる）に、御三家の面々はあーだのこーだのコメントする気力もなく、ただ乾いた笑いを漏らすしかないのであった。

（色気過剰のタラシの仮面を取ったら、こいつ、スゲー根性のねじ曲がったブラック大魔王だったりするんじゃねーか？）

　広海にしてみれば、あの堤がどうして文句も言わずにおとなしく構われているのか──不思議でしょうがなかったのだが。今日、たった今、その謎が解けたような気がした。

　突然降りかかってきた火の粉なら、火傷やけどする前に振り払ってしまえば済むが。いきなり巻き込まれた嵐は下手にあがくと、どこに飛ばされるかわからない。じっと我慢して災厄が通り過ぎるまで、やり過ごすしかない。そんな堤の心境に、ほんのちょっとだけシンクロできたような気がした。

　今まで、広海の周囲には加賀のようなタイプの濃すぎる変人（…変態と呼ばないだけマシかもしれない）はいなかった。自分だけカッカしても、するだけ無駄な抵抗のような気分にさせられた。

　平常心。加賀のペースに巻き込まれないためには、それが一番である。

　しかし。頭でわかってはいても感情はあくまで別物だったりするのは、それもまた真理だったりするわけで。

「その食事会に、俺も飛び入り参加したいんだけど」

　加賀が臆おく面めんもなくそれを口にしたとき。広海は──いや、事の成り行きを無言で見ているしかなかった御三家もビックリどよめいた。

「えーッ？」

「──ウソ」

「マジぃ？」

「……なんで？」

　そんなことはさらりと無視して、

「どうかな？」

　あくまで加賀はマイペースな大物だった。

『どうかな？』

　──って、どうよ？

　質問を質問で返すのは反則らしいが。

（それって、あり得なくない？）

（わけ、わかんねー）

（なんか、すごいゴリ押しもいいとこ）

　それが御三家の偽らざる心境だった。

　食事会を持ち出して茶化す──のではなく、加賀の真の狙いが飛び入り参加にあると知り、広海は。

「ふざけんなッ！」

　ガウガウと吠ほえた。

「えー？　なんで？」

　ヘロリと吐きまくる加賀の本性を垣間見たような気がして、広海は更に目の端をきりきりと吊つり上げた。

「なんで、じゃねーッ。なんの関係もない部外者のおまえが、どうして飛び入りしなくちゃならねーんだよ」

「関係なくはないだろ。おまえは元赤組で、そこの応援団長が武藤。でもって、俺はブロック長。ほら、立派な関係者だろ？」　>>>♥

　それをこじつけと言わずして、なんと言う？

（うっわぁ……すっごい屁へ理り屈くつ）

　さすがの小林も片頰を引き攣つらせ。

（こじつけもここまでくると、いっそアッパレって気がする）

　新田は乾いた笑いを浮かべ。

（加賀さん。マジ、本気で狙ってる？）

　椎名は加賀の真意がどこにあるのかを思い巡らせて少しだけ眉まゆをひそめた。

　その上でなお。

「それで武藤はＯＫで、なんで俺はダメなわけ？」

　加賀はゴリ押しの屁理屈を平然と口にして、睨ねめつける広海の視線を大上段から舐なめ返す。ある種、威圧感とも見まがうばかりの過剰な色気を垂れ流しながら。

（加賀さん。その色気はちょっとコワイんですけど）

（うわぁぁ。タラシモード全開って感じ。スゲェ）

（はぁぁ……。これって、ほとんど素なんだよなぁ。負けそう）

　呆あきれ返るやら。ブッたまげるやら。あんぐりするやら。御三家の頭もそれなりに弾けぎみである。

「ダメなものはダメに決まってンだろッ」

「えーッ、なんで即答するかな。ちょっとくらい真剣に考えてくれてもいいだろ？」

「いくら考えてもダメなものはダメなんだから、考えてもムダ」

「物事は、その場に応じて柔軟に対処するのが人間関係をよりよくする基本中の基本……なんだけどなぁ」

「基本中の基本もあるかよッ」

　屁理屈とこじつけの論理で押しまくる加賀に、広海は一歩も引かない。たとえ加賀との間に圧倒的な体格差があろうと、眼力勝負で負けない自信はありありな広海であった。

（…ったく、冗談じゃねーって。あのメンバーだけでも半端じゃねーのに、この上ド派手の上塗りになってたまるかってーの）

　瀬戸際での広海の踏ん張りどころは、まさにその一点に尽きた。

　──と。強引に押しまくるだけではさすがに広海は落とせないとでも思ったのか。

「じゃあ、茅野の兄貴がＯＫだって言ったら構わない？」

　加賀はいきなり方向転換した。

「はぁぁ？」

　アクセル全開で向き合っていた広海が、一瞬たたらを踏んでしまうくらいの変わり身の素早さで。

「食事会の実権を握ってるのは、兄貴なんだろ？」

（そんなことまで知ってやがんのか、加賀の奴）

　内心、広海はぐるぐる唸る。

　いったい、何を、どこまで知っているのか。それを詰問したところで加賀の口を割らせることなどできないだろうが、赤組関係を持ち出した時点で、広海は食事会のことを漏らしたのは武藤ではないかと当たりをつけた。

　武藤だってペラペラしゃべりまくってはいないだろうが、蓮見高校の『組長』と呼ばれてふんぞり返っているわりに意外に天然ボケしたところのある武藤だから、何かの拍子にポロリと漏らしたのかもしれない。それでもって、あの武藤のことだから、

『まぁ、いっかぁ』

　ぐらいに思っていたとしても、なんら不思議はない。

　興味と関心のあることには図ずう々ずうしいほど用意周到な執行部会長は、そういう意味ではけっこうなズボラでもあった。

「兄貴がダメだって言ったら、諦あきらめるから。それなら、いいだろ？」

「却下ッ！」

「なんで？　意地が悪いな、茅野。俺がこんなに頼んでるのに」

　言いつつ、加賀はほんのわずか──睨む。それが過剰な色気のアクセントになって、とてつもなく……エロい。

（──ゲェェ）

（──うわわわわぁ）

（──ははは……）

　内心、思わず唸うなって目を泳がせるしかない御三家であった。まったくの部外者とは言えないが、自分たちが加賀のターゲットでなくてよかったとばかりに。

　幸か、不幸か。

「なんででも、どうしたもこうしたもねーッ。とにかく、おまえは来んなッ！」

　鼻息も語気も荒らげた広海には、その必殺的なエロさも通じなかったが。

「えーッ。それは横暴だろ、茅野。俺も、美人なお兄さんとお近付きになりたいんだけど」

　それでも、加賀はまったくメゲない。

「おまえがその顔でお近付きなんて、気安く言うなッ。うッ……わ、なんか──マジで鳥肌が立ってきた」

　ただの言葉のアヤではなく、だ。

「ひどいな、茅野。それって、差別的発言じゃないか？」

　ゴリ押しで理屈をねじ曲げる男がそれを言っても、なんの真実味もない。

　あえてそれを承知の上で吐きまくっているらしい加賀には、どうせ『カエルの面つらに水』でしかないのだろうが。

「だから、諦めろって言ってンのッ」

「それはないだろ、茅野。俺のどこが、何が、そんなにマズイわけ？　そこのところをきっちりと答えてもらいたいんだけど」

　加賀は理詰めでえんえんと押しまくる。その目にも口にも嬉き々きとした微笑を刻みながら、いたって楽しげに。

　そんな二人の掛け合い漫才を横目に、

（あー……。茅野、遊ばれちゃってるよぉ）

（加賀さん。もしかして、完かん璧ぺきにおもしろがってんじゃね？）

（やっぱり、加賀さんのほうが二枚も三枚も上うわ手てって気がする）

　どっぷり深々とため息を漏らす御三家であった。




　　　　◆◇◆




　茅野家の本日の夕食当番は広海である。

　いつものように定時下校で家に戻ってきた広海は自室でＴシャツと短パンに着替えると、キッチンに降りてマイ・エプロンを引っかけ、まずは米を研ぐ。

　兄弟三人分で四合。三合では足りなくて、五合では余る。だったら、翌朝はどうせ弁当も作るのだし、一緒にまとめて多めに炊いておけば手間いらず──と思いがちだが。朝は朝でできたての御飯（…母親がいたときからそうだったので）を食うのが茅野家流なのであった。

　広海はせいぜい茶ちや椀わんに大盛りで一杯の飯があればいい（…おかずは最低で三品あればＯＫ）が、陽一は軽く二杯いける（…志堂で弓道コーチをやり出してからは特に食う量も増えた）し。部活から帰ってきた大だい地ちは、それ以上にガツガツと食う。栄養が偏らないように日替わりの大盛りサラダは茅野家の必需品である。

　茅野家のエンゲル係数が他所よその家より高いのか低いのか、広海はまったくわからない。そこらへんのことは財布のヒモをガッチリ握っている陽一がきっちり管理しているので、料理の創意工夫はあっても大して気にしたこともないのであった。

　今日のメインはシャキシャキ蓮れん根こんハンバーグ。

　皮を剝むいてザク切りにした蓮根をビニール袋に入れて、麵めん棒ぼうで叩たたく。そうするといいふうに潰つぶれて、合い挽びき肉と混ぜたときにしゃっきりした歯ごたえが残るのだ。

　みじん切りにした玉ねぎよりも食感がよく（…単に玉ねぎのみじん切りは面倒くさいし目が痛いからというのもあるが）て、ハンバーグにはけっこううるさい大地にも好評で、広海がハンバーグを作るときにはたいがい蓮根入りになる。

　多めに作って、残った分は小分けの冷凍にして弁当のおかずにする。母親が父親とともに海外に出なければ、そういう活用術すらも頭にはなかっただろう。

　だが。いつもは鼻歌まじりで麵棒を握る手も、今日ばかりは、

（…ったく、加賀の奴、好き放題ほざきまくりやがって……）

　ガツガツと気合いが入りすぎて。ふと気がつけば、袋の蓮根も無惨である。

「あ……ヤバイ。潰れすぎだって」

　蓮根は、やはり適度なシャキシャキ感が命である。

　袋の中の蓮根をボウルに出し、合い挽き肉と卵と調味料で混ぜてこねる。

　それでも。やはり加賀のことが頭から離れずに、

（やっぱ、この先のこともあるし。武藤にもイッパツかましといたほうがいいよな）

　こねる指先にも、いつも以上に力が入る広海であった。







　午後六時。

「ただいまぁ……」

　帰って来た陽一は、テーブルに並んだ夕食メニューを見るなり。

「今日はハンバーグか」

　顔をほころばせた。

　今日の陽一の予定は弓道コーチではなく家庭教師のバイトなので、遅くとも七時半には家を出なくてはならない。だから広海も、いつもより早目に夕食の準備にとりかかったのである。

「兄貴、おろしポンズでいい？」

「あー、いいぞ」

　広海はこってりした洋風ダレよりもあっさりした和風好みなので、付け合わせの千切りキャベツにもたっぷりかける。

「いただきます」

「いっただきまーす」

　いつも定時下校の広海は別にして、陽一も大地も放課後は何かと多忙であって、兄弟三人が揃って夕食のテーブルに着くことはめったにない。かといって、ひとりで食べるのも味気ないので、広海はたいがい陽一に合わせて食べる。陽一のバイトがある日は、六時に。弓道コーチの日は八時に。

　晩飯当番でないときの大地はその分みっちり部活に集中するので、帰ってくるのを待っていたら確実に九時を回ってしまうからだ。

　その大地は、朝食も夕食も、ほとんど無言でガツガツと豪快に食うが。陽一はゆったりと時間をかけて、上品に食べる。俺様な広海は、言わずとしれたヤンチャ食い。つまりは、見た目まんま……だったりするのだが。

（兄貴って、ホント、きれいに食うよなぁ）

　箸はしさばきが上品というか、同じ兄弟でどうしてこんなに違うのかと思うほど綺き麗れいな箸使いをするのだ。

（んー……。そういうとこ、椎名と張るかも）

　椎名も、実に綺麗な食い方をする。

　聞けば贔屓ひいき筋すじとの会食の席もたびたびあるとかで、それでテーブルマナー（…どちらかと言えば会席マナーかもしれないが）もきっちり身に染み付いているのか、陽一に負けず劣らず、里芋の煮っころがしを摘まむしぐさひとつをとっても上品なのであった。

　それは、ひとえに、食欲魔神な新田の『学園のアイドル』にあるまじき一種豪快な食い方とついつい見比べてしまうから……かもしれないが。まぁ、人様のマナーをどうこう言える立場ではないのは広海も同じであった。

　そんなことをつらつらと思いながら、

「なぁ、兄貴」

　最後のハンバーグのひとかけを口に放り込んで、広海は声をかける。

「なんだ？」

　口に物を入れてしゃべるな──などと、今更、陽一はヤボなことは言わない。ほうれん草のゴマ和あえに伸ばしかけた箸を止めて、広海を見やっただけだ。

「例の、食事会……なんだけど」

「なんだ。誰かに催促でもされたのか？」

　打てば響くように問い返してくる陽一に、

「や……催促っていうか」

　思わず口ごもる。

　食い物絡みの話になると俄が然ぜん目の色が違ってくる新田に、

『兄ちゃん、もしかして忘れてるんじゃねーよな？　もういっぺん、ちゃんと確かめといてくれよな。絶対だぞ』

　それを言われたのは事実だが。

　広海的には、わざわざ皆の都合スケジユールを合わせてまでやるような大おお事ごとではないと思っていたので。それに付随するもろもろの不都合を考え合わせると、ぜんぜん、まったくノリ気ではなかったのだが。まさか、新田だけではなく。

『揃えようったってめったに揃わないメンバーでの食事会なんだよ？』

　──（小林談）だの。

『せっかくのお楽しみを、チャラにするなんて言わないよね？』

　──（椎名談）だの。

　予想外の突き上げをくらうとは思ってもみなかった。その上、予定外の加賀まで。

　そっちはなんとか根性で撃退したが。五時間目の授業がまったく身にはいらないほどで、加賀の相手をするのはげんなりを通り越して本当に心底疲れ切ってしまった。

「ホントに、やんのかよ？」

「やるぞ」

（はぁぁ……。きっぱり即答かよ）

　一いち縷るの望みもあっさり打ち砕かれ、広海はガックリと脱力する。

【できない約束はするな】

　それが茅野家唯一の家訓であるからには、当然と言えば、まぁ当然なのだが。

　陽一はそんな広海のあからさまな落胆ぶりに、唇の端でクスリと笑う。広海の本音がどこにあるかなど、すべてお見通し的な微笑みは喰えないというより美々として艶あでやかですらある。

　陽一の超絶美形ぶりなど腐るほど見慣れて、そこらへんの美意識がすっかり麻ま痺ひしてしまっている広海であるから、今更ドキドキもバクバクもしたりはしない。

　むしろ。陽一という半端ない免疫力があるおかげで、タラシの帝王……加賀の色気に吞のみ込まれずに済んだとも言えた。

「──で？　何を食うのか決めたわけ？」

「んー……それは、まだ。あの人数と高校生の財布の中身と料理の値段かな。まぁ、一番厄介そうなのは、どこで何を食べるかっていうより、スケジュール的にどの日にするかってことだろうけど」

　ネックといえば、それがネック。

　高校違いの学年差あり、それでもって部活組もいる。あのメンバーでスケジュールをどう調整するのか。いやいや……やる気になった陽一はある意味無敵である。

（つーか、こんなメンドーなこと、兄貴にしかできないって気がする）

　称しよう讃さん半分、あきらめ半分。

「部活組は揃ってインターハイだし」

　その激励を兼ねて──とはいかないが。

　城じよう惺せい高校バスケ部の大地と日ひ高だかは一年組でベンチにも入れてもらえない状態では、なんの『激励』にもならないだろうし。個人枠で出場する小林は、本番前にリラックスしすぎのトドになってしまったら目も当てられない。　>>>♥

「どっちにしろ、スケジュールは部活組優先……だろうな」

　わかりきったことを当然のことのように念押しされるのも、なんだかなぁ……という気がしないでもない広海だった。

「つまり、夏休み後半ってとこ？」

「……かもな」

　とたん。広海の口から、どんよりとため息が漏れた。ただ漠然とした『食事会』が、陽一との会話ではっきりとした輪郭が見えてきたような気がして。

　もはや、食事会は避けられない現実へ向かって一直線なのは間違いない。広海がひとりパスすることなど、絶対に許されないだろう。

　外食が嫌なのではなく、規格外れのド派手なメンバーとの会食が気分的にちょっぴり重いだけ……なのだ。あのメンバーだと、絶対にいろいろやらかしてくれそうで。それが今から憂ゆう鬱うつの種なのだった。小林たちはまだしも、武藤と堤などその最たるものだろう。しかも、その場限りではなくあとあと引き摺ずりそうだし。

「けど、まぁ、そろそろ本気で考えないとな」

「つーか、いちいちあいつらの都合なんか聞いてたら、決まるものも決まらねーって気がするんだけど」

　それを口にする広海が一番暇なだけで、あとの者はそれぞれがそれなりに多忙な日々だったりする。

「でも、せっかくだから、誰も欠けないようなスケジュールにしたいと思ってるんだけど」

「揃えようったってめったに揃わないメンバーだから？」

　サックリというには含むモノありありな口調で広海がそれを言うと、陽一は。

「何？　誰かに、そんなふうに言われたのか？」

　すかさず切り返してくる。相変わらず──鋭い。

「……小林」

「へぇー……。じゃあ、小林君も、楽しみにしてくれてるんだ？」

「──だけじゃねー」

「はい？」

「新田も椎名も、ついでに堤の奴も。なんでか知らねーけど、あいつら、やたらとやる気マンマン」

「ハハハ……。そうなんだ？」

　陽一は軽く笑って済ませられるかもしれないが、矢面に立たされる広海の胸中はそれなりに複雑である。特に今日みたいに、突然──思ってもみないところから横やりが入ってきたりしたら。

「もう、うるせーっつーか……そんな感じ」

「じゃあ、おれも、みんなの期待を裏切らないようにはりきって頑張ってみるかな」

「それなりにテキトーでいいって」

　陽一が本気で頑張って外野が更に調子付いては目も当てられない。だから『それなりにテキトー』くらいでちょうどいいと思わずにはいられない広海であった。







　午後六時五十分。

　いつもよりずっと早めに夕食を終えて、陽一は二階の自室に上がった。

　もっとじっくり充分に時間をかけて広海の手料理を堪たん能のうしたかったが、いかんせん、今夜はこれから家庭教師のバイトがある。

（でも、広海の蓮れん根こんバーグは美味うまかった。あの歯ごたえがなぁ……やみつき）

　初めて食卓に出たときには、いつもと違う食感にビックリした。蓮根の挽ひき肉にくはさみ揚げは陽一も作ったことはあるが、その逆バージョンは思いもつかなかったというか。まさに、目からウロコであった。

　いったい、どこから、そんなアイデアを引っ張り出してきたのか。

　広海はしごくあっさりと種明かしをしてくれた。

「テレビでやってた。知ってて得する『簡単バリうま、ズボラでクッキング』…ってやつ」

　たまたま偶然、つけたテレビでやっていたらしい。

　それにしても。

【簡単バリうま、ズボラでクッキング】

　インパクトありありなネーミングである。

　ハンバーグの中の蓮根がいいふうに潰つぶれているのがただのザク切りではなく、麵めん棒ぼうで叩たたいたものだと知り、陽一は笑えてしまった。

　いや……正確には。鼻歌まじりでリズミカルに麵棒を叩いていただろう広海を思い浮かべて──だが。

（なるほど、ズボラかぁ）

　なんにせよ。お手軽だろうがズボラだろうが、あの適度なシャキシャキ感と絶妙な味つけは広海のオリジナルなわけで。適量＝それなりにテキトー……という微妙なさじ加減も、それが本当に『バリうま』であればなんの文句もない陽一であった。

（……にしても、そっかあ。やっぱり、みんな気になってるわけだ）

　だから。食事会──である。

　ついつい忙しさにかまけて、約束から二ヶ月も過ぎてしまった。

（やる気はあるんだけど、時間ひまがなぁ）

　一応、情報誌は買ってみたが。

（新田君が痺しびれを切らしたってことは、もしかしたら日高君とかも……かな）

　大地とは真逆を行くバスケばからしい日高千ち明あきの顔を思い浮かべ、陽一はクスリと笑う。

（もしかして、大地をせっついてたりして？）

　もしもそれが事実なら、ある意味スゴイが。

　どうやら、同期ということで大地には含むモノありあり──家の外では無口の権化である大地相手にあれほど素直にライバル意識を剝むき出しにされると、微笑ましくなるのを通り越して『チャレンジャー』という言葉しか思い浮かばない。ヤンチャくれな広海とは別の意味で、

（日高君、可愛いよなぁ。すっごく素直単純そうで）

　そう思う反面。

（まぁ、ガンバレ）

　としか言えないのだが。

　大地も、さぞかしやりにくいだろう。いや。大地のことだから、完全スルー状態だったりするかもしれない。

　そこらへん、食事会でのお楽しみがひとつ増えたという気がしないでもない。日高をつつけば、いろいろと大地のリアルな高校生ライフが聞けそうな気がして。絶対に大地は嫌がるだろうが。

　もっとも。そんな余裕というか気持ちの切り替えができてきたのも、つい最近のことだ。

　蓮見の体育祭が終わって、それに付随する様々なことが引き金になり、蓮見のみならず城惺でももろもろの化学反応を起こして予期せぬ突風が吹き荒れたことは陽一の記憶にも新しい。

　言うなれば。茅野家にとって、今年の体育祭がひとつのターニング・ポイントになったような気さえする。

　あれから、武藤にも電話で聞いてみたのだが。別に、大地が青あお木きから仕入れた情報を信用していないとか、そういうことではなく。また聞きではないリアルな現状というのが知りたかったのだ。

　青木も川かわ島しまも、ある意味ランチャーズ繫つながりということで、心情的には広海に近すぎて感情過多になりすぎているのではないかという思いがあった。むろん、それは陽一も同じだったが。

　だからこそ、陽一としては、常に第三者としてのスタンスを崩さない武藤の意見も聞いてみたかったのだ。

　広海が絡むと日頃の無口が噓のような暴走ぎみになる大地は、武藤ではあまり頼りにならないときっぱり言いきってくれたが。過去に精通してなおただの傍観者ではない第三者的立場にいる武藤は、陽一としては非常に心強い存在であった。

　武藤は武藤で、今回の一連の事件に対して何か期するものがあったらしく。あたりさわりのない会話も一段落するなり、

《ブッちゃけ本音で聞きたいんですけど》

　いつになく真剣な口調で、言った。

《陽一先輩、どこまで聞いてます？》

　誰から──とは、聞かず。

『どこまで？』

　相変わらず、侮れないな……と思う。

　質問を質問で返すのは反則、だから。陽一も、それなりのジョーカーを切る。

　信頼はフィフティー・フィフティーな本音の積み重ねだ。武藤は冗談で、

「俺は陽一先輩の下僕でいいです」

　などと言うが、陽一は年下の得がたい友人だと思っている。本音で。

　体育祭で大地がトラブった本当の相手はド変態コンビではなく日比野──その話は、武藤はもちろん知っていたが。それの元凶が、

【騎馬戦にかこつけて広海をボコる】

　だったことは、さすがの武藤も初耳だったらしい。

　一瞬、絶句し。武藤は、

《あいつらが、そこまで能ナシのド阿あ呆ほうだったとは思わなかったです》

　ほとほと呆あきれ返っていたが。まさか、陽一も、そもそものトラブルの根が武藤にまで繫がっているとは思いもしなかった。

　武藤はそのことをしきりに気にして平謝りだったが、トラブルの元凶がなんであれ、ガソリンをぶっかけ状態にしてしまったのは黄色組の三人であることに間違いはない。

　しかし。体育祭でのトラブルが関係者の間で飛び火し、話がどんどんディープになって、とどめが日比野のランチ・タイム乱入に及ぶと、武藤はもはや声もないといった感じで。

《そこまで話がデカくなってたなんて、ぜんぜん知りませんでした》

　どっぷり深々とため息を漏らした。

《結局、最初にケジメの付け方を間違うと、あとでドカンと一気にツケが回ってくるってことですよね》

　しみじみとそれを口にして。

《けど、やっぱり茅野ってプライドが高いわりにどこか変則的っていうか、考え方が柔軟っていうか、キャパが違うっていうか。陽一先輩がベロベロに甘やかしたくなる気持ち、わかるなぁ》

　などと、宣のたまってくれた。そうなるともう、その自覚だけはありすぎる陽一としては苦笑する以外にないのだが。

　とにもかくにも。広海と日比野絡みの詳細が蓮見の生徒会長である武藤の耳に入っていないとなれば、それはずいぶんと強力なストッパーがきいているということだ。そこらへん、当事者の口はすこぶる堅いということなのだろう。

　そのことに、とりあえず陽一は安あん堵どした。たとえ、大地が『族の総長』と呼ばれようが、自分が『陰のフィクサー』だと根も葉もない噂が飛びかっていようが。それがちょうどいい目くらましになっているのなら、それはそれでいっこうに構わない陽一だった。

（まぁ、その意味でも、食事会の意義は充分にあるよな）

　ある意味、お疲れさま的な。

　中学時代と違い、三兄弟はそれぞれ別の高校に進学した。今は陽一の目も、大地の睨にらみもきかない。相も変わらずトラブル体質な広海のヤンチャぶりのあれやこれや、それが聞けるかもしれない唯一のチャンスだったら、スケジュール調整など別段なんの苦にもならない陽一であった。







　午後九時十分。

　インターハイに向けて、一段とハードさを増した部活をみっちりこなして大地が家に戻ってくると、晩飯はハンバーグだった。それも、できたてのアツアツ。

　そのジューシーな匂いにつられて、すきっ腹が盛大に鳴った。

　こういうとき、陽一に誕生祝いの前渡しだと言われて買ってもらった携帯電話は便利だと、つくづく思う。

　駅について、家に『帰るコール』を入れると、タイミング・バッチリで飯が食える。

「おまえ、どうせ部活の連絡網くらいしか携帯使わないんだろ？　だったら、持ち腐れにならないように電車降りたら家に電話くらいしろ。メールでもいいけど。そしたら、すぐにメシが食えるようにしといてやる」

　広海がそれを言ったときには、何をエラソーに……とか思ったのだが。家に帰って、ソッコーでホカホカの晩飯が食えるのは思いがけないツボだった。なので、それからは必ず電話かメールを入れるようにした。

「おろしポンズ？　デミソース？」

　大地の顔を見るなり、広海が言う。

「──デミ。キャベツたっぷり」

「トマトは？」

「──いる」

　食事当番以外のときにはタテの物をヨコにもしない広海が千切りキャベツにトマトを添える間に洗面所に行って手を洗い、大地は自分で茶ちや椀わんに大盛りでメシを盛って制服のまま自分の席に座る。ハードな部活のあとは腹もへりまくりで、着替える時間も惜しい。夏場は上着ブレザーがないので、こういうときには本当に楽だった。

　あとはもう、無言でガツガツと食べるのみだ。

（……バリうま。ヒロミ、ハンバーグだけは陽一に負けてねーし。この蓮れん根こんのシャキシャキ感がたまんねーよな）

　思っても、口にしたことはないが。

　大地が言わなくても、どうせ陽一が褒めちぎる。そのあとの二に番ばん煎せんじではどうやったって感動も薄い。

　美味うまければ自然と箸はしが進む。だから、大地は無言でガツガツ食う。それが大地流であった。

　そうやって、

「ヒロミ。メシ、お代わり」

　三杯目の茶椀を差し出したとき。なんの文句も言わずに飯を盛って返した広海が、

「──大地」

　ふと思い出したように名前を呼んだ。

「何？」

　すきっ腹を満たすときには話しかけられてもただ鬱うつ陶とうしくて（…そんなときにそんなことをする無謀なチャレンジャーは広海くらいなものだ）ジロリと目線で語るだけだが。それなりに腹具合も落ちついてくると、大地の表情もグッと和らいでくる。

　──が。

「おまえさぁ、食事会のことで、ポチからなんか言われたりしてねー？」

　いきなり予想外のパンチをくらって。大地は一瞬、飯を喉のどに詰まらせそうになった。

　広海が『ポチ』と呼ぶのは同期のバスケ部員である日高千明のことである。

　同じ部活の部員だからといって暑苦しい仲間意識などない大地は、広海が日高を『バスケ部のポチ』呼ばわりをしようと、別になんとも思わない。

　にもかかわらず、思わずむせてしまったのは。あまりにもツボにハマることを広海が言ったからだ。

「ふーん……。やっぱ、言われてんだ？」

　否定も肯定もしないうちに、広海はさっさと決め込んでしまう。

　まぁ、陽一ですら読みづらいと言わせる大地の表情筋の意味を一ミリ単位でスッパ抜く広海であるから、今更なのかもしれないが。

「……で？　ポチはなんだって？」

　広海は広海で思うところがあるのだろう。興味本位で茶化しているわけではないらしいその口ぶりに、大地はとりあえず口直しに茶をひと口啜すする。

「おまえ、なんでそんなこと聞くんだ？」

「聞いてんのは俺だぞ。質問に質問で返してごまかしてんじゃねーよ」

　相変わらず、広海のツッコミは鋭い。できれば、このままバックレてしまいたい大地の本音をガリガリ突きまくる。

「陽一からいまだになんの連絡もねーから、どうなってんのかって。そんな感じ」

　しょうがなく、大地はしぶしぶ口を割る。

「さすがのポチでも、チョクに兄貴にメールする度胸はねーってか」

　いくら日高が図ずう々ずうしくても、そこまで命知らずなチャレンジャーではないだろう。陽一の携帯番号はどうにかゲットできても、いざ番号を押すとなれば心臓バクバクで指先の震えが止まらないに違いない。その風かざ除よけにされる大地にしてみれば、迷惑この上ないが。

　ただでさえ、部活時の日高のハイテンションはウザい。

　休憩時間になると勝手にまとわりついてきて好き放題に吐きまくり、無視すると、よけいに意固地になる。

　暑苦しくて。

　鬱陶しくて。

　──邪魔くさい。

　やかましくて。

　出しゃばりで。

　やたら──押しつけがましい。

　厚かましくて。

　鈍感すぎて。

　本当に──面倒くさい。

　蓮見の体育祭で日比野との一件をバッチリ目撃──いや、わけもわからないくせにその場に乱入してきて無駄に問題をややこしくしてくれた。

　その上、あれこれと勝手に誤解して頭グルグル状態の絶不調になり、よけいな手間までかけまくってくれたのだ。

　放課後の部活には気分よく集中したいのに、それを無駄に擦り寄ってきて邪魔をする日高は本当に──ウザい。

　本人的には悪意のない行為なのかもしれないが、そういうのが一番始末が悪い。さすがの大地もムカついて──イラつく。

　いいかげん、問答無用で視界の中から蹴けり飛ばしてやりたくなる。

　つい、この間も。部活の中休みに、わざわざ擦り寄ってきた。近寄るんじゃねーオーラを飛ばしまくっているのに、あえて無視しまくっている。

　それが周囲の耳目を引き寄せていることなど、まるで気にかけてもいない。大地の場合は故意の黙殺だが、日高のはただの無神経である。

　それで、何を言うのかと思ったら。

『あのさ、食事会のことなんだけど』

　その瞬間。大地は、本マジでブッ飛ばしてやろうかと思った。

　時間も、場所も、選ばない。なんで、こいつの神経はこうもザルなのかと。

　大地自身、人のことをあれこれ言えるほど人間はできていないが。それとこれとは、別次元の話である。

『あれから、もう二ヶ月たつけど、まるっきりなんの連絡もねーから、どうなってんのかなぁ……とか思って』

　鈍感なくせに妙なところで確信犯な日高は、もっさりとそれを口にして大地の出方を窺うかがう。

　どうも、こうもあるかよッ！──と思いつつ。日高の本音がどこにあるのか、いまいち……読めない。

　本当に食事会のことが気になっているだけ、なのか。

　それとも。何か、別口の意図があるのか。

　熱血単純王──と揶や揄ゆされる日高のことだから、その思考回路もそう複雑怪奇ではないと思うのだが。逆に単純すぎて、ときおりこっちの意表をガッツリ抉えぐってくれるからよけいに始末が悪い。

　大地と関係のないところでなら、いくら日高が暴走しようと気にもならないが。これ見よがしに目の前に立たれると、

（無神経にそっちの都合を押しつけるんじゃねーッ）

　ド突き回したくなるのだった。

　まったく、食事会なんて、陽一もよけいなことをしてくれる。

　本当にめったにない外食だから、小遣いの範囲内でなら大地も大いに楽しみたいところだが。それはあくまで、気のおけない身内であれば──の話だ。他人を巻き込んでまでドンチャン騒ぎをしたいとは思わない。

　いまだに大地のことを『ちゃん』付けで呼ばわる小林と、蓮見高校の新顔である新田と椎名（…大地には珍しく一発で名前と顔を覚えた。それだけのインパクトは充分にあった）だけなら、まだしも。陽一の下僕である武藤と記憶の底にかろうじてこびりついていた堤は、どうにも胡う散さん臭くさすぎて。

　ましてや。体育祭のことは予想外のアクシデントとあきらめたが、学校以外……いや部活以外で日高と顔を突き合わせたいとは思わない。

『おっきい兄ちゃんから、おまえ、そこらへんの話聞いてねーのか？』

　何も聞いてはいないが、たとえ聞いていたとしても日高には言いたくない。

　ただでさえお調子者の単純王である日高の口から、どんな暴言・失言・妄言が飛び出すかと思ったら、頼まれても一緒に飯は食いたくない。

　だから。

『興味ねー』

　バッサリと一言で断ち切ってやったら。日高は、一瞬、この野郎──と言わんばかりにカッと双そう眸ぼうを見開き。その勢いで暴言のひとつでも吐きまくるのかと思ったら、時と場所を選ばない無神経男も不気味に息をひそめて静まり返っている周囲の状況にようやく気付いたらしく、それなりにきっちりストッパーがかかったらしい。

　それでも。

『なら──おまえは行かねーのか？』

　やたら鼻息の荒い、捨て台詞ぜりふだけは忘れなかった。

　裏を返せば、言外に、

【おまえは来なくていいぞ。俺は行くけどな】

　そう言ってるような気がして。

　何かこう……頭のどこかでカチリとスイッチが入った。

『この時期に、おまえ、よくそんな余裕あんな』

　つるりと、その言葉が出た。

　日高こいつには、ここで一発カマしておかないとあとで絶対につけ上がる。もちろん、それもあったが。そんなことより。

『インターハイ直前だぞ？　なのに、おまえ、食いモンに脇目振ってる余裕あんだ？』

　正直ムカついたのだ。この一番大事な時期に、よりにもよって予定は未定の食いモノごときに気もそぞろになっている日高が。

　部活になればうるさいくらいにハイテンションなノリになる日高は鬱うつ陶とうしかったが、バスケに対する姿勢というか真剣さというか、それは大地も認めていたのだ。ある意味、ヘロヘロになりながらも有言実行を地で行く日高のバスケにかける情熱は、その温度差を別にすれば大地と張るものがあったからだ。

　なのに。

　皆が一丸となってインターハイに向けて盛り上がっているというのに、まったくなんの関係もない『食事会』に妙なこだわりを持って脇目を振っている日高にイラついた。

　自分たちは一年で、インターハイ出場のベンチ要員ですらない。そんなことは当たり前のことで、だからこそ、レギュラー陣が試合に集中できるように心掛けるべきなのだ。やるべきことはほかにいくらでもある。

　──なのにッ。

（このバカ、いったい何を考えてやがるんだ？）

　それを思うと本音で腹が立った。

『スゲーな。ビックリ仰天ブッたまげ……って感じ』

　日頃はめったに出ない嫌味が炸さく裂れつした。

　日高は──啞あ然ぜんと双眸を見開いていた。

　絶句して、大地を凝視していた。

　なんで、そんなことを言われるのか……わからない。そんな顔をしていた。

（だから、おまえはポチなんだよ）

　その言葉を投げつけてやりたくなるのを、ぐっと吞のみ込んだ。

　大地は、自分の言ったことが間違っているとは思わなかった。

　ある意味、当然というべきか。中休みあとの日高はものの見事に絶不調……だった。

　単純バカは熱しやすく冷めやすいのが取り柄のはずなのに、その日、日高はズッポリ落ち込んだまま、主将の藤ふじ田たに怒鳴られキツイ活を入れられても最後の最後まで復活しなかった。

　まぁ、翌日の部活では立ち直り……いや、居直ったのか、まるでヤケクソぎみにいつも以上のハイテンションでコートの中を走り回っていたが。

　そんなことを思い出していると。広海が、

「ホント、どいつもこいつも、食い意地ばっか張っていやがるよなぁ」

　どっぷりとため息を吐いた。

「どいつもこいつもって？」

「あー？　俺んとこも、食事会はどうなったのかって、うるさくせっつきやがるからさ」

「──エロ林？」

「んにゃ、新田」

　言われて、すんなり納得する。あのアイドル顔に似合わない大食漢の新田ならば、それもありかと。

「エロ林は、なんて言ってンだ？」

　小林も、ハイジャンプで今夏のインターハイ出場が決まっている。そこらへんの腹づもりはどうなのだろうかと。

「めったに揃わないメンバーでメシが食えるのかと思ったら、それだけでもうドキドキ、ワクワクなんだと」

「──余裕だな」

　皮肉でも茶化しでもない。

「まっ、小林……だからなぁ。あいつ、集中力ＯＮとリラックスＯＦＦのスイッチの切り替えがスゲーから」

　それは大地もよく知っている。

　普段は長身イケメンという容姿にばかり目が行きがちで、あの独特なまったり感は体育会系の掟おきて破やぶりにも等しいが。それでも、小林はハイジャンプの県のレコード・ホルダーなのだ。

　一度でも生ナマで小林のハイジャンプを見たことがある者ならば、それで納得する。初めて競技者としての小林を見た者は、日常とのギャップに愕がく然ぜんとするかもしれない。そして、バーを跳んでいく背面ジャンプの滞空力とフォームの華麗さに一発でノック・アウトされてしまうのだ。

　小林のハイジャンプは美しい。それは大地も認めるところであった。

　城惺バスケ部レギュラー陣の中で、いつも親父ギャグをとばして周囲を脱力させる名人の加か納のうは主将の藤田に小言をくらう常習犯だが。いったんコートの中に入ると、がらりと人格が変わる。そこらへんの『ＯＮ』と『ＯＦＦ』の差が小林にそっくりなのだ。

　その加納が放つ３Ｐシュートは絶品で、リングをかすりもしないでネットにボールが吸い込まれる様は正確無比とさえ言われる。確かな技術によって磨かれたシュート・フォームの美しさとも相まって、大地の密ひそかな目標とするところでもあった。

　普段は天然まったりでもオチャラケでも、やるときにはきっちり答えを出す。そこにはたゆまぬ努力のあとが見える。だから、口では『エロ林』呼ばわりをしても大地は小林を広海の親友として認めることができるのだ。

「陽一は、もちろん、やるつもりなんだろ？」

「そりゃ、兄貴がやるっつったら、やるに決まってんだろ」

「そのわりに、ウンともスンとも言わねーけど」

「今までが凶悪的に忙しかったからなぁ、兄貴も。けど、じきに夏休みだしな。そろそろ本腰入れるって言ってたぞ」

「ふーん……」

「どっちにしろ、インターハイが終わってからだろうけどな」

「つーと、夏休みのケツくらいか？」

「早くて、盆休みくらいじゃねー？」

「……だよな」

「おまえ、ポチにそう言ってやったら？」

「イヤだ」

　くっきり、きっぱり即答して。

（冗談じゃねーって。日高なんかにゃ絶対教えねー）

　どうせ本決まりになったら陽一からメールなりが行くに決まっているのだから、わざわざ餌をバラまいてやることはない。それを思って、大地は残りの飯をガツガツと食べるのだった。
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　その日。

　いつものように。

　──いや。いつもと違って、

「ンじゃ、椎名。俺、先に行くから」

　帰りのＨＲが終わるなりスックと席を立った広海は。

「はい、はい。頑張ってね」

　にっこり笑って意味深なエールを送る椎名に、

（何を頑張れっつーんだよ）

　ヒラヒラと後ろ手を振って、サクサクと教室を出て行く。

　そのまま駐輪場に直行すると、定時下校の人影はまだまばらであった。

（武藤の奴、まだ来てねーよな）

　加賀の、食事会へのゴリ押し飛び入り希望宣言をどうにか撃退したものの、この先のこともある（…あの加賀の様子では次に何を言い出すかわからない）し、広海的には武藤に一発カマしておかなければどうにも気が済まなくて。

　最初は、武藤のクラスまで行くつもりだったのだが。

「や……それはマズイって、茅野」

「そうだよ、茅野」

「おぅ。ちゃんとＴＰＯは選ばないと」

　小林たちにソッコーでダメ出しをくらった。

　いったい、何が？

　どう？

　──マズイのか。

「執行部にケンカ売ってどうするよ？」

　新田に言われてしまった。

　はぁ……？

　なんで、そこで執行部が出てくるのか？

　わけわかんねー……広海であった。

「これ以上、武藤組の皆さんに睨にらまれたくないでしょうが」

　小林が駄目押しをする。

「やっぱり、あとあとのこともちゃんと考えないと」

　椎名にも教育的指導を喰らってしまった。

　だから。それを考えるのは、広海ではなく武藤。……だと思うのだが。

「校内はヤバイよな。どこに、どんな目があるかわかんねーし」

「でも、苦情を言うためにわざわざ校外デートっていうのもなぁ」

「じゃあ、校内でなるべく人目につかないところ？」

「だったら、一番の安全策は電話じゃない？」

「ダメだって、茅野の暴言はやっぱ生ナマじゃないと」

「……だね。威力半減って気がする」

　何か、異様な誤解があるのではないかと。広海は好き勝手に盛り上がる三人を凝視せずにはいられなかった。

　結局。最後は、

「んー……やっぱ、やめといたほうがいいと思うんだけど」

「なんか、また新たな火種が……」

「いろいろ考えると、デメリットのほうが大きすぎるかな」

　そんなことまで言い出して。

「ンじゃあ、あれか？　二度と加賀が暴走しないように、おまえらの誰かがあいつの鼻面を取るってか？」

　広海がジロリ睨ねめつけると。

「あー……いや、それはちょっと」

「加賀さん、堤でもコントロール不能な大物だし」

「おれ──パスさせてもらおっと」

　三者三様、揃って目を泳がせた。

　広海としてもあまり派手な悪目立ちはしたくなかったので、武藤を捕まえるなら無難なところで駐輪場だと思ったのだ。

　普段の武藤は、放課後に定時下校などありえないほどの超多忙だが。今週の頭にバッタリ駐輪場で会った。

　ビックリした。

　いつもは見慣れない顔（…下校時だけでなく広海は登校時にも一度も武藤と鉢合わせをしたことがない）──それが生徒会長ともなれば、皆が驚く。しかも、取り巻きは一人もいない単独であればよけいに。

「なんだよ、武藤。なんで、おまえがいるわけ？」

　思いっきりのタメ口呼び捨てに、周囲は別の意味でどよめいていたが。

　──スゲェ……。

　──強心臓。

　──さすが太っ腹。

　そのざわめきの下には『組長』と『最凶』の二文字が乱舞していたのは言うまでもないことだが。

「なんでって、そりゃ俺も自転車チヤリ通だから……だろ」

「そうだったか？」

「…って、おまえなぁ」

　半ばガックリと脱力する武藤に、執行部としての部会納め（…そんなものがあることすら広海は知らなかった）のあとは定時下校だと言われて、二度ビックリした広海だった。

　その早々とした定時下校にもそれなりの理由があると知ったのは、新田からの情報だった。

「それってやっぱ、トロトロしてたらよけいな仕事を押しつけられるからだろ？　武藤さん、オールマイティーにデキる男らしいし」

　そういうもんか？

　──と、思っていたら。

　生徒会長の男タラシぶりは教師陣にもバッチリ有効。

　──異口同音に、きっちり答えが返ってきた。

　どうも、自分の思っている『ズボラ』な武藤と、皆がイメージする執行部『組長』の落差ギヤツプが埋まらないような気がしてならない広海だった。

　そんな武藤を駐輪場で待ち伏せる。

　──といっても。それは自転車通学の生徒ならば日常の見慣れた光景なので、広海が駐輪場の出入り口で踏ん張っていても、皆、そっと端っこに避けて通るだけで誰も不思議がったりはしない。

（あ……来た）

　ゆったりとした足取りで、武藤がやってくる。もちろん、今日も一人だ。

　いつもだったら、武藤のそばには誰かしらがベッタリくっついている。しかし、駐輪場に来るときは武藤だけ。よけいな取り巻きがいない。

　なので、広海はここで武藤を待ち構えることにしたのだ。

　小林たちが口酸っぱく言うところの、武藤組の面々と無駄にモメるほど広海は暇を持て余しているわけではない。

「武藤ッ」

　広海が呼ばわると、武藤は驚いたように立ち止まった。

　別にここで会うのが初めてでもないのに、そんなにビックリするということは何か疚やましいことがある証拠……などと思いながら、歩み寄っていく。武藤が来るのを待っている時間さえ惜しかったからだ。

「話、あんだけど」

　気合いを入れて、きっちりと視線を合わせる。

　組長と呼ばれる貫かん禄ろくはあっても、その言葉から想像されるほど武藤はゴツくない。何より、小林や加賀との身長差を意識しないでいられるだけ楽（…あの二人が相手だと視線を合わせるだけでムチ打ち症になりそうな気がする）だった。

　武藤は少しだけ詰めた息をそっと吐き出した。

「それって……長くなりそうな話か？」

　面倒くさがりな本性が丸見え。そばに口うるさい麻生がいないととたんに気が緩むのか、五割り増しでダラけて見える。

　もっとも、広海にとってはデキる組長な武藤より、ズボラな武藤のほうが馴な染じみがいいのは間違いなかったが。

「おまえ次第」

　できれば、広海もサックリと終わらせたい。

「まっ……とにかく。場所変えしないか、茅野」

　武藤の余裕は崩れない。

　ふと気が付けば、いつもはざわついている駐輪場が見事にシーンと静まり返っている。耳はダンボ、目はズームレンズ──なのがミエミエだった。

　ピンで立っても目立つ二人は、当然のことながら悪目立ちの二乗であった。

「いいぞ」

　場所変えでも、なんでも。差しで、じっくり話せるなら。

　そう思って。広海は『どこ』へ行くとも口にしない武藤と肩を並べて歩いていく。

（…って、オイ。どこまで行くんだよ？）

　前を見据えたきり、チラリとも視線を寄こさない武藤の足取りにためらいはない。──ように見えた。

　そのまま無言で歩いて、講堂裏までやってくると。武藤はようやく足を止めた。

「──で？　なんだ？」

　振り向きざまに問う武藤は、いたって自然体だ。

（こいつ、俺が一発カマしにきた理由、わかっててトボけてやがるのか？）

　いっそ腹立たしいほどに。

「おまえ、加賀に食事会のこと……話した？」

　ズバリ、加賀の名前を出しても、狼狽うろたえもしなければ焦りもしない。それどころか、

「加賀？」

　おうむ返しにしてわずかに小首をかしげる様は、なんの含みもなさそうで。

「別に、なんも話してねーけど。なんで？」

　リアクションも薄い。わかっていて、あくまでトボけているのなら演技賞ものだが。

　それが頭にあるものだから、

「加賀の奴が、なんかおもしろそうだから、俺も飛び入りしていいか？……とか、言ってきやがったんだよ」

　つい、口調も尖とがる。そのときのことを思い出すだけでやたら口の中が苦くなる広海だった。

「……げっ。マジでか？」

　武藤の態度は一変した。おまえ、さっきまでの余裕は何？──というくらいにだ。

「そうだよ」

　ブスリとトドメを刺すと。武藤は露骨に目を泳がせ、そのたびに『あー』だの『うー』だの意味不明なため息をこぼす。

（──あやしい）

　怪しすぎる。

　その挙動不審な態度は『スミマセン。俺がチクリました』そう白状しているのも同然のように思えて。

「ホントに、おまえじゃねーんだな？」

　念押しせずにはいられない。

「俺じゃない……っつーか、もしかして加賀が、そんなことフイてんのか？」

　武藤はぐったり疲れたように広海を見た。

「違う。おまえが、なんでそんなこと知ってんだって聞いたら、加賀の奴……『ナイショ』とか、口の端で笑いやがってさぁ。もう、あのクソダヌキがぁッ」

　あの、妙に意味深な笑い方を思い出すだけでムカつく。人を小バカにしてはぐらかすというより、あれは完かん璧ぺきにおもしろがっている顔だった。

　──遊ばれてる。

　それを思ったとき、『タラシの帝王』の本性が透けて見えたような気がした。

「タヌキ、ねぇ」

　茶化すでなく。皮肉るでなく。武藤は武藤なりに思うところがあるのか、どっぷり深々とため息を漏らす。

　加賀は絶対にクソダヌキだ。

　見かけは、何もかもが濃くてデカくて色気過剰な猛獣系という気がしないでもないが。本性は絶対に、煮ても焼いても妖怪タヌキに違いない。

「──て、いうか。おまえ、なんで俺なんだ？」

「あー？　何が」

　問われた意味がわからなくて、広海は目を眇すがめる。

「だから、加賀のナイショ話の相手が、なんで俺なわけ？」

「なんでって……。おまえと加賀は赤組関係でツーカーじゃねーの？」

　武藤のリアクションはかなりビミョーだった。

「や……ツーカーっていうか……」

　その歯切れの悪さは、いつでもやけに自信たっぷりな武藤らしくない口ごもり方であった。

（何？　違うのかよ？）

　ツーカーでないのなら──何？

　麻生若頭は武藤組長の切れすぎる懐刀（…この古めかしい言い方がすでにどうかと思うが。そういう言われ方がドンピシャなだけにコワイ）で、加賀は兄弟仁義の盃さかずきを交わした仲。……というのが、蓮見での定説である。それはそれで、ある意味スゴイが。

　そこらへん、堤とコミで最凶ヒールズ呼ばわりをされている広海も似たようなものである。武藤組はあくまで有能集団における尊称に近いが、最凶ヒールズは実害をともなった畏い怖ふである時点でその差は歴然としている。

「俺が、なんでなんの関係もないおまえが食事会に飛び入りすんだよってがなったら、加賀の奴、『武藤は元赤組の応援団長で、俺はブロック長。それでもって、おまえも赤組。立派に関係者だろ？』──とか、白々しくほざきやがったんだぞ」

　屁へ理り屈くつで道理をねじ曲げるにもほどがある。

　こじつけの三段論法というには実に単純明快で、しかも、なんの恥ずかしげもなく堂々とそれを口にする加賀に、さすがの広海も呆あきれ返ったくらいだ。

「ンで？　おまえは、なんて言ったんだ？」

「ふざけんなッ──に決まってンだろ」

　それ以外に、何をどう言えと？

　あるなら、教えてもらいたいくらいだ。

「加賀は、ブチブチ文句たれまくってやがったけどな」

　本当に。

『アレ』や。

『コレ』や。

『ソレ』や。

　見事にゴネまくってくれた。その一部始終を、ここで武藤に全部ブチまけてやりたくなるほどだった。それをやると、マジで頭の血管がキレそうになるからやらないが。

「はぁぁ……そうですかい」

　あまりにも他人ひと事ごと（…いや他所よそ事には違いないが）のようなそっけない武藤の口ぶりに、広海はカチンときた。

「…って……武藤。おまえ、そのリアクションは何？」

　兄弟仁義の盃を交わした仲の加賀のことなんだから、もちっと真剣になれよぉぉッ！

　広海にすれば、武藤の胸ぐらを両手で摑つかんでガシガシ揺さぶり倒したいところだ。

「もしかして、おまえ、加賀をケツから煽あおったりしてねーだろうな」

「煽ってねーって。ただ……」

（だからぁ、いつもと違うそのビミョーな間は何？）

　奥歯にモノがはさまったようで、けっこうイラつく。

「ただ──なんだよ？」

「加賀も侮れないなぁ……とか思っただけ」

　──だけ？

　それにしては武藤の歯切れの悪さがムチャクチャ気になる。もっと、何かこう、別口の含みがありそうで。

「あいつは、存在自体が規格外れなだけだろ」

　結局、その言葉に尽きるのだが。

　だからこそ。枠ナシ底ヌケな超規格外れの要注意人物は、きちんと鎖（…ヒモでは緩すぎる）に繫つないでおいてもらいたい。社会の迷惑……いや、広海の日常生活に図ずう々ずうしく乱入してこないように。

（加賀の相手してると、なんか、異様にエネルギー消耗が激しいっつーか……。マジで、すっごく疲れるんだよなぁ）

「武藤。おまえ、あいつがこれ以上暴走しないように、きっちり首輪つけとけよ」

「俺、かよ？」

　普通に素でビックリされて。広海は思わず脱力しそうになるのを踏んばり返して、ビシッと指を突き付ける。

「おまえ、だろ。ほかに誰がやんだよ？」

「いや、誰って……」

　堤でさえ持て余す『煮ても焼いても喰くえないクソダヌキ』は、蓮見の組長権限と責任で、ぜひとも調教してもらいたいッ！　それを思わずにはいられない広海だった。
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　翌日の昼休み。

　いつもの野外ランチで弁当を広げた、とたん。

「茅野ぉ。やっぱ、駐輪場はマズかったんじゃねーの？」

　新田はいきなり、深々とため息をこぼした。

　あえて新田がそれを口にせずにはいられないほど、駐輪場での一件は朝っぱらからド派手に盛り上がっている。

（昨日の今朝、だぞ。ホント、みんな暇だよな）

　暴言吐きまくりな俺様の自覚はあっても自分が凶悪なトラブルメーカーだとはみじんも思っていない広海にしてみれば、周囲が無駄に騒ぎまくっているとしか思えない。

「茅野と組長とのガチンコ勝負──とか、久々にスゴい噂になってるよね」

　椎名は苦笑を漏らす。

　久々……というところに多少の含みは感じるが、このところのスキャンダル騒ぎの本命が加賀と堤に限定されていることを思えば、それはそうかもしれない。

　裏を返せば。加賀との密談（…というには語弊があるが）を誰かに目撃されていたら、どんな尾ヒレが付きまくりの超スキャンダルになっていたのかと。それを想像するだけでげっそり──いや、今更ながらに背中にじっとり嫌な汗が滲にじんでくる広海であった。

　小林は小林で。

「うーん……。茅野と武藤さんっていうミスマッチなツーショットがなぁ」

　意味深に唸うなる。

　ミスマッチ？

　──どこらへんが。

　思わずツッコミを入れたくなる広海にしてみれば、武藤に一発カマしておけばそれでいいのであって。

（おまえら、終わってしまったことを今更ゴチャゴチャ言うなって）

　それに尽きた。

　周囲が何を、どう、好き勝手に誤解しようが、それは広海の知ったことではない。

　小林は『ミスマッチ』だと言ったが、相手が武藤であれば派手に盛り上がっている噂もすぐに立ち消えてしまうのではなかろうか。なんといっても、武藤の背後には『武藤組』という強力なバックボーンがある。連中の神経を逆さか撫なでにしてまでイジって遊び倒したい相手ではないだろう。

「──で？　武藤さんはなんだって？」

　弁当をパクつきながら、なにげに小林がそれを言う。

　加賀との一部始終を見ていた三人が、

『やめといたほうがいいんじゃない？』

『それって、やっぱマズイと思うぞ？』

『あとあと面倒になりそうな気がするし』

　貴重な忠告をサックリ無視して武藤を直撃した成り行きを知りたがるのは、ある意味、当然のことかもしれない。ただの好奇心ではなく。彼らも食事会のメンバーである以上、ただのお気楽な傍観者ではいられないからだ。

「チクリ魔が武藤じゃないのは確かだな。あいつ、フツーに素でビックリしてたし」

　チクリ魔……。

　広海がそれを言うとなにげに辛しん辣らつすぎてエグイ。そう思いつつ、御三家のリアクションは。

「……えっーと」

「うーん……」

「それは、どういう？」

　なんとも微妙だ。

　広海が言うところの『フツーに素でビックリ』というのが、今いちイメージしにくい。それは、広海と同じ美原一中の後輩である小林であってもだ。早い話が、小林はそれなりの面識はあっても広海と違って武藤と個人的に親しいわけではないからだ。

「だから、俺は加賀が赤組を持ち出したからてっきり武藤が口をすべらせたと思ってたけど、どうも、違うらしい」

「そうなんだ？」

「おぅ、なんで自分が加賀のナイショ話の相手なんだって、武藤、どっぷり深々とため息ついてやがったし」

「ンじゃ、やっぱり──堤？」

「それもなんだかなぁ……って気がする」

「堤だったら、加賀さんには意地でも漏らさないと思うんだけど」

「……だよねぇ」

「ことが食事会絡みだし？」

　御三家組はそれなりに、変則的とも言える堤のプライドの在り方を正しく摑んでいる。

「まっ、今更どうでもいいけどな」

　広海的には、だ。

「とりあえず、武藤にはちゃんと加賀の首根っこつかんで放すなってことで話はついたし」

　武藤にすれば、とんだトバッチリだったかもしれないが。

「さすが組長、太っ腹」

「執行部会長の貫かん禄ろくってとこ？」

「まぁ、武藤さんでなきゃ加賀さんの相手はできないよね」

（つーか、武藤は半分ゴネてやがったけどな）

　だから。それは内緒である。

　御三家の間で武藤の株が急上昇中なのだから、あえて水を差すこともないだろうと。広海は蓮れん根こんハンバーグを一気にパクついた。







　キンコン、カンコーン[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]。

　五時間目終了のチャイムが鳴ると、一気に教室がざわめく。

　いつもなら、そのまましゃべくり倒すかバカ笑いだのが弾けて、十分間の休憩時間に突入するのだが。今日の六時間目は選択授業。各人がそれぞれの教室に移動するために、一斉にゾロゾロと教室を出て行く。

「じゃあね、茅野」

　途中まで肩を並べていた椎名（…でないと、虎こ視し眈たん々たんと椎名への接触を狙っている速はや水みがまとわりついてくるので）が、いつものように声をかける。椎名は書道室、広海は美術室だ。

「おぅ。最後の最後だからって、気ィ抜いてボケーッと居眠りこくなって小林に言っといて」

　結局、遅刻の王子様である小林の定時登校はいまだ継続中である。その半端でない気合いの入り具合に、二学年の間では、いったい小林に何があったのだろうと奇々怪々な噂が飛びかっていたりする。

　もちろん、小林本人はいたってクール（…あまりにもその言葉が似合わなくて、広海としては『なんだかなぁ』という気がしないでもない）だったりするが。

　椎名はそんな軽口を叩たたく広海に、

「──了解」

　クスリと笑って答える。

　椎名と別れて。いつものように、新館校舎への渡り廊下を歩いて行く。

（美術の授業も、一学期はこれで終わりかぁ）

　体育と美術の時間だけは、生あくびも出ないほど嬉き々きとしてやる気マンマンの広海であるから、これが最後の選択授業かと思うとなんとなくため息がこぼれた。

　──と。

「よぉ、茅野」

　こんなときでもなければめったに擦り寄ってこない堤（…二年になって堤も選択は美術である）が、さも当然のような顔で肩を並べてきた。

　先を行く広海に堤が追いついて声をかける。毎回、それがきっちり判で押したようなパターンなので、広海は挨あい拶さつ代がわりにチロリと視線をやるだけだ。

　暗黙の決まり事。

　二人の間ではそれがごく普通のことなので、堤もまったく気にはしない。

　──が。

　広海と堤がそうやって肩を並べて歩いていれば、傍目にはどうしても『最凶ヒールズ』の威圧感は拭ぬぐえないわけで。特に二人が何をするわけでもないのに、擦れ違う者たちはビクついたように視線をそらせて廊下の端にへばりつくのだ。まぁ、それもある意味、すっかり見慣れた光景ではあったが。

「なぁ、茅野」

「──何？」

「おまえ、駐輪場で和将を待ち伏せカマして告コクったって？」

　ひっそりと声を落とすわけでもなく、さりげなく平然とそれを口にする堤に、

「はぁぁ？」

　広海の足が思わず止まった。

　武藤を強制連行してガチンコ勝負──な噂のバリエーションならば腐るほど耳にした（…情報源は新田である）が、それは初耳だった。

「いや……だから。そういう噂がひっそりと盛り上がってるようだから、どうなのかなぁと思って」

　堤がいけしゃあしゃあと吐きまくる。

「──堤。おまえ、おちょくってんのか？」

　広海の声音トーンも地を這はう。

「だから、ひっそり……だって。ひっそり」

　やけに『ひっそり』を強調する堤の目つきは、それでも充分白々しい。

「ひっそり？」

　ド派手ではなく──ひっそり？

　それに、どんな意味がある？

「そう。ひっそり。なんたって、茅野を名指しでそういうことを口にする奴は『欲求不満で溜たまりすぎのド変態』の烙らく印いん押されちまうわけだし？」

　瞬間。ガツン……と、頭の上に何かが落ちてきたような気がした。

　確かに、その台詞せりふで深沢たちの横っ面を思いっきり張り飛ばしたのは広海だったが。それを、今ここで聞かされるとは思わなかった。

（そういう、ことかよ？）

　あえて『茅野を名指しで』と前置きする、意味。

　広海はどんよりとため息をこぼす。

（…ったく、堤の奴、変にもったいつけやがって）

　それを言えば、堤はきっと。

　──今更、何言ってんだかなぁ。

　これ見よがしに唇の端をキュッと吊つり上げるに違いないのだが。

　駐輪場の一件から、土・日曜をはさんで五日目。広海と武藤のキナ臭すぎる噂は、いまだに華々しく盛り上がっている。

　その手の噂はすぐに鎮火するだろうとタカをくくっていた広海の読みは、ずいぶんと甘かったということだ。

　いみじくも小林が言ったように、

『茅野と、武藤さんのミスマッチなツーショット』

　──は、広海が思っていた以上にインパクトがあったということなのだろう。

（…て、いうか。武藤の奴、もしかして、あちこちで恨み買いまくりだったりするんじゃねーか？）

　自分のことはひとまず棚に上げておいて、いっこうに収まらない噂の責任の半分以上は武藤にあるのではないかと思いたくもなる広海であった。

「武藤組の皆さん、異様に目ン玉吊り上がってるって話だけど？」

　知っていて、あえて口にするのは堤の常じよう套とう手しゆ段だんである。

「知るかよ、俺が」

　ブスリと漏らすと、

「はぁん。なんだ、もうやられたクチ？」

　ニタリと片頰で笑う堤は、相変わらず──喰くえない。

（こいつ……加賀とツルんでる間に、ますますツラの皮が厚くなってきたんじゃねーか？）

　類は友を呼ぶものだし。朱に交われば赤くなる。もしかして、堤がおとなしく構われている理由の何分の一かはそういうことだったりするのかもしれない。

「堤ィ。おまえ、クソバカ野郎の尻しり馬うまにのって、横から変に煽あおってんじゃねーだろうな」

　そんな姑こ息そくなマネをするほど堤のプライドは低くないのはわかっていても、条件反射的に売り言葉に買い言葉になってしまうのはしょうがない。それも定番のキャッチボールと言ってしまえば、それまでだが。

「人の尻馬にのっかるほど、俺はお安くねーって」

　さりげなくきっぱり言い切る堤も堤だった。

　執行部の面々に睨にらまれているのは今更でも、今回のことで、きっちり敵に回してしまったのは確かだろう。

　普段は、知っていてもそういう噂の類たぐいはチラリとも口にしない小林たちでさえもが、ランチ・タイムのつまみ程度にやんわりと口の端に上らせるくらいだから、実情はその三倍増しかもしれない。

　不特定多数の野次馬ではなく相手が武藤組ともなれば、対立の構図もずっとリアルになる。

　広海的には、くだらない噂に踊らされるほど執行部の連中はバカではないと思うのだが、くすぶり続けているモノに、ついうっかり火がつかないという保証はどこにもない。

　さすがに、面と向かってどうこうというわけではない（…よくも悪くも売られた喧けん嘩かは三倍返しという広海のポリシーが抑止力になっているのは間違いない）が、そういう噂が出ること自体、執行部の面々の欲求不満はある意味あからさまだったりするのだろう。

　広海に言わせれば。

（だから、俺は別に武藤に依え怙こ贔屓ひいきされてるわけじゃねーって）

　それに尽きる。

　あれから、武藤とは一度も顔を合わせてはいないが。麻生とは、階段の踊り場でバッタリ鉢合わせした。そのとき、麻生はいつもと変わりなく冷然とした態度で、広海も何を言ったわけでもなく、ただ擦れ違いざまに視線を交わしただけだったが。翌日には、広海と麻生が鋭く睨み合ってバチバチの火花が散ったなどというデマカセが吹き荒れて、あまりのバカバカしさに広海は正直ぐったり脱力したくなった。

「──で？　要するに、なんだったわけ？」

（結局、それかよ？）

　こうなるともう、無駄に前置きが長すぎるのも加賀の影響としか思えない。

「武藤に聞けよ。おまえら従兄弟いとこだろうが」

「和将、そういうところはガード堅すぎるからな」

「それって、おまえ、信用されてないってことなんじゃねーの？」

　特大の嫌味を投げつけても、

「んー……単にケジメ？」

　ヒラリとかわす。そういうところが堤のやり口なのだとわかっていても、その思わせぶりについ、

「なんの？」

　聞かずにはいられない。

「学校とプライベートは別口。それでもって、茅野絡みはシークレット・ファイル付き」

　聞けば聞くほど足抜けできなくなるアリ地獄だとは知りつつ、

「──どんな？」

　ズッポリ、はまっていく。

「聞きたい？」

　口の端でシニカルに笑う堤を、問答無用でド突き回してやりたくなる。

「おまえ、ここまで思わせぶりに振っといてケツまくりやがったら張り倒すぞ」

「やだな、茅野。俺はそこまであくどくねーって」

　へらりと口にする堤は、充分タチが悪い。

　にっこり笑って人を煙けむにまくのも。ずっぽり話に引き込んで、本人が思ってもいない本音を語らせるのも。自分の狙い目通りに会話を誘導するのも、陽一の得意技だが。堤も、それに似たようなところがある。

　餌をバラまいて。

　喰いつかせて。

　──吐かせる。

　そこらへん、陽一に比べると露骨にミエミエだったりするが。それでも、ついついノセられてしまうのは堤の確信犯的な口の上手うまさだからだろう。

「その前に、ひとつ聞いておきたいんだけど」

「──何を？」

「和将ってさぁ、茅野の兄貴の何？」

「下僕」

　なんのためらいもなく即答する広海に、一瞬目を瞠みはり、堤はプッと噴いた。

「そうなんだ？」

「体育祭のときのあれ、見てりゃわかるだろ？」

　武藤に尻尾しつぽがあれば、ちぎれるほどにブンブン振り回しているのが丸わかり。

「まぁ、和将があんな笑顔満開で他人に懐いてるのを見たのは初めてかもな」

「俺が美原一中に入ったときには、もう、あれだったぞ」

　そのイメージがあまりに強烈だったから、蓮見に入学して組長な武藤に啞あ然ぜんとした。刷り込みというか、なんというか。そのギャップに思わず目眩めまいがしたとも言えるが。

「そっかぁ……。だから、和将、茅野には甘いんだな」

「はぁぁ？」

「甘いだろ？」

　──と、言われても。

　何が？

　どこが？

　どんなふうに？

　広海の頭の中は疑問符で埋めつくされる。

　そんなあからさまな態度に、堤は珍しくも、しごく柔らかな苦笑を漏らす。

「甘いんだよ、和将。タメ口の暴言三ざん昧まい公認の後輩なんて、茅野だけだって」

「ウソつけぇ。おまえだって、バリバリのタメ口毒舌吐きまくりじゃねーかよ」

「そりゃ、俺の場合は従兄弟っていう特典付きだからな」

「つーと、俺のは兄貴のオマケだろ？」

　将を射んと欲すれば──なんとか、とか言うし。武藤の興味も関心も陽一にあるのはあからさますぎて、広海にはそれしか思い浮かばない。

　陽一が『おれが一番嫌いなのは弟によけいなチョッカイをかける奴』だと公言しているのは小学校時代から有名な話である。それでも自爆したがる下僕志願ド変態があとを絶たないのも事実だったりするが。その点、武藤はデキる後輩としてしっかり陽一に認められているようだった。

「ただのオマケで暴言聞き流すほど、和将はヤワじゃねーけど？」

　柔でないのは見ていて丸わかりだが、堤がそれを言うと何かしらの含みを感じてしまうのは気のせいだろうか。

「従兄弟の中じゃあ、和将、けっこう強面こわもてで通ってんだぜ？」

「強面？　どこが？」

　広海にとって、武藤は武闘派とは縁のない、面倒なことは極力避けて通る『ＯＮ』と『ＯＦＦ』の落差が激しすぎるズボラ・マンにしか見えない。

「いつも余裕で全力出しきってないのにデキがいいから、いろいろやっかまれてんだよ」

「……そうなのか？」

　堤の口から武藤の別の一面を聞かされるというのも、なんだか斬新な気がした。

「ジジババとか親世代にはとことん受けがいいからな。その反動っつーの？　だから、そういうウザイのをヘコませるのにけっこう容赦ねーし。デキる奴が正論ブチかますと、誰も勝てねーってこと」

　堤の言いたいことはわかる。理詰めの陽一に勝てる者などいないからだ。

　もっとも。陽一の場合はやっかまれるというより、皆がそのカリスマぶりに勝手にひれ伏しているだけだが。

「そういう奴が、ただのオマケを特別扱いするわけねーだろ」

　そんなことを言われても、広海にはまるでピンとこない。これが堤でない誰かに言われたのであれば、ソッコーで笑い飛ばすだけなのだが。

「つーことで、この際、俺としては、そこらへんの和将の動向もきっちり把握しておきたいわけよ」

「なんで？」

「加賀さんとタメ張れるの、和将だけだから」

「──え？」

「や……もう、マジであの人をどうにかしてもらわねーと。奥が深すぎて手に負えないっていうか、大物すぎてただ呆ぼう然ぜんっていうか……。このままあの人に取り憑つかれたら、俺、ドツボにはまって抜け出せなくなりそう」

　淡々と白旗を掲げる堤に、広海は思わず目を瞠る。

「マジ？」

「──大マジ」

　どんよりと漏らすため息が、すべてを語っているようで。

　堤が本音で弱音を吐きまくる様がただ珍しいというより、先日のこともあって妙に同調シンクロしてしまいそうになる。

　加賀を相手にしたときの、冗談でも笑い飛ばせない、なんとも言えない疲労感。

　広海はたった一回こっきりだが、堤はずっとそれに付き合わされているわけで。さすがの広海も本音で同情したくなった。

「あー……まぁ、それだったら、なんとかなるんじゃねー？」

「なんとかって──何が？」

「俺、武藤に、加賀がこれ以上暴走しないようにきっちり首輪番しろって言っといたし」

「首輪番？……って、何？」

　訝いぶかしげに目を眇すがめる堤は、まるで話の流れが読めないとでも言いたげだった。

「だから、まんま。加賀にゴリ押しされて辟へき易えきしてんのは俺も同じだからな」

　とたん。堤の顔つきが変わった。

「それ──どういうこと？」

　声のトーンも様変わりする。

「加賀がどっからか食事会の話を聞きかじってきて、飛び入り参加させろってゴリ押ししてきたんだよ」

　堤の双そう眸ぼうが、わずかに跳ねる。

　どうやら、堤も初耳らしい。

（つーことは、武藤でもない、堤でもないってことだよな。やっぱ）

　いったい、加賀はどこから食事会の情報を得たのか──謎である。

「それ……いつの話？」

「先週の頭」

「加賀さんが、おまえにか？」

「野外ランチから帰る途中でな」

「じゃあ、小林たちも知ってンの？　それ」

「そりゃ、一緒にいたからな」

　すると。堤は、ひっそりと眉まゆをひそめた。

　束の間、何かを思案するように、眉み間けんの縦ジワはくっきりと深くなる。

（へぇー……。マジ・モードにスイッチが入ったときの堤って、こんな顔すんだ？）

　だから。広海としては、

「なんだ、堤。おまえが加賀にチクったのか？」

　あくまでジョークのつもりだったのだが。

「え……？」

　ハッと我に返って、

「いや──違う」

　きっぱりと否定するわりに、堤の顔色は冴さえない。

（…って、何？　このビミョーなリアクションは）

　武藤のときと似ているようで、何かが違う。

「つまり……あれか？　おまえはチクってないけど、心当たりはある。そういうこと？」

　堤の反応を見ていると、そうとしか思えなくて。

「ないことは、ない」

「しゃっきりしねーな。なんだよ、そのもったいぶった言い方は」

「いや、だから……。なんで加賀さん？…って感じ？」

「何が？　サクサク白状しろってぇ。時間がもったいないだろうが」

　広海があからさまに顔をしかめると、堤は頭の中を整理でもするかのようにひと息吐いた。

「この間、たまたまバッタリ和将と会って食事会の話をしたんだけど。兄貴と和将、ツーカーだろ？　だから、和将なら、そこらへん何か知ってんのかなぁ……とか思って」

　思わず、広海はため息をこぼす。

「おまえら、ホント、食い意地張ってやがんだな」

（どいつもこいつも、思考回路が新田並みなんじゃねーか？）

「そりゃ、おまえ。めったにないチャンスだから」

（ふだんは聞けない裏話が満載って、か？）

　広海的には。『だから嫌なんだよ』だったりするのだが。

「そんとき、いたんだよ。麻生さんも」

「麻生ぉ？」

　思ってもみない名前がいきなり飛び出して、広海は啞あ然ぜんとする。

「食事会に関しちゃ、あの人、完かん璧ぺきに部外者だし。そういう打ち上げ的なモノにはまったく興味のない人だって、和将も言ってたし。それに口も堅そうだろ？　だから、俺も和将も、別に気にしてなかったというか」

　堤らしくもない歯切れの悪さが当惑の表れだったりするのかもしれない。

　なんで──麻生？

　どうして──加賀？

　その疑問に広海が唇を引き絞ったとき、六時間目のチャイムが鳴った。







　放課後。

「あれ？　茅野、どうしたの？」

　すでに帰り仕度を終えた椎名が、いまだにどっかりと椅子に座り込んだままの広海を見やって声をかける。

「んー？　今日はちょっとヤボ用」

「そっか。じゃあ、俺はお先に」

　こういうとき、あれこれとよけいな詮せん索さくをしないのが椎名である。これが新田あたりだと。

　──定時下校の茅野がヤボ用？　お珍しい。雨でも降るんじゃねーの？

　ぐらいのことはヘロリと口にするだろうし。小林なら。

　──ヤボ用って、何？

　けっこうズケズケと突っ込んでくるのは間違いない。

「おぅ。ンじゃあ、な」

「また、明日あした」

　椎名がサックリと教室を出ていってしまうと、広海も、

（それじゃあ、行くか）

　鞄かばんを摑つかんで立ち上がった。

　定時下校をする者。

　部活に行く者。

　用がないのに居残って、適当に時間を潰つぶす者。様々である。

　麻生の放課後は、どれだろう？

　ふと、それを思って。広海は、いつものパターンを外して行き当たりばったりな行動に出る自分に眉まゆ根ねを寄せる。

（まぁた、何か言われそうだよな）

　誰に？

　それはもちろん、小林たちにである。

　定時下校な武藤を直撃して、翌朝にはすでに噂満開だったことを思えば。きっと明日の登校時には、またド派手にバンバン燃え広がるに違いない。

　──何が？

　だから。今から、広海がやろうとしていることがだ。

　あとあとのことを考えれば、メンドクセーなとは思うが。思ったときにやってしまわなければ、それこそズルズルと引きずるだけだろう。

　物事は、タイミングと決断力である。

　小林たちには事後報告になってしまうが、まぁ、それは仕方がない。ただの傍観者が好き勝手に噂の尾ヒレを付けまくるのと当人の口から真実を語るのとでは、当然言葉の重みも違うからだ。

　苦言も。

　助言も。

　忠告も。

　きちんと受け止めて嚙かみ砕くことができる信頼と、本音で語り合える親密度。小林たちの場合はもっぱら、広海が暴走しないためのストッパーだったりするのかもしれないが。

（けど、加賀の暴走の裏が、そういうことになってたなんて思いもしなかったぞ）

　意外というより、まったくの予想外。

　加賀繫つながりで武藤と堤のことはすぐに思い浮かんでも麻生はまるっきりの対象外というか、チラリとも思い出しもしないノーマークだった。

（だから、加賀の奴、あのときに麻生のことを匂わせなかったのか？）

　こじつけのゴリ押しというか、あのとき加賀は、赤組つながりで『応援団長』と『ブロック長』とは言ったが、『副団長』である麻生のことは一言も口にしなかった。

　故意に？

　それとも、単に食事会のメンバーである武藤との関係性を強調したいだけだったのか。

　──わからない。ぶっちゃけ、加賀の思考回路に常識は当てはまらないと思い知らされたばかりだ。

　麻生のことを思い出さなかったからといって、別段麻生の影が薄いとか、そういうことではない。

　執行部の『陰のフィクサー』呼ばわりをされる麻生の存在感は、また別モノで。薄いどころではなく強烈なのは当然の常識であって、それでも広海の中では単なる『部外者』でしかなかっただけのことである。

　その麻生が、どうして、わざわざ食事会の話を加賀にチクったりしたのか。広海には、その理由がまったくわからない。

　いったい。

　──なぜ？

　どうして。

　──そんなことを？

　答えが『思いつかない』のではなく、その意図するところがぜんぜん『見えない』のだ。

　何を？

　どう？

　──したいのか。

　あれこれ考えてもわからないのなら、直接、本人に聞いてみるしかないだろう。

　それを言ったら。堤は、

「和将の次は麻生さん？　そりゃ、おまえ、執行部のワン・ツーに連チャンでケンカふっかけてるとしか思えないって」

　どんよりとため息を漏らしても、

『マズい』

『ヤバい』

『やめとけ』

　──などとは、一言も言わなかった。そこらへんがいかにも堤だったが。

　しかし。その舌の根の乾かぬうちに、

「ンじゃ、ついでのオマケで、俺もついて行ってみようかな」

　冗談シヤレにもならないことを言い出して。

「バカヤロー。おまえとコミじゃ、ホントに殴り込みとか思われるじゃねーかよ」

　広海に目め尻じりを吊つり上げて睨にらみ回すと。

「えーッ。だって、知らないとこでダシにされたまんまじゃ、やっぱ、俺の立場としちゃあビミョーじゃねー？」

　ブチブチと文句を垂れまくってくれた。

　広海に言わせれば、それこそ。

「微妙もクソもあるかよ。とにかく、おまえはおとなしく引っ込んでろ」

　なのであって。堤と二人して『最凶ヒールズ』の悪名が高らかに轟とどろき渡る愚行など、真っ平御免だった。

「なら、あとの報告はきっちり頼むぜ？」

　そこだけは譲れない一線なのか、有無を言わせない堤の目はめっきりマジだった。

　しょうがないので、一応ＯＫしてやったが。そもそもの元凶という自覚がちゃんとあるのかどうか──アヤシイ。

（…ったく、めんどくせーな）

　あれや、これや。

　ソレだの、なんだの。

　夏休みも直前だというのに、なんだってこう、次から次へと頭の痛いことばかりアメーバ並みに増殖していくのか。

　そんなことをつらつらと思いながら、麻生のクラスである三年五組近くまでやってくると。廊下でたむろってた連中は目め敏ざとく広海を視線で名指して、早、ざわめいている。

　──と。

　いきなり。

「なんだ、茅野。どうした？」

　不意打ちのように、背後から耳たぶを舐なめ回すように落ちてきたエロい声に腰骨を直撃されて。

「ひっ……あぁぁッ」

　広海は半ばつんのめるようにたたらを踏むと。ソッコーで振り向きざま、

「て…めーッ、加賀ッ。いきなりエロい声で耳を舐めんなぁッ！　マジで鳥肌立っちまったじゃねーかッ」

　声を限りにブチかます。

　とたん。

　下校時でざわめいていた廊下のどこもかしこも、いや──三年の教室という教室が、ザックリと、ものの見事に静まり返ってしまった。

　皆が皆、啞あ然ぜんと絶句して。

　ある者は、凶悪なトラブルメーカーの容赦ない罵ば倒とうに顔面を引きつらせて。

　また、ある者は。窓ガラスをビリビリ震わせるかのような罵声の乱反射に度肝を抜かれて。

　そして、ある者は。最凶ヒールズの片割れが耳の先まで真っ赤にして加賀を睨ねめつける、その、なんともドラマチックな展開にしっかり目も耳も釘くぎ付づけになってしまったかのように。

　そんな、キリキリに張り詰めた空気を、

「う…わっ、スゴイな、ホント。マジで鳥肌立ってんだけど。もしかして、茅野、耳がアキレスな性感帯？」

　まったりと深みのある艶つや声ごえで加賀が撫なで斬りにする。

　タチの悪すぎる確信犯？

　それとも、ただのノーテンキ？

　──瞬間。

　誰も彼もが、別の意味でフリーズした。　>>>♥

『鳥肌』

『茅野』

『性感帯』

　加賀の言葉の意味を頭の中でしっかりと反はん芻すうしながら、青くなったり赤くなったり、心臓がバクバクになったり、脳みそを思うさま引っかき回されたような気がして。

　そんなときでも、やはり。

「ド阿あ呆ほうッ！　エロ魔神なクソダヌキはすっこんでろッ」

　メリハリのききすぎた暴言を投げつける広海の毒舌は冴さえまくり、更に周囲を凍らせる。

「ひどいな、茅野。挨あい拶さつ代がわりにちょっと、耳を舐めただけなのに」

「加賀ぁ[image: ～][image: ～]ッ、てめー、それ以上ふざけたことほざきやがったら、舌、引っこ抜くぞ」

　めいっぱい凄すごんでも、耳の先まで真っ赤に染まっていてはその威力も半減する。

「だからぁ、お茶目なただのジョークだって」

　あー言えば、こー言う。

　こっちを叩たたけば、あっちが跳ねる。

　広海のトーンが低く落ちれば落ちるほど、加賀のエロ密度が凝縮されたような軽口もグレードアップする。

　その場にいる者たちの心臓は、

（ちょっと……）

（──誰か）

（どうにかしてくれぇ[image: ～][image: ～]ッ）

　もはや、ズクズクのバクバクであった。

　それを知ってか、知らずか。いや、ギャラリーの心情どころかその存在すらもきっぱり斬り捨てにして、広海は、これ以上加賀の相手はしていられるかとばかりに足を無理やり引きはがし、その勢いをかってガツガツと五組に乗り込むと。凶悪すぎる視線で教室内をザッとひと舐めして、目当ての顔をガッチリ睨み据えた。

「麻生ッ。ちょっと、顔ツラ貸せ」

　先輩後輩の仁義を無視しまくった過激な言いざまに、麻生の眦がしんなりときつく吊り上がる。

　それでも。

　麻生は無言だった。

　だからこそ──怖い。周囲の者たちの体感温度は確実にマイナスだろう。

　とにもかくにも。早、これで明朝のＨＲの話題は決定したも同然である。堤と込みでなくても、最凶ヒールズの名に恥じない広海の凶悪ぶりであった。

　無言のまま、麻生が席を立つ。

　すると、言葉にならない声がどよめいた。

　ゆったりとした足取りで、麻生が広海に歩み寄ってくる。

　そして。広海の目と鼻の先でピタリと足を止めると、広海が口を開くより先に、

「ついて来い」

　端的に言い捨て、あとは振り返りもせずにサクサクと歩き出した。

（ついて来い、だぁ？　そりゃあ、俺のセリフだっつーの）

　出鼻をくじかれ、広海は腐す。それでも、なんの文句も垂れずに麻生のあとに続く。

　すると。

　──なぜか。

　加賀までもが、ゆったりと肩を並べてきて。

「加賀ぁ。なんで、おまえが来んだよ」

　露骨に横目で睨み上げると。

「俺は、まぁ、言ってみればオブザーバーみたいなもん？」

「オブザーバー？」

「そう。どうやらバレバレみたいだし？」

　ニンマリと口の端で笑う。

　濃すぎる笑顔がなんとも胡う散さん臭くさすぎて、広海は内心で盛大に舌打ちをした。

（こいつはもう、ホントに……マジで疫病神だったりするんじゃねーか？）

　バレバレと言うからには、広海が来た理由も目的もすべてお見通しだったりするのだろう。

　そうなると、もう、さっきまでグラグラ煮えたぎっていたモノも喉のど元もとからスッと冷めていくようで。どっぷり深々とため息をつくしかない広海であった。

　広海。

　麻生。

　加賀。

　世にも珍しいトリオで廊下を歩く違和感。

　いや……。

『凶悪なトラブルメーカー』

『武藤組の若頭』

『タラシの帝王』

　この異色の組み合わせであれば、すでに違和感を通り越して異次元かもしれない。

　質の違うオーラ出まくり。どう見ても友好的とは思えない顔つき。挙げ句に垂れ流されるプレッシャー。

　──何？

　──怖コワ……。

　──スゴすぎ。

　──マジでヤバイでしょ。

　すれ違う者たちは一歩も動けず、呆ぼう然ぜん絶句して見送るしかない。

　そうやって、麻生が二人を従えてやってきたのは生徒会室。無言で中へ促し、広海と加賀がためらいもせずにズカズカと入っていくと、麻生は後ろ手でドアを締めた。

「──それで？」

　麻生が口火を切る。抑揚のない強こわさで。

「それを聞きたいのは、こっち。どういうつもりだ？」

　初っ端からケンカ腰では何もはじまらないが、広海と麻生の温度差は明白すぎて、どうにも埋めがたいものがあった。

「ちょっとした計算ミスだ」

　あっけらかんというにはしごく淡々と、麻生は居直る。

「はぁぁ？　何、それ」

「まさか、加賀がおまえを直撃するなんて思わなかったってことだよ」

　その問題についてはすでに、加賀と麻生の間では了解済みでなんの齟そ齬ごもないのだろう。

「俺じゃないなら、誰？」

「──堤」

（堤ィ……？）

　なんで、堤？

　まったく訳がわからない。

　広海にしてみれば、それこそ迷宮のドン詰まりであった。

「なんだ。そうだったのか？」

　どうやら、それは加賀も初耳だったらしい。

「そうだよ。おまえ行動が想定外っていうか、思いっきりムチャクチャやらかしてくれたもんだから、ビックリ仰天のブッたまげで、こっちの予定も大幅に狂った」

　冷え冷えと、麻生は真顔で嫌味を炸さく裂れつさせる。

「そりゃ、悪かったな」

　まったく悪びれない口調の加賀が唇に笑みを絶やさないのとは、まるっきりの正反対であった。

「おまえ。もしかして、堤は本命隠しのカムフラージュか？」

「本命って？」

「そりゃ、茅野に決まってるだろ」

　ここまできたら何も怖いものはないのか、麻生はまったく歯に衣を着せない。

「んー……まっ、ご想像にお任せってことで」

　へらりと笑って加賀がそれを口にすると。

「茅野でも堤でもいいけど、武藤によけいな世話をかけるなよ」

　麻生のトーンが一段とキレを増した。

「──怖いな。マジで睨にらむなって」

　まったりとエロいのに、加賀の声にもそれと知れる威圧感が滲にじみ出る。

　いきなり始まってしまった三年生同士の鍔つば迫ぜり合いに、広海は思わず息を吞のんだ。

「おまえが、シャレにもならないことをするからだ」

「だから、ジャレてただけだろぉ？」

「おまえがその顔で言っても、ウソ臭いだけだと思うけど？」

「ひどいな。俺は、校内でお持ち帰りはしない主義なんだけど」

「だったら、お茶目もほどほどにしとけ」

「それを、おまえに言われてもなぁ」

（こいつら……いったい、なんの話をしてんだ？）

　話がまったく見えない。このまま放っておくと淡々とした嫌味と絶対零度の皮肉の応酬で際限がなくなりそうで。

「おい、おまえら。痴ち話わ喧げん嘩かならあとでやれよ」

　声を尖とがらせると。その瞬間、加賀も麻生も、実に嫌そうに広海を睨ねめつけた。

「茅野。それって、すっごいエグイんだけど」

「痴話喧嘩の意味、ちゃんとわかって言ってるのか？」

「前から思っていたんだけど。俺を見る茅野の目って、色付きの分厚いフィルターがかかってんじゃないか？」

「言い方を間違えると、バリバリにカドが立つぞ」

　ついさっきまでギンギンに睨み合っていたくせに、こんなときだけはタッグを組んで文句を並べたてる上級生二人組に、広海はカチンとくる。

「だからぁ。どっちが誰の地雷を踏んじまっててもいいから、そっちはあとでじっくりやれって言ってんだよ。俺はおまえらの嫌味合戦にえんえん付き合ってやるほど暇じゃねーんだよ」

　ガッツリ、広海がねじ込む。

　それはそれで、二人ともに思うところがあったのか。どちらがどちらともなく、小さくため息をこぼした。そのハモり具合だけを見ていれば、似た者同士な二人であった。

「麻生。おまえ、食事会のこと加賀にチクって、何がしたかったわけ？」

　広海が知りたいのはそこである。たぶん、堤も同じだろう。

「俺が知りたかったのは加賀の中の堤のポジションだ。二人のバランス関係っていうか」

　やはり、麻生の考えていることはわからない。

「バランス関係って、何？」

「あの堤が、なんでおとなしく加賀の言いなりになっているのかだ」

（…ったく。それなら、そう言いやがれって）

　初めからすんなりそれを言えば広海にだってきちんと話は通じるのに、小難しい理屈をこね回すから話がよけいにややこしくなるのだ。

「麻生、それってけっこうな暴言じゃないか？　俺は別に、堤を力ずくで縛ってるわけじゃねーんだけど」

「なら。おまえはなんのために堤を構い倒してるわけ？」

「そりゃ、ヤンキーな学年首席と執行部の組長が暗黙ツーカーでわかり合っちゃってる共犯者だから。二人して何を隠してんのかなぁ……とか思って。それなら、やっぱり、武藤よりも堤をつついたほうがいろいろお楽しみがあっておもしろそうだから」

　広海には、加賀が何を言いたいのかさっぱりわからなかったが。麻生には、それで通じるモノがあったらしい。

「茅野。おまえは気にならないのか？」

「だから、何が？」

「堤が加賀におとなしく構われてる理由」

「ンなもん、気にしたってしょうがねーだろ」

　一言のもとに、広海はバッサリと斬り捨てる。

　堤には堤の思惑があり、加賀には加賀なりの狙い目がある。それを堤が聞いてくれと言ってくれば別だが、そうでない限り、広海がわざわざ横からはさむ口はない。

「そういうモンか？」

「そうだよ」

　逆に、広海は、堤の何をそんなに麻生がこだわっているのか──わからない。

　いや。それと食事会を同列に並べてなんの意味があるのか？

　麻生の屈折した思考回路がイマイチ理解できない。

「堤のプライドはバリバリに高いけど、ビミョーにねじ曲がってるし。下手にいじってどこにあるのかもわからない地雷をわざわざ踏みたくねーよ」

　すると。身に覚えがあるのか、ないのか。加賀がいきなりプッと噴いた。

「──なら。武藤は？」

「武藤？」

　広海は小首を傾げる。なんで、そこでいきなり武藤の名前が出るのか。

「加賀が食事会のことでおまえに派手にダメ出しくらって、それで、なんで武藤にそのツケを払わせてるんだ？」

　口調は変わらないのに、声圧だけが冷える。それでも、寝起きの陽一に比べればずいぶんと可愛いものだったが。

「だから、変にもったいぶった言い回しすんなって。おまえら、なんでもっとストレートに話ができねーんだよ。要点だけサクサク言えって」

　広海の言い分はそれに尽きた。

「つまり、ブッちゃけて言うと。麻生は、おまえが俺の首輪番を武藤に押しつけたことが気に入らないわけ」

　いきなり加賀の口からそれが出て、広海は呆あつ気けにとられる。

「なんで、おまえが知ってんだ？」

「そりゃあ、武藤が朝イチで俺にねじ込んできたからだろ」

　つまり。武藤も堤と同様に、よほど加賀を持て余しているということだろう。

（まっ、加賀……だしなぁ）

　その一言ですんなり納得できてしまうこと自体、なんだかなぁ……という気がしないでもないが。

「なんで、武藤なんだ？」

　重ねて、麻生がそれを口にする。

　執行部における『陰のフィクサー』な麻生としては、よけいなお荷物まで執行部に押しつけるな。そう言いたいのかもしれない。だが、広海的にはそのまま加賀を野放しにしてほしくない。本音でそれを思う。

　理由？

　──決まっている。

　いろんな意味で疲れるからだ。

「加賀とマジでタメ張れるの、武藤しかいねーじゃん」

「ゴリ押しだろ、それは」

　ゴリ押しでもなんでも、この際、言った者勝ちである。

「武藤がＯＫなら、それでいいんじゃねー？」

　横から麻生がグチャグチャ言うほどのことではないだろう。そもそもの元凶が麻生であるとわかった今、広海はどこまでも強気であった。

「つーか、俺的には、加賀が暴走しないようにしっかり首根っこを押さえつけておける自信があるなら、麻生、おまえが首輪番でもいいんだけど」

　──と。

「えーッ。それはないだろ、茅野。俺にだって、一応、選ぶ権利と拒否権はあると思うんだけど」

　ソッコーで加賀のブーイングが上がった。

　暗に拒否権を行使された麻生が露骨にギロリと睨んでも、

「俺、もう飼い主は武藤に決められちまったし。今更、変更はナシだって」

　加賀はまったく気にしない。

（何？　節操なしと言われてるタラシの帝王様でも、やっぱ苦手はあるのか？）

　苦手というよりは基本的なところでソリが合わなそうなのは間違いない。それでも、武藤を間に挟んでおけばそれなりに友人付き合いができるという点に限っては、加賀も麻生も大人なのだろう。

「なら、別に問題ねーじゃん」

「そ、問題はないな」

　冗談なのか。本気なのか。それとも、麻生に対する当てつけなのか。そこらへんはまったく広海の関知するところではなかった。

「ンじゃ、俺、帰る。あとはおまえらで、好きなだけ痴話喧嘩でもなんでもやってくれ」

　それだけ言い捨てて、広海は生徒会室のドアを開けた。




　　　　◆◇◆




　その日。

　大学の前期試験をすべて終えて、陽一は学友たちと大学構内のカフェテリアで一息入れていた。

　試験の出来はどうだの、これが終われば夏休みだがその予定はどうするだの、ごく普通のなにげない日常のひとコマがそこにある。

　──と。

「茅野」

　不意に名前を呼ばれて視線を上げると。そこには薬学部の有名人変人こと市いち井い真まさ人とがいた。

　とにかく目立つ。

　頭髪は中央の真っ赤な一房を残した以外は銀髪で、着ている服といえば黒のレザーパンツ（…この暑さにもメゲず）に黒のシルクシャツ。これで光りモノをジャラジャラ身につけていればどこのパンク野郎かと疑いたくなるところだが、そういうアクセサリー類はひとつもない。ピアスもしていなければ、時計も今どきの必需品である携帯電話も持っていないらしい。

　むろん。市井が『変人』呼ばわりされているのはそういうインパクトのありすぎる外見だけではなく、その三倍増しで奇異な言動ゆえだと大学中の誰もが知っている。あまりお近付きになりたくない男ナンバー１という意味で。

　市井の代名詞にもなっている銀髪もただのファッションでなく、何かの試薬を自分で試してみたそのマッドサイエンティスト的な副作用ではないかとさえ言われている。同じゼミの仲間が頑なに口を閉ざして語らないので、その真偽のほどはわからないが。

　しかし。変人は変人でも同じ大学キヤンパスの先輩には違いないので。

「こんにちは、市井さん」

　にこやかな笑みを浮かべて、陽一が軽く頭を下げる。

　市井は無表情のまま別のテーブルから椅子を引ったくると、陽一の隣に座っていた黒くろ澤さわを睨ねめつけた。単に無言で見やっただけかもしれないが、どこからどう見ても只ただ者ものとは思えない三白眼の迫力にビビって、黒澤はすぐさまガコガコと椅子を動かして市井のために一脚分の空間スペースをこじ開けた。

　市井は当然のように腰を据える。そして、ズボンのポケットから五百円玉を出して。

「カフェオレのホット。ノン・シュガーで」

　黒澤に突きつけた。

　一瞬、黒澤は絶句し。それでも、市井の眼力の呪縛には勝てず（…まぁ、市井が相手ならまず一般庶民は誰でも負けるだろうが）。なんとも言いがたい顔で立ち上がると、そのまますごすごと注文カウンターへと歩いていった。

（あーあ、黒澤もかわいそうに。でも、市井さんが相手じゃな）

　内心どっぷりとため息をこぼして、陽一はブレンドコーヒーをひと口啜すする。横目でちらりと同席の友人たちを流し見れば、すっかり市井の毒気に中あてられてしまっている。

　できれば、さっさとこの場を立ち去ってしまいたいのだろうが、そのタイミングも摑つかめずにズルズル……というのがミエミエであった。

　そんな友人たちの困惑などまるでお構いなしに、市井は。

「今晩ヒマか？」

　大地の重低音に勝るとも劣らないドスのききまくった声で、ある意味、傍若無人に陽一に誘いかけた。

「いいえ」

「彼女とデート？」

「残念ながら」

「いつなら空いてる？」

「すみません。スケジュールが詰まっていて、時間がとれません」

　いったい、何が？

　陽一のどこが？

　どんなふうに、市井のアンテナを刺激するのかは知らないが。思い出したようにフラリと現れては、市井はこんなふうに陽一を誘うのだ。

　無表情に。

　淡々と。

　──しつこく。

　もちろん、それに陽一が応じたことはただの一度もなかったが。不本意ながら、陽一と市井の押し問答はある意味キャンパス内での名物になってしまっていた。

　なにしろ。市井の変人ぶりは学部は違っていても大学中に轟とどろき渡っていたので。陽一自身はさわらぬ神市井に祟りトラブルなし──の気持ちだった。

　しかしながら。陽一がそのつもりでも向こうからやってくる分にはどうしようもなかった。いったい、この広いキャンパスの中でどうやって陽一を見つけ出すのかは謎だったが。

「じゃあ、来週の土曜は？」

「無理です」

「俺とメシ食う時間もないほど忙しいのか？」

「はい」

「なんで？」

「バイトと母校の部活の臨時コーチと家庭の事情です」

　しっかり、きっぱり、にこやかに陽一が答える。

　立て板に水のごとくスラスラと淀よどみないその受け答えに、周囲は内心舌をまいて唸うなる。

【さすが、茅野陽一。只者じゃない大物】

　──だと。市井とは逆の意味で陽一も有名人であったからだ。その超絶美形ぶりで。高校までは陽一を取り巻く環境も意外と節度は保たれていたが、大学に入るとがらりと変質した。

　最初は友達からでいいから……という肉食女子のいかに多いことか。それこそ、うんざりの三乗だった。

　それで言えば、市井も並の神経ではなかった。

　普通、そこまで言われてしまえば。

『もしかして、俺って嫌われてる？』

　もしくは、

『なんか、思いっきり避けられてるかも』

　あるいは、

『ダメだ。まったく脈なし』

　ガックリ項うな垂だれてしまうのだろうが。誰もが『変人』と認める市井の思考回路は、世間の一般常識に囚とらわれない独自の世界観で成り立っているらしく。

「なら、日曜だったらいい？」

　メゲることを知らない。

「ダメです」

「どうして？」

　普通であれば。どこまでも嚙かみ合わない会話に苛いらついて、ムカついて、怒鳴り声のひとつでも張り上げたくなるかもしれない。

　けれども。陽一は片かた眉まゆすらひそめはしなかった。

「ごめんなさい。価値観が違いすぎて、市井さんとはお付き合いできません」

　トーンはあくまで柔らかに、語る内容はある意味容赦なく、穏やかな口調は毅き然ぜんとして付け入る隙を与えない。

　陽一一年ＶＳ市井四年。

　難攻不落な美人ＶＳメゲない変人。

　その対立構図に、周囲はすでに固かた唾ずを吞のんでシンと静まり返っている。

　──と。

　タイミングがよかったのか、悪かったのか。

「あのぉ……カフェオレ、です」

　戻ってきた黒澤が、コーヒーカップと釣り銭を怖々とテーブルに置いた。

　無言のまま、視線さえやらず（…黒澤にしてみれば、そのほうがありがたかったかもしれないが）に市井はカップを摑んで、ひと口、喉のどを潤した。

　そして。

　何を思ったのか。

　突然、持っていたバッグの中をガサゴソと漁あさりはじめ、薬学部の実験室棚に並んでいそうなごくありふれた極小サイズのビンを取り出すと、無色透明な液体を陽一が飲んでいたコーヒーカップの中にドバドバと注いだ。

　さすがの陽一も、一瞬、何が起こったのかと。

（……え？）

　思わず双そう眸ぼうを見開く。

「飲んで」

「──は？」

　珍しくも間の抜けた声で、陽一はまじまじと市井を凝視する。

「いいから、飲んで」

　飲んで──と言われても。

　そんな得体の知れないモノ（…薬学部の変人扱いされている市井ならばなおさら胡う散さん臭くさくて）が混入したコーヒーなど、素直に『いただきます』なんて言えるわけがない。

（市井さんて、ホント……わけがわからないよなぁ）

　陽一は、水増しになって色が薄くなったカップの中身コーヒーと市井の顔をじっくり交互に見比べて。

「なんですか？　これ」

　つい真顔で尋ねる。

「惚ほれ薬」

　市井は声音すら変えず、サックリと宣のたまった。

　ビックリ。

　ドッキリ。

　ブッたまげ──である。

「惚れ薬……ですか？」

　それを言ったのが市井でなければ、今頃、カフェテリアは大爆笑の渦だったろう。

「そう。俺が作った」

　自慢気にふんぞり返るでなく。ひっそりと囁ささやくでなく。たぶん、ただの冗談ジヨークですらないのだろう。

（本気の──大マジ？）

　ある意味、『薬学部の変人』の面目躍如かもしれない。

　──が。

『どっひゃあ』だの。

『スゲェ[image: ～][image: ～]』だの。

『信じらんない』だの。

　周囲のどよめきを半ば聞き流しながら、陽一はぐったり脱力したくなった。

（惚れ薬ねぇ。これ、おれに飲めって？）

　市井の真意を質ただす必要もないだろう。

　いや……。それをはっきり確かめるほうが怖い。

　惚れ薬が効くか効かないかは、ともかくとして。この場でそれをやると、あとに引けなくなりそうで。

「飲んで」

　三度、同じフレーズを繰り返されて。陽一は、

「すみません。おれ、アレルギー持ちなんで、遠慮させていただきます」

　ニッコリ、きっぱり、拒否権を行使する。

「そうなんだ？」

「スゲー……その手があったか」

「さすがぁ」

　あからさまに周囲がざわめく。

　変人奇人な市井を相手に角を立てず、プライドを無駄に刺激せず、まったくもってナイスな拒絶の仕方だと。

　それでも。言ってることは、結局、

『そんな得体の知れないモンを飲ませるんじゃねーよ、バカヤローッ』

　──だったりするのだが。

「成分表……出すか？」

「いえ、けっこうです。見ても、たぶんわかりませんから」

「──そうか」

　ボソリとつぶやいて。市井は、またもバッグをごそごそと漁る。

　今度は──何？

　ある意味、おっかなビックリ周囲の耳目が集中する。

　市井は、いかにも女子が喜びそうなシャレたデザインのアトマイザーを数本鷲わし摑づかみにしてテーブルに置いた。

「えっ……と、なんですか？」

　見た目だけなら、香水かオーデコロンといった感じなのだが。

「媚び薬やく」

（ハハハ……そうくるか）

　陽一としては、もはや苦笑するしかない。要するに、こっちは香水パヒユームタイプの『媚薬ムスク』なのだろう。

　変人とは言え、薬学部での市井の成績はトップクラスだということだから、もしかしたら『惚れ薬』も『媚薬』も市井にとってはただの夢物語ではない、れっきとしたライフワークの一部だったりするのかもしれない。

「──やる」

「は……い？」

「好きなの、持っていけ」

（持っていけと言われても……困るんだけど）

　正直言って、貰もらっても、せいぜい机の引き出しの肥やしにするだけである。今でさえはた迷惑なミーハー軍団だの下僕志願が掃いて捨てるほどいる陽一であるから、どうせ貰える物ならば、そういうのをまとめて駆除する防虫剤のほうがよほどマシである。

　しかし。

　市井の三白眼がまばたきもせず陽一を凝視しているものだから、これで『いらない』と突っぱねてしまったら話が拗こじれてしまうのではないかと。それを思って、陽一は。

「じゃあ、これをいただきます」

　一番シンプルなディープ・ブルーのアトマイザーを選ぶ。

　市井がわずかに口の端をほころばせた。……ような気がした。

（…って、何？　もしかして、当たりクジを引いちゃったとか？）

　その『当たりクジ』がどういう意味を持つのかは謎だったが。

「ひとつでいいのか？」

「あ……はい」

（こんな曰いわく付きの物、一本でも持て余すのに二本もいらないって）

　ありがた迷惑にもほどがある。陽一的にはそれに尽きた。

　──と、市井は。いきなり視線をザッと流して。

「なら、おまえらにもやる。好きなのを選べ」

　そんなことを言い出す。黒澤を含め、陽一と同じテーブルにいた友人たちは皆一様に呆ぼう然ぜん絶句で顔を引き攣つらせた。

　ただ居合わせただけの傍観者であれば。

（あー、茅野ってば貧乏クジ）

（相手が市井さんじゃ、あとの祟たたりが怖くてヘタに逆らえねーし）

（…ったく、変な人に見込まれちゃって、茅野も大変だよなぁ）

（俺、ただの庶民でよかった）

　あくまで他人ひと事ごとだが。問答無用で同じ目線にまで引きずり落とされては、それこそ泣くに泣けない。

　むろん、市井相手に拒否権を発動する度胸も根性もなかった。

　結局、黒澤はライムグリーンを。羽は川がわはオレンジ。梅うめ津ずはパープル。成なる宮みやはイエローを手に取り、それぞれがおっかなビックリ異口同音な礼を口にする。と言っても『ありがたい』雰囲気ではなかったが。

　いったい、この色分けにどんな意味があるのか──ないのか。陽一には、さっぱり見当もつかない。たぶん黒澤たちの分も引き出しの肥やしになる可能性が高い。そう思っていたら。

「おまえら、ついでだからモニターな。それ、貴重な試作品だから。使ったらその結果をちゃんと報告しろ」

　市井は特大の爆弾発言をブチかましてくれた。

「えーっ！」

「ウッソー」

「ゲェ[image: ～][image: ～]ッ」

「マジっすかぁッ？」

　黒澤たちを更にドツボに叩たたき落とした。

　よりにもよって媚薬のモニター。

　なんの罰ゲームだ？

　どういう羞しゆう恥ちプレイだ？

　衆人環視のど真ん中で赤っ恥もいいところであった。

　そんなことはサックリ無視して、市井はカフェオレをじっくり味わうように飲み干す。

「じゃあ、茅野。またな」

　やって来たときと同様、皆の困惑と注視をザックリと切り裂いて堂々と去って行った。

「はぁぁ……」

　思わず、陽一の口からため息がこぼれる。

　もっとも。どっとテーブルに突っ伏した黒澤たちのそれは、陽一の比ではなかったが。

「はぁぁぁ……ダメだ。俺、明日あしたからキャンパス内で顔上げて歩けねー」

　他人の不幸は蜜みつの味……とも言うし。

「だぁぁ[image: ～][image: ～]ッ。俺たち、いい恥はじ曝さらし？」

　それを言うなら、トバッチリの貧乏クジかもしれない。なんと言っても、市井に睨にらまれるのだけは避けたい。黒澤たちは陽一のような危機回避能力スーパーテクニツクは持ち合わせていない。

「こんなモン、どうやってモニターしろっつーんだよぉぉッ」

　それが一番の問題であることは間違いないだろう。

「もぉぉ、ホントにマジでかんべんしてくれよぉぉ……」

　言ってしまえば、それに尽きるのであった。




　　　　◆◇◆




　夏休みも五日目。

　日頃は学業の傍らに家事があって、一日がアッという間に過ぎていくが。夏休みになればもっと時間の余裕もできて楽勝──だったはずなのに、予定はあくまで未定であって確定ではない。そうそう広海の都合よくはならなかった。

（まっ、インターハイ出場だしな）

　キッチンで大根をイチョウ切りにしながら、広海はひとりごちる。

　本来なら、つまり陽一が作ったスケジュール表（…相変わらず手抜きをする隙もないパーフェクト）通りなら、今日の晩飯当番は大地であるのだが。大地は城惺高校のクラブハウスで合宿中である。

　今夏、城惺男子バスケ部は念願叶かなってインターハイ出場を果たす。その最後の調整ということで、夏休み初日から、全部員泊まり込みのバスケ漬けである。

　一年生ルーキーの大地は、当然、試合に出るチャンスもない雑用係の応援部隊だろうが、レギュラーに負けず劣らずの気合いが入っているに違いない。

　一年生でインターハイの空気感を実体験できるのだ。バスケばかの大地にしてみれば、至福の極みだろう。

　インターハイ出場を勝ち取ったのはただの幸運ラツキーではあり得ない。その軌跡の一部始終を目の当たりにできることがどれほどの経験値になるか、広海はよく知っている。勝負に負けてもそれなりに得るモノはあるが、負けたらそこで終わる試合では勝ち続けることにこそ意味があるのだ。

（朝から夜までバスケができりゃ、そりゃあ本望だろうよ）

　とりあえず、合宿中は我が家の家事当番は免除である。着がえのストックも限られているから洗濯は毎日の日課（…どっぷり汗の染み込んだ服をため込んでおけば腐れるだけである）だろうが、朝・昼・夜の食事は出るし、体育館のモップ掃除は欠かせなくても炎天下の草むしりも自転車での買い出しもない。

　だからといって、

『羨うらやましいじゃねーか、コンチクショー』

　──とも。

『帰ってきたら、まとめてたっぷり扱こき使ってやるからなぁッ』

　とも、思わない。

　なんといっても、インターハイ出場である。一朝一夕にはならないその快挙に、

（スゲーよな、ホント）

　我が事のように顔がほころんでも、下手なやっかみなどなかった。

　全国大会への黄金チケットをゲットするためには心身ともにタフでなくてはならないし、練習に明け暮れてプライベートな時間などほとんどないに等しい。

　だから。たとえ本戦の出番はなくても、ルーキーはルーキーなりに得るモノを摑つかんで帰ってくればいいと思うし。広海的には、

（まっ、張り切りすぎてケガしない程度にガンバレ）

　ひっそりとエールを送るだけである。

　本日の夕食メニューは、ごくごくシンプルに鶏肉と大根の煮物。

（けど、大地がいないと、いつもより作る量がグッと減るよなぁ）

　鶏のもも肉一枚あれば事足りるという現実が、妙にリアルだ。

（いっつもウルセーくらいに肉、肉って言いやがるからよけいかもな）

　一口切りにした肉を香りづけにゴマ油で炒いためながら、ふと、そんなことを思う。

（兄貴が食事会で何を食いたいかって言ったときは、ソッコーで『焼き肉ッ！』とか言いやがったし）

　ちなみに。

「安くて美味うまくて腹いっぱい食えるなら、別になんでもいいって」

　いかにも……なのは、新田で。

「暑いときにみんなで食う鍋なべもいいよねぇ」

　意外な鍋奉行は小林。

　贔屓ひいき筋すじと高級料亭での会食などざらにあるらしい椎名にいたっては、

「あのメンバーで飯を食えるなら、料理にはこだわらないかな」

　新田と違って参加することに意義があるらしい。

　もちろん、あとがうるさいから堤と武藤には何も聞いていない。

　煮たってきた鍋のアクを取り（…手抜きをしなければ料理は美味くなるというのは基本中の基本である）大根をブチ込んで調味料を入れ、それから仕上げにコンブをハサミで小さめに切って散らす。そうするとダシもコクも出て、その上、コンブも捨てずにそのまま食べられる。まさに、一石三鳥であった。

　最初は、料理なんてただ面倒くさくてタルいだけ（…早い話、食べたあとはクソになるだけだから、多少マズくてもとりあえず食えさえすればいいと思っていた）だったが。ひと手間かける工夫次第（…それこそお手軽なズボラでも）で、味も見栄えもグレードアップすることに気付くと、それなりにおもしろくなった。

　マズければブチブチ文句を垂れる大地が無言でガツガツ食うのを見ていると、それだけで胸がスカッとするし。陽一が『美味い』と顔をほころばせると、やったね──という気になる。

「よっし。あとは兄貴が帰ってくるのを待つだけ」

　壁の時計を見ると、じきに六時三十分だった。







（んー……今日のメシも美味かった）

　最後の最後に濃い目の緑茶を口にしてゆったり寛ぎ、陽一は満足げに笑みを漏らす。

　どういう心境の変化があったのかは知らないが。このところ、広海の料理の腕が格段に上がってきたように思うのは陽一の錯覚ではないだろう。多少気分が腐っているときでも、美味いものを食えばそれだけで気分が浮上する。それが広海の手料理だと思えば、更に幸せいっぱいであった。

（もう、いつでも俺のとこに嫁に来いって感じ）

　ただのジョークではなく、マジ……である。

　俺様なヤンチャくれが自分のためだけに美味い飯を作ってくれる。それを至福と呼ばずしてなんと言う？

　可愛い弟には美味いものを腹いっぱい食わせてやりたいという兄心とは別口で、それは幸福なシチュエーション萌もえというやつである。妄想が現実を追い越しているから、よけいに。

　特に、今はクラブハウス合宿中で大地もいない。家にいるのは陽一と広海の二人だけ。

（作ろうったって、なかなかできないおいしいシチュエーションだよなぁ）

　言ってみれば、ハニー＆ハッピータイム。それでも、バイトと志堂の弓道コーチが交互にやってくる日常のスケジュールでは、幸せをまるっと独り占めとはいかないが。

（でも、まぁ、せっかくだからお楽しみくらいはあってもいいよな）

　なにげにつぶやいて。ふと──閃ひらめく。

　市井から貰もらった、いや、かなり強引に押しつけられたディープ・ブルーのアトマイザー。

（媚び薬やく……ねぇ）

　一瞬なにやらいかがわしい妄想に駆られ、打ち消し、陽一は苦笑する。暑さで頭が腐ってきたかな、と。

（市井さん、薬学部の変人呼ばわりされてるけど。成績だけを見ればトップクラスのキレ者なんだよな）

　神童も二十歳を過ぎればただの人──とは、よく聞く話だが。市井の場合は『神童』の枠が外れて歯止めがなくなったクチらしい。

　薬学部一の奇才が本気で『惚ほれ薬』だの『媚薬』などに熱中しているのだとしたら、それはそれですごいことだが。

（ジョークで落ちないっていうのが、いかにも市井さん…って気がする）

　そのトバッチリで半ば強制的に試薬のモニターに任命された黒澤たちは、このところ毎日がドツボらしい。カフェテリアでの一件はすでに止とどまるところを知らない勢いでキャンパス内を席巻し、今や彼らは一躍『時の人』である。そんなものは、ありがた迷惑以外の何ものでもないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんであったが。

　男どもには、

『市井さんのご指名だって？　スゲーな』

『お疲れさん』

『──で？　効き目はどうよ？』

『もしかして、ハーレム状態？』

　露骨にからかわれ。

　女性陣には、

『ねえ、あの人たち……』

『知ってるぅ。市井さんのパシリでしょ？』

『媚薬のモニターだって』

『やだ、マジ？　信じらんない』

　遠巻きにヒソヒソと白眼視される日々だ。

「もう、合コンにも行けねー」

　名前も顔も、ついでに学部もだだ漏れになってブラックリスト入りだと、合コンに青春をかけているらしい黒澤が沈痛な顔つきで呻うめく。

「声かけただけで露骨に嫌がられるしぃ」

　モテ男の定番と言われるテニス・サークルに入っている梅津のほうが切実かもしれない。

「俺ら、いい恥はじ曝さらしだってぇ」

　ゲーマーを自認する羽川がどんよりと嘆けば。

「あー……人生ドブ色だぜ」

　イベント関連のボランティアに勤いそしむ成宮はガックリ項うな垂だれた。

　陽一だって条件は同じだと思うのだが、彼らは揃ってきっぱり否定する。

「いやいやいや……。茅野は別格だろ」

「だって、茅野は黙って立っているだけで女が寄ってくるじゃん」

「そうだよ。茅野自身が歩く媚薬みたいなモンだし」

　それは、ある意味、暴言ではなかろうかと思うのだが。

「今更って、感じ？」

　だから、何が？

　どこが？

　それを口にすればけっこう嫌味かもしれないと思うくらいには、その手の自覚はありありな陽一だった。

　実のところ。あれはもしかしたら市井流のブラック・ジョークなのではなかろうかと、陽一は密ひそかに思っていたりする。

　俗に言う、サブリミナル効果？

　市井はそうやって、周囲の反応を冷静に観察しているのではないか？

　アトマイザーの中身は、たぶん香水かオーデコロンの類たぐいだろう。

　実際、陽一は嗅かいでみたからわかる。確かになんとなくいい匂いはするが、別にこれといってドッキリもしなければバックリもしなかった。

　だとすれば、あれはやはり『媚薬』という名のプラシーボ効果を狙ったものではないだろうか。いわゆる、刷り込みだ。

　偽モノでも恋は芽生えるか？

　吊つり橋効果の逆バージョン？

　人はどこまで言葉に呪縛されるか？

　薬学部の市井と医学部の誰かが組んで仕掛けた公開実験ではないのか……と。

　それを思って、バッグからアトマイザーを取り出し、陽一は今更のようにしげしげと見つめる。

（どうしようかな、これ。捨ててしまうわけにもなぁ）

　モノがモノだけに、誰かに譲るという選択肢はないし。

　市井絡みだと思うと、悩む。日頃が日頃だから、なんだか変な念がこもっていそうで。

　──と。

「兄貴。何、それ」

　いつの間にか風ふ呂ろから出て来ていたらしい広海が、肩越しに陽一の手元を覗のぞき込んでいた。

「え……？」

　風呂上がりの。いまだ微熱を孕はらんだようなボディーシャンプーの香りがフワリとまとわりついてきて、陽一は思わず声を吞のんだ。

「リップクリーム？　なわけないよな」

　陽一の動揺も知らぬげに、広海はゆったりと腰をかがめ、身を乗り出してなおも覗き込んでくる。すると、ちょうどダブダブ（…風呂上がりは暑いからピッタリよりも大きめサイズのものを好んで着る）なタンクトップの胸元から乳首が丸見えになって。

（広海。それって、おまえ……反則だろうが）

　陽一はどんよりとため息をこぼした。いや、反則なのはそういう目で弟を見てしまう陽一のちょっと不純な妄想力に違いないのだが。

「なぁ、何？」

「アトマイザーだよ」

「……って？」

「香水とかオーデコロンとか入れる、携帯用のやつ」

「ふーん。誰かのプレゼント？」

「なんで？」

「だって兄貴、そういうの嫌いだろ？」

　見てないようで、よく見ているというべきか。

　フレグランスのすべてがまったくダメというわけではないが、苦手は苦手だ。植物の在るがままの自然な香りは別になんともないが、そういう人工的なものになると許容できるのはせいぜい匂いの薄いコロン系で、きつい香水パヒユーム系になると眉み間けんにシワが寄る。

　特に、エレベーターとか車とか、そういう密閉された空間でモロに鼻先で嗅がされると本当にマジで最悪だった。公共の場では嫌煙権があるのにどうして嫌臭権は認知されないのかと、つい拳こぶしを突き上げたくなる。

「どういう匂い？」

　誰に貰ったか、ではなく。広海の興味は、純粋にそっち方面にあるらしい。

「どういうって……」

　こういう嗅きゆう覚かく系のものを言葉で説明するのは、ちょっと難しい。

「そういうのは個人差があるからなぁ」

　極端な話、自分がいい匂いだと思うものが他人には異臭であったり。他人がうっとりしているのに、自分的にはイマイチだったり。

「じゃ、ちょっと嗅がせて」

「──え？」

「ダメ？」

「いや、ダメ……じゃないけど」

「けど──何？」

　一応、噓か本当かわからないけど曰いわく付きの貰もらいもの──とは言えなくて。

「おまえ、大丈夫だったか？　こっち系は」

　大地も陽一と似たりよったりで、だから、広海もまるでダメだとばかり思い込んでいたのだった。

「あー……うん。たぶん」

（たぶん、ねぇ。まっ、いいか。おれが嗅いで特に嫌な感じはしなかったから）

　陽一はアトマイザーのキャップを取って、自分の手首あたりに軽く吹きつける。

　一瞬の清涼感とともに淡い匂いが広がり、そして──散った。

「ほら」

　その手を広海の顔にそっと近づけると、まるで犬のようにクンクンと鼻を鳴らす。見かけは猫系だと言われる広海のそんな様子に、陽一は苦笑を禁じえない。

（うーん……やっぱり、広海に色気を求めるほうがムリかな）

　そんなものがなくても充分可愛いのだから。

「──どうだ？」

「んー……なんか、ビミョー」

「微妙って？」

「きつくはないけど、けっこうクる。……ような」

「そうなのか？」

「ウン。甘ったるいのとは違うけど、こう……沈むっていうか」

　うまい表現が見つからないのか、広海はしきりに頭をひねっている。暴言毒舌になると冴さえまくるボキャブラリーも、今日はいまいちらしい。

　陽一的には、ただ淡いとしか感じなかったが。こればっかりは個人差があるから、そのせいだろうと思った。

「じゃ、おれもフロに入ってこようかな」

　いつまでも手首に匂いを残しておくのも、あまりいい気分ではないし。それを思って、ゆったりと席を立った。




　　　　◆◇◆




　最初はじめに。

　トク、トク、トク……と、鼓動が胸を打った。心臓から末端へと、微弱な電流パルスが流れるように。

（……あ……れ？）

　弱く。

　……浅く。

　…………薄く。

　血が跳ねた。わけのわからない戸惑いがひっそりと影を落とすように。

　胸で。

　──首筋で。

　────こめかみで。

　すると。

　いきなり。

『ツキン』

　──と、目の奥が疼うずいた。

（なん……だ？）

　思わず閉じた瞼まぶたの裏がチカチカした。

（なんか……変）

　唇が妙に乾いて。

　喉のどが──ヒリついた。

　胸が異様にドキドキする。

（な……んで？）

　心臓が、やけにバクバクする。

（──どぉ……して？）

　おかしい。

　何か──違う。

　どこかが……変。

　それを自覚した。

　とたん。

『ズクン』

　──と、下肢が疼いた。

　ヒリヒリとした熱が溜たまって、息が上がる。

（……なん、で？）

　焦った。

（ウ……ソ……だろ）

　狼狽うろたえた。

　唇が痙攣ひきつれて、カッ……と頭に血がのぼった。

　背骨をゾロリと這はい上がる悪寒？

　それとも……快感？

　鼓動がガツガツとこめかみを蹴けりつける。

　ドク、ドク、ドク、ドク、ドク……。

　その瞬間。身体中の血が一気にたぎり上がった。
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　そのとき。

　陽一が、風ふ呂ろから出て自室に戻りかけたとき。広海の部屋で何か呻うめき声のようなものを聞いた気がして、思わず足を止めた。

「広海？」

　ドア越しに呼びかけても、返事はない。

　じっと耳を澄ますと、確かに、広海の声がした。どこか苦しげで、切羽詰まったような声が。

（……なんだ？）

　もしかして、泣いているのではないかと。そんなふうにも思えて……。束の間、ノックをするのをためらう。

　けれども。どうしても気になって。

「広海、入るぞ」

　ノックはせずに一言かけて、ゆっくりドアを開けた。

　鍵かぎはかかっていなかった。というより、鍵をかける習慣がないのだ。なんといっても。

『ヒロミ。いつまで寝てやがんだよ。とっとと起きろッ』

　毎朝、目覚まし時計代わりに大地の蹴りが入るのが茅野家の日常である。

　なぜ、それが広海の定番になってしまったのかと言えば。いったん熟睡してしまったら、地震が起きても目が覚めないという広海の寝い穢ぎたなさに手を焼いた母親の。

『大ちゃん。広海ちゃんを蹴り起こしてやってちょうだい』

　鶴の一声があったからだ。

『なんで俺が、毎朝こんなことをしなきゃならねーんだよ』

　大地は盛大に文句を垂れまくっていたが、それがすっかり定番化してしまうと別方面でのやる気を搔かき立てられてしまったようだ。

　つまり、口では絶対に勝てない広海を思うさま足あし蹴げにして叩たたき起こしても文句ひとつ言われないという状況に密ひそかな快感を覚えてしまったらしい。

　それに、母親が父親の海外赴任に同行して我が家の家事を兄弟で分担するようになってからは、朝食と弁当を食いっぱぐれるのは死活問題とあって、ますます気合いを入れて広海を叩き起こすようになった。

　部屋の灯りはついていた。

　広海はベッドでうつ伏せになったまま、枕に顔を押しつけてなにやら呻いていた。

　足を突っぱり──短パンから剝むき出しになった脹ふくら脛はぎの筋がときおり痙けい攣れんするように浮き上がるのが妙にエロチックで。しきりに腰を揺らめかせていた。

「──ッ！」

　何をしているのかは一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　溜まったら、出す。男の生理現象はしごくシンプルである。

　──が。

　まさか、こんなことだとは思いもしなくて。

（おい……おい……おい……）

　思わぬ真っ最中らしき現場にうっかり踏み込んでしまったバツの悪さに、陽一はどんよりと天井を仰ぐ。

　いくら可愛い弟であっても、さすがにこのシチュエーションはいかがなものか。兄弟でも不可侵領域なプライバシーはあって当然である。目のやり場に困って思わず天を仰ぐしかないではないか。

（このまま、そっと退散……だよなぁ）

　幸い、広海は行為に熱中（…陽一的にはそれも『なんだかなぁ』だったが）していて、陽一がうっかり領域侵犯フライングしていることにも気付いていないようだった。

　このまま回れ右でとっとと部屋を出ていくに限る。

　それを思って、なにげにチラリと視線をやったとき。いきなり、広海が、

「あっ……あっ……んっ……あぁぁ……」

　爪先でシーツを搔きむしり、枕に押しつけていた頭をもたげて思いっきり顔を歪ゆがませた。

　一瞬、陽一はドキリとした。

　マスターベーション中、男がイく瞬間にどんな顔をしているのか。そんなものを見たことがある者は希まれだろう。

　いや。自分がその瞬間、どういうマヌケた顔をしているのか──それを知りたがる男はいないに違いない。

　陽一がドキリとしたのは、弟のそういう『顔』を盗み見てしまったという当惑でも後悔でも懺ざん悔げでもない。そのときの広海の顔が、泣きそうに歪んで見えたからだ。

　射精時の快感ではない──違和感。それが頭のすみでチラついて、その場から立ち去ることができなかった。

　ゆったりとした足取りで、広海に歩み寄る。別に足音を殺しているわけでもないのに、広海はその気配すら感じていない。

　──おかしい。

　何が？

　──わからないけど。

　普通じゃない。

　わかるのは、広海の様子があまりにも不自然であることだけ。

　ベッドの端に立ち、陽一は広海の様子をそっと窺うかがう。

　広海の額にはびっちりと汗が浮き出ていた。顔は首筋から耳たぶまで紅潮しているのに、なんだかひどく顔色が悪い。唇は引き攣つり歪み、吐息は荒かった。

（なんだ？　たかがマスターベーションで、おかしいだろ）

　これはもう、ただごとではないと感じて。陽一は広海の肩を摑つかんで揺すった。

「広海……広海ッ」

　うっすらと、広海の双そう眸ぼうが開く。だが、熱に潤んだようにトロリとした目は焦点が合っていなかった。

　それを目の当たりにして、陽一は脇腹がゾクリと痙攣るような気がした。

「広海ッ！」

　何度目かの呼びかけで、広海は、ようやく陽一が認知できたようで。

「──あに……き？」

　どこかひび割れたような掠かすれ声だった。

「そう。おれ」

　そのとたん。広海は、くしゃりと顔を歪めた。

「あにきィ……あつい……。変──やだ……気持ち……わるい」

　潤んだ目から、一気にどっと涙があふれる。浮かされたように漏らす声音トーンは妙に乾ききって、その異様な落差に、知らず陽一の口の中もザラついた。

「どうした？　どこか痛いのか？」

「ズキズキして……バクバクする……。出ない……キツい……熱い……変……」

　脈絡のない言葉の羅列は、やけにたどたどしかった。いつもの歯切れのよさが噓のように、その口ぶりも顔つきもひどく幼かった。

　いつにない吐息の荒さを知り、額に浮き出た汗の粒を見て、半端でなく紅潮した身体の熱さを感じて。陽一はようやく、その元凶を思い知ったような気がして愕がく然ぜんとした。

（媚薬アトマイザー……か？）

　匂いはきつくはないけど、けっこうクる。

　甘ったるいわけじゃないのに、沈む。

　その一言一言がくっきり思い出されて、血が滲にじむほど唇を嚙かみ締しめる。

　ヤラれた。

　市井の変人ぶりを甘く見ていた。

　少なくとも、市井は噓をついていたわけではないらしい。まさか本物ではないだろうとタカを括っていたのは陽一である。ブラック・ジョークよりもタチの悪い現実を嫌と言うほど実感させられたような気がして、今更のように陽一は臍ほぞをかんだ。

（本当に大当たりだったわけだ？）

　陽一が『ディープ・ブルー』を選び取った瞬間。市井の無表情が一瞬わずかに崩れたような気がしたのは、やはり、気のせいではなかったということだ。

　つまり、すぐに効果は現れない遅効性なのだろう。

　だが──なぜ？

　同じように匂いを嗅かいでも陽一にはなんの変化もない（…それも二度ともだ）のに、広海には充分すぎるほど効いている。その違いは、いったい──何？

　体質？

　相性？

　それとも、免疫力？

　陽一は奥歯を軋きしらせ、とりあえず、考えてもわからない疑念は頭の中から締め出す。今は、そんな場合ではないからだ。

「……あつい」

「キツい……」

「──出ない」

　うわごとのように繰り返す広海の身体を裏返して、陽一は何とも言いがたいため息をつく。

　パジャマ代わりの短パンは、先走りの精液でたっぷり染みができている。そのせいで、薄い布を押し上げているモノの形がくっきりとわかる。それでも『イけない』というのだから、相当にキツイのだろう。

（マズいな。とにかく、どうにかしないと）

　まさかこんなことになるとはまったくの予想外で、さすがの陽一も焦る。

　かといって、何をどうすればいいのかわからずに思い悩む。

　作った本人に対処法を聞くのが一番確実なのだろうが、市井には絶対に聞きたくない。広海がこんなことになってしまった理由からすべて白状させられてしまうような気がして。

　それ以前に、市井の電話番号すら知らないのだから連絡のつけようもないのだが。陽一的にはこれ以上、変に市井との関わりを持ちたくなかった。

　市井はアトマイザーの中身が『媚薬』であると、陽一たちに告げた。あの場にいた何人がそれをまともに受け取ったのかは、陽一の知るところではない。『媚薬のモニター係』を肴さかなに黒澤たちを弄いじり倒して遊んでいる連中も、おそらく半信半疑だろう。

　それでも、まったくのデタラメと決めつけかねるのは市井が変人であっても奇才の持ち主だからだろう。ものすごく胡う散さん臭くさいことこの上なかったが、それをただのジョークと決めつけて広海を発情させてしまったのは、誰でもない陽一の責任である。万人に効果があるわけではないだろうが、運悪く『当たり』を引いてしまう人間がいることが証明されてしまったようなものだ。

　こういうタチの悪い催淫剤（…遅効性の上に射精できないなど最凶である）は一過性のものだから、時間が過ぎれば効き目も薄れてしまうはずだ。けれど、半分意識を飛ばしてしまっている広海のモノはいきり勃たったままで、それがいつまでも射精できないのであればそれは相当にキツいだけだろう。

（…ったく、シャレにならないって）

　やたら、口の中が苦い。

　広海の過剰な反応がおもしろくて、いたずらにキスをしかけて遊んだことならそれなりにある確信犯な陽一でも、さすがにこれは思案に余る。

　今は羞しゆう恥ち心しんも理性も混濁しているからいいが、こんな醜態曝さらしまくりな自分をあとで知ったら、おそらく広海は憤死ものだろう。

（とにかく、出してしまえば少しは楽になるのか？）

　言うだけなら、簡単だが。ただの悪ふざけではなくボーダーラインを踏みこえてしまうことに、陽一はいまいち踏んぎりがつかない。

　セックスをするわけではないし。言ってみれば、身体の中で渦巻いているだろう有害な熱を解放してやるだけの非常手段。

　頭では、わかっているのだが……。

　広海への執着も独占欲も人並み以上だという自覚は大ありであっても、それは『ブラコン』という歯止めがあってこその言い訳──自己詭き弁べんである。

　もしも、その枷かせが外れてしまったら……。それを思って、陽一はギュッと拳こぶしを握りしめた。

　陽一がグズグズと迷っている間にも、刺激された欲望にあらがう術すべもないのか、広海は身体をねじって股こ間かんを弄っている。だが、もはやロクに力も入らないのか、その手つきも弱々しかった。

　荒い息を喘あえがせ、半開きになった唇をときおり引き攣らせて広海は顔を歪ゆがめる。

　いつもなら絶対に見せることのない淫みだらさで、広海が喘ぐ。それはある意味、視覚の暴力に等しかった。

（──凶悪だな）

　普段の広海が広海だから、その痴態は凶暴すぎるほどのインパクトでもって陽一の自制心を搔かきむしり、理性をガリガリと削り取っていく。本当に大地がこの場にいなくてよかった。

（まぁ、しょうがない。不可抗力だからな）

　わずかに自じ嘲ちようして、陽一は腹を括る。

　それで陽一の中で何かが挫くじけて、どこかが浸食してしまうのだとしても、それはそれでしょうがない。そんなふうにしか自分を納得させることができなくて。

　しかし。

（大丈夫、おれがちゃんと責任を取ってやるから）

　いっそすっぱりと割りきってしまえば、陽一はもうためらわなかった。

「ほら、広海。いい子だから、こっち向いて」

　言いながら、広海の短パンを摑つかんで下着ごとズリ下ろす。こういうときは広海がトランクス派であることがありがたい。でなければ、きっちり勃ぼつ起きして、その上ぐっしょり濡ぬれて貼りついた下着を脱がせるのは手間がかかって大変だったろう。

　広海は自分が今、何をされているのかもわからないのか。ただ荒く息を喘がせて陽一の為なすがままだ。

　それでも。

　陽一がベッドに上がって広海のとなりに身体を滑り込ませ、身体を密着させて昂たかぶり上がったそれにゆっくり指を絡めると、ヒクリと下肢を震わせた。

　おそらく、身体中のどこもかしこも刺激で過敏になっているのだろう。絡めた指でやんわり握り込んだだけで、

「んっ……あぁぁ……」

　甘い喘ぎを漏らした。

　いつものヤンチャくれな広海からは想像できないような、可愛い掠れ声。けれど、その可愛らしさの本質がずっと昔から何も変わっていないことを、陽一は知っている。

　握り込んだ指で硬いしなり具合を確かめるようにそろそろと撫なで上げると、

「ふ…ぁ……んっ……あぁぁ……」

　掠れ声は更に甘くなった。

　快感を素直に享受する可愛らしさに、自然と陽一の唇もほころびる。

　その甘い喘ぎ声をもっと聞きたくて何度も撫で上げると、手の中のモノは更なるしなりを増して陽一の指を弾いた。

　そんなヌルい刺激では物足りないのか、広海はむずがるように頭を振って陽一にギュッとしがみついてきた。

　その髪を撫で、陽一は囁ささやく。

「大丈夫。焦らしたりしないから、ちゃんと気持ちよくなろうな、広海」

　半分意識が飛んでいる広海には陽一が何を言っているかもわからないだろうが。それでも、愛しさが止まらなくて、口にしないではいられない。

「おまえは、ただ素直に感じていればいいから。これは──夢だから。夢の中のことだから、いっぱい気持ちいいことしてイこうな？　大丈夫……目が覚めたら、いつものおまえに戻るから。広海──これは夢だから。おまえは、何も覚えてなくていい」

　夢……。

　これは媚び薬やくが見せる、一夜限りの──夢。

　望むと望まざるとにかかわらず、広海にとっては不意打ちのように突然の嵐にまき込まれたトバッチリだから、いっそ夢であればいい。あとに、なんの憂いも後悔も残らないような夢の中の出来事であればいいのだ。

　それを思って、陽一は、しっとりと甘い言葉で刷り込む。

「夢だから……」

「これは──夢の中のことだから」

「おまえは……全部忘れてしまっていい」

　陽一にとって、忘れがたい一夜になることは充分承知の上で、ただ甘く──ひたすら甘く囁き続けた。







　甘く、優しいキスをする。

　股間への刺激だけでドクドクと逸はやる鼓動をなだめるように、広海の唇を啄ついばんでキスをする。

　過剰なスキンシップの延長でしかける悪ふざけのキスではなく、本音の部分で。昂ぶる気持ちを笑顔で誤魔化すこともなく、すべてを曝して。甘いだけではない、もっと切実な想いを込めて──唇を重ねる。

（すごく……イイ）

　キスが、こんなに気持ちいいものだとは思わなかった。

　いや──キスが、ではなく。相手が広海だから、こんなにも気持ちが満たされるのだろう。

（……まいったな。やみつきになりそう）

　それはそれで、ちょっとヤバいかもしれない。

　舌先で歯列をなぞり。

　表も、裏も。

　口こう蓋がいの奥の奥までたっぷり舐なめて、舌を絡めて吸う。

　媚薬でハイになっているからか。それとも、キスに酔って思考も混濁しているのか。どれだけディープなキスを貪むさぼっても、広海は嫌がらない。

　それどころか、舌を絡めてきつく吸ってやるともっと強い刺激を欲しがって、せがむように腰を擦りつけてくる。　>>>♥

　モット、シテ。

　キツク、握ッテ。

　擦ッテ……。

　──いカセテッ。

　淫らなボディーランゲージは、それだけで陽一の理性ストツパーをグラつかせてしまう。

　焦らさない。

　気持ちよくして、ちゃんとイかせてやる。

　その気持ちに偽りはないのに、広海の熱に引きずられてしまいそうになる。

　それは、やはり、マズいだろう。

　これは、擬似セックスですらない一夜限りの『夢』なのだから。陽一の劣情が優先してしまっては、オチのつけようがなくなってしまう。

　陽一にとって大事なのは自分の欲望ではなく、広海との変わらない日常生活だ。過剰なスキンシップは許されても、現実の崩壊など誰も望んではいない。

　自分の気持ちをもう一度リセットして、キスを貪る。唇をほんの少しだけズラして、浅く、深く──きつく。

　それだけで、陽一の手の中で広海がビクビクと跳ねた。先走りの愛液はそのたびにトロトロとこぼれて陽一の指を濡らす。

　だが。キスをしながらリズミカルに扱しごき上げるだけではまだ足りないのだろう。

　身体も気持ちも昂ぶっていつでもイケイケ状態なのに、弾けてしまうには最後の一波が来ない。言ってしまえば、それに尽きるのかもしれない。

　──どうする？

　甘あま嚙がみして。きつく吸って。貪って……。たっぷりのキスで追い上げても効かない。広海の快感はその寸前で堰せき止められたままだ。

　なぜ？──だとか。

　どうして？──だとか。

　そんなことは陽一にはわからない。イきたくても射精できない広海が苦しがっているのが、わかるだけで。

　──どうすればいい？

　それを思いながら、貪るだけキスを貪って唇を外す。

　クチュリ……。

　口接音すらもが濡れそぼって、いっそ淫みだらな気分になる。

　唇を外したとたん、半開きの口でハグハグと喘あえぐ広海は凶悪的に可愛かった。チロチロと震える舌までもが淫いん猥わいで、無防備なその痴態に下腹が疼うずいてはちきれそうになる。

　身体に溜たまった毒が血を灼やくだけでいつまでも解放されないのも限界なのか、広海は陽一の手をぎくしゃくと摑んでエグエグと泣きはじめた。

「……して……してッ……」

「大丈夫。ちゃんとしてやるから」

　ちゃんとすることの意味と現実の齟そ齬ご。

　手でダメなら、口ですればいい。それは、広海にせがまれたからではなく、陽一自身の欲望のすり替えだったかもしれないが。

　股こ間かんの恥毛はべったりと濡れている。快感はとうに過ぎて、どれだけ愛液を垂れ流してもイけない証あかしがそこにある。

　屹きつ立りつしたモノは硬くしなったまま弾けもしない。それは過ぎた快感ではなく、萎なえることすらできない耐え難い苦痛でしかないのだろう。

（大丈夫。ちゃんとイかせてやるから……）

　タラタラと透明な雫しずくを漏らす蜜みつ口ぐちは、愛らしいピンクの裂け目だ。

　こんなに間近でじっくり他人のそれを見るのは初めてだ。いや、広海以外の男のモノなど見たくもないというか、ただの鳥肌ものでしかないが。

　指の腹でそっと撫なでてやる。すると、

「ヒッ……あんッ……」

　それまで聞いたこともない嬌きよう声せいを上げて、広海の下腹がビクリと痙攣ひきつれた。

（ここが、イイ……のか？）

　もう一度、今度は裂け目に沿ってなぞってみる。

　とたん。

「ヒャッ……ぁぁうぅぅ……」

　掠かすれ声に電流が走ったように広海の腰がズリ上がった。

（あー……ここなんだ？）

　キスだけではわからない、広海の性感帯。

（そうか、ここが広海のイイとこか）

　それを目の当たりにして、陽一の唇がほころびた。

　ズリ上がった腰を引き戻して、陽一は広海の股間を割り開く。先ほどのあれがよほど刺激的だったのか、蜜口がわずかにヒクついている。透明だった先走りもトロリと粘い。

（じゃあ、もう大丈夫だな）

　てっとり早く射精を促すキーポイントを見つけたような気がした。

　ただやみくもに口こう淫いんするよりも、ピンポイントで効率のよい刺激。それを思って、陽一は開かせた足を閉じることができないように両りよう肘ひじを張って太ふと股ももを固定すると、指の腹で円を描くようにゆるゆると裂け目をなぞった。

「あっ……あっ……んっ……あぁぁ……」

　声を上げ、広海が腰を揺する。

　トロトロになった愛液が明らかな粘りを含んで陽一の指を濡ぬらす。

（ここが、そんなにイイのか？）

　トロみをおびた愛液がしだいに濃厚になってきた。そこを弄いじられると気持ちよくてたまらないのか、ビクビクと痙攣れる太股は広海の喘ぎに呼応しているかのようでもある。

　そうやっているうちに、広海の双珠タマがキュッと吊つり上がり、

「くっ……うぅぅ……」

　喘ぎ声にも芯しんが通ったように、いきなり弾けた。

　ドクドクドク……と、白濁した精液がこぼれ落ちる。

　なのに、広海のそれは少しも萎えなかった。

　溜まりに溜まった熱は放出されても、媚び薬やくの毒気は抜けていない。そういうことなのだろう。

（じゃぁ、おれが全部吸い出してやる）

　広海の痴態に煽あおられているという自覚はあった。

　だが。もう、そんなことはどうでもよかった。

　広海が媚薬で正体をなくしていれば、夢としてすり替えがきく。だったら、何をやっても、どんな大胆なことでも許されるような気がした。

　こじつけでも、なんでもよかった。陽一はただ、もっと広海にふれたかった。

　一度目の射精が終わっても萎えずに硬度を保ったままのそれに、陽一はゆっくり舌を這はわせる。

　一瞬、ビクリと広海は身体を震わせたが。それでも嫌がりもせず、為なすがままだった。

　この行為を広海も望んでいる。それが、陽一から自制心を削り取った。

　白濁したものを舐め取るように、下から上へ、何度もなぞる。

　浮き出た筋に舌を絡め、くびれをねぶり、甘く嚙かんで──唇でゆったりと扱く。

　爪の先を蜜口に立て弾くと、広海が嬌声を放った。

　真っ赤に熟れた秘肉を剝むき出しにすると、ビクビクと広海の腰が逃げを打つ。それを力で組み敷くことの淫いん靡びな……快感。

　尖とがらせた舌でなぞり、蜜口をほじり、射精を促すようにきつく吸う。

　あとはもう、なし崩しになった。

　昂たかぶらせて。

　吐き出させて。

　──堕おとす。

　ある意味。どこかスイッチが入ってしまったような陽一はまったく容赦なかった。

「も……出…ない──もぉ……出ない……」

　疲れきったような弱々しい声で、広海が漏らす。

　だが、陽一は知っていた。出ない──と言いながら、双珠を揉もみながら蜜口を舌で丹念になぞって刺激してやると、いくらでも逐ちく情じようすることを。

「ダメだよ、広海。ちゃんと全部出してやらなきゃ。ここに、まだ溜まってるだろ？」

　柔らかな袋の中の珠をクリクリとつまみ揉みながら、耳たぶを甘嚙みする。

「ヒャ……ッ」

　首を小さく竦すくめて掠れ声を上げる広海が可愛い。可愛すぎて手放したくなくなる。

　陽一はちゃんとわかっている。熱で膿うんだ毒は最後の一滴まできっちりと絞り出してやらなければならないことを。

「だから、もうちょっとだけ我慢しような」

　囁ささやきがトロリと甘くなる。

　抱きしめたまますっぽりと腕の中に収まる広海の温ぬくもりが、気持ちよかった。気持ちよすぎて、下腹に溜まった劣情がジクジクと膿んでくる。

　最初の射精以外、広海を侵した媚薬の毒はすべて陽一が口で吸い出してやった。だから、だろうか。その熱が今度は陽一の血を灼いているのかもしれない。

　それなら、それでもかまわなかった。

（そしたら、今度は、おれが広海に吸ってもらえばいいんだから）

　当然のことのように、陽一はそれを思う。

　吸って。

　──吐き出して。

　────返す。

　そうやって二人で夢の中をループする。

　バカげた妄想だと陽一は口の端で笑う。クスクスと笑いながら、

（けど。おれは吸ってもらうより、広海の中に吐き出したいな）

　……本音を漏らす。

（そしたら、すごく気持ちよさそう）

　それを思って股間が熱くなるのを自覚した。

　──瞬間。

　視界がいきなりグニュッと歪ゆがんで、ブラックアウトした。




　　　　◆◇◆




　そのとき。

　頭の中で。
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　いきなり音が乱反射した。

　上から、下から。

　右へ、左へ。

　螺ら旋せんを描いて、渦の底へと落ちていく。

「っ……うるさい……」

　ボッソリと漏らして。半ば無意識に頭をもたげた──とたん。こめかみをピンヒールで踏みつけられたような激痛が走り、陽一はヒクリと固まった。

（あー……ちくしょう……。イタタタ……）

　ガンガン……と、頭の芯が響く。

　ズキズキ……と、目の奥が痛む。

（なんだっていうんだ？）

　そのまま痛みが薄まるまでやりすごし、そっと目を開けて。陽一は違和感を覚える。

「あ……れ？」

　ぎくしゃくとまばたきをする。

　いま、自分がどこにいるのか……わからなかった。

「ソファー……？」

　──どこの？

　どんよりと視線をやって、ようやく、そこが我が家のソファーだと気付く。

「──え？」

　なんで？

　わけが──わからない。

　どうして、自分がこんなところにいるのか。

　陽一はぎくしゃくと起きあがり、ソファーに背をもたれ、霞かすみがかかったような頭の中を整理するために記憶をたぐった。

　帰ってきて。

　メシを食って。

　市井から押しつけられたアトマイザーを弄いじっていたら、広海がなんだと言うから、手首にシュッと一振りして匂いを嗅かがせて……。

　それから風ふ呂ろに入って。

　部屋に戻ろうとしたら広海が──。

（……そうだ、広海が媚薬でおかしくなって……）

　それで、陽一が広海を──？

（でも……あれ？）

　そこでようやく、陽一は自分の記憶と現実の齟そ齬ごに気付いた。

　風呂に行ったはずなのに、自分が今着ているのはいつものパジャマではなく、帰ってきたときのままだ。

（風呂に行ってない？）

　噓だろ……。

　だったら。

　じゃあ、その先のことは──？

　何か、おかしい。

　どこかで間違っている。

　いったい──どこで？

　突き詰めてそれを思い出そうとすると、頭の芯しんがズキズキと痛んだ。

　わけのわからない偏頭痛のせいで、うまく考えがまとまらない。記憶が……きちんと繫つながらない。

　だが、風呂に入っていないのは確かなことで。だとすれば、広海が媚び薬やくのせいで発情したというのも──夢？　ただの妄想？

（あれって……妄想なのか？）

　それにしてはやけにリアルで……。

　あんなに生々しかったのに？

（──妄想？）

　ショックというより、なんだか──張り詰めていたモノが一気に萎なえて凋しぼんだ。

（おれ……あんなことがしたかったわけ？）

　それを思って。陽一はふと、足元のバッグの中をごそごそと探る。

　ディープ・ブルーのアトマイザー。

（…って、もしかして、媚薬に惑わされてたのは……おれか？）

　前に匂いをかいだときにはなんともなかった。けれど──さっきは。

（そう。手首に吹き付けたんだ）

　もしかして、そのせいだろうか。

　市井の作ったこれはごく普通に匂いを嗅いだだけじゃなんともなくて、皮膚から吸収して──発情する？

（う……わぁ……おれって、もしかしてすっごい欲求不満で溜たまりすぎのド変態かも）

　妙にリアルとしか言いようのない夢の中のアレやコレやを思い出して、陽一はぐったり脱力した。

























　八月の、その日。

　連日の猛暑に、大気もヒリヒリと乾ききって捩ねじ切きれる寸前。夕刻から雷をともなって降り出した恵みの雨は、深夜になると一転、熱をもって膿うんだ闇を引き裂くような横殴りの土砂降りになった。

　酷暑から激雨へ。いきなりの豹ひよう変へんだった。

　道路アスフアルトを。街路樹を。部屋の窓ガラスを容赦なくバシバシと叩たたいて弾く雨音は止まない。ザーザーと轟ごう音おんを立てて鳴り響く爆雨に、街の喧けん噪そうすら吞のみ込まれていった。

　けれども。ここ数日間、昼夜を問わず、エアコンをフル稼動にして部屋に閉じこもったままパソコンのキーボードを叩き続けている小林芳樹は、いつ雨が降りだしたのかも知らなかった。

　さすがに睡魔には勝てず睡眠だけはきっちりと取っているが、集中しているときには何も耳に入らないし、空腹感も忘れる。

　タッチタイピングでキーを打つその手には、わずかの淀よどみもない。シンと静まり返った室内に漏れるのは、タッチキーのわずかな音ノイズだけだった。

　──と。

　そのとき。

　心地よい静寂を切り裂くように、突然、ベッドヘッドのコンセントに突き刺したままの携帯電話が鳴った。

　芳樹は目もやらない。キーボードを操作する手が止まることもなかった。完全黙殺である。

　だが。携帯の呼び出し音は止まない。

　放っておけばそのうち切れるだろうと無視を決め込んでいた芳樹は、そのしつこさに思わず舌打ちをした。携帯の電源を切っておかなかったことを悔やんでも、もう遅い。

「あーあ……。せっかくノってきたところだったのにぃ」

　ボヤキともつかない愚痴が唇をついて出ると同時に、手も止まる。

　思わぬところで水を差されてすっかり集中力が途切れてしまった芳樹は、苛いら立だたしげに煙草の火をつけた。

　深々ともたれた椅子がわずかに軋きしる。

　煙草を吸うようになったのは最近だ。今の時代、嫌煙権が主流で煙草はファッションの一部ですらなくなってしまったが、頭の中のクールダウン、コーヒーを淹いれに行く手間すら惜しいときには案外使えるアイテムだと知った。

　まぁ、悪癖であることに変わりはない。健康には『百害あって一利なし』であるが、芳樹的にはあくまで気分転換なので。そういう言い訳じみたことを口にする時点で、すでにアウトなのかもしれない。

　携帯はまだしつこく鳴り続けている。

　──さっさと出ろよ。居留守を使っても無駄なんだからなッ。

　ヒステリックに叫んでいるかのようだった。

「…ったく、誰だよ、こんな時間に……。もう、夜中の十二時過ぎてんだぞ」

　眉み間けんに深々と縦ジワを刻み、毒突く。

（非常識だろ）

　それでもしぶとく鳴り続けるコール音に根負けして、芳樹はどっぷりとため息を漏らして重い腰を渋り上げた。

「もしもし？」

　着信表示もろくに確認せずに出た口調は不機嫌丸出しだった。

　だが。

《おぅ、小林？　俺、茅野だけど》

　なんの挨あい拶さつもなしにいきなり飛び込んできたその耳慣れた声に、内心ドキリとした。

（……ウソだろ？）

　そんな内心の動揺などおくびにも出さず、

「何？　どうしたんだよ、こんな時間に」

　努めて平静に問いかける。

《あー……実は、そのぉ……いきなりで悪いんだけど。今晩、おまえンとこに泊めてもらえないかな》

「──えッ？」

　今度はドクンと、ひとつ大きく不穏に鼓動が跳ねた。

（泊める？　茅野を？）

　なんで？

　どうして？

　いきなり──そうなる？

《終電に乗り遅れちゃって。それに、この土砂降りだろ？　タクシーもなかなか捕まらなくてさぁ》

　さすがに広海の口調も歯切れが悪い。

　普段は誰を憚はばかることのない俺サマでも、こんな深夜に突然押しかけてくる非礼も心苦しさも充分承知の上だったりするのだろうか。

　それにしては、携帯のコール音はやけにしつこかったが。

「急にそんなことを言われても……困る」

　芳樹の口調はもっと歯切れが悪かった。

　一瞬の沈黙。

　まさか断られるとは思ってもいなかったのか。

《あ……。えっ…とぉ……。もしかして、彼女……が来てる、とか？》

　広海は露骨におずおずと問いかける。広海のそんな声は、初めて聞いたような気がした。

　そこで。

　──そうなんだ。だから、ゴメン。

　噓も方便で、そう言ってしまえば一発でカタがついてしまうのに、中学時代からの刷り込みは筋金入りで。

「そう…じゃ、ないけど……」

　広海相手ではなかなか上手うまく噓がつけない。

（あー、もう、なんでだよ。俺のバカ）

　天井を仰ぎ、つい歯は嚙がみしたくなる。

　嫌なことは『イヤ』。駄目なものは『ダメ』。どんなときにでもきっちり自己主張することがポリシーであったはずなのに。……グダグダになる。

　すると、広海は。

《だったら、ゴメン。ホントに悪いんだけど、頼む。泊めて》

　畳み掛けるように拝み倒した。

（だから、それじゃ困るんだってぇ）

　本当に。ムリムリムリ………………。

　噓じゃない。ダメダメダメ………………。

　困るのだ。ナシナシナシ………………。

　本当に、とっても、マズイから。

　どうやって断ろうか。そればかりを思って、芳樹は携帯をきつく握り締める。

　結局は。

《床の上でも、どこでもいいから。──な？》

　切羽詰まったように押しまくられて、ついに内心どっぷりとため息を漏らした。

「今、どこ？」

《あ……。入り口》

「……え？　入り口って、どこの？」

《だから、おまえンとこのマンションの入り口》

「茅野ぉ……」

　芳樹が呆あきれたように名前を呼ぶと。

《悪いッ。だから、とにかく中に入れてくれよ。もうパンツの中までビショ濡ぬれで、気持ち悪くて……死にそーなんだよ》

　珍しくも広海の泣きが入った。本当に、相当に、激困り状態……らしい。

　そこまで言われてしまったら、招き入れずにはいられなくなる。芳樹としては非常に不本意なことだが。

「わかった。今開けるから、ちょっと待ってて」

　しぶしぶ、それを口にして。携帯を切って部屋を出る。

　そのとたん。モワーッとした熱気が芳樹の顔面を撫なでた。

（わっ……）

　思わず顔をしかめる。同じ室内とはいえ、冷房の効いた快適な仕事部屋とのギャップをまざまざと実感する瞬間だった。

（やっぱ、これじゃマズイよな）

　トイレと風ふ呂ろ以外は、食事のときでも寝室兼仕事部屋に閉じこもってパソコンをいじっているので、自分一人ならばどうってことはないが。さすがに、広海をこんな熱帯地獄に招き入れるわけにはいかない。

　しょうがなく、芳樹はリビングのエアコンのスイッチを入れてハイパーにした。

　それから。たぶん、苛いら々いらしながらドアが開くのを待っているであろう広海のためにマンション入り口のオート・ロックを解除した。

「人の気も知らないで……。ホント、茅野ときたら、もう……勝手なんだから」

　ブツブツとひとりごちながら。







　ドア・フォンが鳴る。

　すでに、玄関先で広海を待ち構えていた芳樹は。すぐさま鍵かぎを開けてドアを開く。

　すると。頭からぐっしょり濡れた広海がボタボタと雫しずくを滴らせたまま、

「……よぉ」

　さすがに決まりが悪そうに、上目遣いで芳樹を見た。

　大学生になっても相変わらずスレンダーな体型を強調するかのように、濡れた薄いＴシャツがべったりと身体に貼り付いている。

　一瞬、目を眇すがめて。芳樹はこれ見よがしのため息を吐いた。

「ホントにずぶ濡れじゃないかよ。もう……これだから茅野は」

「ゴメン。悪い、突然……」

「いいから。さっさと入って」

　促されるまま、広海が中へ入る。

「そのままバスルームに行って、シャワーを浴びてきて。ホントはお湯に浸かって温まったほうがいいんだろうけど」

「いいよ、シャワーで」

　いくら猛暑の八月とはいえ、これだけ派手にぐっしょり濡れてしまっていてはかなり体温も下がってしまっただろう。

　改めて風呂に湯を張るのを待っていたら、風邪を引いてしまうかもしれない。だったら、とりあえずシャワーで温まったほうがいい。

　じゅくじゅくと水音を立ててスニーカーを脱いで、広海は勝手知ったる足取りでバスルームへと向かう。

　そのあとには、ぐっしょりと濡れた足跡がくっきりと……。

　再び、どっぷりとため息を漏らして。

「バスローブを脱衣カゴの中に出しとくから、とりあえず、それを着てろよ。濡れた服は洗濯機の中、な。あとで洗っておけば明日あしたには乾くだろ」

　バスルームのドア越しに、それを言うと。

　どうやら、足にベッタリ貼り付いたスリムなジーパンと格闘しているらしい広海は、

「んー……わかっ…た」

　おざなりに答えて。

「…っそぉ……」

　一言、唸うなった。

　広海がどんな顔で、どんなしぐさで悪戦苦闘しているか。付き合いも長い分その姿が容易に目に浮かんで、束の間、芳樹はなんとも言えない顔になる。

　──が。いつまでもそこに突っ立っているわけにもいかず、芳樹はモップを取り出して濡れた足跡を拭ふきにかかった。







　広海のことだから、てっきりカラスの行水なのかと思っていたら。そうでもなかった。

　それなりにしっかりシャワーを浴びて暖を取ってきたらしく、リビングに入ってきたときにはやけにすっきりとした顔になっていた。

　その頃には灼しやく熱ねつ地獄寸前だったリビングもいい感じに冷えてきたので、タイミング的にはちょうどよかった。

「ちゃんと温まった？」

「おぅ。サンキュ……助かった」

　それが本音なのだろう。広海はペコリと頭を下げた。

　こういう素直さは相変わらずだった。日頃の俺サマぶりがぶりなので、そのギャップが広海の個性魅力のひとつになっていた。要するに、憎めない……という。

（まぁ、いいけど？）

　内心、芳樹はため息を落とす。あのまま追い返して広海に風邪でも引かれたら、ずいぶんと後味が悪かっただろうし。

「なんか、飲む？」

「インスタントじゃないコーヒー」

「茅野ってば、相変わらず遠慮ないね」

「だって、おまえ、コーヒーだけはけっこうウルセーじゃん。俺だって、どうせ飲むなら美味うまいほうがいいに決まってるし」

　電話を掛けてきたときのしおらしさは、どこへやら……だ。もうすっかり、いつもの広海に戻っている。

「ンじゃ、ちょっと待ってて」

　ソファーから立ち上がってコーヒーメーカーをセットする。こうなってしまうと仕事もいったん休止状態で、コーヒーブレークでもしなければやってられない。

　コーヒーだけではなんとなく口さびしいので買い置きのクッキーを皿に出してソファーまで戻ってきた芳樹は、今更のようにまじまじと広海を見やった。

（ぶかぶかのバスローブに鎖骨剝むき出しの茅野って……けっこうクルよなぁ）

　そんな芳樹の視線に、広海は居心地悪げに身じろぐ。

「なんだよ、小林。ンな、ジロジロ見て」

「え…？　いや……やっぱ、俺のバスローブじゃ大きすぎたかなと思って」

　目の保養どころかこれではおもいっきり目の毒だと感じてしまう自分を、芳樹は改めて自覚する。

　先ほどの、乳首の形さえくっきり透けて見えたぐしょ濡れ姿のときもそうだった。思わず目のやり場に困った。

（なまじ素っ裸でない分、ヨコシマな妄想が暴走しそうだって）

　半ば自じ嘲ちようぎみに歪ゆがめる頰が痛い。痛いと感じる自分が、切ない。歯は痒がゆいのではなく、やるせない。苦くて──辛い。

「悪かったな、高校時代からまるっきり成長してなくて」

　スネて口を尖とがらせるそのしぐさすらもが可愛い。そう思う時点ですでに末期症状だと思った。まぁ、今更なのだが。

「大丈夫だよ。まだ、新田には負けてないし？」

　しっかりとフォローを忘れていないだけマシなのかもしれない。それもこれも『親友』という刷り込みだろうが。

「……て、いうか。俺、こないだ久しぶりに新田に逢あって、もうビックリしちゃったよ。なんか、すごく大人びちゃって」

　そのときの密ひそやかな衝撃を思い出して、小さくため息を漏らす。

「もう、うっかり『薫ちゃん』なんて呼べないよな、あれじゃあ」

「高校卒業も間近になって、いきなり十センチ近くも伸びるなんて……。まるっきりの詐欺もいいとこだって」

　詐欺かどうかは、ともかく。まるで雨のあとの筍たけのこのごとく、目の前でいきなり目線がぐんぐん高くなっていく様には、まさにあんぐり……だったのは事実だ。

　啞あ然ぜん。

　呆ぼう然ぜん。

　ブッたまげ……とは、あのことである。

「ほら、新田って。『男の成長期は二十歳まで』とか言ってたし。見事にそれを実践してしまうのも、ある意味スゴイよね」

「やっぱり俺は大器晩成型だ……とか、ドヤ顔だったしな」

「その点。茅野はずっーと茅野のままで、いまだにガクラン似合いそうだし？」

　見かけだけではなく、本当に、広海はよくも悪くも変わらない。それが、芳樹には少しだけ苦々しい。

「おまえ……一人暮らし始めてから、性格が悪くなりやがったよな」

　広海はブスリとむくれた。

「そんなことないよ」

　やんわりといなす口調も慣れたものだった。

　広海の地雷がどこにあるのかも、どこまでがセーフゾーンなのかも、どうやったらきっちり迂う回かいルートで丸め込めるのかも、よく知っている。

「いいや。絶対に悪くなった。高校までは、誰が見ても天然のポヤヤンだったくせに」

「……ひどいな」

「何が？」

「そんなこと言ってるの、茅野だけだよ」

「なぁに言ってやがんだよ。こっちに来てからはスカした皮肉は言うし、態度はやたらデカくなるし。女は入れ食いでタラしやがって」

　広海の暴言は止まらない。

　唾つばを飛ばして反論するにはけっこうあれこれと自覚がありすぎて、そこは黙るしかない芳樹だった。

　沈黙は金。──間違ってはいない。

「その上、掌てのひら返したみたいに急に付き合いは悪くなりやがるしさ」

　広海はジロリと芳樹を睨ねめ付けた。

（あ……今のは、けっこう険があったよな。もしかして、バレバレ？）

　芳樹的には、ひっそりと距離を取っていたつもりだったのだが。

「そりゃ、だって、しょうがないよ。いつまでもお子様じゃいられないだろ？」

　声音ひとつ変えずにきっぱりと言い切る。

　大学も三年生ともなれば、それなりにいろいろ……ある。就職活動だって、そろそろ本腰を入れなくてはならなくなる。皆が、それぞれの人生へ進むためのステップ・アップが始まるからだ。いつまでもフラフラしてはいられない。

「別に、俺だって、四六時中べったりツルんでいたいわけじゃねーよ」

　一応は言い訳じみたことを口にしながらも、なにやら心中複雑なのか。

「ただ……。新田は違う大学だし、椎名は高校卒業と同時にあっちの業界の人間になっちまったし。結局、近場にいるのは俺とおまえだけだろ？　なのにさぁ。おまえときたら、ホント……高校時代とはまるっきり別人じゃねーか」

　ブツブツと愚痴る。

　過激な毒舌とは裏腹に、ある種、禁欲的ですらある広海の俺様ぶりは言わずもがなではあるが。そんな広海がごくごく親しい者だけに見せる、コアな素顔。

　ひそやかな優越感がなかったとは言わない。

　……言えない。

　そこは、否定できない。

　当時。芳樹と新田と椎名で『蓮見高校御三家』と呼ばれていた頃、それは揺るぎない絆きずなだったからだ。

（ホント。変わらないよな、茅野。そうやってスネた顔なんか、まんま……だし）

　こうやって久々に顔を突き合わせていると、一瞬、なんの『自覚』も『ケジメ』も必要ではなかった高校時代に舞い戻ったみたいで。つい、錯覚しそうになる。親友と呼ばれるカテゴリーは永遠に不滅なのだと。

（でも、茅野。俺が今、何を考えてるか……それを知ったら、もう二度と、そんな無防備な顔もしてられなくなると思うけど？）

　広海に対するそれが明確な『恋愛感情』だと自覚したのは、いつだったのか。ボーダーラインはずいぶんと曖あい昧まいだった。

　ただの友情から、甘酸っぱい恋情へ。思春期という一過性の熱情に歯止めがかからなくなって、やがて胸を焦がすような執着へと暴走する。自覚があるだけに、笑えない。

　恋愛感情というのは何かしらのきっかけで脳が誤作動を起こす一種の熱病のようなものだと、誰かが言っていたが。いかんせん、そこにはなんのセオリーもシナリオも処しよ方ほう箋せんもない。謂いわば、行き当たりばったりの真剣勝負である。

　しかも。恋愛は重症化しても自己責任であることが絶対的なルールだ。

　恋をするメリットと、デメリット。そんなことを度外視して、理性とは別次元のところでいきなり始まってしまうのが人と人との出会いなのだろう。

　広海と初めて出会った、中学校の入学式。

　──こいつと、絶対、友達になりたい。

　そう思った瞬間から、芳樹は広海に囚とらわれていたのかもしれない。

　今の今、そんな『たら・れば』を持ち出してもなんにもならないが。これから先もずっと、なんの屈託もなく『親友』を演じ続けていられるだけの余裕が今の芳樹にはなかった。

　中学、高校と、誰もが認める『親友』というポジションが息苦しい。きつい。──重い。そう感じてしまうほどに、芳樹は自分の恋情を持て余していた。ほんのりと淡い恋心……などではなかったからだ。そこには、明確な性衝動という枷かせがあった。

　かといって。今更、一か八かの告白をする気にはなれなかった。

　──なんだよ、この臆おく病びよう者め。

　一人ツッコミを入れて自嘲する時期はとうに過ぎてしまった。

　なんと言っても。中・高時代、広海には、同性間恋愛がトラウマもどきになっていると断言できるほどには、その手の噂には事欠かなかったからだ。

　当時は『大物喰ぐいの男タラシ』などと公然と囁ささやかれていた。広海の周囲には派手目立ちするメンバーが揃っていたからだ。

　羨せん望ぼう。嫉しつ妬と。興味本位で垂れ流しにされる噂。やっかみを過ぎた悪意。その他もろもろが渦巻いていたのは否定できない。

【くだらない妄想で噓八百垂れ流しにする奴は溜たまりすぎのド変態】

　罵ば倒とうまじりの宣言に、おもしろおかしくなんの罪悪感もなしに噂を拡散していた連中は内心震え上がったのは言うまでもない。

　だからだ。

　怖いのだ。拒絶されるのが。本音で言って、広海に対する恋情にはしっかりと性欲を自覚していたので。

　だから、ひっそりと静かに、徐々に距離を取ろうと思ったのだ。ただの『友人』と呼べるレベルまで。できるかどうかは別にして。とりあえず、鋭意努力をしてみようと。

　芳樹はそのつもりだったが。案外、ミエミエだったのかもしれない。

　広海は他人の機微にはまるっきり鈍感なのではない。必要か、不要か。それでもって選別しているにすぎない。

　そこらへん、うっかりボロを出さないうちに、芳樹は。

「コーヒー、できたかな」

　タイミングを見計らって立ち上がる。

　そして。ことさらゆっくり、コーヒーを注ぎ分けて戻ってくると。

「茅野はミルクたっぷり、甘く……だっけ？」

　広海を見やった。

「……おぅ」

「違いがわかる男の味覚にはまだまだ……って、感じ？」

「……やっぱ、おまえ。性格悪いじゃねーか」

　露骨に嫌そうに広海が睨にらむ。

　それがあまりにも広海らしくて芳樹は思わず喉のどで笑った。ギスギスした雰囲気での会話は、芳樹の本意ではない。

　なるべく平穏に。

　いつもと変わりなく。

　常識的な範囲で、この場をやり過ごす。気持ち的にはそれに尽きた。

「……で？　なんだったの？」

「ン？　あぁ……西にし谷たにが復活してきたから、その快気祝いだったんだけど」

　コーヒー豆の馨かおりも味も台無しじゃないのか？　というほど、広海がたっぷりミルクと砂糖を入れるのを横目で眺めながら、芳樹は碾ひきたてのコクを味わうようにブラックコーヒーを一口飲んだ。

　ブラック党の芳樹には、ミルクもコーヒーシュガーも必要ではないのだが。一応、切らしたことはない。もちろん、広海のためにである。

　男女を問わず、友人はそれなりに多いがただの『友人』を自室に招き入れることを好まない芳樹にとって、広海だけが特別だった。芳樹に関して、今もって『ハンパないモテ男』というイメージを引きずっているらしい広海がそれに気付いているとも思えないが。

「二次会まで無理やり引っ張られて店を出てきたら、すげー土砂降りだろ？　もう、啞あ然ぜん…って感じ。だったら朝イチまでカラオケで雨宿りしようって誘われたんだけど、さすがにな。そこまで付き合えないって」

（なんだ。俺と疎遠になって寂しい……みたいなこと言ってたくせに、ちゃんと予備の席は確保してあるじゃない）

　毒舌と硬派の鎧プロテクターを取ってしまえばけっこうな人見知りではないかと思われる広海の交遊関係は、それほど広くない。フットワークの軽すぎるアイドル、新田とは大違いである。

　たいがい、広海の友人は同時に芳樹の顔見知りでもあるというパターンで、広くない分の親密度は強い。そういう受け皿があればこそ、ある意味、安心して（？）芳樹も距離を置こうという気にもなったのだが。面と向かってその事実を突きつけられるのは、やはりおもしろくない。たとえ、それが身勝手なエゴだとわかっていてもだ。

　理性と感情は別もの。まさしく、真理である。

「相変わらず、やってるんだ？　ストリート・バスケ」

「おぅ。最初、誘われたときにはあんまりやる気もなかったんだけど。やり出すと、けっこうツボにハマっちまったっていうか。まっ、大地の奴はバカにしくさってるけどな」

　それは、そうだろう。

（大ちゃん。今じゃ、ユニバーシアード選抜のレギュラーだしなぁ。ストリート・バスケなんて、お遊びのパフォーマンス……ぐらいにしか思えないんじゃない？）

　そもそも、広海がバスケに転んだほうが驚きだった。

「今になって言うわけじゃないけど。大ちゃんがあれだけバリバリにやってるから、俺、茅野は絶対バスケにだけは行かないと思ってたよ」

　本格的とストリート・パフォーマンスでは勝負にもならないだろうが、同じバスケという点に限って言えば、けっこうきついプレッシャーだろう。

　もしも芳樹に弟がいて、それが、誰がどこから見ても文句の付けようがないような特出した才能を持っていたとしたら。今更、同じカテゴリーでチャレンジしたいとは思わない。

　小学校の高学年になってサッカーではなくバスケを選んだ大地も、そういうニュアンスのことを言っていたような気がする。実にわかりやすい論理である。兄弟でライバル──というのも善し悪しだろう。

　確かに、広海の運動神経は半端ではなく、なんでも器用にこなすことができるマルチプレーヤー型タイプだが。それでも、ことバスケに関する限り、大地に比べればプロとアマくらいの明確な差がある。

「あぁ……それ、新田にも言われたぜ。茅野ってチャレンジャー……とかなんとか」

「……だろうね」

　新田なら、それくらいのことはサクッと吐きまくりだろう。ほかの連中が口にすれば皮肉にしか聞こえないだろうが、新田の場合は人徳で相殺される。

「周りで他人があれこれ言うほど俺はこだわってないけどな。大地は大地、俺は俺だし」

　内心、芳樹はため息を漏らす。

（そういうセリフを強がりでなくあっさり素で口にできる豪傑は、たぶん茅野だけだって）

　きっと、新田も同じことを思ったに違いない。

　それはそれとして。単なる趣味でもお遊びでも広海が再び何かに打ち込めるモノを見つけたという現実は、芳樹にとっても喜ばしいことではあった。大学に行っても相変わらずサッカー漬けであるかつての相棒──青木も少しだけ肩の荷が下りたのではなかろうか。

「それよりも俺は、おまえが小説家の『センセイ』になっちまったことのほうがよっぽど意外だったけどな」

「ハハハ……。先生なんかじゃないよ」

　思いがけないところで逆襲されて、一瞬、芳樹は焦る。とんだヤブヘビ……だった。

「だって、おまえ。なんとかいう賞を取ってから、スゲーじゃん。どこの本屋に行っても平積みにしてあるしさ」

「たまたま、だよ」

　まさに、ビキナーズ・ラックと言うしかない。正直、芳樹自身がブッたまげであったのだから。

「ベッドでくたばってた間、ずっと暇だったし。何かやってないと、ほら、気が滅入っちゃいそうで」

　本心である。

　人生におけるターニング・ポイントは、ある日、突然やってくる。いや、いきなり予想外のところから降りかかってきた──と言うべきか。

　他人はどうだか知らないが。少なくとも、芳樹の場合はそうだった。

（ホント、何がきっかけになるかなんて、わからないもんだよなぁ）

　もっとも。今だから、そんなふうに言えることであって。当時は、それこそ、自分の人生がそれで終わってしまったかのような衝撃と絶望のどん底だった。

「でも、おまえ、腐らずにちゃんとリハビリやって頑張ってただろ？　それだけでも充分スゴイと思うぞ？」

「うーん……。今だから言うけどさ。実はあの頃、俺、半グレになっちゃってたんだよ」

　半グレ？　いや──どちらかと言えば全グレ。人生にまったく希望が持てなくなっていたのは確かだ。

「え……？」

「俺、本気で狙ってたからなぁ、ハイジャンプで日本代表」

　そうなのだ。あの頃、芳樹はまさに絶好調だった。早く試合に出たくてしょうがなかった。誰にも負ける気がしなかった。

　心身ともに充実して……と言うには多少の語弊はあるが。あの頃は特に広海に対する感情を自分でも持て余していて、それを何かにすり替えてガス抜きをする必要があったのだ。それでハイジャンプの練習にのめり込んでいた。動機の不純さから言えば、まさに『怪我の功名』だったかもしれない。

「選考会でも、けっこういい手応えがあったから。俺自身も、周りの期待も、もうノリノリのイケイケ状態でさ。インタビューにも、それとなく絶好調宣言しちゃったし。それがあの事故で、何もかもいっぺんにダメになっちまっただろ？」

　無免許運転の暴走事故に巻き込まれて、複雑骨折。全治、三ヶ月の重傷だった。

　医者にも。

　家族にも。

　コーチにも。

　果ては見舞いに来た知人にも。

『何人も死人が出るほどの大事故だったのだから、命があるだけでも幸運』

　そんなふうに言われた。

　たぶん、そうなのだろう。そこは、助かったことに素直に感謝するべきだったのかもしれない。たとえ自力では寝返りも打てない悲惨な状況であっても、死んだ者を引き合いに出されて生きているだけで価値があると言われては否定も反論もできない。

　それでも。

「リハビリをいくらシャカリキになって頑張っても、この足じゃあ、もう二度と跳べない……とか思うと、さすがにガックリきちゃってさ」

　ガックリ＝イコール絶望。

　天国から地獄へと真っ逆さま。

　勝ち取れるはずだった栄冠を一瞬にして奪われてしまった現実が、芳樹にはとてつもなく重かった。皆が言うように、命があるだけでも幸運などとはとても思えなかった。

　頑張ってリハビリすれば、必ず歩けるようになる。だが、それでは駄目なのだと思い込んでしまった。跳べない自分にはなんの価値もないように思えた。

　自分がしでかした不始末の果ての結果なら、まだ諦あきらめもついた。しかし……。

　不完全燃焼のまま突然断ち切られてしまった未来が、痛くて。辛くて。心と身体がギシギシと音を立てて軋きしんだ。

「そしたら姉ちゃんが。『デカイ図体していつまでもグズってるんじゃないわよ、鬱うつ陶とうしい。自分が世の中で一番不幸だと思ったら、大間違いなんだからねッ』なんて。おもいっきり、俺の横っ面を撲なぐり飛ばしてくれたわけ」

　あれは……効いた。姉ならではの愛の鞭むち？

「そっか……」

　素っ気なく一言漏らして、広海はコーヒーカップを傾ける。

　そこらへんのドロドロとした葛かつ藤とうをあえて口にするまでもなく、広海なら……広海だからこそ、誰よりも真しん摯しに汲くみ取ってくれるはずだと芳樹は思った。

　中学二年の夏。広海にとっても、人生のターニング・ポイントは確かにあったのだから。

　下手な慰めなど、かえって邪魔になるだけ。どんなに酷い現実でも、それを真摯に受け入れて自分自身が克服する以外に道はない。

　辛いのは、痛いのは、苦しいのは、自分だけじゃない。人生の肩代わりは誰もしてくれないのだ。

　文字通り、それを目の当たりにした過去──あの真夏の出来事を共有したときの経験値があったからこそ、芳樹も立ち直れたのかもしれない。

　広海にできて、自分にできないはずがない。

　いや……。やれることもやらないで、諦めて、なんの努力もせず、不様に人生を投げ捨てて広海に軽けい蔑べつされたくない。

　芳樹にとって『茅野広海』は、そういう意味での指針でもあった。

「まっ、負けグセ付いちゃったら人生終わりだもんな」

　それがかつてのクラスメート、シニカルな皮肉屋と言われた学年首席の口癖であったことを唐突に思い出す。

　逆境は己を磨く研磨剤。確かにその通りなのだろう。ガシガシ削られて磨り減っていくか、切れ味を増すか。すべては自分次第なのだ。

「とりあえず、リハビリを頑張ってちゃんと歩けるようにもなったし。だったら、もう、それはそれでいいかなって」

　歩けるようにはなったが、さすがに元通りにはならなかった。いまだに足は引きずりぎみである。けれど、上を見たらキリがない。きちんと現状に向き合うことも大切なことだと言われた。

　そういうこともあって、身体だけではなく心のリハビリも兼ねて毎日日記を書くようになったのだ。今の自分にできること、できないこと。頑張りも、愚痴も、弱音も、素直に吐き出せる手段が書くことだったからだ。

　その体験談を元にして小説を書いてみようという気になったのは、姉の勧めでもあった。

　──どうせヒマなんでしょ？　だったらチャレンジしてみなさいよ。思いがけない才能が埋もれてるかもよ？

　あえてフィクションにしたのは、やはり多少の抵抗があったのと気恥ずかしさからだった。当然、ペンネームも使ったし。

　言ってみれば、闘病生活における自分なりの集大成だった。それが思いがけなく大賞を取って、一番ビックリしたのは芳樹自身だった。それでまたもや人生が一変したわけではないが、ハイジャンプとは別口の道が開けたのは幸運だった。

　ともあれ。それっきり、二人の間で言葉は失うせた。

　無言でコーヒーを飲む時間だけがさらさらと流れていく。

　その沈黙が心地いいのか、悪いのか。わからなくなってしまいそうになったとき、広海が言った。

「ンじゃ、もしかして……俺が電話したとき、締め切り間近で修羅場ってたとか？」

「いや……別に、そういうわけでも……ないんだけど」

「悪わりィ」

「だから、違うってば」

「ホントに？」

「うん。まだ、修羅場ってはないよ。行き詰まってるけど」

「……え？」

　その違いがわからないとでも言いたげに、パチクリと広海が目をまばたく。

（ていうか。行き詰まってるのは、俺の気持ちなんだけど）

　こればっかりはどうしようもない。時間が解決してくれるのかどうかも、わからない。リハビリと違って、努力したからと言って必ず報われるわけではないからだ。

「あ……そうだ。忘れるとこだった」

「え？　何を？」

　のっそりと立ち上がった広海は防水加工されてかろうじて水漏れは免れた自分のバッグを取って戻ってくると、中をごそごそと漁あさり、きれいにラッピングされた小さな箱を取り出した。

　そして。芳樹の前に無造作に置いた。

「これ、緒お方がたから預かってきた」

「え…？　緒方って……」

「緒方めぐみ。おまえ、斎さい藤とうゼミで一緒なんじゃねーの？」

（いや、それはわかってるけど……）

　かろうじて顔と名前が一致しているというだけである。それも、やたら馴なれ馴れしくて閉口するタイプの。

　たぶん、自分に自信があるのだろう。その根拠がどこにあるのか、謎だが。あまりお近付きになりたくないので、今のところは予防線を張りまくりであった。

　芳樹にしてみれば。広海と緒方の接点のほうがまるでわからない。

「今日……いや、もう午前一時を過ぎちまったから、昨日、か。おまえ、誕生日だったろ？　プレゼントだってよ」

「はぁぁ？」

「だから、緒方からおまえに。誕生日のプレゼント……だろ？」

　まるっきり要領を得ないその言いざまに、芳樹はおもいっきり眉まゆをひそめる。

「俺が言ってんのは、なんでそれを、茅野が持って来るのかってことだよ」

（おかしいだろ、どう考えても）

「なんか、そこらへんの事情はよくわかんないんだけど、藤田が、緒方から預かってきたらしいんだよ」

　ますます意味がわからない。藤田とは広海を通じての顔見知りというだけで、広海に誘われて何度か居酒屋で飲み食いした覚えはあっても、ただの友人という括りですらない。

　友達の友達はみんな友達──などではない。そこらへんのケジメはきっちりしていた。

「そんで、ホントは藤田がおまえに渡すはずだったんだけど、あいつ、悪酔いして潰つぶれちまって……」

　芳樹は愕がく然ぜんとする。

（なんなんだよ、それはッ）

　フツフツと怒りが込み上げてきた。緒方にも、藤田にも、そして……広海にも。

「じゃあ、もしも藤田が酔よい潰れなきゃ、今ここにいるのは茅野じゃなくて藤田だったかもしれないってこと？」

「ま……そうかもしれないけど。俺は……」

　その瞬間、芳樹は頭のどこかで何かが『プツッ』と切れる音を聞いた。

「じゃ、茅野は、別に俺に逢あいたくてここに来たわけじゃなくて、藤田の代わりに、土砂降りの中をわざわざ緒方のプレゼントの宅配便に来たわけだ？」

　勢いその口調も、ひどく刺々しいものになった。

　さすがに、ムッとしたのか。

「そういう言い方はねーだろ」

　広海の眦まなじりが切れ上がった。

「なら、どういう言い方をすればいいわけ？」

「しょうがねーだろ。藤田がどうしてもおまえに渡してくれって泣きついてきたんだからッ。俺だって、久しぶりにおまえに逢いたかったし。だから……」

「あー、そう。つまり、ことのついで……なわけね？」

　何が不愉快かといえば、その一点に尽きた。芳樹が内心どれだけ葛藤したかも知らないで、平気で宅配もどきになってしまった広海が腹立たしくてならなかった。

「それってさぁ、なんか、俺のことをバカにしてない？　茅野がそこまでノーテンキな考えなしだとは思わなかった」

　そこまで辛しん辣らつな嫌味を言われて広海もキレる。

「俺、帰るッ」

　憤然と広海が立ち上がっても、芳樹は顔色ひとつ変えなかった。

「何、言ってんの。服は洗濯機の中だよ。乾燥までセットしておいたから、あと三時間はグルグル回ってるだけに決まってんじゃない。素っ裸で帰る気？」

「なら、おまえの服を貸せッ。それ着て、帰る」

「イヤだよ。ただの宅配便の兄ちゃんに、なんで、俺が、わざわざ服を貸さなきゃならないわけ？」

　いっそ冷淡に言い切ると、広海はキリキリと下唇を嚙かんだ。

　広海が睨にらむ。

　広海が唸うなる。

　握りしめた拳こぶしが怒りでプルプル震えている。

　さすがに、芳樹も言いすぎたかと思い。

「ねぇ、茅野」

　煮えたぎった自分の頭も冷やすべく、小さくため息を落とした。

「俺はこんな土砂降りの中、茅野がわざわざ俺のとこまで来てくれたと思ったから、部屋に入れたんだよ。たとえ、それが終電に乗り遅れてビジネスホテル代わりにされても、茅野だからそれを許したんだよ。わかってんの？」

「……わかってるよ」

　まばたきもせずに広海が言った。強こわいだけのトーンで。

「……噓ばっかり」

「わかってるって、言ってんだろッ」

　脊せき髄ずい反射のように広海は声を荒らげた。

「わかってないよ、茅野は。俺の気持ちなんか、ぜんぜん、何もわかってない」

　フツフツと滾たぎり上がるモノは収まるどころか、言葉を重ねることでトグロを巻き、低温火傷やけどをしそうな怒りへとすり替わっていった。

「おまえに逢いたかったのは噓じゃねーよ」

　きっぱりと言い切って。

「だけど、最近のおまえは、なんだかんだ理由をこじつけて俺を避けてるようだったし」

　少しだけ声のトーンがザラついた。

「なんだ……。それくらいはわかってるんだ？」

「俺は、そこまで鈍くねーよ」

（どうだか……）

　内心、どんよりとため息を漏らす。

（ホントにわかってるのなら、こんな時間に、バスローブ一枚で俺の目の前をチラチラするようなマネはしないと思うけど？　もしも、これが女だったら。『どうぞ、好きに食っちゃってください』の据すえ膳ぜん状態だってこと、わかってないだろ。茅野）

　甘いんだよ。

　温ぬるいんだよ。

　鈍感なんだよ。

　危機管理がまったくなってないんだよ。

　芳樹の気分はどんどんささくれていく。

「だけど。なんでそうなってんのか、俺にはまるでわかんないから……けっこう苛いらついて」

（言えるもんなら、さっさと告コクってるよ）

　苛ついているのは、むしろ自分のほうだ。こんなことは予定になかった。

「理由を聞こうにも、おまえ、なんだかんだ理由をつけて逢ってもくれねーだろうがッ」

（ダメだって言っても、平気で押しかけてきてるじゃない）

　ほら、またループしてしまう。そもそも、会話が嚙み合っていないからだ。

　芳樹と広海では、そもそも怒りの出どころからして違う。嚙み合う以前の問題だった。芳樹は自覚しているが、広海がそうだとは思えない。

「電話だって、いつも、さっさと切っちまいやがるし」

（それは……茅野の声を聴いちゃうと変にムラムラしてきて、ぜんぜん仕事にならないからだよ）

　本音がだだ漏れる。

　だからといって、他所よそで発散しようという気にもならなかった。それができるくらいなら、話はもっと、ずっと単純だった。

　誰にも言えない心の在り処。だからこそ、こんなにも悶もん々もんとしているのだ。

「だから、終電に乗り遅れたって言えば、もしかしたら泊めてもらえるかなぁ……と思って。そしたら、おまえと腹を割って話せるんじゃないかって」

　そのとき。芳樹の中で『ガコン』と、自制心のストッパーが外れる音がした。

　乾いた唇を舌で舐なめて、踏んぎりを付ける。

「俺が茅野を避けてる理由……知りたい？」

「当然だろ。なんだ？　言えよ」

　もう、どうにでもなれ。そんな、自暴自棄ヤケクソまじりだったわけではない。

　広海と自分の間にはどうにも埋めがたい温度差があるのだと思ったら、じっと腰を落ち着けていられなかったのだ。

（いいの？　ホントに？　後悔したって知らないよ？）

　内心の問いかけは、広海へ向けてと言うよりはむしろ自分への最さい後ご通つう牒ちようにも等しかった。

　ゆったりと立ち上がって、広海のほうへと歩み寄る。

　ほんの間近で見つめ合う、目と目。だが、視線で語り合うには決定的に足りないものがあった。

　芳樹にはあって、広海にはないもの。

　執着の熱度。

　こじれたジレンマ。

　覚悟のその先。

　言葉もなく凝視される居心地悪さに焦れて身じろいだのは、広海だった。

「なんだよ？　言いたいことがあるならちゃんと言えよ。黙ってちゃ、わかんねーよッ」

　声を張り上げて威嚇する。虚勢ではなく、あくまで威嚇。芳樹が相手であろうが、無駄にブレないのがいかにも広海らしかった。

「茅野。俺、欲しいものがあるんだ」

「欲しいもの？　何？」

「誕生日プレゼント」

　とたん。広海の双そう眸ぼうがスッと細まった。

「そうやって、俺をからかってんのか？」

「からかってなんか、ないよ。プレゼントなら、どうでもいい緒方なんかじゃなくて、俺は茅野からもらいたい」

　本音も本音。本心から、それを熱望する。

「なんも持って来てねーよ。藤田に言われるまでおまえの誕生日だなんて、すっかり……まるっきり忘れてたんだから」

（知ってる。茅野ってば、そういうことにはまるっきり関心ないもんね）

　イベント好きなのは、別に女子の特権などではない。モテ男の条件のひとつには、そういう記念日にはマメであることが挙げられている。

　当然、下心という打算がある。

　突き詰めて言ってしまえば、純粋な好意などないに等しい。物事にはすべからく理由が存在するからだ。情動とは、大なり小なり希求することだからだ。

　興味も関心もない女から誕生日プレゼントなどもらいたくもないが、芳樹には喉のどから手が出るほどに欲しい物はあった。もうずっと、それは手に入らないものだと諦あきらめていただけで。

「持ってるよ。茅野は、俺の一番欲しいモノ……ちゃんと持ってる」

「おまえの、一番欲しい物？」

　訝いぶかしげに、広海が目を眇すがめた。

「もらって……いい？」

「だから、な……」

　最後まで言わせず、芳樹はいきなり広海を抱きしめて唇を奪った。

　突然のキスに、広海が見事に固まる。

　人間というのは、理解の範はん疇ちゆう外のことに出くわすと、瞬間、頭の中が真っ白になってフリーズしてしまうのだろう。芳樹はそこに、おもいっきり付け込んだ。

　呆ぼう然ぜん絶句状態の広海を更に強く抱きしめ、うっすらと半開きだった唇を無理やり舌でこじ開けてディープなキスを貪むさぼった。

　すると。広海は。停止した思考回路にいきなりスイッチが入ったかのようにヒクリと身体を強ばらせると、猛然ともがきまくった。

　それは当然予想されたことでもあったので、芳樹は別段焦りもしなかった。

　懸命に肘ひじを張って、広海が芳樹の束縛から逃れようと足搔あがく。

（今更遅いよ、茅野）

　一見、スレンダーな美猫。中身はメチャクチャ男前な虎だけど。

　──あれって詐欺だろ。

　──反則だよな。

　──ギャップが激しすぎだろ。

　中学時代からずっとそう言われ続けてきた。サッカーをやめてから帰宅部になった広海と、県のハイジャンプのレコード・ホルダーだった芳樹の体格差は歴然としていた。芳樹が事故で引退を余儀なくされた今でも、それは変わらない。

　広海がスト・バスにのめり込んでいたとき、リハビリ後の芳樹も筋力を落とさないように毎週ジムに通い続けていたからだ。

（ここまで来たら、俺だってもう後には引けないんだから）

　芳樹が本気でその気になれば、いつでも力まかせに広海を腕の中に抱き込むことができた。

　そういう衝動に駆られるのが怖くて、広海と距離を置こうとしていたのだ。広海はそれを知らない。考えたこともないだろう。親友である芳樹がそういう目で広海を見ていたことなど。

　もしかしたら、新田と椎名は気付いていたかもしれないが、それを態度に出すようなことはなかった。

　だが、もう遅い。雁がん字じ搦がらめに芳樹を縛り付けていた鎖はすでにブチ切れてしまった。

　角度を変え、深々と唇を貪ることで広海の抵抗をねじ伏せる。抱き込んで組み伏せる。

　もがき疲れてすっかり息の上がってしまった広海の舌を絡めて好きなように貪り尽くして、ようやく唇を外した。

　その頃にはもう、広海の足も腰もガクガクだった。変な話、芳樹の腕で拘束されていなければ、そのままズルズルとへたり込んでいたかもしれない。

　それでも、ハグハグと胸を喘あえがせて。

「てめ……こばや…しッ。じょ…だん……やめ…ろッ」

　声を荒らげる。

　本人は怒鳴っているつもりなのかもしれないが、なんの威力もない。むしろ、驚きよう愕がくと衝撃のダブルパンチで声のトーンが見事に揺らいでいた。

　歯止めの切れた芳樹にはもう何も怖いものなどなかった。

「冗談？　ひどいな、茅野。ただのジョークで男とキスなんかできないよ」

　悪質なブラック・ジョークで済ますつもりなど、さらさらないのだ。

　開き直った余裕さえ滲にじませて芳樹がそれを言うと、広海は唇を痙ひきつらせてしまった。言いたいことは山ほどあるが、何を、どう言えばいいのか……わからない。そんな感じだった。

　芳樹はショックの冷めやらぬ広海の首筋に顔を埋め、その耳元でうっとりと囁ささやく。

「……いい匂いがする。いつも使ってるボディーソープなのに、なんでかな。茅野の匂いだと思うと、すっごく……そそられる」

　広海は、ボッと火が点いたように耳の先まで真っ赤になった。

　それを誤魔化すように、芳樹の背中をボスボス殴ってガシガシ搔かき毟むしった。

　それでも、芳樹は余裕だった。

「痛いよ、茅野」

「は…離れ、ろぉぉッ」

「イヤだよ。せっかくの誕生日プレゼントなんだから、もっと……じっくり味わわないと。まだキスしただけじゃないか」

　そう。お楽しみはこれからだ。キスだけで終わりにする気などないのだから。

「なぁ…に、が、プレゼント……だッ。ふざけやがっ…てぇぇ」

　憤激まじりに、密着したままの足で容赦なく芳樹を蹴けり付ける。

「…いっ…たぁぁ……。足癖悪いよ、茅野。いくら昔はサッカーをやってたからって、蹴りはないだろ？」

「うる…せーッ……。どけ…ッ……放、せッ…」

「ホントにジャジャ馬なんだから、もう。そんなに暴れると捲めくれちゃうよ？　バスローブ。下……パンツも穿はいてないスッポンポンなのに、丸見えになっちゃってもいいの？」

　駄目押しのように囁くと、広海はギョッとしたように硬直した。怒りと衝撃で、そんなことなどすっかり忘れていたのが丸わかりだった。

　その隙に、すかさず広海の右手を摑つかんで捻ひねり上げる。

「…つッ…うぅぅ………」

「おとなしくしないからだよ。俺だって、手荒なことはしたくないんだから」

　そのまま、広海を引き摺ずるようにベッド・ルームへ向かう芳樹の足取りにはなんの迷いもなかった。

「…ッた…いッ。こばや…し、痛いッ。放せって。ど…こにッ……」

「どこって、ベッドに決まってるだろ？　セックスするんだから」

「……なッ！」

　ヒクリと、広海の声が裏返った。

　ベッド・ルームのドアを片手で乱暴に開ける。その瞬間、広海は金縛りにでもなったように棒立ちになった。

　それすら構わず、強引に引き摺り込んで。密着したまま広海をベッドに押し倒した。

　二人分の重みでスプリングが派手に軋きしむ。捲れ上がったバスローブの裾すそから覗のぞく広海の太ふと股ももがひどく扇情的だった。

　両手を拘束されてベッドに押しつけられたままの広海は、もはや身動きも取れない。その焦りでギリギリと奥歯を軋らせた。

「…い…ま……なら。今なら、ジョークで、済ませてやる」

「だから、冗談じゃないって言ってるのに。あきらめ悪いなぁ、茅野。誕生日プレゼントなんだから、おとなしく喰くわれろよ」

「バッ…カ……やろぉ………。誰がッ……」

「ふーん……。ここまで来ても、まだ、そんな口が叩たたけるんだ？」

　諦めが悪いというより、こんな状態に陥ってもあくまでも自分を曲げない広海があまりに広海らしくて。思わず笑えてくるというよりも、次第にサディスティックな気分になってくる。

　力で屈伏させて嬲なぶる。

　じわじわといたぶる。

　好き勝手に弄もてあそぶ。

　そんなことまで望んでいるわけではないのに、強情なだけの広海を見ていると、なんだかわけのわからない感情までもがゾロリと鎌首をもたげてきそうだった。

　広海の頰に顔を寄せて、

「じゃあ、さ」

　ねっとりと囁く。

「このまま力ずくでやられるのと……気持ちいいセックスと。……どっちがいい？　茅野に好きなほうを選ばせてあげるよ」

　広海は露骨に身体を竦すくませる。

「マジ……か？　おまえ……そんな、こと……マジで、言ってんのか？」

　見開かれた双そう眸ぼうがショックでヒリついている。

　それが、芳樹の中で芽生えた密ひそやかな嗜し虐ぎやく性を刺激した。

「茅野は知らないだろうけど。俺……頭の中じゃ、もう何回も茅野を裸に剝むいて好きなように弄いじくり回して抜いてるしね」

「な…んで……」

　投げつける言葉がどれほどの衝撃をもって広海を傷つけているのかを知りながら、それでも芳樹の口は止まらなかった。──やめられなかった。

　自虐？

　……違う。鬱うつ屈くつしたものが込み上げてきて本音がだだ漏れているだけだ。苦々しいとか辛いとか自じ嘲ちようするとか、そんなことよりも妙に頭の芯しんが冷めていた。

「ビックリした？　俺があんまり変態なんで……声も出ない？　悪いな、茅野。これがホントの俺なんだよ」

　痙る唇を広海がぎくしゃくと嚙かみ締しめる。

　そして。束の間の沈黙を破って吐き出された声は弱々しいほどに掠かすれていた。

「ダメ……なのか？」

「ダメって、何が？」

「笑って、怒って、適当にバカやって……ど突き合って。そんな、ごく普通の……親友のままじゃダメ……なのか？」

　芳樹を見やる眼差しは哀願しているようにも見えた。

　だから。いっそきっぱりと引導を渡してやる。

「ダメなんだよ、茅野。親友どころか、もう、ただの友達にも戻れないんだって。だって、俺……茅野に発情するんだよ？　キスして、抱きしめて、身体中舐なめ回してセックスしたいんだから」

　セックスしたいだけ、なのではない。本当は気持ちが先に欲しかった。

　ちゃんと時間を選んで、場をセッティングして、精一杯心を込めて……。けれども。好きだと告白する前にいきなりボーダーラインを踏み越えてしまった以上、今更、何を言っても白々しいだけのような気がした。

　バスローブの紐ひもに手をかけると、広海がこれ以上はないというくらいに身体を竦ませた。

「バッ…カ、ヤロ……こんな……こんなこと、すんなっ、てッ……。小林ィィ……」

　じたばたと足搔あがく広海の声が震えて、裏返る。　>>>♥

　初めて聞く。広海の、こんなにも切羽詰まった弱々しい声は。

　それでも、芳樹は止まらなかった。

（ゴメン、茅野。だけど、俺、もう……ダメなんだって。茅野のことズルズル引き摺ったままじゃ頭弾けそうでさ。だから、茅野が俺のことを切り捨てて。俺のこと、恨んでいいから。おもいっきり憎んでいいから。茅野が俺を見捨ててくれよッ）

　自分でも持て余すほどの、劣情。

　抑えても抑えても、込み上げてくる想い。

　溢あふれ出てくる──熱情。

〈小林ってさぁ、興味のある奴以外は誰に対しても一律平等なんだな。熱くもならないし、冷たくもならない。無関心の優しさってやつ？　そういうとこ、徹底したブレのなさだよな〉

　けっこう失礼な台詞せりふを平然と吐きまくってくれたのはかつてのクラスメートである堤だが、感情の沸点がピンポイントで直撃する自覚はあっても、まさか、ここまで執着心がメラメラになってしまうとは思ってもみなかった。

　だから、静かに距離を置いて徐々に昇華しようと思った。

　なのに。思いもかけない一瞬の激情が、すべてを引き裂いてしまった。

　みっともない言い訳だ。そんなこと、不様な自己欺ぎ瞞まんにすぎない。けれど、引き返せないのならこのまま突き進むしかない。

　もがく広海に覆い被さるように、深く組み敷く。

「こ…ばやしッ……小林ッ。てめ……正気に戻りやがれぇぇッ」

　上擦った声を振り絞って気丈に睨にらみ付けてくる広海に、芳樹は口の端をほんの少しだけ吊つり上げた。

　そんな芳樹の顔を見て、もう何を言ってもムダだと観念したのか。一転、広海は真一文字に唇を食いしばった。

　その唇を軽く啄ついばむようにキスをする。

　だが。広海の唇は頑ななままで、わずかに綻ほころびもしなかった。

「茅野。そんなに唇を食いしばったままじゃあ、切れちゃうよ？　もっと色っぽく俺を誘ってくれなきゃ、優しくできないんだけど？」

　ぎらつく広海の目は唇よりも雄弁に罵ば倒とうする。

　──バカヤローッ。

　──好き勝手にほざいてんじゃねーッ。

　──いっぺん死んで来いッ。

　もしかしたら、広海はまだ高を括っているのかもしれない。甘く見ているのかもしれない。芳樹の覚悟のほどを。

「まぁ、茅野らしいって言えば茅野らしいんだけど」

　知っている。理不尽なことには決して屈しない。それが『茅野広海』という男だった。そんな広海のプライドの在り方を、芳樹はよく知っている。

　けれど。広海は知らない。これまでの信頼関係をドブに投げ捨てても広海が欲しいという芳樹の劣情の根深さを。

（でも、こんなふうに露骨に嫌がってる茅野を見てると、なんか……変なふうにそそられるっていうか。だんだん凶悪な気分になって、ますます泣かせてみたくなるんだってこと……わかってないんだろうなぁ）

　広海の強情なプライドを蹴けり潰つぶして、おもうさま泣かせてみたい。

　それは屈折した暗い欲望だった。自暴自棄とは違うエゴな情欲だった。

「茅野。口、開けて。茅野、聞いてる？」

（そんな強情に片意地張ってると痛い目見ちゃうよ、茅野。俺はもう、何があっても譲る気はないんだから）

　身体をわずかにずらして、芳樹は広海の指をつかんで捩ねじる。

「…つッ…ぅぅ……」

　広海が呻うめく。

「痛いだろ？　茅野。指の関節ってさ、ちょっとキメてヒネってやるだけで、ビリビリくるんだよね。俺、リハビリやってるときにけっこう泣かされたから。おかげで関節技に詳しくなっちゃったよ」

「…いッ…つぅぅぅ……。はな…せッ……こばや…しッ。痛…いッ」

　広海が顔を歪ゆがめる。一度声が漏れてしまったら、あとはなし崩しになる。もう、声を嚙んで殺すこともできなくなる。

「もう一度、キスから始めようよ、茅野」

　指の関節をキメたまま、毒のある甘さで芳樹が囁ささやく。

「でも、嚙み付いたりしないでね？　いい？　でないと、お仕置きだよ？」

　呻くだけの広海の下肢に強引に足を絡ませて、膝ひざを割る。

　身じろぎもできないほどにガッチリ組み敷いて、芳樹は更に囁いた。

「わかったら、口開けて、舌……出して。茅野、舌だよ」

　顔をしかめたままの苦しげな広海の息遣いを無視して、芳樹は指に力を込める。

「あッ…いぃぃぃッ」

　一声、痙ひきつった声を放って。広海は眉み間けんを歪めたまま、やがて観念したように食いしばった唇を開きおずおずと舌を差し出した。

「そう……もっと」

　震える舌を自らの舌で搦からめ捕とって、おもうさまキスを貪むさぼる。

　角度を変え、深く、きつく……。

　吸って。

　舐ねぶって。

　甘あま咬がみ、する。

　……歯肉を。

　……粘膜を。

　……舌先を。

　ディープなキスに翻ほん弄ろうされてドクドクと異様に跳ねる広海の鼓動すらもが、芳樹の快感を煽あおる。

（スゲー……気持ちいい。好きで好きでたまらない子とキスするのって……こんなに気持ちがいいんだ？）

　気持ちいいからもっとしたくなる。それしか考えられなくなる。夢中になる。貪どん欲よくになる。身体が芯しんから熱くなる。

　好きなように、好きなだけ貪って唇を外す。それだけで、広海は息も絶え絶えに胸を大きく喘あえがせている。

　そんな広海の耳たぶをねっとり舐め上げて、クスリと芳樹が笑う。

「茅野……勃たってる」

　認めたくないことをわざわざ指摘されて、羞しゆう恥ちで頭が煮えたぎったのか。ギュッと眉間を寄せて、広海はギリと奥歯を嚙かんだ。

　男の生理は単純明快だ。刺激されれば勃ぼつ起きする。ある意味、健全であることの証あかしのようなものだ。

　感情よりも生殖本能に支配されるという点においては、人間だって野生動物と同じなのだろう。

　理性は快感に跪ひざまずく。自制は本能に負ける。簡単な論理だ。

「俺のキスで……感じちゃった？」

　だから、言葉で嬲なぶる。

「俺も、スゴく気持ちよかった。だから……嬉うれしい。茅野がちゃんと感じてくれて」

　もうどこにも逃げ場はないのだと、広海に突きつける。

　身体は快感を素直に受け入れている。たとえ、きっかけが強引に仕掛けられたキスだったとしても、結果はそういうことだ。

「俺とキスして気持ちよかったから、茅野のコレ……こんなになってるんだよね？」

　厳然たる事実を知らしめるように、その証を握り込む。反論も言い訳もできないように刷り込む。

　罪悪感？

　そんなものはクソ食らえ──だった。

「ヒ…やッ……」

　羞恥に身み悶もだえて、ヒクリと、広海の喉のどが反り返った。

（う…わぁぁ……。耳の先まで真っ赤っかの茅野なんて、初めて見ちゃったよ。普段の茅野が茅野だから、こういうのって、なんか……凶悪的に可愛いよな）

　毒舌硬派な外見とは裏腹に、出会ったときから今まで、広海の本質的な可愛らしさ（…本人は絶対に認めないだろうが）は変わってはいない。だが、それを上回る予想外の媚び態たいに煽られて、芳樹は思わず生なま唾つばを吞のみ込んだ。

　ディープなキスで感じて勃起する。脳を刺激する快感センサーとはそういうものだろう。硬くなったものを撫なでただけで羞しゆう恥ち心しんが沸騰する。だったら、もっと深いところで繫つながりあって広海が絶頂を極めたときの顔つきは……いったい、どんなふうになるのだろう。

　それを思い描きながら、握り込んだものを愛しげにゆったりと撫で上げた。

「このままイっちゃっていいから」

　ひどく優しげにそれを言うと、広海の顔が泣きそうに歪んだ。

（だから、そんな顔しちゃダメだって。俺を付け上がらせるだけなんだから）

　本当に、そう思う。

　こんな広海は知らない。知らないから、もっと別の顔まで暴いてみたくなる。

　剝むき出しの。生ナマの。快感に身を捩って感じまくる広海が見てみたい。それはもはや願望ではなく情欲の極致だった。

「こばや…しッ。も……やめッ……」

「今やめたら、茅野が困るだろぉ？」

　指で、掌てのひらで、広海の形をなぞるように何度も撫でて。

「俺にキスされただけで、もう……こんなになってるんだから」

　ときおり柔らかなタマごと握り込んで、広海を黙らせる。

「ちゃんと、出してやらなくっちゃ。……ね？」

　うっ……と、言葉を吞んで。広海が小さく呻く。

　そのまま、軽く扱しごいてやると。

「…ぁ…んッ……」

　広海の鼓動がバクンと跳ねた。

「気持ち……いい？」

　喘ぎを嚙み殺しきれずに漏れる吐息が、わずかに震える。

「気持ちいいだろ？」

　どこまでも甘い毒を注ぎ。

「だって、ほら、すごく硬くなってる」

　広海の羞恥心を搔かき毟むしる。

　いまだかつて他人のものを触ったこともなければ、あけすけにオナニー談義を交わしたこともない。

　それでも。同じ男なのだから、快感の深さに個人差はあっても、自分がして気持ちいいと感じるところは変わりないだろう。芳樹はゆったりと指でなぞってはきつく揉もみ込み、強弱をつけて広海をしごき上げた。

「…ッ…ぁ…ぁぁ……ん…んッ……」

　途切れ途切れに零こぼれる声が。

　吐息の熱さが。

　バクバクと逸はやる鼓動が。

　広海が感じているだろう快感のすべてが余すところなく、ダイレクトに伝わってくる。広海の愉悦を引き出し、コントロールしているということに歪んだ優越感すら覚えた。

「先走りで濡ぬれてきた……ほら」

　硬く芯が通るほどに反り返った蜜みつ口ぐちの熟れ具合を確かめるように、親指の腹で擦る。

　とたん。

「…ぃッ、あぁぁぁッ」

　芳樹の身体の下で、広海の下肢が跳ねた。

「我慢しなくて、いいから」

　耳たぶを軽く嚙んで。

「ほら……イっちゃいな」

　甘く唆そそのかす。

　先走りの精液でトロトロになったものをきつく扱いて。

「茅野が俺の手の中でイくとこ……見せて」

　快感に過敏になっているだろう蜜口に爪を立てて粘膜を擦る。

「…く…ぅぅぅ………」

　広海の鼓動はしなる身体とともに一気に弾けた。

　その瞬間の、なんとも言いがたい媚態に煽られて、芳樹は乾いた唇を何度も舌で舐なめた。

　スゴイ。

　なんか……。

　マジで下半身直撃…………。

（茅野って、なんでこんなにエロいわけ？）

　普段のストイックな顔の下に、こんな艶つや気けまでもが潜んでいるとは思いもしなかった。

　外見は美猫で、中身は虎。広海を語るのにそれは外せないキーワードであったが、最深部にはとんでもない隠し球が潜んでいた。

　吐息の荒さとともに、広海の身体が静かに弛し緩かんしていく。

　ボーッと上気した広海の頰の赤みが。半開きになった唇から覗のぞく舌の震えが。閉じられた瞼まぶたのピクピクとした痙ひきつれが。芳樹の情欲を、これでもかというほどに搔き立てる。

（ヤバイよ。俺、余裕なくなってきそう）

　逸る鼓動を抑えきれずに手早く服を脱ぎ捨てると。芳樹は、いまだに息が整わない広海にゆったりと被さった。

　瞬間。広海はギョッと双そう眸ぼうを見開いた。

　密着した下肢に芳樹の昂たかぶりを感じて、半ば無意識に逃げを打つ。

「ダメだよ、茅野。逃がさないってば」

「お…い……。こ…ばやし……おまえ、マジ……かよ？」

　怯おびえを含んだ掠かすれ声が広海の口からこぼれる。

　組み敷かれた束縛から必死で逃れようとしても思ったように力が入らないのか、その抵抗は弱々しくて脆もろい。

「ホントは、ローションか何かでほぐした方がいいんだろうけど」

　あの広海を見てしまったあとでは、正直、そこまでの余裕がない。

「小林……マジで、か…かんべん……しろってぇぇ。小林ぃぃ」

「イヤだよ。これを逃したら、茅野とやれるチャンスなんか永久に回って来ないんだろ？　それに……俺、もう止まんないし」

　広海の足首をつかんで股こ間かんをこじ開けた芳樹は、広海が放った精液の残ざん滓しを指で掬すくい取って最さい奥おうに指を突き立てて暴く。

「…ヒッ。…や…め、ろ……。よ…せッ……」

　密着した広海の身体が瞬時に鳥肌立つ。

　悪寒で？

　嫌悪で？

　脅えで？

　それすらもが欲情の呼び水になった。

（ゴメン、茅野。ホントは、茅野のここがトロトロに蕩とろけるまでじっくりほぐしてやろうと思ったんだけど。俺、もう……そんな余裕なくなっちゃったよ。だから、ゴメンッ）

「…ったいッ……痛いぃぃッ」

　後孔を乱暴にまさぐられて、広海が悲鳴を上げる。

「ヤッ…だ。抜け……小林ッ。……やめッ……。…つっぅぅッ……」

　強ばりついた広海の身体をあやす余裕もなく、芳樹は、後こう蕾らいに自分の猛ったものをあてがうと、そのまま一気に突き入れた。

　とたん。息を吞んで歯を食いしばった広海の口から、

「ぐ……うっ…あぁぁぁッッ！」

　悲鳴ともつかぬ絶叫が上がった。




　　　　◆◇◆




　そのとき。

　芳樹は。

「……ッ！」

　耳元で誰かの悲鳴が聞こえたような気がして、いきなり飛び起きた。

　ガンガンとこめかみを蹴けりつける、血の滾たぎり。ドキドキと早鐘のように鳴り響く胸の鼓動が止まらない。

　何？

　──なに？

　────ナニ？

　ドキドキがバクバクになり、ドックンドックンと拍動する。

「あ…れ？」

　何かが……違う。

　ナニが？

　どこが？

　どんよりと暗い部屋をぐるりと見回して、思わず首を傾げる。

（……俺の部屋？）

　じっくりと目を凝らしても、ここは確かに見慣れた自分の部屋だった。おかしいところは、何もない。

　なのに。

　なぜか。

　違和感がハンパない。

　え……？

　……なんで？

　どういうこと？

「ゆ…め？……」

　妙に喉のどに絡んだような掠れ声で、漏らす。

「──マジで？」

　とたん。芳樹はどっと脱力した。

「はぁぁぁ………夢…かぁ」

　だが。いまだに身体のどこかで、なんとも形容しがたいリアルな感触が残っているような気がして、ゴクリと生なま唾つばを吞のみ込む。

「……て、いうか。なん…で、茅野？」

　それを口に出した。

　……とたん。

（うっ…わぁぁぁぁ………。なん…なんだよぉ、あれぇぇッ）

　自分がとんでもない『夢』を見ていたことを思い出して。──パニくる。

　夢なんて、いつもなら残像も残らないのに、今日に限って記憶鮮明。

　どういう羞しゆう恥ちプレイだ？……というか。

　あれ、とか。

　それ、とか。

　これ、とか。

　思い出すだけで冷や汗が背中を伝い流れて、顔面が硬直した。

（なんちゅう夢を見るんだ、俺。あんなん……まるっきりの変態じゃないかよぉ）

　ドＳ丸出しの変態だ。

　違う。ド変態、だ。

　その言葉だけがグルグルと目の裏を廻めぐり、ガシガシと、容赦なく脳のう味み噌そをシェイクした。

（よりにもよって、なんで、茅野？）

　それを思うと。ザーッと血の気が失うせ、顔面が真っ青になる。

　そのとき。股間に違和感を覚えて。

「……え？」

　蒲ふ団とんを剝はぎ取る。

　そして。それが、何なのかを知って……。

「ゲェ[image: ～][image: ～]ッ。茅野をオカズにして夢精……なんて。マジ、サイテーぇぇ……」

　二度と立ち上がれないほどのショックに、芳樹は頭を抱えた。







「はぁぁぁ………」

　ため息が止まらない。

　早朝の日曜日。

　まだ六時も回っていない時間に一人でこそこそと洗濯機を回すやるせなさは格別だった。

「なんか……。久々のドツボ…って、感じ」

　独り言も乾ききってひび割れていた。

　どんな赤っ恥を曝さらそうが寝言に責任は持てない……とはよく聞くが。

（あれは、ないだろうぉ？）

　いくら夢だからって好き勝手にやっていい……とは限らない。

　──と、思う。ましてや、その相手が一番の親友であるならば。なおさらに。

【夢は、現実に於おける欲求不満が見せる願望】

　一節には、そうも言われているらしい。

　あんな……あんな変態チックな夢が、自分の隠された願望だとでも？

　違うッ。

　違うッ！

　絶対に違う。

　あんな俺は、俺じゃな[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]いッ！

（しばらく立ち直れそうにないぞ、俺。明日あしたっから、いったいどういう顔で茅野と昼飯を食えばいいんだぁ？）

　マズくない？

　……どころか、思いっきりヤバイだろ。

　芳樹は頭を抱えてその場にズルズルへたり込みそうになる。

　そのとき。

　階段を下りてくる足音がした。

「芳樹……あんた、こんなに朝早く、何やってんの？」

　洗面所でばったり、姉の真ま尋ひろに出くわして。

「へ？　あ…っと……。あ…そのぉ……洗濯？」

　芳樹は思いっきりしどろもどろになる。

「洗濯ぅ？　あんたが？」

　おもいっきり疑わしそうな、真尋の視線が痛い。

「あ……ウン。泥どろ塗まみれのジャージ……その、サブバッグの中に、突っ込んだまま、だったもんだから……」

　つい、視線がフラフラと泳ぐ。いかにも挙動不審である。

「ふーん……」

「な……なに？」

「溜ため込んだものは、ジャージでもなんでも吐き出してしまわないとねぇ。まっ、せいぜい鼻血吹かないように、頑張れ、少年」

　何もかも見透かされているかのような真尋の言葉に、芳樹は一瞬で羞恥を噴き上げた。

「ね……ねーちゃんッ！」

　思わず声も裏返って。

　すると。芳樹をパニックのドツボに蹴り落としたまま、真尋は、

「いやぁ……青春よねぇ」

　鼻歌まじりにヒラヒラと手を振って、そのままキッチンへと消えて行った。

























　夏である。

　七月に入ってからは、じめじめした長雨の反動でもあるかのように気温もぐんぐん上昇中であった。

　そんなある日の、蓮見高校の昼休み。

　見上げれば、青く澄みきった空はただひたすら眩まぶしい。在るがままに、なんの曇りもなく、すべてを吞み込んでなお青々として、校舎を取り巻く木々の緑とのコントラストに陽光の煌きらめきが映えていた。

　もちろん。聞いているだけでどっと汗が噴き出てくるような蟬の大合唱も、空の青さに負けてはいなかったが。

　ウザイ。

　暑苦しい。

　ダレる。

　真夏の風物詩であっても、夜空を彩る花火は綺き麗れいで見飽きることがないのに、真昼の蟬の大合唱には本当にうんざりしてしまう。

　太陽が容赦なく照りつけて体感温度が一気に跳ね上がる、真夏日。誰もがわずかな涼を求めて校舎の中に引きこもる中。

　いつものように。テニスコート脇の木陰で車座になり、いつものメンバーで弁当を広げるランチ・タイム。

　なにげない日常の一コマというには、ずいぶんと慣れ親しんだ野外ランチである。──クソ暑いけど。

　それぞれが別方向でミーハーな集団ギヤラリーを抱えている面々（…一人を除く）にとっては、夏の暑さよりもはるかに煩わしい視線も嬌きよう声せいも野太い声も完全にシャットアウトされる唯一のオアシス・タイムである。誰も文句は言わない。……どころか、食欲とは別口で自然と会話も弾むのであった。

　女が三人寄れば賑にぎやかしいのは、世間の常識だが。昼休み限定でクラス違いの男子高校生が四人も揃えば、それに負けていない。

　むしろ、親密さが増して、失言・暴言・迷言が入り乱れてのあけすけなザル状態になることもしばしば。もちろん、そのしゃべりのテンションも、話題の温度差も、食欲の格差も、四者四様であるのは言うまでもないことだった。

　──と、そのとき。

　蓮見高校の七不思議のひとつ。

【あの可愛らしい顔とスレンダーな体型でマジで食う量が半端じゃない】

【部活らしい部活をやってるわけでもないのに、あの大量のカロリーがいったいどこで消費されているのか……謎】

【新田の胃袋には四次元ポケットが付いてるって……ホント？】

　学園のアイドルにあるまじき大食漢であるところの新田薫が弁当をペロリと平らげ、本日のデザート第一号、ボリュームたっぷりのカツサンドにかぶりつき。

「ところでさ、茅野」

　天下無敵な俺様にして最凶なトラブルメーカー（…本人は完全否定だったりするが）茅野広海に目を向けた。

「あー？　何？」

「あれ、どうなってんの？」

　なんの脈絡もなく吐かれたその言葉に、広海は。

「はぁ？」

　あれって何？　意味わかんねー……とばかりに箸はしを止めた。

　一般生徒ならば、校内に轟とどろき渡っている悪名の代名詞であるかのようなくっきりと切れ上がった双そう眸ぼうのきつさに一発でビビリ上がってしまうだろうが、このメンバーに限ってはそれも愛すべき広海の個性のひとつにすぎない。

【いつでも、どこでも、暴言吐きまくりな俺様】

　校内では定説と化しているキャッチ・フレーズも。確固たるプライドに基づいた言動がちょっと過激なだけ──というパーソナル・データに変換される。親友という経験値に勝るものはないという自負とともに。

「だから、こないだの体育祭のときに茅野の兄ちゃんが言ってただろ？　いっぺん、みんなで何か食いに行こうって」

「あー……あれ、な」

（新田の奴、食い物絡みになると、ホント記憶鮮明だよな）

　そんなことを思いながら、広海はインゲンとニンジンの肉巻きを口の中に放り込む。

　正直なところ。美味うまい物を腹一杯食いたいのは山々だが、広海的には食事会などかったるいどころか百害あって一利なしも同然。バックレられるものならば、有ったことを無かったことにしてこのまま永久にオサラバしてしまいたいところである。──マジで。

　ちなみに。今朝の朝飯当番は陽一で、当然のことながら、広海が食っているのは陽一特製の豪華愛情弁当である。もちろん、文句ケチの付けようがないほどに美味い。

　陽一の弁当を食い慣れたら、やたら味つけの濃いコンビニ飯など食えない。ちょっと小腹が空いたからといって学校帰りにファースト・フードを買い食いする気にもならない。高校男子としてはしごく健全な食生活であった。

　両親が海外にいて、今現在、茅野家の生活はすべて長男陽一・次男広海・三男大地の家事当番制でキッチリ回っているわけだが。弁当ひとつをとっても、その性格が如実に表れている。

　陽一の場合は、たかが弁当といえど栄養価も考慮して且つ見栄えよくをモットーに、すでに金を取って売り出してもおかしくないほどの出来映えである。広海はとりあえずマンネリ化は避けて（…でないと上と下から容赦のない怒声とツッコミが入る）それでも自分の好みは最優先させる。部活人食欲魔神の大地は、とにかく品数も量も多く──であった。

　そんな兄弟の暗黙の掟ルールと言えば、

【出されたものは、とりあえず黙って残さず食う】

　これに尽きるのであった。

　部活中毒バスケ・バカな大地は食う量も半端ではなく、同じく、大学生になっても弓道場には欠かさず通う陽一も見かけによらずしっかり食う。なので、今のところはなんの部活もやっていない広海の弁当箱が兄弟の中では一番小さい。

　そんなわけで。ごくフツーの胃袋しか持ち合わせていない広海は、当初、新田の大食らいにはビックリしたというよりただ絶句……であった。

　新田の胃袋の限界がどこにあるのかはわからないが、テレビで人気のフード・ファイターも負けるのではなかろうか。

　その新田は。

「あれからぜんぜん、まーったく、なーんの話も出ねーんだけど。そこらへん、いったいどうなってるわけ？」

　食い物の話になると、俄が然ぜん、目の輝きからして違う。

　食っても、食っても、縦にも横にも伸びないのにこの執着心はいったいどこから来るのだろうかと。本当に不思議でしょうがない。

「それを俺に聞かれてもなぁ……。言い出したの、兄貴だし」

　いかにも気乗りなさそうに、広海はバッサリ切り捨てる。

「もしかして、兄ちゃん、忘れてるんじゃねーよな？」

　それは困る──とでも言いたげに、新田はカツサンドにかぶりついたままわずかに身を乗り出す。

「うーん……どうかな。兄貴、このところメチャクチャ忙しいからなぁ」

　単なる逃げ口上ではなく、だ。

「それって、やっぱり、志堂学園の弓道コーチ絡み？」

　例によって、例のごとく。緊張感とはまったく無縁の、カンカン照りの真夏日であろうが吹きすさぶ冬の木枯らしだろうが、頭の中は年中春の日ひ溜だまり状態ではなかろうか？──と思えるほどまったりとした口調で、小林芳樹が口を挟む。

　気心の知れた仲間内だけのランチ・タイムだからなんの気兼ねもなく本性曝さらしまくり……なのではなく。長身・イケメン・モテ男ナンバー１である学園の王子様は、本当に素で、いつでもどこでも、

『ゆったり』

『のんびり』

『まったり』

　──であった。

　だから。広海たちも、ときどき、小林がハイジャンプの世界では『県のレコード・ホルダー』という輝かしい実績肩書きを持つ陸上部の花形スター選手であることを忘れてしまいそうになる。

　今年の夏の大イベントであるインターハイ出場を懸かけた県大会では見事に優勝を勝ち取り、その実力も知名度もイケメンぶりも、ついに全国区になるだろうと言われているのだが。本人は、そんな周囲の雑音にもいたってマイペースである。

【プレッシャー？　何、それ。おいしいの？】

　真顔でそれを言い出しても、誰も驚かない程度には。

　大物の片へん[image: 鱗]りんは中学時代からチラホラと漂わせていたが、高校生になってからはなにやら貫かん禄ろくまで付いてきた。──と言われる所以ゆえんである。広海には、相変わらずの天然ボケにしか見えないが。

「おぅ。めいっぱい、扱こき使われてるって感じ」

「それって……お兄さんがコーチに来るっていうだけで、部員の士気も大いに盛り上がるってことだよね？」

　持参の水筒ポツトから熱い茶を注ぎ、一口、ゆったりと味わうように飲んで。椎名克彦がニッコリ笑う。

　日舞の名取であり、その手の業界筋では高校二年生にしてすでに有名人である椎名は、ガサツとはまったく縁のない風雅人である。さりげない口調にも物腰にも芯しんが通ったような華やかさがあり、一種独特の艶つや気けがあった。

　昨年の文化祭では、当時の実行委員長に拝み倒されて『藤娘』を演やって以来、学校内での通り名は『姫』である。

　男で姫──まったく違和感がないのも、椎名ならではだろう。

　それがきっかけで妙に暑苦しい男のファンに懐かれてしまい、学校ではごくフツーの高校生活を満喫したい椎名本人にしてみればありがた迷惑以外の何ものでもなさそうだった。

「お兄さん、頼まれたら半端にしておけないタチみたいだし？」

　それに関しては含むモノありありな広海はあからさまに口を尖とがらせる。

「だからってさぁ、ただ働きはねーだろ」

　言いたいのは、それだ。

「兄貴的には、向こうの事情が事情だからＯＢとしてやれるだけのことはやる──みたいなこと言ってるけど。コーチっつっても、早い話がボランティアだからな。だったら、それなりにテキトーくらいでちょうどいいんじゃねーかって思うわけ」

「陽一さん、見かけによらず、けっこう体育会系気質が入ってるもんね」

　美び貌ぼうのカリスマでもある陽一のリーダーシップぶりをよく知る小林の駄目押しに、

「兄貴のやることに俺が横からよけいな口出しをしてもしょうがねーから、黙ってるけどさ。ホント、おまえら甘えてんじゃねーぞッ…って感じ」

　ブスリと漏らして、広海は箸でコロッケを突き刺す。傍から見れば立派なブラコン発言であるが、そこを無駄に突っ込むチャレンジャーはいない。

「ならさぁ。茅野、もう一回、兄ちゃんに確認しといてくれよ」

「なんで？　別にいいじゃねーか、食事会なんかやらなくても」

　つい本音がだだ漏れて、いかにも面倒くさそうに言うと。

「えーッ、絶対反対ッ！」

　即座に新田がブチ上げ。

「いくらなんでも、それはないんじゃないの？」

　小林がじっとりと見やり。

「茅野。今更、それはないってば」

　椎名までもがピシャリと言い放った。

「横暴ッ！」

「ちょっとひどいかも」

「……だよねぇ」

　口々にブーイングの嵐が吹き荒れる。蓮見高校御三家と呼ばれる友人たちの思いがけない反発をくらって、

「な…なんだよ、おまえらぁ」

　さすがの広海もわずかに腰が引けた。

　多勢に無勢？

　冗談でも茶化しでもない本気マジモードの三対一では、明らかに分が悪すぎる。

「かーやーのぉ……。食い物の恨みは恐ろしいぞぉ」

　デザート第二号である焼きそばパンを力一杯握りしめたまま、新田がアップで迫る。

　学年差を無視して女生徒たちに『薫ちゃん』呼ばわりをされてもなんら違和感のないアイドル顔はアップに耐えられても、中途半端にぐにゅっとパンからはみ出している焼きそばは……はっきり言ってキモイ。

「せっかくのお楽しみを、まさかチャラにする……とか、言わないよね？」

　いつもよりはずいぶんと低めの声トーンで椎名が追い打ちをかける。

（椎名……。目が笑ってないぞ？）

　こんなことで本マジにならないでほしい──とは、広海の本音である。

「や……だから、そのぉ……」

　押し負けぎみもあって、とっさに上手うまい言い訳が思い浮かばない。

　マズイな。

　ヤバイな。

　広海的には、ほんのちょっと本音がこぼれ落ちただけなのに。揃いも揃って、どういうテンション？　これでは、今更テキトーにごまかせそうにない。

　はて。

　──さて。

　────どうする？

　苦し紛れに思わず小林を見やると。

「もぉ、茅野ってば、ホントに面倒くさがり屋さんなんだから」

　グッサリと図星を抉えぐってくれた。その言い方はどうでも、さすがに中学からの親友である小林の読みは鋭い。

　──となれば。

「何言ってやがんだよ。おまえら、みんなして、バリバリに食い意地が張ってるだけじゃねーかッ」

　広海はビシッと箸はしを突きつけてがなり立てるしかない。

「えー、だって。揃えようったって滅多に揃わないメンバーでの食事会なんだよ？」

　どこか恨みがましくそれを言う小林に、広海は内心で盛大に舌打ちを漏らす。

（だから、イヤなんだって）

　本当に。

　まったく。

　どうして、そんなことになってしまったのか……。その場の思いつきという陽一の気まぐれに、頭を抱えてしまいたくなる。

「そう、そう。最初で最後になるかもしれない貴重な体験なんだから」

　どうやら本気でそう思っているらしい椎名に、広海の肩がガックリ落ちる。

　椎名的にはいったいどこらへんが『貴重』だったりするのか。そこらへんをじっくり聞いてみたい気もするが、ときおりニッコリ笑顔でエグいことを吐きまくることを思うと、それも別の意味でちょっと……怖い。

　そしたら。

「普段は絶対に聞けないような裏話がてんこ盛り状態だよな……とか、堤も言ってたじゃん」

　とどめは、ザックリと新田が突き刺してくれた。大当たりである。ぜんぜん、嬉うれしくもないが。むしろ、不快すぎて眉み間けんにしわが寄る。

（それが、イヤなんだよ）

　普段は絶対に聞けそうにない裏話。それには、たぶん『暴言・失言・赤っ恥』の三点セットが漏れなく付いてくるに決まっている。

　なんの自慢にもならないのだが。陽一がそばにいると安心感で一気に気が緩むというか、掘らなくてもいい墓穴を掘ることに関しては、アレやコレやソレや……自覚ありまくりな広海であった。

　何がといって。よりにもよって、毛色の違うオーラ垂れ流しのド派手なメンバーの顔ぶれを思い出しただけでげんなりする。

　悪目立ちどころではない。

　たぶん……異次元？　どこに行っても激しく浮きまくりだろう。

（おまえら、ホントにマジで本気か？）

　想像するだけでため息の嵐である。

　ただ皆で楽しく飯を食いたいのか。それとも、誰かをスケープゴートにして派手に盛り上がりたいだけ……なのか。

　小林が言うように、体育祭のときでもなければ揃えようと思っても揃わないメンツなんだから、だったら、わざわざスケジュール調整をしてまで一緒にメシを食わなくても……。往生際悪く、広海はまだブツブツとこぼす。

　陽一に大地。なんでかわからないが、そこに大地と同期の城惺高校バスケ部員である日高千明が加わる。

　そして。小林、新田、椎名の三人。

　ここまでは、まぁ、いいとして。問題は、そこに、陽一の熱烈な下僕シンパを公言して憚はばからない生徒会執行部会長の武藤和将と、その従兄弟いとこ──というより、広海とは幼稚園の頃からの顔かお馴な染じみでもあり、今現在は広海と二人して『蓮見高校の最凶ヒールズ』呼ばわりをされているヤンキーな学年首席の堤大悟も込みであるということだ。

（武藤と堤だぞ？）

　最悪である。

（歩く核弾頭コンビじゃねーか）

　広海的見解では、だ。たとえ広海が唾つばを飛ばしてそれを力説しても、賛同してくれる者は誰もいないかもしれないが。

　外見的にはまったく似ていないようで、

『喰くえない』

『侮れない』

『只ただ者ものじゃない』

　そんな大物ぶりを発揮することに関してはそっくりな、従兄弟同士。二人の口からどういう話ハプニングが飛び出すか……わかったものではない。

　まだ食事会の予定も立っていない状況でそんな心配の先走りをしないではいられない広海は、幼稚園・小学校・中学校にかけて『やんちゃ坊主』の名に恥じない派手な前科持ちであった。今更『スネの傷』がひとつやふたつ増えたところでどうということはない──などと開き直るには、思い出したくもない赤っ恥が満載だった。

　あんなこと、とか。

　こんなこと、とか。

　そんなこと、とか。

　記憶にあるモノはまだしも。その場のノリで自覚の欠片かけらにもないようなことまでザラザラ暴露されるのだけは、絶対に御免被りたい広海であった。

　それがただの杞き憂ゆうでないことを広海は……いや、大地も嫌というほど知っている。

　何がといって、本人が思ってもみないことまでペラペラしゃべらせることに関しては天才的な手腕を発揮する話術の達人である陽一にノセられて、一癖も二癖もある連中の前で過去の恥を曝さらす気にはなれない。

　広海が食事会など絶対にやりたくない理由。言ってしまえば、それに尽きた。

　きっと、大地も同じ意見に違いない。兄弟だけで外食に行くのとは大違いであるからだ。

「茅野の兄ちゃんと生徒会長っていう組み合わせだけでも、ワクワクじゃねー？」

　新田が興味津々でそれを口にする。

（そりゃあ、おまえらは武藤の下僕ぶりのまだほんのサワリ程度しか知らねーから、そんな余裕をブッこいていられるんだよ）

　今期の生徒会執行部は、別名『武藤組』などと呼ばれるほど堅い結束力を誇っている。蓮見の生徒であれば皆が知っている。

　それは、男気がある武藤にブレーンが心酔して──つまりは、いかに武藤が『男タラシ』のフェロモンを垂れ流しにしているかのバロメーターでもあるわけだが。その武藤が、唯一尻尾しつぽをブンブン振り回すほど全開で誑たらし込まれている相手が、美原一中時代の先輩である陽一だったりするのだ。

　陽一が知りたがれば、武藤はなんのためらいもなく蓮見での情報（…広海の現状）を垂れ流すに違いない。その実情を知っているのは同じ美原一中コンビである広海と小林だけだが、たまに天然の大ボケをカマす小林も、そういう意味では武藤と大差なかったりする。

　結局のところ、美び貌ぼうのカリスマである陽一には誰も勝てないだけなのだろう。体育祭で、武藤とともに遅れて挨あい拶さつにやってきた堤の殊勝な態度をみれば一いち目もく瞭りよう然ぜんである。ある意味、皆が呆あつ気けに取られてただ呆ぼう然ぜん……であった。

「城惺コンビも、おもしろそうじゃない？」

　にこやかに断言する椎名に、広海は頭痛がしてきそうだった。

　新田とは別口で、バスケと食い物の話になると目の輝きが違う大地のことだから、滅多にない外食──陽一が『やる』と言えば『行かない』とは言わないだろう。しかし。どこのテーブルで誰のとなりに座るか、それだけはキッチリ選ぶに違いない。

「日高君なんてネタの宝庫って気がする」

　それは──否定できない。あの場では初対面の面々に遠慮（…緊張？）して相当な猫を被っていたが、その実体を知る広海に言わせれば、ある意味いいカモである。

（まぁ、あいつは無口大魔神な大地と違って熱血単純王バスケ部のポチだからな）

　上級生には絶対服従が原則の体育会系は抜きにしても、あのメンバーの中では確実にピラミッドの底辺である。体育祭のときは弁当を囲んで和気あいあいな雰囲気だったから、その他の連中に対する認識はまだ足りない。

　本人は陽一のメール・アドレスまでもらって有頂天。食事会という餌に喜んで飛びついているようだが、たぶん、弄いじり回されて食欲も半減するのは間違いない。

「ふーん。小林でも興味あるんだ？」

「そりゃあ、人並みに」

（小林の奴、いつからワイドショー好きになったんだ？）

　それを思ってげんなりしていると。

「うん。そうだね。ごくフツーに、茅野の弟の高校生活ってどんなかなぁ……とか思っちゃうよね？」

「見かけは族の総長な弟の学園スクールライフの真実？」

「や……大ちゃんがバスケ一筋っていうのは変わってないと思うよ？　ねぇ、茅野？」

「ンなもん、バスケ・バカは高校に行ってもバスケ・バカなだけに決まってンだろうが」

　ピシャリと口にして、広海は弁当をかっ食らう。

　更に付け加えれば。バスケ・バカであっても、大地の場合はただバスケができればそれでいい……わけではないらしい。あれで、大地はけっこうな理論派なのだった。

　特待生の推薦を蹴けって城惺を受験したのは、どこの高校バスケが自分に一番合っているのかはむろんのこと、通学までの時間とか勉学コースの選択など、その他もろもろのことを熟考したからだろう。

　だから。広海が校内模試の結果を度外視して、自転車通学で家から一番近いところという単純明快すぎる理由で蓮見高校を受験すると知ったときの大地は露骨に呆あきれ返っていたくらいだ。

　いや。大地だけではなく、陽一も母親も、あのときはどっぷり深々とため息まじりに『まだ時間はあるのだからよく考えろ』と口にしたくらいだ。

「茅野ぉ……。それって、あんまりじゃない？」

「そうだぞ、茅野。もしかしたら、弟にはすんげー可愛い彼女がいるかもしんねーし？」

（大地に……彼女？）

　天地がひっくり返っても絶対にあり得なそうなことを堂々と口にする新田に、広海は思わずむせた。

（新田ぁ。おまえ、あの大地を見て、どっからそういう発想が湧いて出るわけ？）

　妄想力がありすぎるのも考えものだと思わずにはいられない広海であった。

　そのとなりで、新田よりも多少なりとも大地の性格を把握している小林も口の端で乾いた笑いを漏らした。

「新田……。それは、たぶん、ないと思うんだけど」

「えー、なんで？」

「それって、小林の思い込みじゃない？」

「タッパあって、ガタイよくて、ちょーっと無愛想かもしんないけど男前なツラもキリキリに締まってるバスケ・マン。だったら、新人部員とかは別にして校内の女子にはスゲー人気あるんじゃねーの？」

「……だよね」

「んー……でも、大ちゃんてけっこうなブラコンだから。陽一さんよりも美人で茅野よりも可愛い女の子なんていないしね」

　暴言？

　失言？

　迷言？

　真顔で、小林は問題発言をブチカマす。

（な…な…何、言ってんだ、小林[image: ～][image: ～]ッ）

　むせた上に更に喉のどがひきつって、その瞬間、広海は本音で死にそうになった。

　喉が詰まる。

　咳せき込む。

　涙目になる。

　唇が引き攣つれる。

　顔面が歪ゆがむ。

　鼻の奥まで酸っぱいものが込み上げてきてえずきそうになる。

　すると、なぜか。

「へぇー……」

「ふーん……」

　新田と椎名が意味深にハモった。

　それは別の意味で広海の背中をおもうさま蹴り付けてくれた。

「小林って、やっぱ、天然ボケしてても見てるとこはちゃんと見てるんだ？」

「小林のことだから『バスケが恋人』とか言うのかと思ったんだけど。はぁぁ……そっか、そうくるか」

　ぼっそり。

　……しっかり。

　…………きっちり。

　二人が漏らす。

　広海にしてみれば、それこそ思いもしない羞しゆう恥ちプレイのようなモノで。

「こ、ば、や、し[image: ～][image: ～]ッ」

　グルグル唸うなるしかない。

「え？　だって大ちゃんてば、バスケと茅野のこと以外まるっきり興味ないじゃない。もしかして、いまだにクラスメートの名前も顔も覚えてない──とか言われても、俺、ぜんぜん違和感ないし」

　なんのスイッチが入ってしまったのか、小林はザラザラと本音を吐きまくる。

　天敵は武藤と堤だとばかり思っていたら、予想外の伏兵がいたとしか言いようがない。

「スゲ……。弟って、そうなんだ？」

「うん。俺もけっこう睨にらまれたクチ」

「……わぉ」

「それですんなり納得できちゃうっていうのも、ある意味スゴイよね」

「もしかして、弟の視界って、ものすごぉぉく狭いとか？」

「そうだなぁ……。大ちゃんの視界にすんなり入れる大物っていったら、やっぱ、青木くらいかな」

　意外なところで意外な名前が出てきて、広海はポカンとしてしまう。

（なんで……青木？）

　一瞬、小首を傾げ。

（あー、でも、そういやそうかもな）

　ストンと、落ちた。

「青木って？」

「中学のときのクラスメート。今は、城惺で大ちゃんの先輩」

　正確に言えば、広海がサッカーをやっていた頃の絶対的なパートナーである。小林がちゃん付けで呼ぶと露骨に嫌そうな顔をする大地も、青木相手では表情ひとつ変えずに普通にしゃべっていた。

（まぁ、青木あいつは大地が幼稚園虚弱児の頃から知ってるしなぁ）

　やはり、耐久年数が違うせいだろうか。

「おぉッ。もしかして、弟が城惺を受験した理由のひとつだったりして」

　それはないと断言できる。大地の基準はあくまでバスケである。

「や……大ちゃんて、そこまで確信犯じゃないって」

「でも、そっかぁ……。上二人が別口で存在感垂れ流しだと、一番下は刷り込み入っちゃうのかもねぇ」

（そりゃ、どういう刷り込みだっつーの）

　好き勝手に人の弟の話で盛り上がる級友たちをチロリと横目で流し見て。

（はぁぁ……。先が思いやられるぜぇ）

　広海は、この日一番重いため息を漏らした。




　　　　◆◇◆




　その日の放課後。

　いつものように。

　下校電車待ちの時間ヒマ潰つぶしに校内の図書館で英語の課題テキストに集中していた堤は、ふと腕時計を見やって。

（ン……そろそろ時間か）

　テーブルの上を片付けてゆったりと席を立った。

　今日は、グラビア・キングばりの色気を垂れ流しにして女生徒を悩殺しまくる三年生──加賀龍司タラシの帝王がいない。

「えーッ、加賀君、いないの？」

「つまんな～い」

「なーんだ、ショックぅぅ」

「ほんとだよぉ。せっかく張り切って来たのにぃ」

「今日のナマ眼福はハズレかぁ」

「じゃあ、さっさと帰ろ？」

　加賀目当てのギャラリーがごっそり引いたあとは周囲もほどよく閑散として、テキストの進み具合も快調そのものであった。

　久々の解放感。

　気分も晴れ晴れ。

　背中にベッタリ貼り付いて離れない背後霊のごとき威圧感がないというだけで、堤の心も足取りも軽い。

（あの人は存在自体がハンパなく規格外れだしな）

　好きか。嫌いか。それを問われれば、少しだけ迷って。

　──まぁ、嫌いじゃないかも。

　それが自分的には一番しっくりくる答えなのかもしれない。

　このまま加賀の暇ひま潰つぶしのオモチャにされたらどうしようかと、真剣に対抗策を考えていたことは否定しないが。やっていることが腹立たしくても陰湿さの欠片かけらもないので、なぜかしら憎めないのだ。

　両親のどちらかが外国人の血筋だということが丸わかりな加賀は、顔も態度も言うことも濃ゆい。今まで堤が知らなかったタイプで、どうにも勝手が悪い。

　押しても。

　……引いても。

　…………スカしても。

　リアクションがまったく読めない。というか、常に予想の斜め上を行っているのでよけいに始末に負えない。こんなことは堤も初めてである。だから、逆に無視できない──というループに嵌はまっている自覚だけは大ありであった。

　長身な上に肉厚で、しかも締まっている。校内ではなんの部活もやっていないのにだ。蓮見の制服（…オーダーメイドだと聞いても誰も不思議に思わない時点で、すでに何かが違う）を着ていても常に年齢詐称疑惑がついて回るほどエロい。

　濃ゆくて。

　エロくて。

　──侮れない。

　同じ『女タラシ』であっても、小林は『品行方正な理想の王子様』で加賀は『据すえ膳ぜんは遠慮なく食ってしまう帝王様』などと呼ばれるくらいの差がある。

　小林には『茅野広海』という強力な虫除けがいるが、加賀はフリーダムである。だが、気軽にミーハーできるタイプでもないので、けっこう高たか嶺ねの花なのだった。

　そう、今までは。

　その加賀にベッタリまとわりつかれて、堤はとんだトバッチリの真っ直中にいる。

（…ったく、なんで俺が加賀さんにコマされなきゃならねーんだよ）

　悪意の棘とげを感じる。

　堤に対して？

　それとも、加賀への？

　たとえどちらに転んだところで、今更ではあるが。ねっとりと絡みついてくる不快感は別ものだった。

　女タラシの加賀が、なぜか珍しく男を構っている。──というだけで、その噂はとどまるところを知らない。

　百歩譲って。

【加賀の女を寝取った男】

　呼ばわりをされるならまだしも、女タラシの加賀に易やす々やすと組み敷かれて摘まみ食いをされるなど、根も葉もないただの噂話だったとしても憤激モノであった。それこそ、噂をバラまいている連中の思うツボなのかもしれないが。

　広海と二人して『最凶ヒールズ』と呼ばれる元凶になった流血キス事件のこともあって、その手の噂には事欠かなかった堤だが。それも相手によりけりだろう。

　変な話、堤にだって選ぶ権利はある。言ってしまえば、それに尽きた。

（体育祭前の学食の事件あれで、茅野を下ネタでいじって遊ぶと有無を言わさず『欲求不満で溜たまりすぎのド変態』のレッテルを貼られちまうからなぁ）

　あれは、誰もが予想もしなかったほどの衝撃インパクトがあった。

　何かと噂の『最凶ヒールズ』の面目躍如というには過激すぎて、ただ呆ぼう然ぜん絶句。あの一件に関してはただの部外者とは言えない小林も堤も、広海のことだから何事かやらかすだろうとは思っていたが、さすがにあの手の三倍返しは予測外もいいところであった。

　本当に、広海はケミカル・ボンバーである。なのに、皆が皆ドン引いても相変わらず視界の吸引力は衰えない。さすが、茅野広海である。

　広海にチョッカイをかけて『キモイ鳥肌野郎』にされてしまった上級生二人にはまったく同情の余地もなく、いまだに全校の恥はじ曝さらしであった。

　広海で遊べなくなった分、そのしわ寄せを一気に引っ被ってしまったというのが今現在の堤と加賀のド派手に燃え広がっているスキャンダル騒動だった。

　なのに。加賀はまったく動じていないどころか、逆にそれをおもしろがっているような感じさえする。はっきり言って、堤にはあの超合金並みの神経がよくわからない。いくら加賀の基本が『金持ち喧けん嘩かせず』だったとしても、程度ものだろう。

（おもしろがるなら一人でやってくれって感じなんだよなぁ。ホント、ゴリ押しで付き合わされるこっちはたまんねーって）

　人の噂も七十五日。それが本当ならば、夏休み明けに期待するしかない。

　そんなことをつらつらと思いながら図書館を出て新館校舎の渡り廊下を渡りきったところで、バッタリと武藤和将と鉢合わせをした。

（なんだ。和将の奴、相変わらず生徒会絡みで扱こき使われてやがるのかよ）

　堤がすぐにそれを思い浮かべるほどには、武藤の放課後は何かと多忙である。

　生徒会なんて面倒くさいことは、よほどの物好きか、内申書狙いか、別口で箔はくを付けたい目立ちたがり。その三タイプしかないと思っていたが、武藤の場合はどうやら担ぎ出されて断り切れなかっただけらしい。

　結局、対抗馬のいない無風選挙という結果になってしまったのは、今の執行部が『武藤組』と呼ばれているのを見ればよくわかる。次に誰が打って出るのかは知らないが、きっと、武藤の後あと釜がまである次期執行部は気苦労が絶えないだろう。

（しかも、べったり副会長が貼り付いてるし？　こりゃ、逃げようったってどこにも逃げられないよな）

　執行部の『陰のフィクサー』呼ばわりをされている副会長の麻生涼介は、見た目まんま……銀縁メガネが嫌味なくらいに似合いすぎる冷静沈着な参謀である。

　会長の武藤は太っ腹な『組長』だが、その武藤組の『若頭』である麻生には誰も逆らえない。──というのが校内での定説である。

　特に。運動部・文化部の連中にとっては鬼門中の鬼門で、下手に機嫌を損ねたら最後、部活の予算もごっそり削られて廃部の危機とまで言われていた。やり手を通り越して、もはや閻えん魔ま大だい王おうクラスである。

　シビアな皮肉屋と言われる堤であっても、素直に『スゲーな』と思う。武藤の相棒が務まるくらいなのだから、見かけ以上なのだろう。

　各クラブの合い言葉は、

【外部に漏れるような不祥事スキヤンダルは厳禁。顧問に怒鳴られても、執行部副会長には絶対に睨にらまれるな】

　──である。

「おぅ、大悟」

　堤……ではなく、気安く下の名前で呼び捨てるのは、とっくに下校時間も過ぎてしまってひっそりと静まり返った周囲には麻生しかいないからだろう。

　麻生は武藤と堤が従兄弟いとこであることを知っている、数少ない関係者の中の一人である。かといって、麻生がそれを態度に出したことは一度もない。

「……ども。お疲れさまです」

　武藤を差し置いて麻生に視線を合わせて腰を折る。

　とたん。目の前の上級生二人の反応はきっちりと分かれた。

　麻生はうっすらと唇の端で笑い。

「…って、おい。それって露骨すぎだろ」

　武藤は露骨に顔をしかめた。

　堤は意に介さず。

「会長も相変わらずお忙しそうで。こんな時間まで、ご苦労さまです」

　付け足しのごとく口にする。

「やたら愛想のよすぎる確信犯……っていうのも、なんか不気味だよな」

　ボソリと言うにはメリハリのききすぎた口調で、麻生が漏らす。暗に『何か含むところありありだな』と言われたような気がして、堤は内心苦笑する。

　堤が武藤に対して常日頃のようにタメ口をきかないのは、麻生がいるからだ。それ以外の理由など、ない。

　体育会系の上下関係とは別口で、生徒会執行部の役員はそこらへんの礼儀にうるさい。生真面目というより、なんかもう、変なスイッチが入っているという感じさえする。

　麻生がどう思っているのかはわからないが、執行部的には、堤＝武藤に対して暴言毒舌吐きまくりなタメ口しかきかない広海の片割れというイメージの刷り込みがキッチリ入っているので、その印象は最悪の一歩手前……だろう。

　それもあって、学校にいる限り堤は後輩としての立場は崩さない。武藤と二人きりになれば別だが、無駄に麻生に睨まれたいとは思わない。

　蓮見の生徒会長を、いつでも、どこでも、誰の前でも平然と呼び捨てにできる怖いモノ知らずの強心臓は広海くらいなものである。それで執行部にキリキリに睨まれても、まったく、ぜんぜん気にもしていない大物ぶりであった。

　同じ『最凶ヒールズ』であっても、広海と堤ではそれだけの意識の差がある。

　他人にどう思われても気にしない。面倒くさいことは極力避けたい。けれど、泣き寝入りはしない。基本中の基本は同じだが。ある意味、勝てる喧嘩しかしない堤と、売られた喧嘩はきっちり利子を付けて三倍返しの広海とではプライドの在り方が違う。

　どっちがマシ？

　──などと、考えたことはないが。何をやるにしろ、すべては自己責任という認識が完かん璧ぺきに一致していることを思えば、確かに『類友』だったりするのだろう。

　堤がそう思っていることを知ったら、広海は絶対に嫌がりそうだ。そのときのリアクションまで見えてくる堤であった。

　想像するだけで、すごく楽しい。そう思っている時点でかなりヤバイのはとうに自覚済みであった。

　一部、関係者の間では『タチの悪い確信犯』のレッテル付きの堤であっても、思いがけないアクシデントとか不測の事態ハプニングというのはあるもので。出会い頭のきつい一発から復活するのに大して時間はかからなかったらしい武藤は、

「……ていうか。大悟、おまえ今日は一人か？　加賀は？」

　堤の地雷を思うさま踏みつけにしてくれた。

「加賀……さん？」

　最近の天敵の名前を呼ばれて、堤の声がヒクリとわずかに裏返る。

「そう。一緒じゃねーのか？」

　のほほんと問い返す武藤に、意趣返しという意識はまるでなさそうであった。

　ただ気になるから聞いてみた──のが、丸わかり。だから、よけいに始末が悪い。

　そんなふうに思ってしまうのは、今現在、加賀が目の上のタンコブどころか頭の上の鉄板状態だったりするからだろう。いくら従兄弟だからといって、気安く触れられたくない話題はある。

「加賀さんが──何？」

　意識的にトーンを抑えるだけで醸し出すものが一変する。

　暑苦しいスキンシップは苦手だから、相手は厳選する。感情過多なだだ漏れはただウザイだけなので、生理的にはパスしたい。バカを相手にすると疲れるだけなので、遠慮なく視界から弾き出す。

　そんな堤の信条は、必然的に相手との距離感を測ったトーク・バトルである。

　そこらへんが『タチの悪い確信犯』だったりするのだろうが、投げつけたモノがいつも予想通りストレートに返ってくるわけではない。

「いや、だから、おまえと加賀の放課後の図書館デートが何かと噂になってるからさ。そこらあたり、ついでにおまえの本音でも聞いとこうかと思って」

　内心はどうでも、武藤の態度は相変わらず喰くえない。

　いったい、どこらあたりまで武藤が把握しているのかはわからないが、武藤的にもこの手の噂には無関心ではいられないということなのだろう。

　堤が従兄弟だから？

（……いや。それはないな）

　即座に否定できるくらいには、けっこうドライな仲である。学校内での武藤しか知らない連中は、たぶん、他の従兄弟に対する武藤の冷淡すぎる言動を知ったらビックリ仰天するに違いない。そんな武藤が、堤は嫌いではない。

　それとも、生徒会長として？

（任期もあと少しだし？）

　武藤にとって加賀がどういう位置付けなのかは知らないが、現会長としてトラブル予備軍の芽は事前に潰つぶしておきたいというのが本音なのかもしれない。

「俺の…ってことは、それ、加賀さんにも聞いたわけ？」

「まっ、一応」

「ふーん……。なんだって？」

「暇潰しにおまえをイジって遊んで、ついうっかり地雷を踏んで爆死しても知らねーぞって忠告してやったら、俺はそこまでマゾじゃない──って、鼻先で軽くあしらわれちまったよ」

　一見筋は通っているようで、なんだかスッキリしない。

　つまり。武藤は。加賀が何を語ったのか、それをここで口にするつもりはないのだろう。

（それって……麻生抜きのオフレコだったらＯＫってことか？）

　そこらへんが、いまいち読めない。

「俺は今のところ、目新しいオモチャらしいからな。まっ、そのうち飽きるんじゃねー？」

　それがいつになるのかはわからないが、そうとしか言いようがないのも事実だ。

　いきなり不意打ちをカマしてくれた分くらいはきっちり張り返しておきたいところだが、これ以上、武藤相手に加賀の話題で振り回されたくないというのが堤の本音であった。

（や……でも、物事は等価交換が基本だよな）

　ここで武藤とバッタリ鉢合わせをしたからには、堤も聞いておきたいことがあった。

「つーか、和将。ついでだから、俺も、おまえに聞きたいことがあんだけど」

　思いっきりのタメ口で武藤を呼び捨てにすると、銀縁メガネ越しに麻生の視線がわずかに跳ねた──ような気がした。

　どっちにしろ、今更、心証を良くしたいわけでもないので。堤はさっくりと視界から麻生を閉め出した。

「聞きたいこと？　なんだ？」

「食事会」

「──はい？」

　まるっきりの素で武藤がわずかに双そう眸ぼうを見開いた。まさか、今ここで、そういう話題を振られるとは思ってもみなかった──と、顔にデカデカと書いてある。

「あれから、なんの連絡もねーんだけど。どうなってンの？」

「どう……って、俺に言われてもなぁ」

　どうやら、もったいぶってトボけているわけではないらしい。

「おまえ、兄貴とはツーカーなんだろ？」

　更に突っ込むと。

「そこまでじゃねーって」

　思いがけず、気弱な返事だった。堤的には、もっと自信たっぷりに惚のろ気けられるかと思っていたのだが。

「それって……謙けん遜そん？」

　でなければ、麻生の視線を意識しての予防線だったりするのか？

　先ほどから、麻生は一度も口を挟まずに、それでもしっかり聞き耳を立てているのが不気味──といえば不気味だったりもするが。

　そこらへん、武藤の線引きがどうなっているのか。堤にもいまいち摑つかめない。

「いや──マジ」

「そうなのか？」

「そういうこと」

「そのわりに、おまえ、けっこう馴なれ馴れしかったよな」

　それも今更だったりするのか、あの広海がなんの暴言も吐かなかった。特に目くじらを立てるほどもないくらいに見慣れた光景？　まぁ、それなりに呆あきれ返ってはいたが。

　実際、いつでも泰然自若な武藤が、あれほど露骨に他人に懐く様を見るのは堤も初めてだった。惜しげもなく笑顔全開。男タラシな武藤が逆に誑たらし込まれて骨抜き？

　──笑えない。

　そういう意味でも、美び貌ぼうのカリスマ度が倍増した陽一のすごさを改めて思い知ったような気がした。あれで平常運転だとしたら、きっと、誰も勝てないだろう。

「押せるときにきっちりアピールしとかないと、俺の存在感が薄れるだろうが」

「おまえが、その顔でそれを言ってもなぁ」

　広海とは別口で『大物喰い』な武藤がそれを言っても、なんの説得力もない。

「そりゃ、どういう意味だ？」

「まんま……だけど？」

「おまえなぁ」

　武藤はこれ見よがしのため息をこぼす。

「なら、おまえンとこにも、まだぜんぜん話は来てねーのか？」

「来てねーよ。……つーか、おまえ、それを聞くなら俺よりも茅野だろ」

　しごくまともな意見を口にする武藤だったが。

「あー、ダメダメ。茅野、バックレたがってんのがミエミエだから」

　そのときの広海のリアクションを思い出したのか。一瞬、なんとも言い難い顔をした。

（……だよな）

　つられて、堤も内心で乾いた笑いを漏らす。

　陽一の思いがけない提案に皆が喜色満面で盛り上がる中、広海は本当に嫌で嫌でたまらなそうな顔をしてくれたのだった。

　理由は……聞かなくてもだいたい想像がつく。誰だって、心の奥にひっそりしまっておきたい黒歴史のひとつやふたつはあるものだ。広海の場合はアレとかソレとかあ～んなこととか、とにかくその手の話には事欠かないというだけで。そこらへん、堤も人のことを言えた義理ではないのだが、こんな美味おいしいシチュエーションがてんこ盛りのチャンスを逃すわけにはいかない。

（ホント、茅野ってまるわかりっつーか、まんま……だし）

　陽一の仕切りならば、広海は絶対に『否』とは言わないだろうが。食事会の話が本決まりになっても、広海がそれを振ってくるのは本当にギリギリになってからだろう。

　なんといっても、メンバーがメンバーであることだし。スケジュールを調整するにも大まかな日時を決めて、あとは、来るか来ないかは本人の都合次第。たぶん、そのあたりだろう。

　広海にしてみれば、それで皆の都合が付かずに流れてしまえば大いにラッキー……だったりするのかもしれない。

（……甘いな）

　内心、堤はニンマリ笑う。

　堤が思うに。それは、きっと、広海の杞き憂ゆうに終わるだろう。無駄な抵抗……とも言うが。

（やっぱり、あれって、過去の悪行の数々を派手にブチまけられるのは真っ平って顔だったよなぁ）

　中学時代はどうだか知らないが、幼稚園から小学校にかけて、特にサッカーランチヤーズ絡みに関して堤の記憶は鮮明だ。

　ただ好きなだけではどうにもならない才能の壁というものを、広海が体現していたからだ。純粋な憧あこがれと、悔しさと、諦あきらめ。羨せん望ぼうと、嫉しつ妬とと、思い切り。喜びドキドキと、歯軋りギシギシと、悶もん々もんとした日々。

　自分の才能のなさに見切りをつけて大好きなサッカーをやめるという決断を、堤は後悔していない。それが選択をするということだからだ。

　広海がいたから、今の堤があると言っても過言ではない。

　この蓮見高校で再び広海と再会できたことは、ひとつの巡り合わせだ。だったら、このチャンスを逃す手はない。──と、最初から意気込んでいたわけではない。

　男タラシで大物喰ぐいな広海の周囲には、相変わらず個性的な面々がいる。おもしろすぎて、ついつい顔が綻ほころんでしまったのは事実だが。堤的には、あくまでさりげなく傍観者でいられればよかったのだ。積極的に参戦するつもりはなかったのに、ふと気がつけばいつの間にか当事者だった。

　なんかもう──笑えてきた。

（ホント、蓮見高校ってサイコーだよな）

　ちまちまとした問題はあっても、本音でそう思える堤であった。

「だからな、和将。兄貴から連絡が来たら、おまえ、絶対に俺に回せよ？」

　ついでのオマケでしっかり念を押しておく。

「大悟、おまえなぁ……」

「何があっても、俺、絶対に行くから」

「おまえ……なんで、そんなにやる気マンマンなわけ？　いつもと、まるっきり違うじゃねーかよ」

「そりゃあ、ふだんは絶対に聞けないような裏話がてんこ盛り状態だと思ったら、行くっきゃないだろ。こんなチャンスめったにないし。兄貴の仕切りなら、なおさらじゃねー？」

「まぁ、な」

　たぶん、昔も今も、広海が唯一頭が上がらないのは陽一だけだろう。体育祭で見た限り、陽一の溺でき愛あいモードも相変わらず継続中だった。

　皆は、ヤンチャクレな広海と無口大魔神な大地という規格外れな弟二人を掌てのひらで転がしている陽一のすごさを実感していたようだが。堤に言わせれば、あの兄弟を残して夫婦で海外赴任すると決めた茅野家の母親が最強だと信じて疑わない。

　堤には堤の思惑があり、武藤には武藤の狙い目がある。それは間違いのないことで。その場のノリと成り行きで決定された食事会は、二人にとっては絶対に外せない密ひそやかなお楽しみイベントになってしまっていた。

「ンじゃあ、な。頼むぞ、和将」

「陽一先輩から連絡が来たら、ぜひとも出席させていただきますって言っといてやるよ。ついでのオマケでな」

　恩着せがましい武藤を上目遣いに睨にらんで。結局、最後の最後まで自分たちの会話には一言も口を挟まなかった麻生に目を向けると。

「それじゃあ、お先に失礼します」

　堤はキッチリ腰を折った。

　歯に衣を着せないタメ口からの変へん貌ぼうも、堤的にはなんら違和感はない。おそらくは武藤も。堤にとって、それだけの親密度の落差はあって当然──なのではなく、ケジメはあくまでケジメだからだ。

　それで麻生が何をどう勘ぐろうと、それは堤の関知するところではない。

　今のところ、麻生が武藤の参謀格的存在であること以外なんの興味も関心もない堤は、それっきり振り向きもせずにサクサクと歩き出した。




　　　　◆◇◆




　県下随一のスポーツ校として名高い城惺高校は、球技に限らず、武道全般を含めてインターハイでは常に上位に食い込んでくる文武両道の強豪校である。私立ならではの学生寮も完備しており、安心して部活に集中できる環境が充実しているのも人気のひとつだった。

　しかし。学期末テストで赤点をひとつでも取れば部活禁止の補習授業決定である。皆、目の色が変わる。特待生といえども例外ではないからだ。

　放課後。男子バスケ部は、今日もみっちり気合いが入っていた。

　なにしろ、インターハイ出場は目の前だ。自おのずとテンションも違ってくる。

　そんな中。いつもと同じようで、部員たちの顔つきもいつも以上にキリリと引き締まってきた部活の中休み。日高千明は肩で荒く息を吐きながら、一年部員専用のクーラーボックスからスポーツ飲料を取り出して一気に半分ほど飲んでしまうと、滴る汗をタオルでガシガシと拭ぬぐった。

　息は荒いが、それでも、入部当初のようなヘロヘロ感はない。

　さすがに足にはクルが、その場にベッタリとへたり込むほどでもない。地道な筋トレは自分を裏切らない。それを、日高は実感として確信する。

（…っしッ！）

　一番キツイところを大したトラブルもハプニングもなく無事に乗り切れたことに、日高は内心でガッツポーズを突き上げる。

　目標は高く。

　夢は大きく。

　何事も、やってやれないことはない。

　それができないのはただの思い込みで自分の限界を線引きしているか、やろうとする根性がないだけ。

　言い訳を探す前にまず行動すること。目先の結果に飛びつくよりも、日々の努力を怠らないこと。それが、バスケをやり始めてからの変わらない日高のポリシーであった。

　城惺高校に入学して、その思いはますます強くなった。切せつ磋さ琢たく磨ま──それをひしひしと実感させられたからだ。

　そのまま、なにげに視線を向けると。いつもの定位置に座って、同じように水分補給をしている茅野大地がいた。

　練習メニューの前半をこなしただけでそれなりに顎あごが上がってしまっている一年部員とは、汗のかき方からして違う。

（茅野の奴、相変わらず余裕カマしてやがるよなぁ）

　実際には違うのかもしれないが、見た目でそう思わせるものが大地にはある。

　余裕でなければ、バスケに対する貪どん欲よくさだろうか。目標を口に出して自分を鼓舞する日高とは真逆で、大地はよけいなことはいっさい口にしない。それでも、黙々と練習メニューをこなす姿は誰よりも真しん摯しであった。

　無言実行。

　だからこそ、日高は搔かき立てられるのだ。負けてはいられないと。

　夏休みも目前に来て、新入部員の頃よりはハードな練習メニューもこなせるだけの筋力も体力も付いた。けれども、日高たちがこなれた分は相殺されることなく、大地は更にその上を駆け上がって行く。

　落差ギヤツプはいまだに埋まらない。自分たちが真摯に努力した分だけ、大地も進化し続けるのだ。

　それを目の当たりにする、驚き。

　──悔しさ。

　そして。負けるもんかッ……という条件反射。

　やる気と。

　根気と。

　モチベーションの高さ。

　上級生ではなく、とりあえずの目標が同じ一年生ということで日高たちも文字通りの切磋琢磨なのだった。

　それにしても、だ。どうして、こう、大地一人に日々感情を搔きむしられるのか……。日高は不思議でしょうがない。

（なんでだ？）

　唸うなっても。

（わかんねー……）

　首をひねっても。

（目障りっちゃあ、目障りなんだけど）

　じっとりと凝視しても。いまだに明確な答えは出ない。

（けど、まぁ、ライバルはいないよりいたほうがいいに決まってるし）

　それが他所よその高校の奴ではなく部内の同じ一年生であれば、いい意味での刺激になる。やる気も倍増する。ほかの連中がどう思っているかは知らないが、日高の基本はあくまで根明なポジティブ思考だった。

（頑張ったら頑張った分、いつかどこかで意外なご褒美が出るかもしんないし）

　それを思って。ハタ、と気付く。

（あー……ご褒美っつったら、やっぱお食事会だよなぁ）

　ご褒美＝食い物に直結するあたり、日高の思考回路は単純明快である。というか、蓮見高校の体育祭での一件がインパクトがありすぎて記憶鮮明なだけなのかもしれない。

（あれっきり、いまだになんの連絡もねーんだけど。いったい、どうなってんだ？　もしかして、おっきい兄ちゃん、忘れてるんじゃねーよな？）

　部活に集中しているときには、そんなことを思い出しもしないのに。いったん気になり出すと、なぜか止まらなくなる。

　茅野家の長男、陽一とはちゃんとメール・アドレスも交換した。それに関しては茅野家の俺サマである広海には。

「日高。おまえ、大地のオマケのくせに生意気」

　だの。

「兄貴のメルアドはただじゃねー」

　だの、盛大に文句を言われた。当然、大地にも睨まれた。

　どこかゆる～い感じの長身イケメンには。

「真っ新さらだから怖いものなしって感じ？」

　褒められているのか、呆あきれられているのか、よくわからないコメントをもらった。

　やたら貫かん禄ろくのありすぎる生徒会長には、なんだか生なま温ぬるい目で見られたし。ヤンキーな学年首席には鼻で笑われたような気がした。

　もしかして、茅野家の長男のメルアドには自分だけが知らない秘密でもあるのだろうかと、頭を捻ひねりまくりの日高であった。

（まさか……茅野がゴネてんじゃねーよな？）

　もともと、何もかもが『水』と『油』の天敵モードが入っていた日高と大地だが。思いがけないアレや、まったく予想外のソレや、ただ呆ぼう然ぜん絶句のあんなことがあって、大地にまつわる誤解と思い込みは多少解消された。

　だが、相変わらず壁は壁のままだった。日高は大地をライバルだと認めてはいても、馴なれ合いたいわけではない。ただ、同じ部活チームの一員として大地に歩み寄りたいだけで。

　なのに。大地の態度はあまりにあからさますぎた。

　──ウザイ。

　──暑苦しい。

　──無駄に吠ほえるんじゃねー。

　その、ミエミエな態度がだ。

（こないだだって、俺の携帯借りるのにものすげー態度がデカかったし）

　さすがに、あれで部活をやっている高校生には携帯電話が必需品だと気が付いたのか、今は大地も持っている。番号も、メルアドも、いまだに教えてもらってはいないが。

（おっきい兄ちゃんに買ってもらったんだよな）

　紆う余よ曲きよく折せつあって、今は茅野家の事情というものも少しは理解できるようになったが、傲ごう岸がん不ふ遜そんを地でいく大地が陽一に携帯電話を強請ねだるというのも、いまいち想像しにくい。

　茅野大地は誰にも媚こびない男──だからだ。たぶん、間違ってはいない。ただのポーズですらない。

（けど、おっきい兄ちゃん、弟にはけっこう甘そうだし）

　体育祭のときの陽一など、傍から見ているだけでも広海には甘々であった。

　もう可愛くてしょうがない……という感じの構い方で、見ているほうがなんだか赤面しそうだった。

　弟って、そんなに可愛いモノなのか？

　一人っ子の日高には、そこらへんの機微はわからない。友人たちは口では『ウザイ』『生意気』『邪魔くさい』『一人っ子のおまえが羨うらやましい』などと言うが。本音は違うのかもしれない。

（ちっちゃい兄ちゃんなんか相変わらず暴言吐きまくりの俺サマなんだけど、おっきい兄ちゃんの前じゃ、なんか妙に可愛いっていうか……。城惺ウチに来たときとはまるっきりの別人だったよなぁ）

　目の錯覚などではなく、だ。

　同じ俺サマであっても、あれは『茅野広海』というキャラだからこそ許されるのである。……たぶん。もしも大地があのガタイで、あの顔ツラで、あの重低音で同じことをやったらそれこそキモイだけで、皆がドン引くに違いない。

　……いや。はっきり言って怖い。

　想像イメージできないのではなく、想像したくない。そんなことを思うだけで脳のう味み噌そが痙けい攣れんしそうだった。

　大地が携帯のかけ方も知らないと知ったときの驚きよう愕がくはあまりあったが、持ったら持ったで、今度はなんとなく釈然としない。

（なんでだろ？）

　最近、その疑問がようやく解けた。大地がプライベートで誰かに電話するという光景が、日高にはまるっきり思い描けないことに。

【茅野大地は一人でいることになんの苦痛も感じない男】

　それはもはや、刷り込みという名の思考の呪縛なのかもしれない。

　しかし。サッカー部の青木和かず己みが大地の中学の先輩であることを知り、そこらへんがなんともあやふやになってきた。青木の前では、大地はごくフツーにしゃべっているからだ。

　──いや。他所のクラブの先輩を平然と呼び捨てのタメ口吐きまくりを決して『普通』とは言わないが、青木本人がまったく意に介さない時点でそれが二人のフツーになってしまった。

　そんな掟おきて破やぶりが許されるのか？

　それって──変だろ？

　そう思う日高がおかしいのか。なんだかもう、頭がグチャグチャになってしまった。

　このあいだ、大地がバッグの中から携帯を取り出してなにやらメール・チェックをしているらしいのを見て愕がく然ぜんとしてしまった。

（あいつ、メル友とかいたんだ？）

　しかも。そのときの大地の顔つきときたら、日頃の傲ごう慢まん全開な鉄面皮がものの見事に崩壊して、口元にはうっすら笑みを浮かべていたのだ。

　まさに。視界のビッグ・バンだ。

　啞あ然ぜん。

　呆然。

　ある意味、不気味……だった。

　そのショックを茶化して冗談まじりに誰かと分かち合おうという気にもならなかった。

　青木と話しているときの大地はいつもとは一味違っていたが。それとも、違う。

　大地にあんな顔をさせることができるメル友。それって、いったい誰？

　網膜にくっきり焼き付いて離れない情景だった。

　なんだよ？

　誰だよ？

　──どういう関係？

　それを考えれば考えるほど、何か頭の芯しんがズクズク疼うずいてしまいそうで。更には、今までのあれやこれやが乱射ぎみにフラッシュバックして。大地を凝視する目つきもついついきつくなる日高であった。

　日高にとって、大地は等身大のライバルである。たとえ、大地がそうだと認めていなくてもいいのだ。今は、まだ。

　いつか、絶対に追いついてみせる。それが、当面の日高の目標だった。

　楽しい。

　強くなりたい。

　誰にも負けたくない。

　がむしゃらにやってきた中学時代とは違って、今は明確な指針があった。

　程よい刺激を保てる緊張感と距離感。欲しているのは、それだ。

　だから、大地と馴れ合いたいわけではない。……わけではないが、あからさまに無視されると本当に腹が立つ。以前はくっきりと鮮明だったボーダーラインがこのところは曖あい昧まいになってきた。

　何を。

　どうしたいのか。

　自分でも──よくわからない。

　ときおりザラつく感情が妙に気になって、不快だった。ふと気がつくと、いつの間にか目で大地を追っている。それが、なんだか……変に重かった。

　だが。今は、大地を見つめる視線にはきっちりとした目的意識があった。

（やっぱ、この際、確かめといたほうがいいよな）

　食事会、大事。体育祭のときは緊張感のあまり……ほとんど初対面な連中が揃いも揃って規格外れな大物すぎて、大地のオマケでその場に参加させてもらってるだけという感じが消えなかった。

　そのせいで、曝さらさなくてもいい恥ばかりを曝してしまったような気がする。そのフォローをしてくれたのが広海でも大地でもなく、初対面の長兄陽一であった。陽一には頭が上がらない。あんな兄ちゃんが欲しい。心底、思った。

　だから、二度目のチャンスをもらえるのなら、今度はしっかり会話に参加できるようになりたい。

　野望ではなく、チャレンジ。大地のオマケとしてではなく『日高千明』として皆に認識されたい。そう思ったとしても、しかたないだろう。

　日高はいっそガツガツと大おお股またで大地に歩み寄っていった。

「おぅ、茅野。ちょっと……いいか？」

　いきなりの名指しに、大地はわずかに眉まゆをひそめた。

　──が。無視するだけ無駄だとでも思っているのか。

「なんだ？」

　端的に一言。迫力の重低音は、鼓膜をバリバリに刺激して日高の下腹を直撃した。

（こいつって……ホント、ムカつくよな）

　どこが？

　何が？

　それをいちいち口に出すのも癪しやくに障るほどだった。

　だが。威圧感丸出しのそれにも、いいかげん慣れた。

　いや。慣れなければやってられない。それが正しい。

　それで、日高がよっこらしょ……とばかりに大地の目の前に座り込むと、周囲は。

　──なんだ？

　──どうした？

　──またか？

　露骨にどよめいた。それももはや、放課後の体育館ではひとつの風物詩になってしまった。

　何があってもメゲない日高のポジティブ思考に、最初は呆あきれていた周囲の目もそれなりに慣れた。今では彼らも。

　──まぁ、頑張れ。

　自分たちにはできそうにもないことに果敢にチャレンジする日高に、生なま温ぬるい目でエールを送る。

「あのさ。食事会のことなんだけど」

　大地は投げつけられた言葉の意味を反はん芻すうするように、じっと日高を凝視して。

「──なんの？」

　ボソリと言った。

　まるっきり忘れているのか。わかっていて、トボけているのか。それとも、あくまで記憶にないこととして押し通すつもりなのか。

　大地だったらどれもありがちなパターンのようで、日高もリアクションに迷うが。カチンときても、ここで声を荒らげてしまったら負けのような気がした。

「だから、体育祭のときの話。おっきい兄ちゃん、みんなと一緒にメシ食おうって言ってただろうが。あれから、もう二ヶ月たつけど、まるっきりなんの連絡もねーから、どうなってんのかなぁ……とか思って」

　とりあえず、大地が言い逃れができないようにきっちり退路を塞ふさぐ。

（どうよ？　これならバックレようもねーだろ）

　じっとり睨ねめ付けて大地の出方を窺うかがう。

「どうって……何が？」

　まばたきひとつせずに平然と日高を見返す大地は、やっぱり大地──だった。

「何って……。だから、おっきい兄ちゃんから、おまえ、そこらへんの話聞いてねーのか？」

「興味ねー」

　バッサリ切って捨てる大地に、日高はわずかに唸うなる。

（こいつは……ホント、こいつはぁぁ）

　声に出さずにギリギリ睨にらんでも、大地は表情筋ひとつ動かさない。まるで、日高のことなど眼中にないとでも言いたげに。

　日高にとって食事会は突然降って湧いたような出来事で、集めようとしてもめったに揃わないような豪華メンバーと会食できるラッキー・チャンスにほかならないが、大地にとってはバスケに関係ないことは興味の欠片かけらもない些さ末まつなことだったりするのかもしれない。

　予想できる結末を当然のことのように見せつけられる、腹立たしさ。

　苛いら立だち。

　そして。問答無用の──反発。

　そんなモノがごちゃ混ぜになって、日高の脳のう味み噌そをガシガシ揺さぶった。

　それでも。ここが放課後の体育館で、今は部活の中休み。……でもって、皆が自分と大地を注視している衆人環視ということだけは、ちゃんと頭の隅にあって。

（平常心）

（……平常心）

（…………平常心）

　日高は一息吸って、このところのお決まりである呪文を唱える。テレビでやっていた何かの呼吸法らしいのだが、これが、なかなか使える。よくも悪くも感情の沸点が低いことを自認する日高にとってはメンタル・コントロール法だった。

「なら──おまえは行かねーのか？」

　興味がないと言い切るからには、食事会が本決まりになっても行かないという大地の意思表示。そうとも、思えて。

（こいつが来なくたって、俺は行くけどな）

　意固地になっているわけではない。茅野兄弟のことをもっと知りたいという欲求を抑えられなかった。想像するだけでドキドキと胸が高鳴りこそすれ、食事会に行かない選択肢などあり得なかった。

　──が。

「この時期に、おまえ、よくそんな余裕あるな」

　思いがけない言葉で横っ面を張られた。

「インターハイ直前だぞ？　なのに、おまえ、食いモンに脇目振ってる余裕あんだ？」

　大地にしては珍しい、痛烈な皮肉だった。

　日高は、思わず返す言葉に詰まった。

「ベンチにも入れてもらえないぺーぺーの一年だから、それでもいいってか？」

　日高を見据える、大地のキツイ眼差し。威圧感丸出しのゴーマンかました視線には慣れっこだったはずなのに、今、大地が日高を見ている目は見慣れたそれとは大違いだった。

「スゲーな。ビックリ仰天ブッたまげ……って感じ」

　日頃はバキバキと折れるようなセンテンスの短い単語しかしゃべらない大地の饒じよう舌ぜつぶりが痛い。どうにも、痛すぎた。

　その一言一言が胸にグサグサ突き刺さって、逆に大地から目が離せなかった。

　──おまえ、バカだろ。

　そう言われたような気がした。

　ウザイ。

　暑苦しい。

　邪魔くさい。

　大地のそういう視線には慣れていた。なにより、日頃の部活動では言葉よりも雄弁だった。

　だが。これは違う。明らかな侮ぶ蔑べつまじりの視線が……痛い。

　まるで、ヘビに睨まれたカエル。不様だった。

　一言も言い返すことのできない、醜態。大地の視線が胸苦しくて詰めた息が喉のどを締め上げ、心臓がバクバクになった。

　インターハイに出場するのは三年のレギュラー陣で、一年部員の出る幕などない。実際のところ、体育館の二階席に陣取ってせいぜい応援で声を嗄からすか、雑用に徹するだけ。

　そんなことはバスケ部員としては当然の常識だから、日高的にはなんの苦にもならない。

　インターハイという高校生にとっては夏の一大イベントの雰囲気を間近で、その末端でもいいから味わえるだけでも大興奮である。新入部員でそれを共有できること自体、ものすごくラッキーなことだと思っていた。

　しかし。

　まさか。

　ライバル視をしていた大地の口からそんな刺々しい皮肉を浴びせられるなんて──思ってもみなかった。予想もしていなかった。

　日高にしてみれば。インターハイが間近であることと食事会のことは、はっきり言って別次元の話である。優先順位を付けることさえ無意味であった。

　なのに。反論することができなかった。大地が自分を見る目があまりにきつすぎて、痛すぎて、容赦の欠片もなくて。

　ショック──だった。

　まったくの予想外のところからいきなりミサイルをブチ込まれたような気がして、頭が爆裂した。

（俺は……。ただ、俺は……）

　思考回路も痺しびれて頭の中はグチャグチャなのに、心が冷えた。

　そんな日高の背中を突き刺すように、ホイッスルが鳴った。

「よっしッ。集合ッ！」

　キャプテン藤田の、しなるような声が体育館に響く。

　それでも。

　日高は。足が凍りついてしまったかのように、その場から一歩も動けなかった。




　　　　◆◇◆




　その日。

　友人と待ち合わせの時じ間かん潰つぶしにフラリと入った大型書店で。陽一は。

【県内、美味おいしいモノ食べ歩き】

　つい、タイトルに惹ひかれてその情報誌を手に取った。

（あー……もうじき夏休みだよな。食事会のことも、そろそろ本気で考えないとさすがにヤバイよな）

　なんといっても、言い出したのは陽一である。それはやはり、まずいだろう。

（できない約束はするな…って、か？）

　半ば苦笑ぎみにペラペラとページをめくって。

（食欲魔神の高校生だからな。部活組は当然ガツガツ食うだろうし。そんなに小遣いを使わせるわけにもなぁ。すると、やっぱり、低料金で食い放題？）

　焼き肉。

　鍋なべ。

　バイキング。

　思いつくのは、それくらいだ。

（だけど。あのド派手に目立ちまくりのメンバーだしなぁ）

　最凶ヒールズ。

　蓮見高校御三家。

　組長。

　総長。

　熱血単純王。

（や……けっこうすごいよな、マジで）

　皆の顔と、そのふたつ名をつらつらと思い浮かべる陽一の頭からは、当然、自分のことはすっぽりと抜け落ちている。

　ピンで立っても視界の吸引力なのに、それが集団で……ともなれば、やはり、隔離は必ひつ須す条件だろう。

　どうせなら、飯はゆっくり落ち着いて食べたい。あのメンバーで落ち着いて食えるかどうかは、別にして。

（そうすると、やっぱり個室で鍋──かな）

　しゃぶしゃぶ、モツ、ちゃんこ……。鍋ならば、低料金でもけっこうバリエーションがきくかもしれない。

（鍋、か）

　真夏に鍋？

　暑苦しいか？

（まっ、とにかく腹一杯食えれば、誰も文句は言わないだろう）

　それを思って。とりあえず、陽一は雑誌を手にしたままレジに直行した。

























　夏休みである。

　朝っぱらからジリジリと照りつける太陽光線は眩まぶしい……どころか、早、三重苦の凶器であった。

　暑い。

　……痛い。

　…………げっそり。

　うだる。

　……へたる。

　…………ばてる。

　家の中にいても熱中症になりそうだからといって、茅野家では朝っぱらからエアコンをフル稼動なんて、あり得ない。こまめに水分補給をしてやり過ごすだけである。

　いや、いや、いや……。その前に、夏休みだからといって、三兄弟で家事分担という日常生活のリズムは普段とまったく変わりようがなかった。

　強いて挙げれば。昼飯用の弁当を作らずに済むというくらいである。学期休みと休日の昼食は自分で勝手に食べるのが茅野家では定番なのだった。

　そういうわけで。夏休みになるとその日の過ごし方も三者三様だった。

　長男陽一はアルバイトに精を出し、次男広海はノー・スケジュール、三男大地は相変わらずの部活動バスケ三昧である。

　そんな。

　とある日。

　三兄弟は郊外のショッピング・センターにいた。広々とした店内でカートを押しながら生活用品の買い出しである。

　ちまちました日用品は近くのスーパーでも間に合うが、それ以外のものは一気にまとめて買うほうが安いし手間も一度で済む。それには自転車ではなく車がいる。今現在、車の免許を持っているのは陽一だけである。

「おまえたち。今日は買い出しに行くぞ」

　茅野家の財布のヒモをガッチリ握っている長兄の言葉は唯一絶対である。

（えーッ、めんどくせー）

（なんで、たまの部活休みに荷物持ちをしなくちゃならねーんだよ）

　内心愚痴を垂れながらも、重い腰を上げる次男と三男であった。

「なぁんか、やたらガキが多いよな」

　わずかに目を眇すがめて広海が言った。

　ガキ＝イコール子ども＝未成年。自分もその中の一人であることはきれいさっぱりスルーする広海であった。

「夏休みだからな」

　言わずもがなの台詞せりふを口にする陽一は、いつでも、どこでも、どんなときでも視界の吸引力を遺憾なく発揮する。先ほどからすれ違う者たちのミーハーな視線を浴び続けていた。

「……ウゼー」

　大地は無遠慮な視線ごと周囲のざわめきをきっぱりと黙殺する。

「…って、大地ぃ。通りすがりのガキを無駄にビビらせんなよ、おまえ」

　横から広海が茶々を入れる。

「ビビらせてねー」

　普段は無口な大地が即座に切り返す。日高あたりが見たらあんぐりするだろうが、広海相手では今日も平常運転の大地であった。

「さっきのガキ、今にもションベンちびりそうな顔してたじゃねーか」

「知るか、そんなの」

　そんな子どもがいたことすら眼中にない大地であった。縦割り、横割り、大地の人間関係の割り切り方はいっそドライだった。

（まっ、大地でなくても、人のカートの前でチョロチョロ邪魔くせーな……とは、おれも思ったけど）

　このショッピング・センターは茅野家から車で三十分ほどである。近隣三市の中では一番大きくて、日用品に限って言えばコスト・パフォーマンスの最安値というのがひとつのウリになっている。

　皆が車で買い出しにやってくるのでけっこうな大荷物になっても平気。だから、駐車場はいつも満杯。入りきれない車が駐車待ちの長蛇の列をなすのも見慣れた光景であった。併設されたフードコーナーも充実していて、土曜・日曜はもちろんのこと、ウィークデーもそれなりに混雑しているのだった。夏休みともなれば、それに拍車をかける。

（これだけ混んでたら、放し飼いにされて好き勝手に人の流れを無視しまくるガキどもはみんなまとめて横並びで睨にらみ回したくもなるよな）

　内心で陽一が愚痴りたくなるほどだった。

　自分もかつてはそんなガキの一人だったかもしれないが、少なくとも、周りに迷惑をかけないという母親の目は厳しかったように思う。当時、母子四人で買い物に来ると、目を離すとすぐにどこかに行ってしまう広海の手をガッチリ握って放さないのは陽一の役目であった。今はそれも、懐かしい思い出である。

　鮮魚コーナーに来ると。

「おっ、刺し身盛り合わせの特売だって。うまそう……」

　広海が目を輝かせる。

「９８０円か。いいな。値段のわりにけっこうボリュームがあって。ひとつ買って帰ろう」

　茅野家の財布は陽一が握っているので、決定権はもちろん陽一にある。

「へへ……やりー」

　広海は浮き浮きと選ぶ。

「ど、れ、に、しようかなぁ。あ、甘エビが入ってる。えーと、こっちはイカの代わりにサーモンか」

　パッケージによって入っているものが微妙に違うせいでいろいろ目移りしてしまう。

「陽一。俺、魚よりも肉が食いたい」

　ボソリと大地が言った。夏休みに入ってもみっちり部活中心の大地にすれば、やっぱり魚よりも肉であった。

「そうだな。城惺バスケ部のインターハイ出場も決まったし、トンカツにでもするか？」

「焼き肉がいい」

「焼き肉かぁ……。まっ、お祝いだしな。いいぞ。ただし、あんまり高くないやつ」

　そこはきっちりと念を押す。

　ハードな部活づけの男子高校生は食欲魔神である。外食での焼き肉食い放題では料金を差し引いても余裕でお釣りは取れるだろうが、好きな肉を好きなだけ持ってこい……などと言ったら財布はスッカラカンである。他所よそ様と違って茅野家の三兄弟はきっちり家事分担が基本で食事当番もきちんとこなしているから、そこらへんの金銭感覚もしっかり身に付いているので大丈夫だとは思うが、一応、念には念を押しておく陽一であった。

「兄貴。だったら、俺、冷しゃぶがいい」

　選びに選び抜いた刺し身パックをカゴの中に入れて、広海が言った。

「バーカ。焼き肉って言ってんだろ」

　大地が横目でジロリと睨む。

「何言ってんだ、大地。クソ暑いんだから、冷しゃぶだろうが」

　広海も負けない。

「うっせー、ヒロミ。スタミナ付けるんだから、焼き肉」

　そこは絶対に譲れない大地であった。

　そして、いつものように。どちらを食べるかでギャーギャーと揉もめる二人を横目でチロリと流し見て。

（まったく、もう、こいつらは……。ジャレるなら場所を選べって、いつも言ってるのに）

　どんよりとため息を漏らす。

「おまえたち、いいかげんにしないと飯抜きだぞ」

　陽一がワントーン落としただけで、二人はピタリと口を噤つぐんだ。それも、いつもと変わらない光景であった。

「ほら、行くぞ」

　カートを押して、陽一がサクサク歩き出す。

「ほら、見ろ。おまえのせいで怒られちまったじゃねーか」

「人のせいにするんじゃねー」

「だいたい、生意気なんだよ、おまえは」

「おまえがうるせーだけだろうが」

　広海と大地は小声でブチブチと文句を垂れながらもあとに続く。

　そんな三兄弟を遠巻きに興味津々で見ていた者たちも、同じようにその場から動き出すのであった。

「はぁ……。なんかスゴかったね」

「すごいよね、あの超絶イケメン君。まるで猛獣使いみたい」

「あ～ん、残念。もうちょっと見ていたかったのにぃ」

　茅野三兄弟が行くところでは、それもすっかり見慣れた風景であった。







　買った日用品を三人で手分けして持参したエコバッグに詰めていく。重い物から軽い物、葉物は立てて卵は割れないように一番上。すっかり手慣れたものだった。

　──と。不意にその手を止めて、陽一が言った。

「あー、そうだ。二階のエスカレーター前でサマー・セールの福引きをやってるそうだから、広海、おまえやってきたらどうだ？」

「福引き？」

「ほら、抽選券」

　財布から赤と緑の券を出して、広海に渡す。

　赤は五千円以上買うともらえる一回分の抽選券。緑は千円分の抽選補助券で五枚で一回引けるようになっていた。数えてみると、ちょうど三回分だった。しかも、今日が福引きの最終日である。

「へぇー。特等は二泊三日の豪華温泉旅行かぁ。豪華って、どこらへんが豪華なのか想像もつかねーんだけど」

　温泉旅行自体、高校生にはあまり縁がない。

「つーか、一人にしか当たらない時点ですでに対象外って気がする」

　どれだけの人数が引くのかは知らないが、抽選券三回分では確率が悪すぎる。

「当たっても、そこまでの交通費は自己負担ってことだからな」

「う～ん。それもなんだかなぁ……って気がする」

　お得なのか、そうでないのか。その温泉がどこにあるのかもわからないし。

「一等、コシヒカリ二十㎏。スゲー……」

「こっちのほうがリアルにありがたみを感じるよな」

「二十㎏だからな。素直にずっしりと重いぜ」

　米は主食である。パンも嫌いではないが、茅野家では朝食・弁当・夜食はすべて米で回っている。温泉旅行と違って日常生活に直結しているので、実にイメージしやすい。

「二等はサーロインステーキ肉五枚セット、だな」

「三等はティッシュ一箱。この落差は何って感じ」

　二等と三等ではワクワク度もありがたみもかなり低くなる。それが福引きの醍だい醐ご味みと言ってしまえば、それまでだが。

「四等は好きなチロリー・チョコ一個。…って、一個十円のあれか？」

　駄菓子の定番である。小学生の頃、遠足のお菓子というと五百円玉を握りしめてあれこれ真剣に選んでいたことが記憶に残っている。

「まっ、空クジなしってことだろうな」

「えーと、抽選券三回分だから、一人一回ってことだな」

「おれはいい。向こうの休憩所で荷物番をしてるから」

　陽一がサクッと権利を放棄する。

「俺もパス。喉のど渇いたし。ヒロミ、おまえ行ってこい」

　大地もそれに倣う。

「よっし。コシヒカリ狙ってくる」

　逆に、広海はやる気マンマンである。

「はいはい、期待してるぞ」

　さりげなくエールを送る陽一であった。

「まかせとけって」

　ニパッと広海が笑う。

「当たったら、即、携帯鳴らすから。大地、おまえ、スッ飛んで来いよ？　俺一人で二十㎏なんて担げねーからな」

　早、コシヒカリを取った気でいる広海に。

「……当たったらな」

　大地がやんわりと腐す。

「んじゃ、行ってくる」

　広海は嬉き々きとして歩き出した。その後ろ姿は今にもスキップでもしそうな勢いであった。

「ヒロミの奴、相変わらず好きだよなぁ」

　大地が呆あきれた口調で言うと。陽一はクスリと笑った。

「おまえも一緒に行けばよかったじゃないか」

　駅前の商店街では年末になると大々的に福引き大会をやる。先頃は郊外の大型店に客を奪われて昔ほどの活気はなくなってしまったが、地域住民が気軽に立ち寄れるコミュニティー広場としての役割はいまだに保っていた。

　小学校時代には大地も広海と同じようにガラガラを回して、そのたびに一喜一憂していたのを陽一は覚えていた。

「めんどくせー。どうせ、チロリー・チョコだろ」

　確率から言えば、だが。

「いや、ひょっとするとひょっとするかもしれないぞ？　広海、けっこう大物を引き当てるからな」

　一番の大物は地区祭りで当てた薄型大画面テレビである。

　その抽選券は町内の自治会役員が各家庭に一枚配布するプログラムという名の薄っぺらい紙の一番下に記載された番号を切り取って、その半券を夏祭り当日に会場に設置されている箱に入れるだけなのだが。抽選会は最後の一大イベントであるため、いろいろな催しが終わったあとの最後の最後まで会場に残っていなければならない。

　もしもクジに当選しても発表時にその場にいなければ権利放棄とみなされ（…マイクで三回番号を呼ばれても応答がなければ失格）また新たに抽選をやり直すというシステムであった。

　当時、一等の番号が呼ばれて、あー今年も終わった……と思い帰りかけていたら。

『いませんね？　じゃあ、もう一回いきまーす』

　という声がして、次に呼ばれたのが広海が握りしめていた半券番号だったのだ。

「ヒロミの場合、運がいいんだか悪いんだか。まるっきり読めないくらい極端なだけだろ」

　それは否定できない。そのときのことがあるから、毎年最後の最後まで居残るようになったのだが、結局、テレビ以上の大物は当たらなかった。

　だが、子ども会のクリスマスでのビンゴ大会とか雑誌で応募する懸賞品とか、何かしらをちびちび引き当てるのも否定できない。

　ちなみに。そのテレビはいまだに故障することもなく我が家のリビングに鎮座している。主に活用しているのは、バスケ関係の録画やＤＶＤに落としたバスケの試合をチェックする大地だった。

「まっ、広海だからな。じゃあ、おれたちも行こうか」

　陽一と大地は荷物を持って休憩所へと歩き出した。







　二階エスカレーター横の福引き会場では、福引き待ちの長い列でざわめいていた。

（わ……スゲー行列できてんなぁ）

　普段の広海であれば、それだけでもううんざりして引き返すところだが。福引きはその限りではない。

　行列の先頭では、ガラガラが回るたびに一喜一憂の声が上がっていた。

　とりあえず、正面のボードを見て。

（へぇー、一等が残り三本で、二等が五本か。まぁ、確率からいけばやっぱ肉だよな。けど、狙いはあくまでコシヒカリ。よっし、頑張るぞぉ）

　あくまで前向きな広海であった。







　その頃。

　一階の休憩所では。買い物疲れなのか、荷物番なのか、はたまた子守りなのか。テーブル席も長椅子ベンチも隙間なく埋まっていた。主に、父親と思われる男性陣で。

　大地は自動販売機でコーヒー缶を二個買って、陽一が座っているベンチに戻ってきた。

「ほら。カフェオレ」

「あー、サンキュー」

　大地は陽一の隣に置いてある荷物をどけて下に置くと、どっかりと座った。

　二人が横座りで仲良く（？）缶コーヒーを飲む。広海が見ていたら『ありえねー』を連発したかもしれない。

　ただでさえ質の違うオーラ出まくりで、陽一と大地がいるその一角だけが異次元状態なのは誰もが認めざるを得ない。

　実際、二人が座っているベンチは五人掛けでまだ充分余裕があるのだが、さすがに誰も座りたがらない。そこに座って、突き刺さる視線の晒さらし者になってもいいという度胸も根性もない……と言うべきか。たまに荷物を抱えた家族連れがやってきても、二人を見るやなぜかヒクリと息を吞のんでそそくさと去っていくというパターンであった。

　誓って、大地が無言で威嚇しているわけではない。超絶美形の陽一が『平伏しやがれ』オーラを振りまいているわけでもない。ただ、皆が勝手にある種のコンプレックスを刺激されてその一角を避けまくっているだけであった。

　その反動なのか、チラチラどころかガン見する通りすがりの女性客は絶えなかった。

　二人が無言でコーヒーを飲み終えた頃。二階では、福引き当選の鐘の音がけたたましく鳴った。『うわぁ』だの『すごーい』だのの歓声とともに。

　会場がエスカレーター前とあってか、そのざわめきは階下にも筒抜けであった。

　陽一と大地が揃って、視線を跳ね上げる。

「誰か、一等でも当てたかな？」

「……サーロインかもしんねーぞ」

「鳴らないな、携帯」

　視線をやったまま陽一が言うと。

「だから、チロリー・チョコだって」

　大地がボソリと漏らした。

　そこへ、広海がやってきた。手ぶらである。ティッシュ箱すら持っていない。

「ヒロミ、米はどうなった？」

　茶化すように大地が言った。

「あー？　や……米は当たんなかったんだけど」

　なにやら複雑そうな顔つきである。

「なんだ。やっぱりチロリー・チョコか？」

　狙って当たるようなものでもないので、ありがちな展開ではある。そう思っていたら。

「つーか……温泉旅行？」

「はい？」

「はぁ？」

　珍しくも、陽一と大地が顔までハモる。

「だからぁ、特等……当てちまった」

「えーッ」

「マジで？」

　まさか、本当に？

　そんな、あり得ない展開が？

　広海がジャケットのポケットから特等の目録書を取り出して二人の鼻先に突き付ける。

「ほら。特等、豪華温泉旅行ご家族様ご招待ッ……の目録」

「スゲ……大当たりか？」

「はぁぁ……。予想外のプレゼントって感じ」

　すると。

　いきなり。

「おぉ、スゲー」

「本物だ」

「やったね」

「ツイてるぅ」

「おめでとう」

　周囲から拍手まじりの声をかけられて、三兄弟はビックリ。思わず、素で三人して目を瞠みはってしまうのであった。




　　　　◆◇◆




　午後八時過ぎ。

　茅野家のダイニング・キッチン。

　茶ちや碗わんを洗い終わって、陽一が食器乾燥機のスイッチをＯＮにする。

「兄貴ぃ。茶、飲む？」

　広海が声をかける。

「あー、濃いやつな」

　定番である。

「ＯＫ」

　陽一が自席に戻ってくるまでに、広海が三人分の茶を淹いれる。

「なんだ、大地。おまえもお茶でよかったのか？」

　陽一が意外そうに口にする。大地の食後の定番はコーヒーである。

「今日は茶でいい」

　珍しいこともあるものだ。そう思いつつ、熱めの濃い茶を一口啜すする。

（んー、うまい）

　広海が淹れてくれたのだと思うと、よけいに。

「さて、と。晩飯も食ったし、温泉旅行の日程でも決めるか」

　それが、本日の食後のデザートである。

「有効期限とか、あんのか？」

　まずは、それを確認する。

「さっき見たら、十月末までだった」

「……ということは、もろもろのことを考えたら、この夏休みしかないってことだな」

「二学期が始まったら、土日連休しかねーし。スケジュール合わせが大変そうだよな。大地抜きなら、別にいいけど」

　一番のネックになるのは部活命の大地であるのは間違いない。

　ウィークデーは放課後の部活でハード・メニュー。土・日曜に練習試合や遠征試合も珍しくない。つまりは、プライベートを楽しむ暇などないのも同然だった。それくらいの練習量でなければインターハイなどには出られない……ということでもあるが。

「俺だけハブにしたら……殺す」

　湯飲み茶ぢや碗わんを摑つかんで、大地はごくごくと飲み干した。

　特等を引き当てたのは広海で、もちろん交通費は自腹だが、豪華温泉旅行なんてこのチャンスを逃したら二度と巡っては来ないだろう。この先、いつか旅行で温泉に行く機会はあるかもしれないが、それはそれ、これはこれ……である。

　三人で行くことに強いこだわりがあるのではなく、この状態で自分一人だけがのけ者にされるのが嫌なだけだった。

「どっちにしろ、インターハイが終わってからになるだろうし」

「えーッ。じゃ、ホントに夏休みのケツのケツになっちまうじゃねーかよ」

　夏休み中は毎日がフリー、家事当番以外は暇を持て余している広海が文句を垂れる。

「しょうがないだろ」

「大地。おまえ、さっさと負けてかえってこい」

「ムチャクチャ言ってんじゃねー」

（インターハイだぞ？　部活やってる連中の憧あこがれの聖地だぞ？　それに……試合やるのは先輩たちで俺なんか出る幕ねーし）

　だが。一年部員でインターハイ会場の雰囲気を直に味わえるのは貴重な体験になる。それだけは間違いなかった。

「んー……さすがにお盆前後は避けたほうが無難だろうから、八月の二十一日あたりでどうだ？」

　携帯電話のスケジュール帳カレンダーを確認しながら、陽一が言った。

「それでいい」

　夏休み後半ならば、部活も本当の意味で『夏休み』である。大地に文句があるはずもない。

「広海は？」

「最速でそこしかねーんだろ？」

「まぁ、そうだな」

「んじゃ、いい、それで」

　日程はこれで決まりだ。次は交通手段である。

「電車？　それとも車？」

「時間的なことを考えれば、車のほうが便利かもしれないな。電車だと、いちいち乗り換えをしなくちゃならないみたいだし」

　そこらへんはネットですでに確認済みであった。

（さすが、兄貴。ちゃんと下調べはやってたんだ？）

　内心、拍手しまくりな広海であった。

「そのたんびに荷物持ってウロウロしなくて済むし？」

「運転できるのは兄貴しかいねーじゃん。大丈夫かよ。一人運転だと疲れるんじゃねー？」

　免許を持っているのは陽一だけである。自分たちはただ座っていればいいが、陽一だけに負担をかけるのもあまり気乗りがしない。

「高速に乗れば、時間的にはそんなにかからないだろう」

　車の運転自体は別に苦にもならない陽一であった。

「兄貴がいいなら、いいけど。そしたら、家から美み那な月づき温泉まで直ちよくでいけるしな」

「よし。じゃあ、それで決まりだな」

　予定はサクサクと決まっていく。

「温泉つったら、やっぱ露ろ天てん風ぶ呂ろだよなぁ」

　家風呂とは違う、広々とした開放感をイメージしただけで浮き浮きする。

「特等だから、料理もそれなりに豪華だよな？」

　そこは外せないとばかりに、大地が言う。旅行に行って何が楽しみかといえば、それはやっぱり食事だろう。

「食い放題……とまではいかないだろうがな」

　ディナー・バイキングがあれば別だろうが。たいていは定番の懐石コースだろう。選べるとしたら、メインが魚か肉かくらいではないだろうか。

「食事当番なし。掃除も洗濯もなし。二泊三日のパラダイス。はぁぁ……楽しみぃ」

　本音がだだ漏れる。

　それには異存がないとばかりに、コクコクと頷うなずく陽一と大地。やはり、日々家事を頑張っているのだから、たまにはそれくらいのご褒美はあってもいいと思うのだった。




　　　　◆◇◆




　八月二十一日。

　お楽しみ旅行に相応ふさわしく天気は快晴。八月も後半に入ってしまうとさすがに蟬せみ時雨しぐれもトーンダウンしたが、連日の熱帯夜もあって朝っぱらからうんざりするほど気温は高い。だが、今日ばかりはそんなことは気にもならなかった。

「おまえたち、忘れ物はないか？」

「忘れ物するほどの荷物ねーし」

「バスケの試合に行くより、バッグがスゲー軽い」

　女子はそれなりに必需品があってキャリーバッグは必ひつ須すなのかもしれないが、二泊三日の男旅など軽装リユツクで充分だろう。

「そうか。じゃあ、行くぞ」

　玄関に鍵かぎをかけて、三人はガレージに向かって車に乗り込む。

　運転席に陽一。助手席は大地。後部座席は広海が独り占めである。

　いよいよ、出発。別に号令をかけるまでもなく車はスムーズに発進した。日用品の買い出しと違って、三者三様、テンションが上がりまくりな三兄弟であった。

　それからしばらく経って。

「あー……そういや、兄貴」

　ふと思い出したように、広海が声をかけた。

「なんだ？」

「こないだの食事会、みんな喜んでたぞ」

「そうか。だったら、よかった」

　陽一の顔も綻ほころぶ。

「食い放題の鍋なべもスゲーうまかったし。個室貸し切りだったからゆっくり寛げて、もう最高だったって」

　武藤からも同じようなメールが届いた。それに味を占めたのか。

《今度はぜひ忘年会をやりましょう》

　最後はそう締めくくられていた。それで陽一が。

《大学受験の追い込み真っ最中にそんな余裕あるわけ？》

　半ば茶化して返すと。

《受験モードには息抜きも必要です。オアシス・タイムを恵んでください》

　などと言ってきた。それがあまりに武藤らしくて、思わずプッと噴いてしまったのは記憶に新しい。陽一の返事は。

《一応、考えておく》

　……だった。

「あれだけ個性的なメンバーは揃えようと思ってもなかなか揃わないからな。おれもすごく楽しかったよ」

　本心である。一応、日時と場所だけ決めてあとは丸投げだったにもかかわらず、ちゃんと一人も欠けることがなかった。言い出したのは陽一だが、単なる思いつきにすぎなかった食事会を皆が楽しみにしてくれていたのかと思うと、ちょっと感激ものであった。

「特に、椎名君の話はなかなか興味深かった」

「あー……それ、椎名も同じようなこと言ってたぞ」

「え……？」

「やっぱ、踊りと弓道ってなんか通じるものでもあんのかな。俺、椎名があんなに熱く語ってるのを見たの、初めて」

　噓ではない。

　普段の椎名は家業のことはほとんど口にしない。それは広海たちが舞踊には興味も関心もないから聞かないというより、学校にいる間はごく普通の高校生でいたいだろうからその手の話題を積極的に振ることはないのであった。

　それでなくても、クラスには速水というお邪魔虫ストレス要因がいるし。

　なので。正直、ちょっとビックリしたというのが本音である。たぶん、小林も新田も同じ気持ちだったのではないだろうか。

「そうなのか？」

「椎名、俺らの中じゃ一番の大人常識人だからな。いつもニッコリ、どっしり、優雅に構えてるっていうか。確信犯でスカした堤とは別口で変に熱くならない、みたいな感じ？」

（んー……広海の友達はみんな別方向で侮れないって感じはするんだけど。やっぱり、椎名君の場合は土台が違うっていうか、背負ってるものが特殊だから精神面での鍛えられ方が違うんだろうなぁ）

　芸事はそれこそ厳しい仕来りとか、上下関係は体育会系の更にその上を行くとか。そのへんにやたら詳しいクラスメートがいたので陽一も業界話の一端は聞いていたのだが、やはり椎名本人の話は奥が深かった。

「椎名君の話を聞いてみて、機会があればぜひ一度『東紫あずま珠しず也や』君の舞台を見てみたいと思ったよ」

　とたん、広海は小さくプッと噴いた。

「なんだ、そんなことまで意気投合かよ。椎名も、兄貴が弓を引いてるところをナマで見てみたいってさ」

「そうなんだ？」

「それなら、日高もうるせーくらいに言ってるぞ。陽一の弓道はどこに行けば見られるのかって」

　本当に、うるさくて嫌になる。

　大地的には、食事会当日は絶対に日高のとなりには座るまいと思っていたのに、皆が変に気を遣って（？）何も言っていないのに同じ高校の同じ部活ということで大地と日高をセットにしてくれた。

　食事会の件については、それ以前に二人の間で一ひと悶もん着ちやくあってしばらくは日高の態度もぎくしゃくしていたが、陽一からメールをもらったとたんに舞い上がり、そこらへんはいっそ見事にリセットしてしまった。あの切り替えの速さは単純王ならではだろう。

　だいたい、赤の他人のくせに陽一のことを『おっきい兄ちゃん』広海のことは『ちっちゃい兄ちゃん』呼ばわりにしている時点で、大地的には完かん璧ぺきにアウトである。

　さすがに、皆の前では、陽一は『お兄さん』で広海のことは『茅野さん』というケジメをつけていたが、気軽に連呼するんじゃねー的な気分は変わらなかった。

「なんだ。日高君、余裕だな。城惺バスケ部のハードな部活以外に目を向けてる暇とか、あるんだ？」

　皮肉でもからかっているわけでもない。本当にそう思っているだけで。

　陽一の場合、あくまで城惺バスケ部のクラブ活動の基本が大地なので、日高にすれば『あんなのと一緒にしないでください』だったりするのかもしれないが。

「あいつのは余裕じゃなくて、ただのミーハー」

　大地はサクッと腐す。

　放課後になると、体育館の入り口に集ってざわめいている女子生徒に『うるさい』だの『邪魔くさい』だの『とっとと帰りやがれ』だのと暴言まがいの毒舌を日々投げつけている日高であるが。陽一を見る目はそんなミーハーな女子生徒たちとなんら変わらない。本人がまるっきり自覚していないのもどうかと思うが。

「だったら、兄貴、ついでのオマケでポチも今度秋の大会にでも誘ってやれば？　つっても、ポチの場合はスケジュール的に無理そうだけど」

　相変わらず、広海は日高のことを『バスケ部のポチ』扱いである。その点に限って言えば、なんの文句もない大地であった。

（これから先は三年のレギュラー陣が引退しちまうから、脇目振ってる余裕なんかなくなっちまうだろうけど）

　レギュラー争いでライバルを蹴け落おとすくらいの覚悟がなければ、城惺高校のバスケ部員などやっていられない。

「そうだなぁ。ただの練習と試合とじゃあ、やっぱりモチベーションも緊張感も違うしな」

「俺も、久々に生眼福してみようかなぁ」

「ハハハ……。じゃあ、おれもきっちり気合いを入れていいとこ見せなきゃな」

　すっかりその気モードにスイッチが入ってしまう陽一であった。

（蛍光ピンク垂れ流しの笑顔……か。ホント、エロ林の奴、天然ボケのくせにたまにドンピシャで核心突きやがるよな）　>>>♥

　陽一はとことん広海には甘い。それを大地に隠そうともしないのだから、よけいにタチが悪い。ちょっと……ムカつく。

「でも、あのときは、みんなけっこう派手にガツガツ食ってたよな。特に部活組は」

「違う。一番食ってたのは、蓮見のあいつ」

「……新田君？」

「そうだよ。あいつの胃袋、マジで四次元ポケットが付いてんじゃねーか？」

　冗談でなく、だ。それ以前に話はいろいろ広海から聞いていたが、どうせ半分くらいは大おお袈げ裟さにフイているのだろうと思っていたので、実際に新田の食いっぷりを目の当たりにすると軽い衝撃が走った。

　新田の前に置かれた鍋なべの消費されるペースが速すぎて、タッチパネルでの注文が間に合わない。広海たちは平然とした顔でなんのツッコミも入れない有り様だった。

「そう、そう。ポチなんか、露骨にビックリっつーか、目ン玉ひんむいて呆ぼう然ぜん絶句してやがったよな」

　広海がゲラゲラ笑う。広海たち蓮見高校組はもう見慣れてどうってことはないが、あそこまでツボに嵌はまったリアクションをしてくれると、おかしいのを通り越して可愛いとさえ思えてしまうから不思議だ。

「あいつ、いっつもあんなに食うわけ？」

「おう。昼飯なんか、弁当のほかにデザートで調理パン五、六個は平気で食うし」

　大地はもはや声もない。負けた──以前の問題である。

「本当に、あの体型でハンパなく食うよな、新田君」

　しみじみと実感する陽一だった。

　茅野家のエンゲル係数も他所よそ様よりは若干高めだろうが、新田家も負けていないのではなかろうか。

「蓮見の七不思議のひとつだからな、新田の大食らいは」

「あのカロリーが、いったいどこで消費されるのかって？」

　たとえは悪いが、まるで燃費の悪い軽自動車である。

「そう。食っても食っても、縦にも横にも伸びねーんだよ、新田の奴」

「水飲んでも太るって体質の奴からしたら、呪い殺してやりたくなるんじゃねーか？」

「あー、まぁ、そこは新田……だからなぁ」

「蓮見高校の『アイドル』の異名は伊達だてじゃないんだ？」

「あいつ、部活はやってないんだけど、根本的に裏表のない根アカな体育会系気質だからな。けっこうズケズケ吐きまくっても根に持たれないっていうか、お得な性格してるんだよ」

　なにしろ『薫ちゃん』である。一年の女子にすら『薫ちゃん先輩』なんて呼ばれているくらいである。そこのところ、本人的にはまったく気にもならないのか。フットワークが軽すぎるアイドルには、それくらいの親しみやすさはあって当然なのかもしれない。

（性格的に裏表がないのはヒロミも同じなのに、そこんとこ、真逆いってんのか？　向こうは学園の『アイドル』でヒロミは『最凶ヒールズ』なぁ。それって、やっぱ、人生の経験値の違いだったりするわけ？）

　新田にもそれなりに隠れた悩みがあるのかもしれないが、その差は大きいと思わずにはいられない大地であった。それでも、あけすけにバシバシ言い合っても後に引かないくらいには広海との相性もバッチリなのだろう。

　小林もたまに暴言まがいのことをズケズケ吐きまくるし、やっぱり類は友を呼ぶのかもしれない。それで行くと、一番落ち着きがあって妙に肝が据わっている椎名もやはり『朱に交われば』を地でいくのかもしれない。『最凶ヒールズ』の片割れである堤もけっこうイイ性格をしているようだし。広海の周りは侮れないやつが固まっているようだと思うと、なんだかなぁ……という気がしないでもない大地であった。

「あー、鍋のこと思い出したら、なんか一気に腹も空いてきたな」

「そういえば、もう昼過ぎだな」

「どこかのサービス・エリアで車停めて、昼飯食う？」

「この時間帯じゃ、どこも満杯じゃねーか？」

　……かもしれない。まだ渋滞はしていないといっても、昼食どきのサービス・エリアは別だろう。

「だったら、このまま飛ばして、早はや坂さかのインターを降りてからどこかのファミレスにでも入るか？」

「俺はそっちのほうがいい。サービス・エリアは決まったメニューしかないだろうし。どうせなら、うまいもんをゆっくり食いたい」

「広海は？　どうする？」

「あと、どのくらい？」

「一時間もかからないと思うけど？」

「んじゃ、降りてからでいい」

「じゃあ、そうしよう」

　混んだサービス・エリアでは順番待ちをしようにもほかに時間を潰つぶすところがない。なにより、逆に陽一がまた暇潰しのパンダにされるのは不快すぎる広海であった。




　　　　◆◇◆




　高速を降りてから一般道に入り目当ての美那月温泉近くになると、車窓からの風景は一変した。

　山間部の緑に囲まれた道路を走行していると、まるで、そこだけいつもとは違う時間がゆったりと流れているような気がした。

『ようこそ美那月温泉郷へ』

　アーチ型の看板が見えた。そこから更に坂を登っていく。カーナビが『二十メートル先、目的地周辺です』と教えてくれる。

「お……あれかな」

　前方にそれらしき門構えが見えてくると、車は徐々にスローダウンした。

「あー、やっぱりあれだ」

　旅館『吟ぎん翔しよう』。板に書いてあるのではなく文字が彫ってある黒光りした看板は、なんだか格式を感じさせる。

　昔の武家屋敷みたいな立派な門構えを潜って車ごと入ると、思っていた以上に広い駐車場になっていた。空いているスペースに車を停めて、荷物を持って降りる。

「へぇー、ここが特等旅館か」

　キョロキョロと視線を巡らせて広海がつぶやいた。

「なんかスゲー。予想してたのより豪華な感じ」

　まさに、特等に相応ふさわしい佇まいだった。ホテルではなく旅館。造りが燻いぶし銀を思わせるような重厚な純和風だから、そう感じるのかもしれないが。

「中は独立したコテージふうな造りになっているらしいぞ」

「……って、どんなの？」

「口で説明するよりも、自分の目で見たほうが早いだろ」

「そりゃ、そうだよな」

　三人はゆったりとした足取りでフロントへと歩いていった。







　今日から二日間宿泊する部屋は『白しら鷺さぎ』だった。案内してくれた仲居が言うには、全部屋が鳥の名前になっているらしい。

　部屋は、木々に囲まれて独立したコテージになっていた。

　他人に煩わされることなく、ゆったりと過ごせる隠れ家的な部屋。キャッチ・フレーズに偽りはなかった。朝食も夕食も、部屋で摂れるとのことだった。

　部屋に通されて、お茶と茶請けの菓子を用意して搔い摘まんで部屋の説明をすると、仲居は。

「どうぞごゆっくりお過ごしくださいませ」

　深々と頭を下げて出ていった。

「けっこう広いな」

「天井、高たけー」

「料金も高そう」

「部屋のタイプで料金も違うらしいけど、最低、お一人様一泊五万円はするらしいぞ」

「はぁぁ……さっすが特等」

　今更ながらに、よく引き当てたなと思う三兄弟であった。

　とりあえず座布団に座って茶を飲み菓子を食べてから、部屋を物色する。もちろん、興味津々の広海が。

　間取りは十畳の和室とツインベッドがある寝室がメインで、洗面所──というよりは高級ホテル並みのパウダールームのようだった。クローゼットも広々としている。

　テレビは薄型大画面。各種ゲーム機の貸し出しもある、らしい。もちろん、トイレは洋式温水シャワー付きである。

　庭に続くドアとは別のドアを開けると、そこは脱衣所であった。更に、その先には。

「うわ……スゲ。兄貴、脱衣所の向こうは露ろ天てん風ぶ呂ろだって」

「露天風呂？　内風呂じゃなくて？」

「マジでか？」

　陽一と大地が揃って広海のほうへと歩いていく。

「おぉ、ホントだ。けっこうデカイ」

「三人で入っても、まだ余裕で泳げそうだって」

　さすがに、それは無理そうだが。広海が言うように、内風呂感覚からいえば充分すぎる広さであった。

「もしかして、一部屋に露天風呂ひとつってこと？」

「タイプによって違うんじゃないか？」

　それだって、充分ゴージャス＆贅ぜい沢たくに変わりはない。

「人生、最初で最後の豪華温泉旅行……かもな」

　陽一が茶化してそれを言うと。基本、食欲魔神の大地は。

（一泊で五万円も払うくらいなら、焼き肉食い放題のプレミア・コースに十回以上はいけるよな。自腹じゃ絶対に無理）

　それを思い。

「タダだからありがたみが倍増するんじゃね？　自腹で五万払うなら、温泉よりもやっぱテーマパークだろ」

　広海はあっけらかんと言い放った。それがあまりに広海らしくて、陽一は笑えてきた。

（そういえば、家族揃ってのテーマパークとか、まったく縁がなかったな）

　なにせ、小さい頃の大地は虚弱体質で。その上、そういうお楽しみを予定していても、なぜか直前になって体調不良になるという極めつけの前科者だった。本人的には楽しみにしすぎて知恵熱を出すというパターンではなかったかと思うが、当然、予定はキャンセル。だから、陽一も広海も、予定を立ててどこかに家族旅行に行くという気にもならなかった。

　そんなわけで、幼稚園でも小学校でも、遠足がお楽しみのひとつだった。そういう学校行事であれば、母親が付いてこなくても問題がないからだ。

　もちろん、ランチ・タイムになると学年差を無視しまくって広海が陽一のもとにスッ飛んでくるのが茅野家の常識であった。広海がどんなに邪魔くさかろうが、陽一のクラスメートたちは黙って指を銜くわえて見ているしかなかったのは言うまでもない。

「なぁ、なぁ、兄貴。先に風ふ呂ろ入って、いい？」

「いいぞ。晩飯は七時にしてもらったからな。ふやけない程度にゆっくり風呂に入ってから飯にしよう」

　ずっと一人運転だった陽一に異存があるはずがない。もちろん、大地も。

「んじゃ……」

　脱衣所にはバスタオルのほかにバスローブも人数分揃っている。三兄弟はそのまま服を脱いで露天風呂へと直行した。

「へへ……一番いつちばーん」

「ホント、ガキ丸出し」

「こら、広海。走るんじゃない」

　相変わらずの三人であった。

　竹塀に囲まれた露天風呂はちんまりとした箱庭だが、それが逆にシンプルな風情があってゆったりと寛ぐことができた。

　湯船から見上げれば、そこだけ切り取ったような蒼そう穹きゆう。ときおり風が吹き抜けて木々の枝が揺れる。ザワザワとした葉擦れの音色の優しさ。湯の溢あふれる音。都会の煩雑さとは別世界というのがよくわかる。

　湯に浸かっているだけで、のんびり、ゆったり、癒される。たったそれだけのことなのに、不思議と贅沢な気分になれた。

　足を伸ばして首まで湯に浸かって、あまりの気持ちよさに三者三様の吐息が漏れた。

「はぁ……」

「…………」

「んー……」

　目を瞑つぶり、深く息を吸って静かに吐く。

「気持ちいい[image: ～][image: ～]」

「サイコー」

「ホント、癒されるな」

　家風呂では絶対に味わえないゴージャスな気分になれた。

　しばらくして、大地が湯船から出る。

「なんだよ、大地。もう上がるのか？」

「違う。洗い場」

　洗い場のカランはふたつ。シャワーもちゃんと付いている。

　ボディーシャンプーから何から何まで揃っている。

　洗い場の椅子に座っている大地の後ろ姿を、広海はじっと見やる。

（大地の奴、ホント、いいガタイしてやがるよな。肩幅広いし、ケツは締まってるし、腹なんかガチガチに腹筋割れしてやがるし。腕も足も、もしかして骨と筋肉だけでできてんじゃねーか？　あれ、絶対に体脂肪率は一ひと桁けた台だって。つーか、あいつ、入学したときよりもまぁたデカくなりやがったよな）

　思わず、どっぷり深々とため息が漏れた。

「なんだ、広海、どでかいため息だな」

　不意に間近で陽一の声がして、我に返る。

「あ？　え……？」

「どうした？」

「や……大地の奴、ハードな部活漬けでまた一回りデカくなったよなぁ……とか思って」

「そうだな。身長が伸びたせいでよけいに締まって見える」

　間違いなく。大学に弓道部はないので母校での臨時コーチの傍ら陽一もしっかり弓を引いているのだが、さすがに大地の運動量とは比べものにならない。

「ていうか。大地の素っ裸なんて見たの、何年ぶり？……って感じなんだけど。あー、もちろん兄貴のも」

　だから、よけいに大地の逞たくましさが目に付くのかもしれない。服を着ているときとはまるで違うからだ。

「家の風呂にはいるときはみんな別々だからな。定番の旅行っていったら親父の実家の白しら河かわの祖父じいちゃん家ちに帰省するくらいで、向こうに行っても、やっぱり風呂はそんなに広くなかったから別だったし」

　それでも、小さい頃はたいがい陽一と広海はセット扱いだったが。親族間でも広海の元気玉ヤンチヤぶりは有名で、それをコントロールできるのは陽一だけという認識だった。

「こんなふうな旅行なんて、もしかして小学校以来？」

　最後の記憶にあるのは、夏休みの最後に母親と四人で一泊二日のレジャーランドに行ったとき。あのときも、例によって例のごとく、大地がまた熱を出して旅行が計画倒れになるのではないかと、当日までやきもきしていた覚えがある。

　もちろん、超多忙な父親は最初から人数に入っていない。

「……かもな。部活をやり出したらみんなのスケジュールが合わなくなって、旅行どころじゃなくなったしな」

「土、日曜は試合で潰つぶれて、夏休みは合宿もあったし？」

「だけど、ホントに大地はデカくなったよなぁ。昔は虚弱児だったのが噓みたいだ」

　広海はコクコクと頷うなずく。こんな大地は、誰も予想していなかっただろう。

「もしかして、今年中に小林くらいになるかな」

「小林君、今いくつ？」

「去年は１８８センチだったけど、もしかしたら、今は１９０くらいあるかも」

「はぁぁ……。まだまだ成長期ってこと？」

「いいかげん頭打ちになってくれないと。俺、あいつとしゃべってるだけでムチ打ち症になりそうだって」

「そっかぁ。広海的には、大地が小林君並みになるとますます差を付けられたようで妬やけるわけだ？」

「そりゃあ、兄貴は大地が兄貴よりデカくなっても絶対にあいつの弟には見られないからな。だから、そんな余裕ブッこいていられるんだよ」

　まったくもって腹立たしいことに。大地との差は埋まらないどころかますます広がっていくばかりであった。

「いいじゃないか。それだけ広海が可愛いってことなんだから」

「まぁた、そうやって俺を丸め込もうとしてるだろ、兄貴ぃ」

「丸め込んでなんかないぞ？」

「ホントに？」

「あー。ホントに、ホント」

「なら、いいけどさぁ」

　それでも、あーだのこーだの、ブツブツと文句を垂れる広海だった。

（大地みたいに可愛げのない弟は二人もいらないって）

　本音で思う。男三兄弟では潤いがない──というのが母親の口癖だったが。陽一の潤いはちゃんとある。

（だから、広海。おまえはずっとそのままでいいからな。いつまでもヤンチャで可愛い俺の広海でいてくれ）

「んじゃ、俺も洗ってこようっと」

　ザブリと広海が立ち上がる。

　陽一はわずかに目を眇すがめた。

（んー……。さっき、大地が広海に『前を隠しやがれぇぇッ』とか怒鳴ってた気持ち……わかるな。いきなり鼻先で全開だと、あー、なんだか目のやり場に困って心臓に悪い）

　ほんの子どもの頃から広海の裸など嫌になるほど見慣れている陽一であってもだ。

　湯船から出て、広海はペタペタと歩いていく。

　大地はシャンプーで頭を洗っている。

（大地。おまえ、いくら使い放題だからってシャンプー付けすぎ。頭、アフロ並みにアワだらけじゃねーか）

　呆あきれてしまう。

　広海はどっかと大地の隣に座った。

（つーか、間近で見るとホント、綺き麗れいにみっちり筋肉が付いてるよな）

　まじまじと凝視する。

（小林なんか、上半身脱ぐとけっこうスゴいけど。ハイジャンプとバスケって、筋肉の付き方から違うもんなぁ。この脇腹なんか、スゲー……。うわ、ちょっと触ってみたいかも）

　広海はワシャワシャと髪を洗う大地の脇腹にスッと指を滑らせる。

　瞬間。大地は思わず息を吞のんで不自然に硬直した。

　そんなことはさっくり無視して。

（やっぱ、固かてー……。まさに腹筋ってやつだよな）

　大地が声もなく硬直しているのをいいことに、広海は腹筋をそろりと撫なで上げた。

　とたん。大地はゾゾッと鳥肌が立って叫んだ。

「ぎゃぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]ッ」

　つられて、広海もビックリ仰のけ反った。

「なっ…なに、なに、なんだよぉぉッ。大地、おま……ビックリさせんなぁぁッ」

「ヒロ…ミ？　ヒロミかぁッ？　てめー、なにしやがんだぁぁッ！」

　頭を泡だらけにしたまま、大地がギロリと目を剝むいた。

「何って、なんだよッ？」

　広海的には、ちょっと腹筋を触っただけ──である。

「おま……おまえぇぇッ……。おまえが変なことすっから、鳥肌立っちまったじゃねーかッ」

　大地の声は完全に裏返ってしまっている。こんなふうにあわくって狼狽うろたえている大地を見たのは広海も初めてだった。

「あ……ホントだ。マジで背中までチキン肌だ。スゲー……」

「わッ……ギャッ……気持ち悪わりぃ。足の裏まで痒かゆくなってきた……」

　その拍子に別なところまでムズムズと勃たち上がってきて、大地は焦りまくる。

（げぇ……マズい。変にキモ痒いのが伝染して勃っちまいそう……。わッ……ヤバい。どうすりゃいいんだぁぁッ）

　焦りに焦りまくって。心臓がバクバクになって。大地はシャワーを引っ摑つかんでソッコーでシャンプーを洗い落とすと、すぐさまガツガツと露ろ天てん風ぶ呂ろに直行してザブザブと顔半分まで浸かった。

「おい、大地……」

　さすがに見かねて陽一が声をかける。

「うるせー……」

　大地がグルグルと唸うなる。まるで手負いの野獣並みである。

「おまえ……マジで大丈夫か？」

「黙ってろ、陽一。それ以上、一言でもしゃべりやがったら──ブチ殺す」

　地の底を這はうような声で威嚇する大地であった。

（大地の奴、しっかり勃ぼつ起きしてやがったぞ。大丈夫か？　顔も茹ゆでダコ並みに真っ赤っかなんだけど）

　カランの前で座っていた広海がいったいどういう悪ふざけをしたのか、陽一にはよく見えなかったが。大地にとっては予想外の衝撃だったことは確かだ。

　その元凶である広海はペタペタと湯船まで歩み寄ってきて、しゃがんだ。当然、丸見えのまま。デリカシーがない。それ以前の問題である。

「おーい、大地。大丈夫か？」

　それはさすがにいかがなものかと、陽一は本気で大地に同情したくなった。

（広海、おまえなぁ、そういう傷口に塩をなすり込むような真似をするんじゃないって）

　広海はそんなこと、これっぽっちも思ってはいないだろうが。鈍いにもほどがある。

「悪ぃ……。や……おまえの背中の筋肉とか腹筋とかすっげー綺麗だったもんだから、ちょっと、触ってみたくなっちまって」

　言い訳じみたことを口にする広海は、さすがに本心から悪いと思っているのだろう。

（いつから筋肉フェチになったんだ、広海）

　内心、陽一はどんよりとため息を漏らす。

（いつも傲ごう慢まんカマしてる大地が顔面どころか全身真っ赤にして茹でダコ状態なのは、まぁ、見物だったけど。あんまり心臓に悪いことはやめてもらえるとありがたいんだからな）

　ついでに本音もだだ漏れる。

「俺的には、ほんのちょこっとしか触ってないのに、まさか、おまえがあんな飛び上がるほどビックリするとは思わなくて。えっ…とぉ……ごめん。鳥肌、収まったかぁ？　大地ぃ？」

　いつになく、素直に謝り倒す広海であった。

　悪意なきイタズラであったとしても、自分の過ちを認めて謝罪する。それはそれで、広海の本質的な可愛らしさ全開であった。

　が──しかし。

（広海。おまえがそこに居座ってる限り、大地は出てこられないと思うぞ、おれは）

　たぶん。

　……きっと。

　…………間違いなく。

「だからぁ、悪かったって。な？　大地ぃ。……ゴメン」

　大地は呪いを込めて唸る。

（ヒロミの奴……。あの、バカ……。チクショー……。いきなり反則技をカマしやがってぇぇ。あとで覚えてろぉぉッ）

　大地はぶくぶくと湯の中に沈んでいった。








あとがき









　こんにちは。

　ずいぶんとお久しぶりの『子供の領分』です（笑）

　今回、単行本からの文庫版バージョンということで、加筆修正＋雑誌掲載短編（今は休刊してしまった「ザ・ルビー」って、知ってる人いるのかな？　ハハハ）＆書き下ろし短編という布陣です。

　う[image: ～][image: ～]ん、分厚いです。いろいろと、妄想が詰まっている分だけ頑張りました──というところでしょうか？

　本当に久しぶりだったので、すっごく楽しかったです。ちょっと校正が大変でしたけど。それはまぁ、ご愛敬で（苦笑）

　会話シーンはほとんど、ドラマＣＤに出演していただいたときの声優さんの生声付きでしたので、いゃあ、もうるんるん（死語？）気分でした。改めて、ドラマＣＤを全巻聴き返してしまいました。

　しかも、今回はカバー・イラストもろもろ如月きさらぎ弘ひろ鷹たか先生の新作で、とても幸せです。如月先生、お忙しい中、ありがとうございました♡

　話は変わりまして。

　先日、大ファンであるボーカル・ユニット様が初めて福岡で公演されまして。ちょうどその頃、二週連続で週末台風が襲来してまして、もしかしてキャンセルになったりしないよなぁ……とか、前日までやきもきしていましたが、無事開催されることになって本当にホッとひと安心でした。

　会場はびっしり満席。私の席は三階という、オペラグラスが必需品でしたが、彼らの迫力のある生声ステージが堪たん能のうできて、素敵すぎて、大興奮な一夜でありました。また来て欲しいなぁ……［超願望］

　さて。末筆になってしまいましたが、ここでちょこっとお仕事情報を（笑）

　来年、何事もなければ、講談社さんとリブレさんと徳間さんから新刊が出る予定です。発売日などは今のところ未定ですが、よろしければこまめにチェックしていただければ……。よろしくお願いいたします。

　それでは、また。




平成三十年　十月
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